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人見枝谷津遺跡Ｄ区　古代道路状遺構

人見西中原遺跡　古代道路状遺構
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人見西中原遺跡　古代道路状遺構

人見西中原遺跡　古代道路状遺構側溝底面（Ｍ－２号溝）
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人見西中原遺跡　古代道路状遺構側溝底面（Ｍ－２号溝）



人見向原遺跡Ａ区　Ｍ－１号溝

人見向原遺跡　Ｍ－１号溝土層断面（中央に浅間Ｂ軽石）
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人見向原遺跡　Ｈ－28号住居址（古墳時代中期、須恵器出土）

人見枝谷津・東向原遺跡　古墳時代石製模造品と製作関連遺物
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上人見遺跡　全景（左：大桁山　右：妙義山）

上人見遺跡　弥生時代の土器・石器
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人見東中原遺跡　縄文時代弧状列石と住居址群

人見東中原遺跡　Ｊ－11号住居址（縄文時代中期）
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人見東中原遺跡　縄文時代中期後半の土器群

人見枝谷津遺跡　Ｊ－８号住居址黒曜石製石器と石核・素材（縄文時代中期後半）
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人見西向原遺跡　旧石器時代　遺物出土状況

人見西向原遺跡　旧石器時代の遺物

口絵８



序

安中市の南部に位置する西横野地区は、群馬県の名産であるコンニャクを中心と

した畑地が広がる妙義山を正面に望む景観豊かな農業地帯にあります。本地区のあ

る横野台地には、縄文時代から古代に至るまでの遺跡が濃密に分布する地域で知ら

れています。

このたび、安中市と富岡市との境界をまたいだ一帯で群馬県による県営農地整備

事業が松義東部・松義中部・松義西部の3地区に分かれて、平成18年度から実施さ

れことになり、両市教育委員会では、乙の事業実施に先立つ発掘調査による記録保

存を行うことになりました。

本書は、平成18年度から平成24年度まで安中市教育委員会が発掘調査を実施した

西横野東部地区遺跡群の調査の成果をまとめたものです。

本遺跡群では、横野台地では数少ない後期旧石器時代の石器と磯群、柄鏡形住居

祉を含む縄文時代中期後半の集落跡、弥生時代前期の再葬墓遺跡として知られる昭

和36年に発見された上人見遺跡、これまで集落の存在が知られていなかった古墳時

代中期前半の集落、そして、横野台地一帯に広がる牧関連遺構を特徴付ける大溝、

さらに、東山道駅路から分岐する「伝路」と推定される道路状遺構が約1.5kmにわた

って発見されました。特に道路の発見は、古代交通史をはじめ中央と地方との関係

を考える上で重要な遺構として注目されています。今後、中部・西部地区を含め、

広大な面積が調査対象となるため、市内はもとより県内の原始古代の解明に欠かせ

ない遺跡を数多く発見される可能性が予想されます。

本報告が、学術分野に寄与するだけではなく、地域を学ぶ郷土資料として活用さ

れることを願ってやみません。

最後に、調査にど協力いただいた地権者の方々、過酷な気象条件の下で発掘調査

に従事していただいた方々、松義台地土地改良区をはじめとする各関係機関の皆様

には感謝申し上げる次第です。

平成26年3月

安中市教育委員会

教 育 長 中 津 四 郎



例言

1 本書は、群馬県西部県民局西部農業事務所が計画した(地域)県営農地整備事業(畑地帯担い手育

成型)松義東部地区事業に伴う工事に係わる埋蔵文化財発掘調査報告書である。なお、発掘調査成

呆については、年度ごとに概要報告書をB冊刊行したが、本報告の内容をもって正式報告とする。

2 本書は、本文編(第 1分冊.遺構本文編、第2分冊.遺物本文、写真図版編)とデータ編 (DVD

版)で構成される。データ編所収内容については、データ内の「目次」を参照されたい。

3 遺跡群の地区名は、事業名である「松義東部地区」とせず、地区名を優先して「西横野東部地区」

とした。ただし、富岡市では、遺跡群名を「松義東部地区遺跡群」としている。

4 調査した遺跡の所在地は下記のとおりであるロ

人見東原E遺跡(遺跡略称N -1) 安中市松井田町人見字東原地内

人見西下原遺跡(遺跡略称N-2) 安中市松井田町人見字西下原 地内

人見枝谷津遺跡(遺跡略称N-3) 安中市松井田町人見字枝谷津・榎戸・向原地内

人見東向原遺跡(遺跡略称N-4) 安中市松井田町人見字東向原 地内

人見向原遺跡(遺跡略称N-5) 安中市松井田町人見字向原地内

人見東中原遺跡(遺跡略称N-7) 安中市松井田町人見字東中原 地内

人見西向原遺跡(遺跡略称N-8) 安中市松井田町人見字西向原・向原 地内

人見西中原遺跡(遺跡略称N-9) 安中市松井田町字西中原地内

人見本村遺跡(遺跡略称Nー15) 安中市松井田町字本村・西中原地内

上人見遺跡(遺跡略称N-ll) 安中市松井田町字西向原地内

5 発掘調査及び資料整理は、西部農業事務所からの委託金と農家負担分については、国宝重要文化財

等保存整備費補助金(文化庁補助金)、群馬県文化財保存整備費補助金並びに安中市費により実施

した。

6 発掘調査は、平成18~24年度に実施した。

平成18年度.人見東原E遺跡・人見西下原遺跡(平成18年12月1日~平成19年3月26日)

平成19年度:人見東原E遺跡(平成19年 8 月 1 日~1O月 4 日)

人見枝谷津遺跡・人見東向原遺跡(平成19年12月3日~平成20年3月19日)

平成20年度:人見枝谷津遺跡・人見束向原遺跡(平成20年 5 月 1 日~1O月 14 日)

人見枝谷津遺跡(平成20年12月1日~平成21年3月19日)

平成21年度:人見枝谷津遺跡(平成21年5月1日~日月 11日)

人見向原遺跡・人見東中原遺跡(平成21年12月 1日~平成22年3月19日)

平成22年度:人見枝谷津遺跡・人見向原遺跡・人見東中原遺跡(平成22年5月 1日~日月30日)

人見西向原遺跡・人見西中原遺跡・上人見遺跡(平成22年11月18日~平成23年3月

18日)

平成23年度:人見西向原遺跡・人見西中原遺跡・人見本村遺跡(平成23年 5 月 16 日~9 月 27日)

人見西向原遺跡(平成23年11月24日~平成24年3月19日)

平成24年度:人見西向原遺跡・上人見遺跡(平成24年 4 月 16 日~9 月 14 日)



7 資料整理は、発掘調査と並行して平成19~25年度、報告書作成は平成24 ・ 25年度に実施した。

8 発掘調査及び資料調査は、安中市教育委員会が直営で実施し、学習の森発掘調査係(平成24年度

までは文化財係)主査(文化財保護主事)井上慎也が担当し、壁伸明(平成20年度)、同主事(文

化財保護主事)菅原龍彦(平成22年度)、同主査漉川仲男(平成23年度〕が補佐した。なお、上人

見遺跡は梅津重昭氏、松海亜生氏、道路状遺構は、木本雅康氏、川原秀夫氏、坂爪久純氏に調査指

導をいただいた。

日 資料整理全般の総括は井上が行った。作業分担は以下のとおりである。

図面整理及び報告書作成、データ編集:大月圭子、町田千明、大手啓子、吉津栄子、菅生陽子、小

林美絵、田島幹子

遺物整理:井上、菅原、萩原静夫、田川真知、染谷綾子、高津はつ江、多胡茂子、成願八千代、村

井田加世子、野積一美、(株)甲セオリツ(弥生土器整理)、浅間 陽氏(弥生土器の一部)

遺物実測・観察表他(委託分): (有)毛野考古学研究所(縄文土器、弥生土器)、(株)アルカ(縄

文石器)、(株)甲セオリツ(縄文土器、弥生土器、古墳・古代土器)、(有)前橋文化財研究所

(古墳・古代土器)、(株)測研(古墳・古代土器)、浅間 陽氏(弥生土器観察表)

遺物実測・観察表他:井上(旧石器~古墳石器・石製品他)、菅原(鉄製品)、壁伸明(縄文士

器観察表の校正)、田川、萩原、大手、田島、成願、多胡、高津(縄文土器破片、古代土器等、

大形石器・石製品他実測)

遺物写真撮影(委託分):写真家小/11忠博氏(縄文土器、弥生土器、石器・石製品等口絵・集合写

真〕、(有)前橋文化財研究所・(株)甲セオリツ・(株)測研

遺物写真撮影:井上(土器、石器等の補遺分)

写真整理:染谷、田川、大手、(株)甲セオリツ(遺構写真図版編集〕

鉄製品保存処理:山梨文化財研究所(安中市費)

10 本書の編集は、井上が行った。本文の執筆は、 I~VI、 VIIー 1 、四の分担執筆以外を井上が行つ

た。分担執筆では、高橋清文氏((有)毛野考古学研究所)が四 1 (1)、浅間 陽氏((有)毛

野考古学研究所)が羽ー 2 (1)と四一 2 (1)、梅津重昭氏が四一 2 (3)、三浦京子氏((株)

甲セオリツ)が四 3 (1)と四 4 (1)、(株)火山灰考古学研究所がV1I-2~4 とデータ編

の自然科学分析の一部、パリノ・サーヴェイ(株)がデータ編の自然科学分析の一部、建石 徹

氏(文化庁)・二宮修治氏(東京学芸大学)がV1I-5をそれぞれ行った。

11 遺構写真の撮影は、井上、菅原、瀧川が行った。遺跡の航空写真撮影及び遺構実測用デジタル撮

影は、(株)テクノプラニング、スナガ環境測設(株)、(株)シン技術コンサルに委託した。遺構

実測用写真撮影は、スナガ環境測設(株)、(株)大成測量に委託した。

12 基準杭測量、グリッドの設定、調査区平面図作成は(株)大成測量に委託して行った。

13 自然科学分析は、(株)火山灰考古学研究所、パリノ・サーヴェイ(株)に委託して行った。なお、

黒曜石産地分析では、建石・二宮両氏に依頼した。

14 発掘調査の記録、出士遺物は安中市教育委員会が保管している。

15 発掘調査及び遺物整理の期間中に次の方々からご指導、ご協力をいただいた。記して感謝の意を

表します(敬称略・順不同〕。

永井尚寿腰塚徳司片野雄介横田大輔水田雅美三浦京子坂爪久純木下雅康川原秀夫



鈴木靖民佐藤信早川泉武部健一近江俊秀小宮俊久佐藤明人佐々木虞ー藤森

健太郎高島英之右島和夫林部均山路直充武藤ふみ子黒済玉恵苅谷俊介永井智

教 藤野一之深海敦仁出浦崇早田勉日沖剛史長井正欣石丸敦史浅間陽有

山経世宮田忠洋宮本久子桜岡正信神谷佳明坂口一井上昌美笹津泰史外山政子

小菅将夫勢藤力国武貞克棲井美枝棒島秀章角田真也梅津重昭松津亜生設楽博

己石川日出志小林青樹外山和 夫若狭徹神戸聖吾飯島義雄小倉淳一高橋清文

建石徹二宮修治山口逸弘鈴木徳男富田孝彦洞口正史高井佳弘下岡順直横尾好

之須田茂千葉博俊佐野亨介幾島審早川麗司綿田弘実福島邦男松義台地土地

改良区富岡市教育委員会群馬県立歴史博物館

凡例

1 遺構の実測図は、住居祉1/80・1140(拡大図)、掘立柱建物社1/80、ピット列11100、道路状遺

構11200(平面)・ 11100(断面)、大溝11200(平面)・ 1/100(断面)、溝11250又は11500(平

面)・ 111∞(断面)、中世道路状遺構11800を基本とした。なお、一部の図面については、任意の

スケールとしているところがある。

2 遺構図中の北マークは座標北である。なお、座標は世界測地系を使用した。

なお、本文中で使用した地図は国土地理院発行の地形図「富岡J(1150000)、旧松井田町都市計

画地図 (115000)、西部農業事務所作成の工事用図面 (1/5000)である。

3 遺物実ilIJ図の縮尺は次のとおりである。

土器:1/4 (・は還元焔の須恵器、蜜内外のトーンは煤等付着範囲を示す)、 1/3(弥生土器)

士製品:1/2旧石器 :2/3 小形石器:1/1、 1/2、2/3 中・大形石器:1/4、 1 

/6、 1/8古墳石製品・石製模造品:1/1、 1/2 鉄製品:1/2、 1/3 玉類:1/1 

4 士層説明中での記号、略称は次のとおりである。

士層名称及び量の基準:r新版標準土色帖~J (農林水産技術会議事務局監修)による。

色調く:より明るい方向を示す(暗<明)

しまり、粘性。:あり 0:ゃゃあり 企:あまりない x:なし

混入物の量 。:大量 (30-50%) 0:多量 (15-25%) ム少量 (5-10%)

楽:若干 (1-3 %) 

混入物 RP:ローム粒子(溶け込んだ状態) R B ロームブロック(固まりの状態)

YP:板鼻黄色軽石 (As-YP)

5 本文・図面で示す火山灰の名称は、以下の記号を用いた。

浅間A軽石=As-A 浅間B軽石=As-B 浅間C軽石=As-C

6 遺構略称

J :縄文住居、 Y:弥生住居、 H:古墳・古代住居、 D:士坑、 S:集石・配石、 M:潟、 P:ピ

ット、 T:竪穴状遺構、 HT:掘立柱建物、 US:湧水、 K:古墳 KM:炭焼窯

7 遺物写真については企が市教委、.が小川氏、無印が(株)甲セオリツ、(株)測研として撮影者



遺物重量分布及び遺物分布図マーク

遺物重量分布及び遺物分布図マーク

遺物重量分布及び遺物分布図マーク

土器

文様

縄文

無文

不明

底部

特殊

その他

（ミニチュア）

石器 礫

　　　 石器Ａ類

石核Ａ類・FLA類

       石器Ｂ類

          FLB類

　　 石器Ｃ１類

     石器Ｃ２類

石器Ｄ類

　 FLD類

石器Ｅ類

   FLE類

石器Ｆ類

１個　　５個　　10個 １個　　５個　　10個
１個　　　10個

10g　　　100g　　　1,000g

１個 ５個 10個10g 100g 1,000g

10g 100g 1,000g 10,000g

　鉄鏃

　鉄滓

　　鉄

鉄製品

　砥石

　台石

　軽石

　原石

　羽口

酸化焔焼成須恵器　坏・椀系

酸化焔焼成須恵器　甕・釜系

　　　その他の土器（古代）

　　　　　　　土師器　坏系

　　　　　　　土師器　甕系

　　　　　　　　　　　不明

　　　　　　　　　　須恵器

　　　　　縄文土器（混入）

石器土器
１個 ５個 10個 １個 ５個 10個

　土師器　甕系

　土師器　坏系

　須恵器　甕系

　須恵器　坏系

その他の土師器

　　　　　不明

　勾玉（未製品を含む）

　管玉（未製品を含む）

　剣形（未製品を含む）

　　　 有孔円板・方板

　臼玉（未製品を含む）

　     その他の石製品
　　 （滑石・蛇紋岩・片岩）

紡錘車 (未製品を含む）

　　　　　　 編み物石

　　　　　　　未製品

　　　　　原石・石核

　　　　 剥片（ＦＬ）

                台石

　　　　　      砥石

　　　　　      敲石

　　　　　      磨石

      その他の石製品
         （滑石以外の石材・ﾒﾉｳの原石・SS の石製品など）

100 個
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I 調査の経緯

1 調査に至る経緯

安中市松井田町人見及び富岡市妙義町にまたがる西横野地区及び高田地区の一部で計画された県営農

地整備事業は、「松義台地」を対象とした総事業面積250ha以上に及ぶ大規模土地改良事業である。

本事業は、東部(中野谷地区との境から東で県道まで)・中部(東部との境界から高速道路を超えて県

道まで)・西部(中部との境界から妙義山麓まで)の 3地区に分けて実施することになり、平成17年度

から東部地区対象地域(約100ha)における埋蔵文化財の取り扱いについて、事業主体である群馬県

西部県民局西部農業事務所と安中市及び富岡市の文化財担当部局と協議を重ねてきた。協議の結果、事

業区域における埋蔵文化財は、事前の分布調査及び発掘調査の成果によって遺跡が多数存在すると予想

された地域であったが、事業計画の変更が不可能であることから、工事によって遺跡への影響が避けら

れない場所を中心とした記録保存の措置を講ずることになった。なお、発掘調査の対応については、対

象面積が広く、両市とも調査体制が万全でない状況であったため、群馬県教育委員会との協議を行った

が、両市の文化財担当部局が対応して工事前までに発掘調査を完了させることになった。こうした状祝

に対処するため、調査期聞を十分に確保する必要性から、地権者の協力のもと工区ごとに対象区域全域

を1年間休耕してもらい、工事実施の前年度に予備調査と一部本調査、工事年度に本調査を行うことで

西部農業事務所と合意に至った。埋蔵文化財の調査については、西部農業事務所から委託老受け、両市

が直営で実施することになった。なお、両市の境界付近にある遺跡については、遺構・遺物の分布状況

に応じて両市協議の上、調査の範囲、対応を決定することになった。また、事業に用いる遺跡名称につ

いては、工事事業名に「松義台地地区」とあるが、安中市では「西横野地区」に該当するするため、各

地区を付して「西横野東部地区遺跡群」と一括し、調査地点毎に遺跡名を付ける己とにした。

埋蔵文化財の調査計画は、当初、 7カ年の予定であったが平成22年度に事業変更があり、発掘調査

が7年(平成18年度後半~平成24年度前半)、資料整理が発掘調査・報告書作成と並行して7年(平成

19年度~平成25年度)、報告書作成が発掘調査終了後 1年(平成25年度)の8カ年となった。調査に

ついては、単年度毎に安中市長と西部農業事務所長との聞で委託契約を締結し、調査費の農家負担分 (5

%)については、文化庁の国庫補助事業とした。発掘通知(文化財保護法第94条関係)については、

西部農業事務所から工区毎で工事着手前年度に提出してもらい、群馬県教育委員会へ進達し、「発掘調

査」の指示を受けた(各年度の調査経緯については、『西横野地区遺跡群発掘調査概報~ 1 ~6 を参照)。

2 調査の経過

本事業に係わる工区割り及び経過は、第 1図、第 1表の通りである。発掘調査は、次年度工区範囲に

対して、農作物の収穫を待って順次、トレンチによる予備調査を11~12月頃から開始し、翌年の 3 月

まで一部本調査までを行った。工事年度は、受託契約締結後、 5月頃から 9月までを予定として本調査

を行った。こうして、調査対象となる地域では、年度をまたいで前半と後半の2固にわたって発掘調査

を行ってきた。なお、調査期間及び調査範囲の変更は、工事計画の状況に応じて適宜、事業者あるいは

工事関係者と調査と並行して調整を行った。平成18年度は、事業の初年度であることから、事務調整

がやや遅れ、 12月からの開始となった。人見東原E遺跡、人見西下原遺跡のそれぞれで縄文時代中期
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第１表　調査工程表

年度 工区 調査遺跡 調査面積（㎡） 発掘調査期間 調査内容 整理期間 報告
18 1･2 人見東原Ⅱ 2,000 H18.12.1 ～ H19.3.26 確認、Ａ・Ｂ区本調査 － 概報１

1･2 人見西下原 4,300 確認、Ａ～Ｃ区本調査 概報１
19 1･2 人見東原Ⅱ 2,000 H19.8.1 ～ 10.4 Ｃ区本調査 H19.4.1 ～ H20.3.31 概報１

3 人見枝谷津 5,000 H19.12.3 ～ H20.3.19 確認、Ａ区本調査 概報２
3 人見東向原 3,000 確認、Ａ区本調査 概報２

20 3 人見枝谷津 17,000 H20.5.1 ～ 10.14 Ａ・Ｂ区本調査 H20.4.1 ～ H21.3.31 概報２
3 人見東向原 20,000 Ａ・Ｂ区本調査 概報２
4 人見枝谷津 3,000 H20.12.3 ～ H21.3.19 確認、Ｃ区本調査 概報３

21 4 人見枝谷津 20,000 H21.5.1 ～ 9.11 Ｃ・Ｄ区本調査 H21.4.1 ～ H22.3.31 概報３
5 人見枝谷津 0 H21.12.1 ～ H22.3.19 次年度本調査 概報４
5 人見向原 3,000 確認、Ａ区本調査 概報４
5 人見東中原 1,000 確認、Ａ区本調査 概報４

22 5 人見枝谷津 4,500 H22.5.1 ～ 9.30 Ｅ区本調査 H22.4.1 ～ H23.3.31 概報４
5 人見向原 15,600 Ａ・Ｂ区本調査 概報４
5 人見東中原 17,000 Ａ～Ｃ区本調査 概報４

6A 人見西向原 6,000 H22.11.18 ～ H23.3.18 確認、Ａ・Ｃ区本調査 概報５
6A 人見西中原 3,000 確認、Ａ区本調査 概報５
6A 人見本村 0 次年度確認・本調査 概報５
6B 上人見 1,000 道路部分先行調査 概報５

23 6A 人見西向原 9,000 H23.5.16 ～ 9.27 Ａ・Ｄ区本調査 H23.4.1 ～ H24.3.19 概報５
6A 人見西中原 21,000 Ａ～Ｃ区本調査 概報５
6A 人見本村 1,600 Ａ・Ｂ区本調査 概報５
6B 人見西向原 5,000 H23.11.24 ～ H24.3.13 確認、Ｂ・Ｅ区本調査 概報６
6B 上人見 0 次年度本調査 概報６

24 6B 人見西向原 3,000 H24.4.24 ～ 9.14 Ｅ区・旧石器本調査 H24.4.16 ～ H25.3.19 概報６
6B 上人見 10,000 確認、本調査 概報６

25 10 遺跡 177,000 － 報告書作成 H25.4.15 ～ H26.3.20 本報告

注：調査面積には、トレンチ部分を含む　　　　　　　　　　　　

－ 3 －
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E 調査の方法

1 調査の方針

西横野地区は、事業実施前の分布調査及び周辺における発掘調査の成果等によって、遺跡が濃密に分

布する遺跡群であることが判明していた。そこで、広大な工事区域を対象とした発掘調査を継続的に調

査することが予想されたため、遺跡聞で阻齢が生じないよう、一定の調査基準を設定する必要があった。

本遺跡群の発掘調査は、全遺跡を安中市の調査方法で統一した〔市刊行の報告書参照)。

発見された遺跡については、「人見00遺跡」として大字小字を並記した。また、同一遺構(大溝と

道路状遺構等)、遺構・集落が遺跡内では完結せず、遺跡聞にまたがることもあるため、本遺跡群の遺

跡名の扱いは、調査場所を指す「調査区」に近い意味を持たせた。

発掘調査は、面的調査とトレンチ調査を併用して可能な限り遺跡全体を把握する方針をとった。この

方針を達成するため、調査方法の効率化を図った。これにより、本遺跡群の特徴となった広範囲で確認

された古代道路・古代牧に関連する大溝等の施設を中心として、上人見遺跡の弥生時代遺構、各時代の

集落等の全体を明らかにすることができた。

2 発掘調査の方法

( 1 )調査の基本的な涜れ

発掘調査は、道路・水路等の構造物、造成による削平といった工事によって遺跡への影響が被る部分

を中心にトレンチ調査を実施し、遺跡の範囲及び状況に応じて可能な限り本調査の範囲を拡大して遺跡

全体の把握に努めた調査を実施する方針をとった。

発掘調査は各年度とも、調査対象区域にトレンチを設定し、遺跡の有無と遺跡の広がりを確認した。

調査区を確定した後、パックホー (0.6m3及び0.7m3)で遺構確認面 (III層下部からN層上面)まで掘

削し、人力でジョレンを用いて遺構確認を行った。遺構番号は、各遺跡で遺構毎に通し番号を付けた。

なお、遺跡聞を超えて分布がまとまる遺構群(住居、溝等)は、遺跡に関係なく同一番号または通し番

号とした。

検出された遺構については、遺構毎に遺構略称と番号を付け、遺構の内容に応じた精査・「ビニール

転写法」を用いて土層堆積図及び微細図作成を行った。土層断面状況及び完掘した遺構は、リバーサル

フィルム、白黒フィルム(各35mm)で写真撮影を行った。遺構の測量は、遺構精査終了後、無線操

縦ヘリコプターで遺跡の全景写真と遺構測量用のデジタル撮影を行い、遺構実測用に出力した画像をも

とに現地で遺構図を作成し、遺構の高さを記録した。

グリッドについては、事業区域全域に対して100皿 x100mの大グリッドと 4皿 X4m小グリッドを

併用して設定した。グリッドの呼称は、北西隅を座標値とすることとし、北から南ヘアルファベットで

A、B、c. . . Y (100mでアルファベットが一巡する)、西から東へ算用数字で 1、2、3・

と4m進法で呼ぶことにした。これらの座標値には国家座標(世界測地系)に取り付けた。

なお、グリッドの呼称については、各年度南北方向は共通するが、東西方向は平成21年度の人見向
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原遺跡の調査以降、調査の都合で新たに300を足した名称で付け直している。そのため、遺跡によって

はグリッド名称が同ーとなっている場合もあるが、現地調査での名称を優先させているため、報告では、

あえて呼称の修正はしていない。

区画溝については、調査区が細長く、遺構が座標に対して斜めであるため、通常のグリッド設定が困

難であるため、溝の方向にメッシュを組み、南北方向に 3点(溝両側と底面でA・B • C、間隔は 4m)、

東西方向に溝と並行させた基準点(算用数字)を設定した。人見向原遺跡では、調査区西を起点として

東へ16皿毎に 1区から23区とした。しかし、区画溝の調査が束から西へとなることが明らかとなった

ため、グリッドを見直し、基準点及び調査区の名称を東から西へと変更した。人見西向原遺跡では、調

査区東を起点として西へ20皿毎に 1区から45区としたロ

(2)遺構調査の方法

住居祉の調査

住居祉の調査は、安中市で採用している「分層16分割法」を採用した。住居の時期に関係なく、範

囲確認後、住居の南北方向に幅50叩のサプトレンチを設定し、士層の堆積状況及び深さを確認しなが

ら床面、壁面の検出を行った。サプトレンチ調査によって範囲が確定した後、東西南北の幅20皿のベ

ルト、 16分割ポイントの設定を行った。セクシヨンポイントは「赤」、分割ポイントは「黄」の各標識

ポイントを使用した。土層断面は、常に陰となるように北面、西日が当たらないよう東面とした。住居

祉の掘削は、土層の厚さを基準(概ね 1-3層に分層)にして、上層から全体を下層及び床面付近の遺

物は残して床面まで掘り下げた。上層遺物については、層と区を記録して取り上げ、下層遺物とは区別

した。下層の遺物及びベルトとして残した土層堆積(セクション)状況については、写真撮影後、区毎

に記録して遺物の取り上げた。土層については、農業用ビニールを使用して原寸大で記録する「ビニー

ル転写法」で行った。その後、層位毎にベルトを崩し、床面を精査し、柱穴、貯蔵穴等のピット及び土

坑、周溝、炉といった住居付帯遺構の確認作業を行った。検出された遺構(炉、竃、貯蔵穴等)につい

ては、半裁〔半分にして東側あるいは北側を掘削)により土層堆積を確認して、遺物を残して精査、写

真撮影を基本とした。遺物は層位毎16分割で記録して取り上げ、遺構と関連のある遺物(埋設土器、

土坑内、台石・礁等)または重要遺物等については、平面図に位置を記録して取り上げた。柱穴につい

ては、底面まで完掘した。竃については、残存部まで掘り下げ、半裁して精査した。各遺構の土層断面

及び遺構・遺物微細図については、その都度、デジタルカメラで垂直撮影あるいは「ビニール転写法」

を用いて記録した。床面精査、完掘後、全体写真及び各遺構の写真撮影を行った。縄文時代の住居堆は

I J J、弥生時代の住居祉は IYJ、古墳時代~古代の住居祉は IHJとし、遺構毎に通し番号を付け

た。住居内の遺構は、遺構名、番号を付けた。ピットの番号は、遺物出土がある場合に限って番号を付

けた。

道路状遺構の調査

今回の事業区域内には、人見大谷誇遺跡で発見された道路状遺構が存在すると予想されていたため、

遺構の延長線上となる地域に対してトレンチ調査を実施し、発見された場合は、可能な限り調査範囲を

拡大する方針をとった。平成19年度の予備調査では、遺構の確認はできなかったが、平成20年度の人
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見枝谷海遺跡の調査で、道路状遺構と推定される 2本が並行する溝を確認した。発掘調査は、並行する

2本の溝に対して士層観察用及び調査区設定用のベルトを設定し、精査範囲を割り当てながら、東から

西へ向かって2本を同時に調査した。基本的調査は、溝の精査に準じている。人見西中原遺跡では、表

士の堆積が厚く、一部の範囲で浅間B軽石に覆われていたため、 E層での遺構確認が可能な場所につい

ては、ジョレンによる道路内外の遺構確認、精査を行った。人見枝谷海遺跡及び人見東中原遺跡での低

地部分については、トレンチ調査を実施し、低地での遺構の有無を確認した。なお、道路覆士について

埋没時の植生を把握するため、プラント・オパール分析を行った。遺構名については、 2本の側溝で構

成される道路状遺構とした。側溝については、遺構の性格により、それぞれM-j号潜(北側側溝)、

M-2号潜(南側側溝〕として遺跡群を遇じて統一番号とした。

大溝の調査

大溝については、安中市と富岡市の境界に沿って東から西へと延びていることが予想されたため、年

度ごとに対象となる範囲を両市の調査状祝によって溝調査区の割り当てをおこなった。なお、東向原地

区・榎戸調査で確認された大溝は、安中市での対応が困難であるため、富岡市が調査を担当した(下高

田原上原遺跡)。また、両市で調査を担当したため、若干の調査方法、士層区分に差異が生じたが、極

力、現地において各担当者の意見を尊重しつつ、共通認識を計ることに努めた。発掘調査は、パックホ

ーにより表土を掘削し、 E層下部からW層上面あるいは浅間B軽石が検出されたところを遺構確認面と

して、潜の方向に沿って調査範囲を拡大していった。作業員による遺構確認後、溝調査区を設定し、サ

ブトレンチによって溝の範囲及び底面までを把握する精査を行った。溝の範囲が確認したところで、再

度、パックホーにより溝内に堆積する浅間B軽石層までを掘削した。ただし、作業の進捗状況、時間的

制約によって、パックホーを使用して溝確認と溝内の浅間B軽石層掘削を同時並行におとなった場所も

ある。精査は、断面形状・士層に従ってスコップで底面付近まで掘削し、後を追うようにして移植ゴテ

等で溝の形状あるいはピットを精査した。出土した遺物は、出土位置を記録して取り上げた。士層断面

図は、「ぜニール転写法」を用いた。人見西向原遺跡では、溝方向の士層堆積を堆積するための断面図

を作成した。なお、大溝の遺構番号については、各遺跡共通番号として IM-j号潜」とした。

竪穴状遺構、土坑、集石、溝、埋設土器、その他遺構の調査

竪穴状遺構は、大形の土坑で炉のない遺構とした。竪穴住居祉との区別が判然としない遺構も含めた。

調査は、 2分割あるいは4分割し、土層観察用のベルトを残しながら掘り下げた。土坑は、掘り込みの

ある遺構で、大きさ50四を目安とした (50曲以下はピット)。名称は、特定の機能を示さないで用いる

「土坑」の用語で統一した。土坑は、半裁して北側もしくは東側を精査し、土層断面図を作成した後、

残りを完掘した。遺物は出土状況によって覆土一括で取り上げた遺物とそのままの状態にして残す遺物

に分けた。集石は、礁の出土状況と掘り込み(掘方〕の有無を確認しながら精査した。集石は、「ぜニ

ール転写法」によって微細図を作成し、構成される礁については、蝶番号を付すものと一括して取り上

げるものと分け、石材、重量、破損、被熱等の属性を台帳に記録した。潜は、任意(小規模Dまたは調

査区単位で士層観察表のベルトを設定し、精査した。埋設土器は、地面に土器が埋め込まれた遺構とし、

縄文時代の「埋喪」を含む。半裁して土器の内側を精査し、外側の掘方、土坑の有無を確認した。平面

・断面図ともに「ぜニール転写法」を用いた。
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その他、性格不明の遺構が検出された場合、範囲確認後、半裁して遺構の状況を精査して、完掘する

方法を採った。

古墳の調査

人見向原遺跡では、古墳 1基が調査対象となった。 ζの古墳は、旧松井田町との境界にある「下高田

原5号墳」として旧妙義町の遺跡台帳に記載されていた。確認調査の結果、現況の遺構は、単に石室石

材を寄せたものであり、古墳ではないことが判明した。実際の古墳は、現地点から北へ約20mの畑の

と己ろに位置し、地表下で確認された(人見向原遺跡K-1号古墳)。発掘調査は、表土を掘削後、作

業員による遺構範囲確認を行い、石室主軸方向を基準に十字のサブトレンチを設定し、分層しながら地

山 (N層下部-v層上部)まで掘り下げた。周溝からは大形礁が多数出土したため、現位置のままとし

た。石窒は予想以上に撹乱されていたため、残存部のみを残すことにして、原位置を遊離した礁は全て

取り上げることにした。石窒実測図は、現況測量のみとして、必要に応じて断面図を復元できるよう、

高さを記録した。周溝底面は、掘方上面と掘方の三固に分けて掘り下げた。石室及び周溝内の遺物につ

いては、空撮による真上写真を使用して、番号を付け、出土位置、高さを記録した。

旧石器時代の調査

平成23年度の後半の調査で、人見西向原遺跡において大溝 (M-1号潜)の精査中に、ローム層掘

り込みの底面から礁の露出が認められた。調査時期が冬場であり士層の状態が良くないため、一端精査

は中断して、再度、平成24年度に確認調査を行うことにした。確認調査は、遺物の分布範囲を予想し

て調査区を設定し、磯検出場所を中心にパックホーにより、 yp層(羽層)を除去、遺物が検出され

たVIl層上面まで掘削した。VIl層上面から人力による遺物確認調査を行った結果、最初に発見された地点

で層位的に石器と礁が出土した。掘り下げはVIl層上部までスコップを使用し、VIl層中位から移植ゴテ、

三角鎌等の小道具に切り替え、遺物の検出を行った。遺物の出士状況から当初の調査範囲から西へ延び

ていると予想されるととから、再度、パックホーにより、西側と南側部分を拡張して掘削した。拡張

部分の精査によって、石器ブロックの存在が明らかとなり、旧石器時代の遺物の分布範囲が確定した。

出土遺物は、石器、様、炭化材に分け、平板測量により出土位置を記録した。個々の遺物は、層位、

器種、石材、高さを台帳に記載して取り上げた。土層断面図、磯群微細図は、「ビニール転写法」を用

いた。遺物の出土層位及び当時の環境を復元するために深掘りを 1か所掘削し、ローム層の分析を行っ

たロまた、現地を見学された地質・地学に関係する専門家(群馬大学等)の所見を調査の参考とした。

上人見遺跡の弥生時代の調査

上人見遺跡は、昭和36年に発見され、昭和40年に群馬県立博物館(当時)と東京大学文化人類学研

究室の合同調査が行われた弥生時代前期末~中期初頭の再葬墓が確認された遺跡である。今回の調査で

は、当時発見された再葬墓に関連する遺構が発見されることが予想された。そこで、発掘調査は、遺構

の状態が気候に左右される冬場を避け、平成24年度前半の春から実施することにした。調査は、遺跡

の中心となる部分を除き、遺跡の範囲確認と遺構面までの状態を並行して、パックホーによるトレンチ

調査を行い、本調査区の範囲を設定した。耕作による撹乱・削平による調査不可能な範囲は、本調査か

ら除外した。確認面はE層上部を基本としたが、遺構、遺物が確認されない場合は、 N層上部までやや
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深めの掘削を行った。ただし、遺跡の中心地については、浅間B軽石層を除去した後、 E層上面を人力

で遺構・遺物確認を行った。 1次調査の調査区を基準としたトレンチ (2mX4 m)を26か所設定し、

移植ゴテ等で士層の堆積状況、遺物・遺構の検出状況を目的とした確認調査を行った。トレンチ調査の

結果、遺物はE層から出土し、遺物包含層の存在と面的に広がる数カ所の遺物分布(ブロック)を確認

した。遺物の出士はE層中位までで、 W層になると遺物は全く出土しなかった。また、 E層下部~N層

上面で地山を掘り込んだと推定される黒味の強い範囲を確認した。遺物・遺構の分布状況をもとに本調

査範囲を確定した。本調査は、全て移植ゴテ、三角鎌等を使用して、 E層中部まで遺物の検出を目的に

面的掘り下げを行った。遺物出土状況の写真撮影後、遺物はグリッド (4細分割)を基準として記録し

て取り上げた。遺物取り上げ後、人力による遺構確認を行った。遺物分布と遺構分布の重複があり、己

の範囲を掘り下げると遺物出土に高低差が認められた。これを手掛かりにして確認遺構を精査すると、

浅い窪みが多数検出され、土坑の存在が明らかとなった。覆土はE層を基本とした黒色土の自然層であ

る。土坑の調査は、範囲確認後、半裁し、写真撮影、土層断面図を作成してから完掘した。基本的に遺

物は、全点残して土坑単位で出土位置(通し番号を付す)と高さを記録した。土坑微細図は「ぜニール

転写法」あるいはデジタルカメラによる垂直写真撮影を併用した。

谷地の調査は、パックホーによる表士掘削後、人力で遺構面を精査した。谷部分に幅 1mのトレン

チを設定し、土層堆積状祝と地形を確認した。トレンチは湧水による冠水、排水処理が不可能のため、

水面下の状況確認は途中で断念した。各トレンチの士層断面図は、「ぜニール転写法」を用いた。

遺構測量、遺物記録の方法

遺構平面図:遺構平面図は、遺構完掘後、無線操縦ヘリコプターでデジタルカメラによる空撮をし、

撮影した画像をパソコンに取り込んで画像の歪み補正等を行い、 1140を基本にして出力したものを現

地で遺構の細部を確認、修正しながら、マイラーベースにトレース(遺構ライン:青、遺物:赤)する

方法で作成した。平面図には、レベル値を記録し、ベンチマークとレベルの眼高から遺構の標高を算

出できるようにした。遺構の断面図を作成するために必要に応じてレベルを記録し、数値から断面図が

復元できるようにした。なお、作業の進行状況に応じて、空撮に間に合わない遺構の測量の測量につい

ては、平板測量を併用し、集石、土坑、埋設土器等の小さな遺構は、デジタルカメラ撮影による垂直(真

上)写真を使用した。道路状遺構と大溝は、 1180を基本とした全体図を作成した。

全体図:各遺構図をグリッドで貼り合わせて、全体図を作成し、パソコンに取り込んでトレースした。

また、調査区範囲の一部は、委託して作成した。この全体図を使用して、グリッド単位あるいは地形を

もとにして、等高線用の高さを記録した。

士層断面図・遺構微細図・造物分布図・幅2mの農業用ビニールを遺構の断面及び平面にあて、マジ

ックで原寸大に転写する方法で行った (1巴ニール転写法J)。転写した図面は、図面台帳を作成し、遺

構単位でデジタルカメラによる写真撮影を行い、画像をパソコンに取り込み1140を基本としたデータ

に変換した。

遺物の出土記録:遺構出士の遺物は、遺構単位、層別、分割I区毎に取り上げた。遺構外の遺物は、 4

mグリッドを4再分割U(a~d) して取り上げた。また、小規模な遺構の遺物は「覆士一括」として取

り上げた。遺物出土量は、収納袋の大きさで相対的量(大量:1i:lI、多量 :0、少量:ム、若干:※〕に

置き換え、遺物分布状況カードに記録した。
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3 資料整理の方法

( 1 )整理方針と作業の涜れ

本遺跡群では、 10か所の発掘調査を実施した。発掘調査は、遺跡・遺構の範囲を把握する目的のた

め、可能な限り面的調査を実施する方針であったため、遺構数、遺物量は年々増加することとなった。

そこで、競りが長期にわたるため、遺構整理、遺物整理、写真整理を柱としてデータ整理、その他整理

に作業を分けて計画を立てることにした。調査年度の資料について、遺物は調査終了後に基礎整理を完

了させ、次年度に遺物台帳作成、遺物実測を行うことにした。遺構は、図面修正、土層台帳の入力を最

初に行い、遺構図ファイルを作成した。パソコンを使用することで遺構図修正と報告書挿図作成を同時

に行う己とが可能となり、遺跡単位で編集可能な遺構から順次図面の作成を行った。他の整理、報告書

作成・編集においても、作業の効率化を図るためパソコンを駆使した。本遺跡群の特徴である古代の遺

構・遺物については、他の作業に優先して単年度で整理完了を目指し、概報としてまとめた。

本報告は、遺構については、遺跡群の10遺跡で確認された遺構を時代→種類の順で報告した。なお、

道路状遺構と大溝は、同一遺構が遺跡を越えての調査であったため、あえて遺跡名で区別せず、一括し

て報告した。遺物については、各遺跡の出土遺物を同一基準で報告する方針として、遺跡群全体で時代、

種類(器種)を優先させた遺物を集成した。

(2)遺構図面整理の方法

各遺跡の遺構配置全体図を作成し、複合遺跡の場合は時代別遺構配置全体図を付図 (DVDデータ)

を作成した。遺跡単位で、縄文時代・弥生時代(住居祉、集石、竪穴状遺構、土坑、埋設土器)、古墳

時代〔住居雄、竪穴状遺構、土坑)、古代以降(住居祉、土坑、炭焼窯、溝)、道路状遺構、大溝(区

画溝)に分けて遺構挿図、各遺構観察表を作成した。

遺構図:旧石器時代は、遺物分布全体図、石器器種別・母岩別分布図(全体、ブロック別)、磯群分

布図(全体、重量)を作成した。縄文時代以降は各遺構の平面図(住居祉の場合、柱穴等ピットの深さ

を示す)、土層断面図、遺構断面図(土層断面図が無いものを含む)、遺物分布図(廃棄・遺棄の状況、

層位毎の遺物質量を把握するため)、遺構付帯施設(炉、電、埋設土器等)平面微細図、土層説明表、

遺構観察表を作成した。特徴ある遺構(炉・竃内、埋設土器等)については、出土状況の参考に遺物実

測をイ寸けた。

住居祉:時期は、覆土下層遺物または床面遺構(炉・竃内土器、埋設土器、土坑内等)の遺物によっ

て決定した。覆土遺物の分布図は、層位毎(堆積の変わり目を基準、層厚は目安)に16分割したもの

で、重量分布(土器)、点数分布(石器、礎、その他遺物)、床面または炉・竃、貯蔵穴等の遺構内遺

物出土状況(微細・ドット)のそれぞれを作成した。各遺跡同一基準で縄文時代中期後半、古墳時代の

住居分類を行った。

土坑:各遺跡同一基準で平面、断面、覆土から形態分類を行った。上人見遺跡の土坑は、出土遺物の

平面・垂直分布図を作成した。

集石:遺構図の他に棟集計を行い、重量グラフを作成した。一部、検出状況と掘方の図面を付けた。

埋設土器:検出状況(平面微細図)と埋設状況(掘方図、土器実測図)を示した。
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大溝 (M-l号溝)・道路状遺構:両遺構は、細長く広範囲に分布するため、遺跡名で区別せず、遺

跡群にある同一遺構として報告した(遺跡名は調査範囲を示す意味合いをもっ)。大潟は2遺跡、 23の

挿図に分割した。富岡市の調査分については、別報告となるため位置のみを示した。士層断面図は、覆

士を浅間B軽石と下層のローム混入士層を塗りつぶして堆積状況を示した。また、時期の分かる土器は、

出士位置と遺構断面図に入れた。を道路状遺構は、 4遺跡、 29に掃図を分割した。道路面には任意に

標高を入れ、道路の傾きを示した。

(3)遺物整理の方法

出土遺物の整理は、洗浄、選別した後、インクジェットプリンタ一等を使用して出土位置を注記し、

器種分類及び計測・計量を行い、各種遺物観察表及び台帳を作成した。その後、遺物の実測・トレース、

遺物写真撮影を行った。土器の復元は、完形個体老優先して行い、セメント系の材料で修復した。

土器:土器は縄文土器と土師器・須恵器(古墳時代、古代)に大別し、器種毎に分類した。土器は「量」

を把握するために重量を区、層毎に記録し、 16分割を基本とした分布図のデータとした。

遺構出士のものは、覆土中(1、2層出土遺物)と時期の決め手となる床面直上・下層に区別して、

それぞれの一括性のある土器群として捉え、組成を検討した。土器の分類は、破片と復元できる個体に

分け、破片については器種毎に重量を記録した。復元できる個体については重量を記録した後、復元率

によってランク付け (A~D) を行い、個体台帳を作成し、器種、接合状態、重量を記録した。これに

よって遺物の出土量を記録することで、破片の情報も活用でき、遺構全体での遺物の出土傾向が把握で

きる点で有効性をもっと判断した。土器の実測は、遺構を優先し、遺構の時期が判断でき、一括性のあ

る型式を中心に選別した。遺構外出土の遺物については、遺構出土重複が少ない土器、時期に限定した。

実測した土器は、観察表を作成し、本文では、土器群特徴について所見を掲載した。遺跡群の特徴であ

る縄文時代中期後葉、古墳時代中期、古代の土器群については、専門家による考察を掲載した。

石器:石器は時代毎に分けて石器台帳を作成した。旧石器時代の石器は、器種分類、母岩別分類、接

合作業を行い、全点台帳に記録した。磯は石材、重量、欠損、被熱(赤化〕、付着物(スス等)等の観

察、接合作業を行い、全点台帳に記録した。また、礁の大きさ、接合状況を把握するため、完形・接合

資料の実測図を作成した。

縄文時代と弥生時代の石器は、安中市の分類基準に準じ、石器系列、器種系列、石材系列に分けて分

類した(第2・3表)。器種が特定できないもの、転用石器等は、別の器種名を備考に並記した。石器

集計は、「器種」老優先したため、掃図にある器種と一部異なるものがある。石銭、打製石斧・スクレ

イパー、磨製石斧等の器種で、石器製作にかかわる資料は、完成品、未成品、素材、(調整)剥片のそ

れぞれの大きさを把握する目的のため長幅グラフを作成した。黒曜石製石器は、石鉱製作を意識した器

種分類を行った。石材分類は、肉眼観察によって、石材の特徴、石器と石材の関係によって考古学分類

を行い、岩石学的細分は行わなかった。なお、本来、学術用語として呼称されるべき「黒曜岩」につい

ては、「黒曜石」とした。

古墳時代の石製品・石器:形態と製作方法で器種を分類し、製作にかかわる遺物(素材剥片、破片等)

についても全点観察表を作成した。石製模造品については、加賀塚遺跡の報告での分類基準(井上200

7)に準じ、本来の機能をもたない二次的(祭記的〕機能をもっ石製品を「模造」して製作されるもの、



石器種別 器種 技術的特徴 石材種別 石材 石材の特徴
Ａ類 石鏃 押圧剥離を多用 I類 黒曜石(Ob) 硬質で粘度が少ない

石錐 チャート(Ch) 剥片剥離にもっとも適し鋭利
スクレイパー A類 硬質頁岩(HSh)
リタッチドフレイクA類（RFA） 黒色安山岩(BAn)
楔形石器 めのう
石匙A類 流紋岩

Ｂ類　 打製石斧・石鍬 直接打撃を多用 Ⅱ類 頁岩(Sh) 多少軟質でやや粘度がある
スクレイパー B類・横刃形石器 （泥岩） 剥離に適する鋭利さは劣る
石匙B類
リタッチドフレイクB類（RFB）

Ｃ１類 磨石 使用痕跡により Ⅲa類 安山岩(An) 軟質で粘度がある
ミガキ石 石器と認識される 剥離に不適で剥離麺は粗面
凹石
石皿 耐久性に富む
球石

Ｃ２類 敲石 Ⅲb類 (牛伏)砂岩(SS) 軟質で粘度がない
台石 剥離に不適でボロボロと崩れる
砥石

Ｄ類 石棒　多孔石　　 直接打撃・敲打・研磨 Ⅳ類 結晶片岩(Sc) 節理が発達している
棒状礫　丸石 を複合的に用いる

Ｅ類 磨製石斧 直接打撃・敲打・研磨 Ⅴ類 緑色岩類(GrR) 重量があり比較的硬質で粘度がある
磨製石器（弥生） を複合的に用いる 剥離にあまり適さず剥離面は粗面

Ｆ類 石製品 直接打撃・敲打・研磨 Ⅵ類 その他 多種多用な希少石材
垂飾 を複合的に用いる

種別 器種 形態 分類基準・特徴
Ａ類 石槍

石鏃 Ⅰ 凹基無茎
Ⅱ 平基無茎

石錐 Ⅰａ 摘み無し・小形
Ⅱａ 摘み有り・小形
Ⅱｂ 摘み有り・大形
Ⅱｃ 先端部作出・大形

石匙Ａ類 Ⅰａ 縦形・押圧剥離による精緻な調整
Ⅱａ 横形・押圧剥離による精緻な調整

スクレイパ－Ａ類 Ⅰａ 押圧剥離による精緻な調整
Ⅰｂ 押圧剥離と直接打撃による調整
Ⅱ 直接打撃による粗雑な調整
Ⅲ 緑辺微細剥離(一辺の１／２以上)

リタッチドフレイクＡ類 緑辺微細剥離(一辺の１／２以下)
楔形石器 両極技法により両端部が潰れている

Ｂ類 打製石斧 Ⅰ 撥形・急角度調整・断面蒲鉾形・片刃
　(細部の違いによりさらにａ～ｈ形態に細分)

Ⅱ 撥形～短冊形・両面調整・断面レンズ状・両刃
　(細部の違いによりさらにｉ～ｑ形態に細分)

スクレイパ－Ｂ類 Ⅰａ 押圧剥離を主体とした精緻な調整
Ⅰｂ 粗雑な押圧剥離と細かい直接打撃による調整
Ⅱ 直接打撃による調整
Ⅲ 緑辺微細剥離(一辺の１／２以上)

石匙Ｂ類 Ⅰａ 縦形・押圧剥離と直接打撃を併用した調整
Ⅱａ 横形・押圧剥離と直接打撃を併用した調整
Ⅱｂ 横形・大形で直接打撃による調整

リタッチドフレイクＢ類 緑辺微細剥離(一辺の１／２以下)
Ｃ１類 磨石 Ⅰ 円形

Ⅱ 楕円形
Ⅲ 棒状
Ⅳ 四角形
Ⅴ 不定形

球石
石皿 Ⅰａ 円形・作業面は凹面

Ⅰｂ 円形・作業面は平面
Ⅱａ 楕円形・作業面は凹面

種別 器種 形態 分類基準・特徴
Ｃ１類 Ⅱｂ 楕円形・作業面は平坦

Ⅲｂ 不定形・作業面は平坦
凹石 Ⅰａ 円形・切り合い関係は磨→凹

Ⅰｂ 円形・切り合い関係は凹→磨
Ⅰｃ 円形・凹のみ
Ⅱａ 惰円形・切り合い関係は磨→凹
Ⅱｂ 惰円形・切り合い関係は凹→磨
Ⅱｃ 惰円形・凹のみ
Ⅲａ 棒状・切り合い関係は磨→凹
Ⅲｂ 棒状・切り合い関係は凹→磨
Ⅲｃ 棒状・凹のみ
Ⅳａ 四角形・切り合い関係は磨→凹
Ⅳｂ 四角形・切り合い関係は凹→磨
Ⅴa 不定形・切り合い関係は磨→凹
Ⅴｂ 不定形・切り合い関係は凹→磨
Ⅴｃ 不定形・凹のみ

Ｃ２類 台石
敲石 Ⅰ 円形

Ⅱ 楕円形
Ⅲ 棒状
Ⅳ 四角形
Ⅴ 不定形

砥石 Ⅰ 荒砥
Ⅱ 中砥
Ⅲ 仕上砥

Ｄ類 石棒 加工痕有り
棒状礫 加工痕無し
多孔石 凹有り
丸石 凹無し

Ｅ類 磨製石斧 Ⅰａ 小形・断面楕円形
Ⅰｂ 小形・定角式
Ⅱａ 中形・断面楕円形
Ⅱｂ 中形・定角式
Ⅲａ 大形・断面楕円形
Ⅲｂ 大形・定角式

第２表　石器・石材分類表

第３表　石器器種分類表
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滑石を石材とするものを「石製模造品(滑石製模造晶)Jとし、玉類、紡錘車、特殊形態等を「石製品」

として区別した。なお、古墳時代の「石器」は、実用的な機能・用途をもっ器種(台石、砥石等)に限

定した。各石器は遺構毎に器種別「点数」で分布図を作成した。報告書には時代毎に器種別、製作工程

に係わる遺物の一部を掲載した。また、各時代の石器については、器種組成、石材組成、器種別各種表

を作成し、主要器種、編物石については遺跡毎に計測・重量グラフを掲載した。

古墳時代の石器分類 (W加賀塚遺跡 1~の分類基準を一部修正)

A類(石製品):玉類(勾玉、管玉、小玉等、白玉除く)、特殊遺物

原石・石核、未成品、事J片類(素材、調整剥片、砕片)

B類(石製模造品):勾玉形、剣形、万子形、円板・方板(有孔)、臼玉

原石・石核、未成品、事j片類(素材、調整剥片、砕片〕

C類(広義の石製品〕 紡錘車、未成品

D類:その他の石製品(石製模造品以外の不明器種)

E類(石器):砥石、砥石、敵石、磨石等

1類:石製品・石製模造品製作工具、 2類:それ以外の工具

F類(石器):編物石

その他遺物:鉄製品は、農具と工具、その他器種に大別した。錆による腐食によってクリーニングし

でも形態が判別できないものは、器種不明の「鉄製品」として一括し、分類は行わなかった。

上人見遺跡、人見西中原遺跡出土の弥生土器分類:弥生土器は、器種毎に全点分類して台帳を作成

した。土器については、器種分類、接合作業・復元、個体別分類を行い、台帳に記録した(別添データ

参照)。その中から実測個体を選び出し、実測、観察表を作成した。

土器破片の分類:大きさを把握するため円スケールを使用して 1岨単位で破片サイズを記録した。

A: O~2 皿、 B:2~4叩、 C:4~6 皿、 D: 6~ 自由、 E : 8~10冊、 F : 1O~12皿、

G : 12~14皿、 H : 14~16叩 Z:完形(直径の大きさで、以上~未満)

土器の条痕地文分類:土器台帳では2分類に大別し、実測個体については、 5細分に細分した。

土器台帳での条痕地文の分類 A:細かいもの、 B:太いもの

土器観察表での条痕地文の分類

条痕A:細かく密な条痕

条痕B ハケメ状のものや工具の断面がU字状の櫛歯工具を使用した原体とするもの

条痕C:工具の断面がU字状でBよりも一本が太く棒状工具を束ねた原体と推定されるもの

条痕D 断面「コ」の字状の角張った原体。貝殻条痕状を含む

条痕E:茎束や半裁竹管と推定される原体で条痕閣の密度が薄いもの

(4)遺構分類の基準

本遺跡群の報告では、主な遺構について遺跡聞で比較検討を可能とするため、分類基準を統一した。

縄文時代の住居枇分類

中期後半を中心として、同一確認面 (N層上面〕で深さと構造が異なる竪穴住居 (A・B形態)、敷

石・柄鏡形住居 (C形態)、確認面で検出された掘り込みが薄い平地住居・掘立柱建物遺構 (D形態)、
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構造不明 (E形態)に大別し、個々の属性を観察表にまとめた。

A形態:掘り込みが深い壁のある竪穴住居。

A 1 :周溝、炉、柱穴が規則的に配置され、炉、周溝、埋設土器等の付帯施設がある(構造が規格的)。

A2:Alに準じるが周溝がない。

B形態.掘り込みが浅く壁が明確ではない竪穴住居。

B 1 :炉、柱穴が規則的に配置される。一部に周溝有り。 A1とは壁の有無の差。

B2 柱穴が不規則に配置される。炉が無いもの有り。構造が規格的ではない(竪穴状遺構の一部)。

C形態:敷石住居

C 1 柄鏡形。全面あるいは柄部に敷石。

C2:構造が規格的ではなく、ピットが不規則に並ぶ。部分敷石。埋設土器を伴うものがある。

D形態平地住居、掘立柱建物

D 1 :柱穴が円形ないし規則的に並ぶ。炉、埋設土器があるものもある。

D2・ピットが不規則に分布。炉はない。柱穴不明。

E形態:分類不明

弥生・古墳時代、古代の住居祉分類 (W加賀塚遺跡』の基準を修正した)

平面小形 (4m以下)、中形 (4~6m)、大形 (6m以上)

主軸炉の方向を基準。

覆士士層堆積状況、覆土混入物によって、埋没過程を以下に分類した。

A:住居上屋崩落あるいは埋め戻された後、窪みに自然堆積(皿層流れ込み→浅間B軽石堆積)

A 1 :ローム混入土

A 2 :焼士と炭化物(材)が混入(火災住居)

B:人為的埋め戻し(完全)

B 1 :ローム混入士で埋没

B2:焼士と炭化物(材)が混入(火災住居)

C:自然堆積が主体(レンズ状堆積)

炉 A (地床炉+枕石)、 B1 (地床炉のみで掘り込み有り)、 B2 (地床炉のみで掘り込み無し)

竃形態 B:ローム+黒色土+柚芯河床磯 D:地山削りだし+ローム+柚芯河床磯

C:ローム+黒色土+河原石 E 地山削りだし+ローム+柏粘土

遺物出土量土器類※:口~1000g ム: 1000~5000g 0: 5000~10000g i(JI: 10000g以上

石器類※5点以下ム10点以下 020点以下i(JI21点以上

士坑の分類

通時代的に同一遺構として平面・断面、覆土形態で分類した。

平面 A:円形、 B・楕円形、 C:方形、 D:不整形

断面 1 :逆台形(鍋底形・碗状で深い。壁面がある)、 2:皿形(鍋底形・碗状で浅い。壁面が

ない)、 3:袋状(フラスコ状)

覆士 1 :自然堆積、 11:人為的堆積、 m:浅間B軽石あるいは混入士堆積

土器重量 楽 100g以下、ム100g以上、 0500g以上、i(JIlkg以上(上人見遺跡では点数)

石器器種点数
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磯小1∞E以下、中100g以上、大1旬以上、特大lOkg以上

弥生時代の士坑分類士坑内の遺物出土状況を分類し、用途・機能を推定。

I形態:副葬的状態(1a:大形礁と遺物6点以上、 Ib:大形礁と遺物5点以下)

E形態:士坑内に遺物散布状態 (IIa:遺物6点以上、 IIb:遺物5点以下)

E形態:遺物なし

その他遺構の分類

大溝の断面形態 A:両方の法面が上場と下場の途中で屈曲し、底面までほぼ垂直となる(対称)

B:上場から底面までの法面が一定(箱堀状)

C:片側の法面が途中で屈曲し、断面が非対称となるもの

大溝の覆土形態 A:底面付近にローム混入土が厚く堆積する(涜入、人為〕

B:自然堆積(涜入)、壁崩落土の堆積

大溝の底面 A:浅い潜状(底面から一段下がる)

B:平坦(フラット)

埋設土器の堀方状態 1 :堀方のみ(土器の大きさと同一、埋め込み) II:土坑内 m:堀方無し

土器重量、石器、礁の出土量は、士坑に準じる。

(5)写真整理の方法

現地で撮影した写真については、リバーサル(カラー)、白黒、ネガ(カラー)別にファイルし、ア

ルバムを作成した。また、カラー写真はフォト CDに記録し、その後の保管(保存〕・活用を考慮し、

デジタル化した。遺構写真図版は、画像を全てデジタル化し、遺構毎のフォルダを作成した。使用カッ

トは遺構全景、遺構土層堆積状況(セクション)、遺物出土状況を基本とし、必要に応じてカットを追

加した。デジタル画像は全てカラーとした。遺物写真は、全てデジタルカメラによって撮影(委託)し、

遺構写真と同様、画像をデジタル化した。遺物写真図版は、単体及び集合写真とし、土器については実

測した個体は全て単体で撮影し、一括遺物は集合写真とした。石器については器種別の集合写真とした。

写真は、データ化(コダッタフォト CD・DVD)して、必要な写真を選別し、画像を編集した。

(6)報告の方法

報告書の体裁は、全遺跡を一括しての報告であるため、本文編とデータ編に報告内容を振り分けると

とにした。報告遺構については、各遺跡における発掘調査での確認状況を中心に掲載し、各遺構の属性

は表にまとめた。また、報告遺物については、各時代、遺物の種類毎に遺跡全体を一括して、遺物の特

徴を掲載した。旧石器、土器は本文中に遺物観察表を付けた。土器以外の遺物観察表は、データとした。

写真図版は、各遺跡代表的な遺構、遺物を掲載し、他は画像データとした。報告書の構成は、第 1分冊

に序章、遺構図版の本文、第2分冊に遺物掃図、まとめ、写真図版を掲載した。 DVD版には、本文編

の一部(自然科学分析本文)の他、データの情報量と活用性を考え、各遺跡全体図、遺物観察表・台帳、

写真図版(遺構・遺物)、概報 1-6(各年度の調査経緯、経過等の参考資料)を収録した。
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2 歴史的環境

横野台地では、本事業に伴う発掘調査を含め、土地改良事業を中心とした道路建設、工業団地造成等

の大規模開発事業によって台地のほぽ全域を対象とした面的発掘調査を実施してきた。西横野地区では、

上信越自動車道建設工事に伴う発掘調査で、縄文時代を主体とする遺跡が多数発見された。また工業団

地造成による発掘調査で、古代の「磯部郷」に関係する大規模集落が確認された。中野谷地区では、縄

文時代の拠点的大規模遺跡を含めた遺跡の分布と古代の「牧」に関連する遺構群を中心とした遺跡の分

布が確認された。とれまでの発掘調査で横野台地における遺跡分布の状況が次第に明らかとなり、との

地域における人々の営みが歴史的に解明されつつある。ととでは、西横野地区を中心に横野台地の遺跡

分布傾向について概観する(第8図)。

旧石器時代

横野台地では、浅間山を給源とするローム層及び軽石層が厚く堆積するため、発掘調査の対象とする

範囲が限られていることもあり、発見される遺構、遺物は他の時代に比べて少ない。西横野地区では、

人見西向原遺跡で群馬町期の石器ブロッ夕、礎群を確認し、行田大道北遺跡で黒曜石製の円錐形細石刃

核、新堀東源ケ原遺跡で槍先形尖頭器が出土している。

縄文時代

草創期の遺跡は、石器が単独で出土する遺跡が多いため、遺跡分布は不明である。早期は、前半の押

型文系土器期を中心した小規模遺跡が少数点在し、前後の時期との空白が認められる。前期は、花積下

層式期の小規模遺跡が、少数点在する。関山式期では大規模遺跡が単独で分布するが、遺跡は少数であ

る。有尾・黒浜式期以降、遺跡は増加し、諸磁式期まで継続する遺跡が多数を占め、一定の範囲内で大

規模遺跡が点在し、その周辺に小規模遺跡が分布する傾向がある。集落は、 2~3軒が単独で列状に並

ぶ小規模のムラから、多数の住居、士坑、掘立柱建物等の遺構が環状に配置される大中規模が混在した

拠点的なムラへと変化する時期である。また、前期終末以降、中期五領ケ台式期まで遺跡は減少し、士

坑のみの構成を主体とした小規模遺跡が少数点在する。中期前半の阿玉台・勝坂式期から加曽利E式期

あるいは後期まで継続する遺跡は、一定の間隔をもって点在するが、単独の時期は少ない。との時期の

遺跡は、拠点的大規模な「環状集落」が中心となる。加曽利E式期以降、環状集落は減少し、小中規模

遺跡が台地単位で点在して集落群を形成している。なお、前期と中期の大規模遺跡の分布が同一地点で

重複しない傾向が認められる。遺跡数の減少は堀之内式期まで続く。加曽事UB式期以降、遺跡は小規模

となり、さらに減少する。中期後半以降、集落と分離した配石遺構を主体とした祭租・墓の遺跡が新た

に加わるようになる。晩期前半は遺構を伴う遺跡は極端に少なくなるり、遺物のみの分布が中心となる。

なお、「天神原式」土器は、当地域に分布する天神原遺跡の出土土器を標識とした型式名である。晩期

後半から終末にかけては、遺構は確認されず、遺物のみの分布のため遺跡の存在は不明である。

弥生時代

前期末~中期前半では、土器棺墓(再葬墓)、士坑墓で構成された墓群を確認した上人見遺跡、八城

二本杉東遺跡、単独土器棺墓を検出した行田梅木平遺跡、士坑群を確認した新堀東源ヶ原遺跡、住居祉、

士坑等で構成された集落を確認した注連引原遺跡群、大上遺跡、中野谷原遺跡が分布する。横野台地で

は、この時期の遺跡が他地域に比べ多数分布することから、農耕開始期の中心地域と考えられる。中期
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後半は、栗林式期の集落である西横野地区の二軒在家原田頭遺跡、富岡市上高田社宮子原遺跡、長谷海

遺跡、加賀塚遺跡が分布し、とれまで調査の入らなかった地域にとの時期の遺跡が分布する可能性が明

らかとなった。横野台地南側の高田川涜域及び右岸丘陵地では、同時期の集落である小塚遺跡、阿曽岡

・権現堂遺跡(ともに環濠集落)、古立東山遺跡等で同時期の集落が確認されてており、との地域一帯

が分布の中心となっている。後期の遺跡は、少ない傾向となる。磨製石畿の製作が認められた前半期の

集落である上北原遺跡、後半期の集落である人見西中原遺跡、人見谷津遺跡、長谷棒遺跡が分布するが

小規模である。

古墳時代

弥生時代終末期から古墳時代初頭は、弥生系土器群(樽系、赤井戸・吉ヶ谷系〕と古式土師系土器群

(S字口縁台付聾)の小規模遺跡が台地広範囲に人見大谷津遺跡、行田二本杉遺跡等が少数分布する。

中期の西横野地区では、東部地区を中心として前半期の大規模遺跡を拠点として人見枝谷津遺跡、人見

束向原遺跡、人見西原遺跡等が分布し、その周辺に小規模遺跡である人見西向原遺跡等が点在する。た

だし、各遺跡における集落存続時期は、前半に限定され、後半以降の遺跡は急激に減少し、中野野地区

の加賀塚遺跡周辺に分布する「集落の移動」が認められる。後期は、集落としての遺跡はさらに減少す

る。終末期古墳は、横野台地南側縁辺部の富岡市側で群集墳を形成せず、広範囲で散在している。

奈良・平安時代

西横野地区は、古代碓氷郡の「磯部郷」の一部に含まれる。碓氷川右岸下位段丘面には、新寺・大主

寺地区遺跡群が存在し、約500軒以上の住居雄、官街的遺構等が確認されている。集落は古墳時代から

継続し、平安時代9世紀後半にピークを迎える。横野台地では、中野野地区及び西横野地区において牧

関連施設(区画溝)と付随する鍛冶関連遺構(工房集落、炭焼土坑群等)、溜井(濯減施設)、道路状遺

構が広範囲で分布する。牧は台地の平坦部で低地部、崖端を取り込むように溝で区画されている。道路

状遺構は、東部では東山道駅路から分岐して古代甘楽郡へと向かう「伝路」の可能性がある。また、発

掘調査で、古代末期の切り通し状の道路、区画溝を横断する道路等の道路状遺構が随所で確認されてい

る。東部地区では、台地南側の「牧」の区画外と推定される富岡市側に多数分布するが、区画の内側で

は、集落分布は低調である。集落の時期は、奈良時代8世紀代と平安時代10世紀後半-11世紀前半の

時期差をもって2時期のピークが認められる。横野台地で確認された「集落、道路、牧」は、それぞれ

関連して同時期に建設、機能した可能性が考えられるロなお、低地部分では浅間B軽石層下の稲作が推

定されている。

中近世

中世の人見村は人見氏の氏名が村名となった。人見城(存続時期:1225-1394年頃)は、記録とし

て「城主人見四郎恩和」の名が残るが、詳しい記録はない。人見氏に関係する遺構は、鴛井戸、昌見寺、

人見城の土居、堀等を残すのみである。戦国時代の人見村には堀込氏の名が残り、天佑寺建立にかかわ

ったとされている。近世になると人見村は天領、旗本領、落領に分かれ、上人見地区は小幡領となった

が、詳細な記録はない。近世では、西横野地区で妙義神社参詣へ向かうための「妙義道」が存在し、人

見北原遺跡では、両側側溝をもっ道路状遺構が検出された。新光寺地区から大谷棒地区を通過して北西

方向へ向かう道は、旧鎌倉街道あるいは近世妙義山への参詣の道として富岡ーノ宮町から中山道松井田

宿を結ぶ連絡道と推定されている。各遺跡の調査では、浅間A軽石の復旧溝、水路、区画溝が確認され

ている。
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第９図　基本層位
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第４表　西横野東部地区遺跡群　遺跡別遺構集計表

遺跡名／遺構名 人見東原Ⅱ 人見西下原 人見枝谷津 人見東向原 人見向原 人見東中原 人見西向原 人見西中原 人見本村 上人見 小計

旧石器遺構 1 1

縄文住居 9 14 2 1 11 9 46

縄文土坑 101 48 20 2 4 35 3 8 2 223

縄文埋設 9 1 10

縄文集石 2 1 5 1 9

縄文竪穴 1 2 1 1 5

縄文他遺構 0

古墳住居 100 33 28 3 6 11 4 1 186

古墳土坑 59 7 3 1 2 7 79

古墳溝 1 1

古墳竪穴 8 8

古墳他遺構 水場１ 1 1 3

0

古代住居 13 2 4 1 20

古代大溝 1 1 2

古代溝 14 5 9 6 3 37

古代土坑 27 1 1 29

古代他遺構 1 3 1 5

古代道路遺構 1 1 1 2 1 6

0

時期不明遺構 32 32

時期不明炭焼窯 2 4 1 1 8

弥生遺構 2 土坑 119 121

中世遺構 1 1 2
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V 遺構の調査

1 人見東原E遺跡(第11~31 図)

( 1 )概要

本遺跡は、平成8年に調査された人見東原遺跡(古墳時代初頭の集落)の西に位置する。対象地区に

対するトレンチ確認調査を行ったが、古墳時代初頭の集落は確認されず、縄文時代の遺構、遺物が検出

される範囲を確認した。調査区を設定し、本調査を実施した結果、縄文時代中期の集落であることが判

明し、集落の範囲と集落が斜面に対して弧状に分布することが明らかとなった。中期に特徴的な環状集

落が崩れた配置状況である。発掘調査は、平成18年度にA区と B区、平成19年度にC区とD区で実施

した。

主な検出遺構は、縄文時代中期後半の住居祉9軒、竪穴状遺構1基、士坑101基(うち縄文15基、

陥穴 1基、風倒木痕3基、他は不明)、ピット多数、中世以降の炭焼窯2基、近世以降の耕作溝等を調

査した。

遺物の分布は、 B、C区の住居祉等の遺構周辺で特に集中するが、集落内部では、全体的に出土は少

ない状況であった。また、黒曜石の分布も広範囲に認められた。 A区の北側傾斜部では、大量に土器が

廃棄された遺物包含層が確認された(付図13~18)。

(2)縄文時代の遺構

住居祉(第12~23図、第 5 表)

住居祉は 9軒確認した。住居祉は出土遺物から全て中期後半の加曽利EIII式期に帰属する。

同一確認面において深さの異なる住居が確認された。住居祉の形態は、掘り込みのないJ-2号住居

祉以外は、全て竪穴住居祉である。さらに掘り込みが深いタイプと浅いタイプに分けられ、掘削の深さ

に遣いがあるととが判明した。平面は、全て円形を呈するものが多い。なお、 J-8号住居祉には周溝

が途切れ、外側に膨らむ張り出し部が認められた。柱穴は、 4本を基本とするが、不規則となるもの、

円形に並ぶものがある。炉は、 J-4号を除吉住居祉床面中央にあり、石圏、埋設土器を伴うもの、地

床に分けられる。 J-2号では、礁と石棒を組み込んだ石囲炉が検出された。炉の脇には埋設土器があ

る。周溝のある住居祉は3軒で認められた。出入口は、主軸及び床面の状況から判断して、南側であっ

た可能性が高い。埋設土器は、壁際、床面で複数存在するものも認められた。埋設土器は深鉢の下半部

が欠落したものが多用されている。埋設は、逆位より正位となるものが多い。住居祉の拡張(建て替え)

はJ-1号、 J-2号、 J-9号住居祉で確認されたが、回数は 1回程度である。

遺物出土状況各住居とも、覆土中から大量の遺物が出土した。土器は、破片が主体であったが、中に

は完形個体が横倒しで出土する例も認められた(J-4号、 J-8号等)0 J -1号では、覆土中に直

立する砂岩製の石皿とそれを押さえる棟、その石皿下で磨石が出土した。出土状況から推測して人為的

であることから、住居覆土内での祭記痕跡等が考えられる。 J-5号では、 U-2号内で軽石製石製品

が出土した。 J-7号では、床面で多孔石類が出土した。また、 U-l号覆土上面で黒曜石の原石が出

土した。 J-8号と J-9号は、互いの間隔は狭く、接しているが、出土遺物による時期差はなく、前
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後関係が注目される。己の2軒では、スタンプ形士製品の住居間接合が確認された。また両住居祉では、

黒曜石製の石鍛製作にかかわる剥片類の廃棄が認められた。 J-9号の2層中からは、埋設された逆位

の深鉢と集石 (S-1号)が検出された。

竪穴状遺構(第24図・第22表)

1基確認した。平面円形で掘り込みは浅い。土器片が少数出土したが、性格は不明である。出土遺物

から加曽利Eill式期と思われる。

土坑(第24-29図、第34表)

土坑は調査区全域で、 101基確認した(時期不明含む)。時期・用途不明のものがほとんどで、自然

の落ち込みゃ木の根等の自然のものを誤認したものも含まれる。縄文時代の土坑は、 15基認識した。

覆土は自然堆積で混入遺物は少ない。廃棄された土坑と推定される。土坑の平面形態は円形、楕円形が

主体である。時期は住居堆と同時期(加曽利Eill式期)であると思われる。 D-20辱は、底面が尖る。

覆土上部にN層が三次堆積する陥穴と推定される。 D-30一号は、掘り込みが深く、底面にピットがあ

る。一般的な士坑とは構造が異なり注意が必要である。 D-33号は、覆士上部に大形礁が出土した。

D-88号、 D-93号、 D-94号は、断面袋状であり、中期に多い形態である。遺物の出士は少ない。

風倒木痕は、浅間B軽石を混入しない黒色士を巻き込んでいるため、古代以降の所産である。覆士の状

況から北東の風によるものと推定される。

ピット

時期不明のピット(小穴)を多数確認した。士坑と同様、自然のものと誤認したものも含まれる可能

性がある。

(3)その他の遺構

溝(第30・31図、第22表)

調査区の全域において等間隔に並ぶ漕を多数確認した。これらの溝は断面箱形で覆土全体が浅間A軽

石となるもので、軽石の捨て場として掘られた復旧溝あるいは耕作物を保存しておくための穴(耕作溝)

と考えられる。

炭焼窯(第31図、第22表)

A区で 1基 (Dー 13号)、 C区東で 1基確認した。 KMー 1号は遺構の一部が調査区外にあるため、

全体は不明であるがほぼ東西方向に長軸をもっ楕円形である。炭化材の小破片が大量に出土した。
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埋設土器
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混 入 物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭化物 焼土

Ｊ－１住 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ※ × × ※
2 暗褐色土層10YR ２＜１ ◎ ○ ※ × ※ ※
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ◎ ○ ※ × ※ ※
4 黒褐色土層10YR ４＜３ ◎ ○ ※ × △ △
5 黒褐色土層10YR ５＜２ ◎ ○ ※ × ※ ×
6 暗褐色土層10YR ２＜６ ◎ ○ ※ × × ×
7 黒褐色土層10YR ７＜２ ◎ ○ ※ × △ △
8 黒褐色土層10YR ８＜３ ◎ ○ × × ※ △
9 黒褐色土層10YR ９＜４ ◎ ○ × × ※ ×

Ｊ－１住・炉１ 1 黒褐色土層10YR ◎ ○ ※ × △ △ ※
2 黒褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ※ × ○ △ ※
3 褐色土層7.5YR ２＜３ ◎ △ ※ × × ※ ※
4 黒褐色土層10YR ４＜３ ◎ ○ × × × ※ ×
5 黒褐色土層10YR ４＜５ ◎ ○ × × × × × （埋土）

第12図　人見東原Ⅱ遺跡（縄文）Ｊ－1号住居址実測図（１）
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混 入 物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭化物

Ｊ－２住・Ｕ－１ 1 黒褐色土層10YR ◎ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ × × × ※
3 黒褐色土層10YR ◎ ○ × × × 掘方

Ｊ－２住・Ｕ－２ 1 黒褐色土層10YR ◎ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ × × × 掘方

Ｄ－34 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ × × ×

Ｄ－35 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ × × ×

第14図　人見東原Ⅱ遺跡（縄文）Ｊ－２号住居址実測図
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混 入 物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭化物 焼土

Ｊ－４住 1 黒褐色土層10YR ◎ ○ × × ×
Ｊ－４住・炉１ 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × ×

2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ※ × × ※ ※
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ◎ ○ ※ × × ※ ※

Ｊ－４住・Ｕ－１ 1 黒褐色土層10YR ◎ ○ ※ × ×
2 黒褐色土層10YR ２＜１ ◎ ○ × × ×
3 黒褐色土層10YR ２＜３ ◎ ○ × × × 堀方

Ｊ－４住・Ｕ－２ 1 黒褐色土層10YR ◎ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ※ × × 堀方

焼土

第16図　人見東原Ⅱ遺跡（縄文）Ｊ－４号住居址実測図
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Ｊ－５住 1 黒褐色土層10YR ◎ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ × × ×

Ｊ－５住・Ｕ－１ 1 黒褐色土層10YR

第17図　人見東原Ⅱ遺跡（縄文）Ｊ－５号住居址実測図

－ 35 －



０ １ｍ

４０ ｍ

０ ４ｍ

遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混 入 物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭化物

Ｊ－６住 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ※ × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ × × ×
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ◎ ○ × × ×

Ｊ－６住・Ｕ－１ 1 黒褐色土層10YR ◎ ○ ※ × × ※
2 黒褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ × × × ×
3 黒褐色土層10YR ３＜１ ◎ ○ × × × ×
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混 入 物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭化物 焼土

Ｊ－７住・炉１ 1 黒褐色土層10YR ◎ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ※ ※ ※ ×
3 黒褐色土層10YR ３＜２ ◎ ○ × × ×

Ｊ－７住・Ｕ－１ 1 黒褐色土層10YR ◎ ○ ※ × × ※
2 黒褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ※ × × ×
3 黒褐色土層10YR ◎ ○ × × × ※
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第19図　人見東原Ⅱ遺跡（縄文）Ｊ－７号住居址実測図

－ 37 －



０ ４ｍ

遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混 入 物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭化物 焼土

Ｊ－８住 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × × J-8焼土：淡色黒ﾎﾞｸ（縄文）
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ※ × ※ ※
3 暗褐色土層10YR １＜３ ◎ ○ ※ × ※ ※
4 褐色土層10YR ３＜４ ◎ ○ ※ × △ ※ ※
5 暗褐色土層10YR ５＜１ ◎ ○ × × ※ ※

Ｊ－８住・炉１ 1 明褐色土層7.5YR ◎ ○ ※ × ※ ※ ※
2 褐色土層7.5YR ２＜１ ◎ ○ × × ※ ※ ※
3 赤褐色土層5YR ２＜３ ◎ ○ △ × ※ ※ △
4 明赤褐色土層5YR ３＜４ ◎ ○ ○ × ※ ※ △
5 明赤褐色土層5YR ４＜５ ◎ ○ ○ × ※ ※ △

Ｊ－８住・Ｕ－１ 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ※ ※ ※ ※
2 暗褐色土層10YR ２＜１ ◎ ○ ※ × ※ ×
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混 入 物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭化物 焼土

Ｊ－９住 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ※ × ※ × ×
2 暗褐色土層10YR ２＜１ ◎ ○ × × × × ×
3 暗褐色土層10YR ３＜２ ◎ ○ × × ※ × ×
4 暗褐色土層10YR ３＜４ ◎ ○ × × ※ ※ ※
5 暗褐色土層10YR ４＜５ ◎（堅い）○ × × ※ ※ ※ 周溝
6 褐色土層10YR ４＜６ ◎ ○ ※ × △ × ×

Ｊ－９住・炉１ 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × ※ ※ ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ × × △ ※ ×
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ◎ ○ × × △ × ×
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Ｔ－１ 1 黒褐色土層10YR ◎ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ※ × × ※
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土坑（Ｄ－96～Ｄ－102）
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267.3m 266.0m268.0m

Ｄ－99 Ｄ－100

266.5m 266.5m

Ｄ－101 Ｄ－102

266.4m266.7m

遺構名 層番 　層名 色調 しまり 粘性 混 入 物 　備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭化物

Ｄ－20 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ※ × △
2 褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ △ × ○
3 褐色土層10YR ２＜３ ◎ ○ △ × ○
4 にぶい黄褐色土層10YR ３＜４ ◎ ○ ○ × ○

Ｄ－21 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × ×
2 褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ※ × ×
3 暗褐色土層10YR ３＜２ ◎ ○ × × ×

Ｄ－23 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ × × ×

Ｄ－25 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ × × ×

Ｄ－26 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ※ × ×
2 黒褐色土層10YR ２＜１ ◎ ○ × × ×

Ｄ－27 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ × × ×

Ｄ－32 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × ×
Ｄ－33 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × ×

2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ × × ×
Ｄ－36 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × ×
Ｄ－37 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × ×
Ｄ－85 1 黒褐色土層10YR ◎ ○ × × ×

2 黒褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ × × × ※
3 黒褐色土層10YR ２＜３ ◎ ○ × × × ※ 別土坑

Ｄ－86 1 黒褐色土層10YR ◎ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ × × ×

Ｄ－87 1 黒褐色土層10YR ◎ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ × × × ※

Ｄ－88 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × ○ ※
2 暗褐色土層10YR ２＜１ ◎ ○ × × ※
3 褐色土層10YR １＜３ ◎ ○ ※ × ◎ ※
4 褐色土層10YR ４＜３ ◎ ○ ※ × ○ ※
5 褐色土層10YR ３＜５ ◎ ○ ○ × ◎
6 暗褐色土層10YR ２＜６ ◎ ○ ※ × ※ ×

Ｄ－89 自然層 風倒木
Ｄ－90 1 黒褐色土層10YR ◎ ○ × × △ ※

2 黒褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ※ × △ ※
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ◎ ○ ※ × △ ※

Ｄ－91 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ※ × ※
2 褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ※ × ×

Ｄ－93 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ※ × ※ × 埋め戻し　中期
2 褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ※ × △ ×    　〃
3 褐色土層10YR ２＜３ ◎ ○ ※ × ※ ×    　〃
4 黄褐色土層10YR ３＜４ ◎ ○ △ × ○ ×    　〃
5 褐色土層10YR ◎ ○ ※ × × × Ⅴ層地山ﾌﾞﾛｯｸ

Ｄ－95 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × × × 焼土：Ⅳ層ﾌﾞﾛｯｸ※

第29図　人見東原Ⅱ遺跡　土坑実測図（６）
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混 入 物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭化物 焼土

ＫＭ－１ 1 暗褐色土層10YR △ ○ × × × ○ ※
2 暗赤褐色土層5YR １＜２ △ △ △ × × ○ △
3 暗褐色土層7.5YR １＜３ △ △ × × × ○ ※
4 黒褐色土層7.5YR ４＜１ △ △ × × × ※ ×
5 黒褐色土層7.5YR ４＜５ × △ ※ × × ○ ※
6 黒褐色土層7.5YR ４＜６ △ △ × × × ◎ ×
7 赤褐色土層5YR １＜７ × × ※ × × ※ ○
8 黒褐色土層7.5YR ５＜８ △ △ × × × ○ ×

第31図　人見東原Ⅱ遺跡　溝（２）・炭焼窯実測図
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2 人見西下原遺跡(第32~36図)

( 1 )概要

本遺跡は人見東原遺跡(古墳時代初頭集落)の東に位置し、南に緩く傾斜する平坦部に立地する。人

見東原遺跡に隣接するため、集落の存在を予想していたが、トレンチによる確認調査では発見されず、

縄文時代中期の遺構、遺物の存在を確認した。己れをもとに本調査区を設定し、遺跡の範囲確認と包含

層精査を実施したが、遺構、遺物ともに密度は薄いものの 2 か所 (6G~60、 434~440と 5R~6

B 、 450~459のグリッドライン)の小規模な集中範囲を確認した。今回の人見西下原遺跡の調査によ

って遺構の広がりが、 B区の南側の調査区外(工区外)へと伸びているものと推定される。

主な検出遺構は、縄文時代中期後半の加曽利EIII式期を主体とする竪穴状遺構2基、土坑48基(時

期不明含む)、ピット群である。住居祉は確認されなかった。確認面はN層上面までパックホーで掘削

し、人力により遺物出土が認められなくなるまで掘り下げを行った。土坑はA区と B区で集中が認めら

れた。 A区の土坑群は、環状に分布する。 B区の土坑群は、調査区南寄りに位置することから、集落は

南に存在するものと推定される。 A区では、墓坑と考えられる竪穴状遺構を確認した。この遺構からは、

赤色塗彩のある浅鉢が出土した。遺物は、調査区全域で出土した。特にB区南側において集中し、北へ

と徐々に薄くなる傾向が認められ、 A区と B区の聞には、遺構及び遺物の空白地 (C区)が存在するこ

とが判明した。遺物の種類は、遺構出土を除き、ほとんどが土器片であったが、完形個体も確認面で少

数出土した。その他の遺構では、風倒木痕が数カ所確認された。人見東原E遺跡と同様、北東のあるい

は南東方向からの風によるものと思われる。時期は、土層の状況から古代以降と推定される。耕作溝あ

るいは復旧溝が数カ所検出された。覆土に浅間A軽石を大量に含んでいるため、 18世紀後半以降の所

産と推定される。

(2)縄文時代の遺構

竪穴状遺構(第33図、第23表)

2基確認した。 T-1号は赤色塗彩のある浅鉢を含む土器片、黒曜石、大形礁が覆土上部から出土し

た。出土状況から墓坑の可能性がある。 T-2号は遺構の性格を特定づけるものはなく性格不明である。

集石(第33園、第23表)

2基確認した。 5ー1号はN層上部で検出され、掘り込みは確認されなかった。欠損した礁で構成さ

れるが被熱はない。 S-2号はD-17号とその周辺ピットで構成される住居の可能性がある遺構で、

台石、多孔石、礁が分布する。 D-17号の覆土中から炭化物が検出され、炉の可能性がある。

士坑(第33~36図、第35表)

48基確認した。ほとんどが時期・用途不明である。覆土は自然堆積によるものである。平面円形、

断面鍋底形が主体である。 D-1、13、15号等は、掘り込みが深く貯蔵穴の可能性がある。 D-48号

は覆土状況から、古代の可能性がある。
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０ ４ｍ

遺構名 層番 　層名 色調 しまり 粘性 混 入 物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭化物

Ｄ－１ 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × ×
Ｄ－２ 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × ×

2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ × × ×
Ｄ－３ 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × ×

2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ × × ×
Ｄ－４ 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × ×
Ｄ－５ 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × ×
Ｄ－６ 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × ×
Ｄ－７ 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × ×
Ｄ－８ 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × ×
Ｄ－９ 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × ×
Ｄ－10 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × ×

2 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × ×
Ｄ－12 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × ×
Ｄ－13 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × ×

2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ × × ×
Ｄ－14 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × ×

2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ × × ×
Ｄ－15 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × ×

2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ × × ×
Ｄ－16 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × ×
Ｄ－17 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × × ※
Ｄ－48 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ × × ※

2 黒褐色土層10YR ２＜１ ○ ○ × × ×
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3 人見枝谷津遺跡(第37~184図)

( 1 )概要

本遺跡群で最大規模となる遺跡である。遺跡は、東西に細長く延びる筋状の低地に挟まれた馬の背状

台地に立地する。谷の深さは場所によって異なる。低地を挟んだ南にある台地には、人見東向原遺跡が

存在する。両遺跡の間にある谷は、低地奥部は浅くなり、低地を囲む地形となる。谷の低地部は、随所

で湧水が認められ、細い湿地となっている。一方、本遺跡の北側低地部分は、猫沢川の源涜部まで延び

ており、南側低地より低地面が幅広で大きな谷を形成している。こうした地形が、「枝谷津」という地

名に由来するものと考えられる。対象地区のほぼ全域に対するトレンチによる確認調査の結果、広範囲

にわたって古墳時代の集落が存在する可能性が判明した。そこで、可能な限り集落の全面調査を目的と

するため、トレンチによる集落の範囲確認を併用して、集落の全面調査に踏み切った。発掘調査では、

古墳時代の集落以外に、縄文時代と古代の集落、古代の道路状遺構の存在が明らかとなった。

発掘調査は、平成19年度は、 A区の古墳時代の集落について調査を行った。平成20年度前半はA区

の2次調査として全時期の遺構(集落と道路)について調査を行った。平成20年度後半は、 C区の溝

群について調査を行った。平成21年度前半は、 C区の 2次調査とD区の道路状遺構の調査を行った。

平成22年度前半は、 D区の道路状遺構の調査を行った。

縄文時代では、中期後半加曽利Eill式期を主体とする集落が確認された。主な検出遺構は、住居祉1

4軒、集石1基、土坑20基、埋設土器9基(住居内除く)である。出土遺物は、中期集落の内と遺構周

辺で出土したが、特に目立つた集中範囲は認められなかった。遺構外では、広範囲で少数分布がみられ

た。また、縄文集落と重複する他時期の住居祉等の遺構覆土内では、遺物の混入がみられた。

縄文集落は、 A 区、 C 区において A群 (350~415グリッドライン)、 B群 (385~390グリッドライ

ン)、 C群 (370~375グリッドライン)で、それぞれの群の周辺において遺構が少数分布するものの、

概ねこの 3群で完結する分布状況であった。遺跡全体では、環状集落の形成まで至らず、 A群のように

数軒の住居祉が狭い範囲で不規則的に分布する己とが明らかとなった。また、 C群では深さと構造が異

なる住居祉が、それぞれで2軒一対となっていた可能性が確認された。集落の時期は、人見東原E遺跡

とほぼ同時期であり、集落形態も類似する。

古墳時代では、前期後半から中期後半に掛けて継続する集落と断絶後に形成される後期前半の集落を

確認した。また、低地を挟んで存在する人見東向原遺跡では、多数の同時期遺構群が確認され、南側谷

地を囲んで大規模な集落が形成されていたことが判明した。主な検出遺構は、前期後半~中期前半の住

居祉97軒、後期の住居祉3軒、竪穴状遺構B基、土坑59基、水場遺構1か所である。この時期にして

は、土坑の多さが目立つのが特徴である。住居数では、中期後半以降、極端な住居祉の減少がみられた。

調査当初、この時期とした溝については、その後の継続調査によって、古代に帰属し、時期を変更し

た。

古代では、道路状遺構と集落を確認した。道路状遺構は、人見大谷棒遺跡で確認した遺構と同ーのも

ので、台地、低地を横切って斜めに延びていることが明らかとなった。この道路状遺構は、その後の発

掘調査によって、枝谷津地区からさらに北西方向へと延び、中部地区を通過して崖端まで確認されてい

る。集落の時期は、 8世紀前半と 10世紀後半から 11世紀前半の二時期に限定される。両時期とも住居
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祉が広範囲に分散して形成されており、小規模集落であった可能性が確認された。古代の集落は、道路

状遺構から離れて確認されており、住居の一部が同時期に相当する可能性があるととから、己の配置が

意図的によるものか今後の検討が必要である。

(2)縄文時代の遺構

住居祉(第41-54図、第6表)

14軒確認した。台地頂部はN層上部まで削平され、住居の一部も影響を受けていたが、斜面部では、

N 層上部からの確認であった。時期は、全軒中期後半の加曽利Eill式期である。住居祉は、 3つの形態

に大別され、深さによって構造が異なるが、円形で竪穴が基本である。炉は、床中央に石囲炉が設けら

れるのが主体で、 J-4、13号では底面に小礁が多数敷き詰めたられた構造である。埋設土器は、炉

あるいは壁面、周溝にある。 J-8号では、床面2か所に埋設土器が存在する。両基とも掘方は土器の

大きさに合わせて狭く、逆位(曽利系)と正位(加曽事UE系)に分けられ、土器の系統で差がある。覆

土内に埋設された土器がJ-13号で認められた。土器は潰れたていたが、大形礁が数個土器上部にあ

るととから、墓の可能性が考えられる。 J-7号は、掘り込みが浅く、プランが明確ではないタイプで、

中央部に磯が平面的に多数集中する。脇には埋設土器が存在し、浅いピットが周辺に分布することによ

り、住居状の遺構とした。同様な形態は、 Jー 11号で床面に小磯が散布し、埋設土器が2か所存在す

る。 J-13、14号は、異なる形態の住居が同時併存した事例として重要である。

土坑(第55・56図、第36表)

20基確認した。古墳時代の土坑と分布が重なるが、覆土の色調、硬度で区別した。土坑は、住居祉

に近接するものが多いが、土坑群を形成するほどの規模ではない。平面円形、断面鍋底が主体だが、掘

り込みが深いのは少ない。覆土からは土器小破片、石器、磯等が少数出土したのみで、機能を推定でき

る状況のものは少ない。

集石(第56図、第24表)

1基確認した。縄文遺構確認面で検出された。掘り込みはほとんど無い。小磯が平面的に密集して分

布する。礁の被熱、周辺炭化物は認められなかった。確認状況により中期後半の所産と推定される。

埋設土器(第57図、第24表)

11基確認した。通常の土坑あるいは堀方をもっ遺構に土器が埋設されたものが主体である。土器の

下半部あるいは上半部が欠失する。埋設土器内は、用途を推定できる状況はなかった。 U-2号は、 2

個体の深鉢が重なり、その内側に器台が入っていた。 U-3辱は逆位の深鉢を直接地面に置くタイプで、

同様な検出状況は、大下原遺跡、野村遺跡で認められる。 U-6号は士坑内に置かれたものである。 U

-10・11号は、土坑内に2個体の土器が並んで出土した。本遺跡では、埋設土器の単独検出が多い。



遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性

Ｊ－１号住 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × ※ ※
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ × × ※ △
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 混　入　物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土 白色パラス

Ｊ－２号住 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × × △
炉 1 暗褐色土層7.5YR ◎ ○ ※ × × ※ ※ ※

2 褐色土層7.5YR １＜２ ◎ ○ ※ × × ※ ※ ※
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 混  入  物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土 白色パラス

Ｊ－３号住 1 暗褐色土層7.5YR ◎ ○ ※ × × ※ ※
炉 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × × ※ ※

2 褐色土層7.5YR １＜２ ◎ ○ △ × × ※ ※ ※

遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混　入　物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土 白色パラス

Ｊ－４号住 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ※ × ※ ※
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ※ × ※ ※
3 暗褐色土層10YR ３＜２ ◎ ○ ※ × ※ ※

Ｄ－１ 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ※ × △ ※ ※ ※
2 褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ △ × △ × × ×
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混　入　物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｊ－５号住 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ※ × ※
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ※ × ※ ※ ※ 炉
3 暗褐色土層10YR ◎ ○ ※ × ※ 〃
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混 入 物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性

Ｊ－６号住 覆土暗褐色土層10YR ◎ ○ ※ × × ※ ×
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Ｊ－７号集石礫重量度数分布

石材：安山岩
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0　0.5　1　1.5　2　2.5　3　3.5　4　4.5　5　5.5　6　6.5　7

遺構名 層番 層　名 色調 しまり 粘性 混　入　物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｊ－７号住・Ｕ－１ 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × ×

０ １ｍ

０ ｍ４

０ ４ｍ

Ｊ－７号住
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炉
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Ｐ

1
２

４

５
６

Ｐ

３
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５
６
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Ｐ

Ｐ
Ｓ

Ｓ

Ｃ
Ｄ

26
2.
5m

焼土

Ｓ

Ｓ

：土器
：礫

０ ｍ４

０ １ｍ

遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混　入　物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土 白色パラス

Ｊ－８号住 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ※ × × ※
2 暗褐色土層10YR ２＜１ ◎ ○ ※ × ※ ※ ※
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ◎ ○ ※ × × ※
4 暗褐色土層10YR ２＜４ ◎ ○ ※ × ※ ※ △
5 暗褐色土層10YR ４＜５ ◎ ○ ※ × ※ ※ △
6 褐色土層10YR ５＜６ ◎ ○ △ ※ △ × △

炉 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ※ × ※ × × △
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ※ × ※ × × △
3 褐色土層7YR ２＜３ ◎ ○ △ × ※ ※ ※ △

2 褐色土層10YR １＜２ ◎ ◎ ※ × ※
3 褐色土層10YR ◎ ◎ △ × △

Ｕ－２ 1 褐色土層10YR ◎ ◎ ※ ×

Ｕ－１　　　　　　1　暗褐色土層10YR 　　　　　　　　　 ◎ ◎ ※ ×    ×

※
2 褐色土層10YR １＜２ ◎ ◎ ※ × △
3 褐色土層10YR ３＜２ ◎ ◎ △ × ※
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混入物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｊ－９号住 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ○ ○ ※
2 褐色土層10YR ◎ ○ ◎ ○ ※
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Ａ Ｂ
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土器出土量

１層 719g

礫分布

１層

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

Ｕ－５

遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混入物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｕ－５ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ×

Ｕ－９ 1 黒褐色土層10YR ◎ ○ × × ×
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性

Ｊ－12号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ※ ×

混 入 物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

×
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ◎ ○ ※ × ×

263.0m

Ｓ
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ｶｸ
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 混 入 物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｊ－13号住 1 暗褐色土層10YR ◎ ◎ ※ × ※
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ◎ ※ × ※

炉 1 暗褐色土層10YR ◎ ◎ ※ × ※ ※ ※ 床に礫あり
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混入物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｊ－14号住 1 暗褐色土層10YR ◎ ◎ ※ × ×
炉 1 暗褐色土層10YR ◎ ◎ ※ × ×

2 褐色土層10YR １＜２ ◎ ◎ △ ※ ※
3 褐色土層10YR ３＜２ ◎ ◎ △ ※ △
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Ａ

Ａ

Ｂ
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Ｓ
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炉
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混 入 物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 白色パラス

Ｄ－35 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × × × ※
2 暗褐色土層10YR ２＜１ ◎ ○ × × × × ※

Ｄ－36 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × × × ※
Ｄ－37 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × × ※
Ｄ－38 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × × ×
Ｄ－39 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × × × ※
Ｄ－40 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × × × ※
Ｄ－41 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × × ×
Ｄ－58 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ※ × ×

2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ※ × ×
Ｄ－78 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ※ × ※ ※

2 暗褐色土層10YR 　 ◎ ○ ※ × ※
Ｄ－82 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ※ × ※
Ｄ－83 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ※ × ※ ※
Ｄ－84 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ※ × ※

2 暗褐色土層10YR ◎ ○ ※ × ※
Ｄ－86 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ※ × ※

2 暗褐色土層10YR ◎ ○ ※ ※ ※
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Ｓ－１号　集石礫重量度数分布

　　　　　　　　　　　　　　　　　　石材：安山岩
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ｇ
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262.3m
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Ｓ－１
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 混 入 物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｄ－110 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × × 掘込みあり
Ｄ－111 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × ×

2 暗褐色土層10YR ２＜１ ◎ ○ × × ×
Ｄ－112 覆土 褐色土層10YR ◎ ○ △ ※ △
Ｄ－113 覆土 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × ×
Ｄ－114 覆土 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × ×

第56図　人見枝谷津遺跡（縄文）土坑実測図（２）・集石器実測図
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２
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１

１

２

Ｕ－10・11

Ｕ－10
Ｕ－11

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ

Ｄ－105

260.8m

０ １ｍ

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 混 入 物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｕ－１ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR ◎ ○ ※ × ×

Ｕ－２ 覆土 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × ×
Ｕ－４ 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ※ × ×

2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ※ × ×
Ｕ－７ 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × ※

2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ × × ※
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ◎ ○ ※ × ×

Ｕ－８ 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ × × ×

Ｕ－10・11掘り方 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ × × ×

第57図　人見枝谷津遺跡（縄文）埋設土器実測図
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(3)古墳時代の遺構

住居祉(第四-153図、第12表)

A区で86軒、人見東向原遺跡に隣接する B区で12軒、 A区西側のC区で5軒、合計103軒を確認し

た。時期の内訳は、前期後半14軒 (1期)、前期5軒、中期前半51軒 (11期18軒、 E期33軒)、中期3

0軒、中期後半以降3軒 (N期2軒、 B世紀後半 1軒〕である。中期前半が主体である。

〈平面形態>

小形楕円形 1軒(中期)、小形正方形10軒(I期4軒、前期 1軒、 E期 1軒、中期4軒)、小形長方

形12軒(1期3軒、前期2軒、 E期 1軒、中期6軒)、中形正方形29軒(1期2軒、前期 1軒、 E期日

軒、 E期14軒、中期3軒、中期後半以降3軒)、中形不整形 1軒(中期)、中形台形2軒 (11期 1軒、

中期 1軒)、中形長方形24軒(1期3軒、前期 1軒、 E期6軒、 E期6軒、中期7軒)、大形正方形13

軒(1期2軒、 E期3軒、 E期7軒、中期2軒〕、大形長方形11軒 (11期2軒、 E期4軒、中期6軒)

である。前期では、小形が多い。中期では、中~大形の正方形が長方形に比べやや多い。

前期の住居は、小形で中期以降、大形化する。方形プランが基本であり、次第に長方形プランが多く

なる傾向が認められた。掘り込みが浅い平地式はE期2軒、中期9軒である。

く壁溝>

前期には認められず、中期以降で一部の住居祉のみに認められる(全周4軒、北側 1軒、半分1軒、

ほぽ全周 1軒、二重 1軒)。

く主軸方向〉

ほぽ真北 (1目。以内)が49軒(前期3軒、 E期11軒、皿期18軒、中期15軒、 W期 1軒、後期後半

1軒)、北から北東向きとなるのが31軒(前期7軒、 E期3軒、 E期11軒、中期10軒)、北から北西向

きとなるのが14軒(前期5軒、 E期4軒、 E期3軒、中期 1軒、中期後半 1軒〕、北西から西向きとな

るのが8軒(前期5軒、 E期 1軒、中期2軒〕、不明 1軒である。主軸方向には一定の規則性が認めら

れる。前期では、真北と北東、北西向きにばらつきがあるが、中期では、ほぽ真北となる住居が圧倒的

を占める。北東方向に向く住居祉が北西に比べやや多い傾向がある。軒数は少ないが西方向に向く住居

祉もある。南斜面に対して住居祉は直交し、高い方へ向いているのが分かる。

<士坑(貯蔵穴)> 

土坑は、 1基が最も多く、 2基以上は少ない。位置は住居祉南東隅が多く、南西隅にも少数が認めら

れた。形状は、平面方形ないし楕円形で、断面は箱形となる。土坑覆土の観察から、埋め戻しが行われ、

遺物廃棄が行われていた。

〈柱穴>

基本的には炉を軸として柱穴が対称的に配置される 4本柱が多数を占めた。柱穴の無いものも多数認

められた。柱穴脇に補助柱的なピットをもっ住居も数軒認められた。拡張による柱穴の抜き替えは少数

である。

く炉・竃>

炉は、前期、中期の両時期で認められた。 Aは前期日軒、 E期9軒、 E期16軒、中期4軒、 B1は

前期2軒、 E期4軒、 E期日軒、中期2軒、 B2は前期4軒、 E期4軒、皿期5軒、中期日軒、不明は

E期 1軒、 E期3基、中期5軒、無しはE期 1軒、中期13軒である。炉の位置は、床中央または中央



－ 80 －

北寄りが最も多い。

竃は3軒で認められた。構造は簡易で、全て潰された状態であった。

<覆土>

A 1は前期1軒、 E期2軒、 E期5軒、中期2軒、中期後半2軒 A2は前期5軒、 E期8軒、 E期

12軒、中期3軒、 B1は前期 1軒、 E期 1軒、 E期2軒、中期3軒、 W期 1軒、 B2は前期2軒、 E

期4軒、 E期3軒、中期 1軒、 Cは前期7軒、 E期3軒、 m期11軒、中期23軒、不明は中期 1軒であ

る。

焼失住居と考えられるの前期5軒、 E期11軒、 E期15軒、中期3軒である。

〈遺物出土状況〉

浅い住居(1層のみ)では、床面直上まで遺物が出土したロ 2層以上に分属される深さのある住居祉

では、上層から下層まで遺物が出土した。ただし、上層の遺物は、廃棄によるもので土器では破片がほ

とんどであった。下層の遺物は、床面に遺棄されたものが中心で、土器が潰れた状態やそのままの状態

で出土した。上層下層の遺物は、時期差が少ないことから、住居使用から短期間で遺物が廃棄されたと

考えられる。

中期の住居祉では、石製模造品が出土した。単独あるいは数点以内が最も多く、 l軒から大量に出土

したものは少ない。 H-113号では白玉が69点出土した。編物石は、大小の規格をもっ58軒で出土し

た。石器は住居祉で台石が出土した。土器はほぼ無傷の完形晶、同一個体が潰れた状態の欠損晶は、床

面で出土し、壊れた土器、土器破片は覆土中といった遺棄と廃棄が覆土中で確認できた。 H-46号住

居祉では、特殊形態として底面が長方形となる篭状の土師器喪が出土した。鉄製品は、 B区の住居堆か

ら、中期前半の方形・ U字形の鍬・鋤先が出土した。

竪穴状遺構(第154~156図、第24表)

8基確認した。平面方形で浅い掘り込みがあり、住居と構造が類似する遺構である。炉の有無で住居

祉と区別される。床面にはピットが確認されるものの、柱穴としては配置が不規則で本数が足りない。

覆土から遺物が出土することから、何らかの構造物(建物)であった可能性がある。 T-2号の床面に

は、焼土痕が観察された。時期は出土遺物、他遺構との配置状況から住居祉と同時期であると考えられ

るロ

土坑(第157~159図、第36表)

59基確認した。土坑は住居祉に近接するものもあるが、調査区中央に集中している。平面円形ある

いは隅丸方形、断面が鍋底形で深いのが特徴である。覆土は黒褐色の自然堆積を基本とし、一部で炭化

物、焼土が混入するもの、土器、磯等の遺物が廃棄された状況、遺物量の差が認められた。 D-73母

では、聾が複数個体出土した。

水場(湧水地)遺構(第160図)

低地面に面して谷を約16皿の範囲で人工的に掘削した範囲を確認した。湧水点 (3か所)から筋状

の溝が溜め池に注ぎ込んでいる。東側斜面には、廃棄された土師器の小破片が集中して出土したが、溜

め池内(水中)からの遺物出土は少数であった。水場遺構周辺では、遺構の空白地が存在する。水場遺



遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混 入 物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－１号住 1 黒（Ⅲ層）土層10YR ○ ○ × × × 焼失住居
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × ※
3 黒褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ × × ※
4 黒褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ × × ※
5 暗褐色土層10YR ４＜５ ○ ○ △ △ △ △ ※

炉 1 褐色土層7.5YR ○ △ ※ × ※ ※ ※
Ｄ－１ 1 褐色土層10YR ○ ○ △ △ △ △ 埋め戻し

2 褐色土層10YR ２＜１ ○ ○ △ △ △ ※   〃

４ｍ０
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第58図　人見枝谷津遺跡（古墳）Ｈ－１号住居址実測図（１）
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第59図　人見枝谷津遺跡（古墳）Ｈ－１号住居址実測図（２）

－ 82 －



遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混 入 物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－２号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ×

炉 1 暗褐色土層7.5YR ○ △ ※ × ※ ※ ※
Ｄ－１ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × ×
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第60図　人見枝谷津遺跡（古墳）Ｈ－２号住居址実測図
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０ ｍ４

０ ４ｍ

遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混 入 物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土 As-B

Ｈ－３号住 1 黒色土層10YR ○ ○ × × × Ⅲ層
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × ×
3 黒褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ × × ×
4 褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ △ × △ ※
5 褐色土層10YR ４＜５ ○ ○ ○ × △
6 褐色土層10YR ６＜５ ○ ○ △ × ※
7 暗褐色土層10YR ３＜７ ○ ○ △ × ※
8 暗褐色土層10YR １＜８ ○ ○ ※ × ※
9 褐色土層10YR ４＜９ ○ ○ △ ※ △ ※ ※
10 褐色土層10YR ２＜10 ○ ○ △ × △

竃 1 褐色土層10YR ○ ○ △ × ×
2 褐色土層10YR ２＜１ ○ ○ ○ × ※ ※ ※
3 褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ △ × ※ ※
4 明褐色土層7.5YR ２＜４ ○ ○ ○ × ※ ※ ※
5 赤褐色土層５YR ４＜５ ○ ○ ○ × ※ △ ※
6 暗赤褐色土層５YR ６＜５ ○ ○ ○ × ※ △ ※
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混 入 物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－４号住 1 褐色土層10YR ○ ○ ○ △ △
2 暗褐色土層10YR ２＜１ ○ ○ △ ※ ※ ※ ※
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ △ × ※ ※ ※
4 暗褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ △ ※ ※ ※ ○
5 暗褐色土層10YR ５＜４ ○ ○ △ × ※ ※ ※
6 黒褐色土層10YR ６＜１ ○ ○ × × × × ×
7 暗褐色土層10YR ７＜１ ○ ○ △ × ※ ※ ※

Ｄ－１ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ × ※ ×
2 暗褐色土層10YR ２＜１ ○ ○ × × ×
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × ※
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遺構名 層番 層　名 色調 しまり 粘性 混　入　物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 焼土 As-B

Ｈ－５号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × × Ⅲ層
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × ×
3 黒褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × ※
① 黒褐色土層10YR １＜① △ △ × × × ◎

炉 1 暗褐色土層7.5YR ○ ○ ※ × × ※
Ｄ－１ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×

2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ※
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × ※
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12
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混 入 物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－６号住 1 褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ※
3 褐色土層10YR １＜３ ○ ○ △ × ※
4 褐色土層10YR ４＜３ ○ ○ ※ × △
5 褐色土層10YR ４＜５ ○ ○ △ ※ △
6 暗褐色土層10YR ３＜６ ○ ○ ※ × ×
7 黒褐色土層10YR ７＜６ ○ ○ × × ※
8 暗褐色土層10YR ７＜８ ○ ○ × ※ ※

竃 1 明褐色土層7.5YR ○ ○ ○ × ※ ※ ※
2 鈍い褐色土層7.5YR ２＜１ ○ ○ ○ × ※ ※ ※
3 鈍い褐色土層7.5YR ２＜３ ○ ○ ○ × ※ ※ ※
4 鈍い赤褐色土層５YR ３＜４ ○ ○ ○ × ※ △ ※
5 明赤褐色土層５YR ５＜４ ○ ○ ○ × ※ △ ※

Ｄ－１ 1 褐色土層10YR ○ ○ ○ × ※ × ×
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遺構名 層番 層　名 色調 しまり 粘性 混　入　物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 焼土

Ｈ－７号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ※
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × ※
4 明褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ ○ △ ○
5 黒褐色土層10YR ５＜４ ○ ○ × × ※
6 暗褐色土層10YR ５＜６ ○ ○ ※ × ※
7 暗褐色土層10YR ２＜７ ○ ○ ※ ※ ※
8 明褐色土層10YR ７＜８ ○ ○ ○ ※ ○
9 暗褐色土層10YR ９＜２ ○ ○ ※ × ※
10 褐色土層10YR ９＜10 ○ ○ △ × △

Ｄ－１ 1 褐色土層10YR ○ ○ △ × △
2 暗褐色土層10YR ２＜１ ○ ○ ※ × ※
3 褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ △ ※ △ ※
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混 入 物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 焼土

Ｈ－８号住 1 暗褐色土層10YR ○ ○ × × ※ 埋め戻し
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ ※ ×    〃

Ｄ－１ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ ※ ※
2 褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ※ ※
3 暗褐色土層10YR ３＜２ ○ ○ ※ × ※
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混 入 物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－９号住 1 褐色土層10YR ○ ○ △ △ △ ※ × 覆土（人為埋め戻し）
2 褐色土層10YR ２＜１ ○ ○ △ × ※ ※ × 　　　〃
3 褐色土層10YR １＜３ ○ ○ △ × ※ △ ※ 焼失住居・遺物◎
4 褐色土層10YR ４＜１ ○ ○ △ ※ ※ ※ ×
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混入物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｈ－10号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ※
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × △
3 暗褐色土層10YR １＜３ ○ ○ ※ ※ △
4 明褐色土層10YR ２＜４ ○ ○ ○ △ ○
5 明褐色土層10YR ５＜４ ○ ○ ○ △ ○ 貼床

Ｄ－１ 1 明褐色土層10YR ○ ○ ○ × △
2 褐色土層10YR ２＜１ ○ ○ △ × △
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混 入 物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－11号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × ※
3 褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ ※ △ △ ※

Ｄ－１ 1 褐色土層7.5YR ○ ○ △ × △ ※ ※
2 褐色土層10YR １＜２ ○ ○ △ ※ △
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混 入 物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－12号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × × ※ ※
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ △ × ※ ※ ※
4 褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ △ × ※ △ ※

Ｄ－１ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※
2 褐色土層10YR １＜２ ○ ○ △ ※ ○
3 暗褐色土層10YR ３＜２ ○ ○ ※ × △
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遺構名 層番 層　名 色調 しまり 粘性 混　入　物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 As-B

Ｈ－13号住 1 黒褐色土層10YR ◎ ○ × × × ※
2 黒褐色土層10YR １＜２ △ △ × × × ○
3 黒褐色土層10YR ３＜２ ○ ○ × × ×
4 暗褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ ※ × ※
5 褐色土層10YR ４＜５ ○ ○ ○ × ※ △
6 褐色土層10YR ５＜６ ○ ○ ○ △ △ ※
7 暗褐色土層10YR ７＜６ ○ ○ ※ × ※

Ｄ－１ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ ※ ※

０ ｍ４

０ ４ｍ

焼土

Ｈ－13号住

Ａ Ｂ

Ｃ
Ｄ

Ｉ Ｊ

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ

Ｅ Ｆ

Ｇ
Ｈ

Ｉ
Ｊ

D-2

D-1

P-1

炉

カクラン３４
５

２

カクラン

４
５

２ ３
４

５

３

カクラン

４
５

３
カクラン４

５

３ ４
５

カクラン

４

５

４
５

２
カク

ラン
２

３

４ ５
カク

ラン

３

４ ５

３
４ ５

１ ６
７

Ｓ
Ｐ

26
1.
5m

261.5m

261.5m
Ｅ Ｆ

26
1.
5m

Ｇ
Ｈ

Ｄ－１

Ｓ

１

Ｐ２

261.0m

礫

Ｃ１
Ｃ２

Ｃ３

Ｃ４

３

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８

９ 10 11 12

13 14 15 16

土師器
坏
甕
計

3,673g
9,620g
13,293g

１層
２層 15～20㎝

：
：

15～20㎝

３層 ０～15㎝：

Ｄ－１

Ｄ－２

Ｐ－１

１層 ２層 ３層
土器分布

２／３層
石器分布

３層

２層

炭化材（Ｃ）

第71図　人見枝谷津遺跡（古墳）Ｈ－13号住居址実測図

－ 94 －



遺構名 層番 層　名 色調 しまり 粘性 混 入 物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－14号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ※
3 褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ △ × ※
4 明褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ ○ △ ○ ※ ※
5 褐色土層10YR ５＜４ ○ ○ △ ※ △ △ ※

炉 1 暗褐色土層7.5YR ○ ○ ※ × ※ ※ ※
2 暗褐色土層7.5YR １＜２ ○ ○ ※ × ※ ※ ※

Ｄ－１ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ ※ ※
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ ※ ※
3 褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ △ ※ △
4 にぶい褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ ○ △ ○ ０ ４ｍ
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混入物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｈ－15号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × ×
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × ×
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混 入 物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ As-B

Ｈ－16号住 1 黒褐色土層10YR △ △ × × × △
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ×
3 黒褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × ×
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遺構名 層番 層　名 色調 しまり 粘性 混　入　物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－17号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × ×
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × ×
4 暗赤褐色土層５YR ２＜４ ○ ○ △ × × ※ △
5 黒褐色土層10YR ５＜２ △ ○ × ※ ×

遺構名 層番 層　名 色調 しまり 粘性 混　入　物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｈ－18号住 1 暗褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × ×
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遺構名 層番 層　名 色調 しまり 粘性 混　入　物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－19号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × △
3 明褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ○ △ ○
4 褐色土層10YR ２＜４ ○ ○ △ × △
5 褐色土層10YR ４＜５ ○ ○ △ × △

竃 1 明褐色土層7.5YR ○ ○ ○ × ※ ※ ※
2 赤褐色土層５YR ２＜１ △ ○ ○ ※ ※ ※ △
3 明赤褐色土層５YR １＜３ ○ ○ ◎ ※ ※ ※ △
4 橙色土層５YR ３＜４ △ ○ ◎ × △ ※ ○
5 赤褐色土層５YR ２＜５ ○ ○ ○ × ※ ※ △
6 橙色土層５YR ２＜６ △ ○ ◎ × ※ ※ ○

Ｄ－１ 1 明褐色土層10YR ○ ○ ○ △ △
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遺構名 層番 層　名 色調 しまり 粘性 混　入　物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－20号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ※ ※
3 褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ △ △ ※ △ ※
4 褐色土層10YR ４＜３ ○ ○ △ ※ ※ ※

炉 1 暗褐色土層7.5YR ○ ○ ※ × ※ ※ ※
Ｄ－１ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※ ×

2 褐色土層10YR １＜２ ○ ○ △ ※ △
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混 入 物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭

Ｈ－21号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ※
3 褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ △ △ ※
4 褐色土層10YR ２＜４ ○ ○ ※ ※ ※ ※
5 褐色土層10YR ４＜５ ○ ○ △ △ △ △
6 黒褐色土層10YR ６＜３ ○ ○ × × ×

Ｄ－１ 1 褐色土層10YR ○ ○ △ ※ △
2 褐色土層10YR １＜２ ○ ○ △ × △
3 褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ △ × △ △
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混 入 物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭

Ｈ－22号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × × ※

遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混 入 物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭

Ｈ－23号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × × ※

炭化材

焼土

Ｈ－22号住

P-1
P-2

P-3 P-4
編物石

Ａ

Ｂ

Ｃ
Ｄ

Ａ Ｂ
Ｃ

Ｄ
262.2m

26
2.
2m

土器分布

土師器

甕

計

253g

253g

Ｐ－１
Ｐ－２
Ｐ－３

上面一括

１層
石器分布

１層

１ ２

３ ４

焼土

262.2m

26
2.
2m

Ｈ－23号住

Ａ

Ｂ

Ｃ
Ｄ

Ａ Ｂ

Ｃ
Ｄ

土器分布

土師器

坏

甕

計

6g

1,001g

1,007g

１層
石器分布
１層

１ ２

３ ４

０ ４ｍ

０ ｍ４

第80図　人見枝谷津遺跡（古墳）Ｈ－22・23号住居址実測図

－ 103 －



０ ｍ４

０ １ｍ

焼土

D-1

Ｓ

S-1

Ｓ

P-1

炉

ＨＤ

ＧＣ

Ａ

Ｅ

Ｊ

Ｋ

Ｉ
Ｂ

Ｆ

Ｌ

Ｈ－24号住

１

２

Ｄ－１

262.5m

26
2.
5m

261.8m

Ｇ

炉

Ｈ

ＫＩ ＬＪ

Ｆ

２

７

１
３

Ｐ
６

５
４

１

Ｄ
Ｃ

１ １

４

Ｓ

３
５

５

262.5m
ＢＡ

Ｅ

26
2.
5m

６

Ⅰ
a(
ｶｸ

ﾗﾝ
)

Ⅰa(ｶｸﾗﾝ) 261.8m

１
２
３
４

５

６

Ｓ

編物石集中（Ｓ－１）微細図

１
２ ３ ４

５

６

遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混 入 物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－24号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ※
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ △ × △ ※ ※
4 黒褐色土層10YR ４＜３ ○ ○ ※ × ※ △ ※
5 褐色土層10YR ４＜５ ○ ○ △ × ○ × ×
6 暗褐色土層10YR ４＜６ ○ ○ ※ × △ × ×
7 褐色土層10YR ６＜７ ○ ○ △ △ △ ※ ×

炉 1 黒褐色土層7.5YR ○ ○ ※ × ※ ※ ※
Ｄ－１ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×

2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ×
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混 入 物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－25号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ ※ ※ ※
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × × ×

炉 1 暗褐色土層7.5YR ○ ○ ※ × ※ ※ ※
Ｄ－１ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※
Ｄ－２ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ ※ ※ △

2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ ※ △ ※
3 暗褐色土層7.5YR ３＜２ ○ ○ ※ × ※ ※ ※
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混 入 物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 焼土

Ｈ－26号住 1 褐色土層10YR ○ ○ ※ ※ ※
2 褐色土層10YR １＜２ ○ ○ △ ※ ※
3 褐色土層10YR ３＜２ ○ ○ ※ × ※
4 黒褐色土層10YR ４＜３ ○ ○ × × ※
5 褐色土層10YR ４＜５ ○ ○ ※ ※ ※

炉 1 暗赤褐色土層10YR △ ○ △ × × △
Ｄ－１ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ ※ ※

2 褐色土層10YR １＜２ ○ ○ △ △ △
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２
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Ｍ－１号溝

Ｈ－31住

262.5m
26

2.
5m

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８

９ 10 11 12

13 14 15 16

１層 ：

土師器

坏

甕

計

1,614g

9,905g

11,519g

15～20㎝

Ｄ－１

土器分布
１層

石器分布
１層

０ ４ｍ

０ ４ｍ

遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混 入 物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 焼土

Ｈ－27号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ×
3 暗赤褐色土層10YR ２＜３ △ ○ ※ × × △

Ｄ－１ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ×
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × ※
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混　入　物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－28号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ×

炉 1 赤褐色土層５YR △ △ △ × ※ △ ※

遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混入物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｈ－29号住 ① 黒褐色土層10YR △ △ ※ △ ※
1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 褐色土層10YR １＜２ ○ ○ △ △ △ Ｍ－１覆土
3 黒色土層10YR ○ ○ × × × Ｍ－１床覆土
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焼土
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Ｄ－１

Ｄ－１

Ｓ

261.1m
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０ ｍ４

遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混入物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｈ－36号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × ×

遺構名 層番 層　名 色調 しまり 粘性 混　入　物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－30号　　　　　覆土 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
炉 1 暗赤褐色土層５YR ○ ○ ※ × × × △
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混入物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭

Ｈ－31号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ × ×
2 褐色土層10YR １＜２ ○ ○ △ △ △ ※ 埋め戻し
3 暗褐色土層10YR ３＜２ ○ ○ ※ × ※ ※
4 褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ △ × × ※

Ｄ－１ 1 褐色土層10YR ３＜２ ○ ○ △ △ △ 白粘土△
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０ ｍ４
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土師器
坏

甕

計

861g

4,611g

5,472g

１層
２層

０ ４ｍ

遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混入物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｈ－35号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × ×
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × ※

Ｈ－35Ｂ号住 4 黒褐色土層10YR １＜４ ○ ○ × × ×
5 黒褐色土層10YR ４＜５ ○ ○ × × ×
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混　入　物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－37住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × × H-38住
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ※ ※ 　〃
3 黒褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × ※ ※ 　〃
4 暗赤褐色土層10YR ２＜４ ○ ○ △ ※ ※ ○ △ H-37住の覆土
5 黒褐色土層10YR １＜５ ○ ○ × × ×
6 黒褐色土層10YR ５＜６ ○ ○ ※ × ※ ※
7 黒褐色土層10YR ６＜７ ○ ○ ※ × ※
8 暗褐色土層10YR ７＜８ ○ ○ ※ × ※ ※
9 暗赤褐色土層10YR ８＜９ ○ ○ ※ × ※ ○ ※

Ｄ－１ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ ※ ※ △ ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ ※ ※ ※ ×
3 暗赤褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × ※ ※ △
4 赤褐色土層10YR ３＜４ △ △ ○ × ※ ※ ○ ０ ｍ４
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　　　Ｄ－１
　　　　一括

遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混　入　物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－39号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × ×
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × ×
4 暗褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ ※ × ×
5 黒褐色土層10YR ５＜４ ○ ○ × × ×

炉 1 赤褐色土層５YR ○ △ ※ × ※ △ ※
Ｄ－１ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × × 白色粘土※

2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ※
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混 入 物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－40号住 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × × 1層・2層
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ※ 1層・2層
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ ※ ※ ※ 1層・2層
4 暗褐色土層10YR ４＜３ ○ ○ ※ × ※ ※ ※ 3層
5 黒褐色土層10YR ５＜４ ○ ○ × × △ ※ 3層
6 暗褐色土層10YR ３＜６ ○ ○ ※ × ※ ※ 3層
7 暗褐色土層10YR ６＜７ ○ ○ ※ × ※ ※
8 褐色土層10YR ４＜８ ○ ○ △ ※ △ ※
9 褐色土層10YR ９＜８ ○ ○ △ × △ ※
10 暗褐色土層10YR 10＜８ ○ ○ ※ × ※
11 黄褐色土層10YR ８＜12 ○ ○ ○ ○ △
12 暗褐色土層10YR 11＜８ ○ ○ △ × ※ ○ ※
13 明褐色土層10YR 12＜13 ◎ ○ ○ ※ ○
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混 入 物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－41号住 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※

｝
1から３まで埋め戻し　　　
Ⅵ層ﾌﾞﾛｯｸ、Ⅴ～Ⅵ層のﾌﾞﾛｯｸ

2 黄褐色土層10YR １＜２ ○ △ ◎ ◎ ○
3 鈍い黄褐色土層10YR ３＜２ ○ △ ○ ○ ○
4 暗褐色土層10YR ４＜２ ○ ○ ※ × ※
5 褐色土層10YR ５＜３ ○ ○ △ ※ ※
6 暗褐色土層10YR ６＜５ ○ ○ ※ × ※

炉 1 褐色土層7.5YR ○ △ △ ※ △ ※ ×
Ｄ－１ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ × ×
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混 入 物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－42号住 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※
2 明褐色土層10YR １＜２ ○ △ ○ ○ ○ 埋め戻し
3 暗褐色土層10YR ３＜２ ○ ○ ※ ※ ※
4 明褐色土層10YR ３＜４ ○ △ ○ ○ ○ 埋め戻し

炉 1 暗褐色土層7.5YR ○ ○ ※ ※ ※ ※ ※
Ｄ－１ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × ×

2 褐色土層10YR １＜２ ○ ○ △ ※ ※

０ ４ｍ

０ ４ｍ

焼土

Ａ Ｂ

Ｃ
Ｄ

Ｅ Ｆ

Ｇ
Ｈ

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ

Ｅ Ｆ

Ｇ
Ｈ

炉

D-1
台石

編物石

１
２

１
２

１ ２

３４

261.0m

26
1.
5m

260.6m
Ｄ－１

Ｈ－42号住

261.0m

26
1.
5m

260.7m

Ｉ

Ｉ Ｊ

炉

Ｋ Ｌ

Ｋ Ｌ

台石

礫

Ｊ

Ｐ

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８

９ 10 11 12

13 14 15 16

１層 ２層

土器分布

１／２層

石器分布

炉

３区サブトレ

７区サブトレ

周辺一括

１層：

２層：

20～30cm

15～20cm

土師器

坏  1,123g
甕　2,166g
計　3,289g

11区サブトレ

15区サブトレ

１

１

１

１層
２層
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０ ｍ４

０ ４ｍ

E F

Ｇ

Ｈ

Ｇ
Ｈ

Ｉ
Ｊ

Ｉ Ｊ

焼土

D-1

Ｓ

２
４ ５

６（貼床）

６
（

貼
床

）

261.6m

１

１

２
３

４

26
1.
6m

１

２

Ｄ－１

261.6m

26
1.
6m

261.0m

Ｈ－48 住

Ｅ

台石

Ｂ

Ｂ

Ｆ

Ａ

Ａ

Ｃ

Ｃ
ＤＤ

２ ３ ４

６ ７ ８

10 11 12

14 15 16

18 19 20

土器分布
１層 ２層 ３層

１層 :０～ 30cm

２層 :10 ～ 20cm
３層 :０～ 15cm

石器分布
１／２層

土師器
坏
甕

他

計

1,879g
3,240g

44g
5,163g

Ｈ－43 号住

３区サブトレ
７区サブトレ
11 区サブトレ
15 区サブトレ
　　　　一括

遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 　　混 入 物     備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｈ－43号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × ※
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × ※ 埋め戻し
4 褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ △ ※ ○ 埋め戻し
5 褐色土層10YR ４＜５ ○ ○ △ ※ △
6 褐色土層10YR ６＜５ ○ ○ △ ※ △ 貼床

Ｄ－１ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ ※ ※
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × △

１層
２層
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遺構名 層番 層　名 色調 しまり 粘性 混　入　物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－44号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × × Ⅲ層流れ込み
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ×

炉１ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × × ※ Ｈ－44Ａ
炉２ 1 暗褐色土層7.5YR ○ ○ ※ × × ※ ※ Ｈ－44Ｂ
Ｄ－１ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ × ×

2 褐色土層10YR １＜２ △ ○ △ ※ △

焼土

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ

Ｅ

Ｆ
Ｇ

Ｈ

Ｉ
Ｊ

Ｋ Ｌ

Ｍ
Ｎ

Ａ Ｂ
Ｃ

Ｄ

Ｇ
Ｈ

Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ

Ｍ Ｎ

D-1

炉１

炉２

１
２

Ｓ

１
２

Ｓ
Ｐ

１

２

Ｄ－１Ｅ Ｆ
261.8m

261.8m
26

1.
8m

26
1.
8m

261.2m

Ｈ－44Ａ　炉１ Ｈ－44Ｂ　炉２

261.2m 261.2m

１ ２ ３ ４
５ ６ ７ ８
９ 10 11 12

13 14 15 16

１層：

２層：

土師器

坏    963g
甕　3,765g
計　4,728g

15cm

15cm

Ｄ－１

３区サブトレ

７区サブトレ

11区サブトレ

15区サブトレ

周辺一括

土器分布

１層
石器分布

１／２層２層

Ｈ－44号住

Ｈ－44Ｂ住

Ｈ－44Ａ住

７区サブトレ

１層
２層

０ ｍ４

０ ４ｍ
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Ｈ－45号住

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ

Ｅ Ｆ
Ｇ

Ｈ

Ｃ１

１
２

１ ２

26
2.
1m

262.1m

262.1m
26

2.
1m

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８

９ 10 11 12

13 14 15 16

Ａ Ｂ

Ｃ
Ｄ

Ｅ Ｆ
Ｇ

Ｈ
土器分布

１層 ２層

Ｄ－１

１層：

２層：

土師器

坏
甕
計

51g
829g
880g

20～30cm

10～15cm

炭化材（Ｃ）

焼土

D-1

石器分布

Ｄ－１
０ ４ｍ

０ ｍ４

遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混入物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｈ－45号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × ×
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１
２

３

１
３

Ｐ
Ｓ

262.0m

26
2.
0m

262.0m

26
2.
0m

261.6m

Ｈ－46号住

Ａ
Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ Ｆ

Ｇ
Ｈ

Ｉ
Ｊ

Ａ Ｂ

Ｃ
Ｄ

Ｅ Ｆ

Ｇ
Ｈ

Ｉ Ｊ

１層：

２層：

土師器

坏

甕

計

1,185g

7,839g

9,024g

20cm

20cm

土器分布
１層

石器分布
１層

２層

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８

９ 10 11 12

13 14 15 16

焼土

炉

炉

炉
０ ｍ４

０ ４ｍ

遺構名 層番 層　名 色調 しまり 粘性 混　入　物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｈ－46号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × ×
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × ×
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混　入　物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

※
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ △ ※
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ △ ※ 貼床

炉１ 1 暗赤褐色土層5YR ○ ○ ※ × ※ ※ ※
Ｄ－１ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ × ×

2 褐色土層10YR １＜２ △ ○ ※ × ○

Ｈ－48号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × ※

０ ４ｍ

０ ４ｍ

焼土

D-1

炉１

台石

26
1.
8m

Ｄ－１

１

２

261.3m
１

２

261.8m

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｃ

Ｆ
Ｅ

Ｇ
Ｈ

Ｉ
Ｊ

Ａ Ｂ

Ｆ
Ｅ

Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８

９ 10 11 12

13 14 15

土器分布

Ｓ

１層 ２層 ２層

炉１

Ｄ－１

土師器
坏
甕
計

64g
513g
577g

１層： 10～20cm
２層： 20～30cm

石器分布

３(貼床)

１ ２ ３
(貼

床
)

26
1.
8m

Ｄ
Ｃ

礫

Ｈ－48号住

Ｈ－47住

Ｈ－43住

261.3m

炉１
Ｈ

－
47

住

16

→
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焼土

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ

Ｅ Ｆ

Ｇ
Ｈ

Ａ Ｂ

Ｃ
Ｄ

Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ

炉１

D-1

Ｓ

１

２
Ｐ

Ｓ１

１ ２

１
２

３
４

Ｐ

263.2m

26
3.
2m

262.8m 262.8m
炉 Ｄ－１

土器分布

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８

９ 10 11 12

13 14 15 16

石器分布

１層 ２層

２層

１層： 15～20cm
２層： 10～15cm

炉１
Ｄ－１

周辺一括

土師器
坏
甕
計

1,322g
9,634g
10,956g

D-1

Ａ
Ｂ

Ｄ
Ｃ

Ｅ Ｆ

Ａ Ｂ

Ｄ
Ｃ

Ｅ Ｆ

カク
ラン

カクラン

１

１

２
(貼

床
)

１

２(貼床)

263.4m

263.4m

１ ２ ３ ４
５ ６ ７ ８
９ 10 11 12
13 14 15 16

土器分布

26
3.
4m

263.2m
Ｄ－１

Ｇ Ｈ

Ｇ
Ｈ

１層 １層

Ｄ－１

一括

１層：10cm

土師器
坏
甕
計

９g
455g
464g

石器分布

編物石

Ｈ－50号住

Ｈ－49号住

０ ４ｍ

０ ４ｍ

遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混入物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｈ－49号住 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※
2 褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ※ 貼床

Ｄ－１ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※

遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混　入　物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－50号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × △ ※ Ⅲ層
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ※ ※ 埋め戻し
3 褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ △ × ※ ※ 埋め戻し
4 褐色土層10YR ２＜４ ○ ○ △ ※ ※ ※

炉１ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ ※ ※ ※
Ｄ－１ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※ ※

2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ ※ ※
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Ｈ－51号住

Ａ Ｂ

Ｃ
Ｄ

Ｅ Ｆ

P-1

礫

１

１

土
坑

Ａ
Ｐ

262.0m
１

26
2.
0m

262.0m

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ

Ｅ

Ｆ

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８

９ 10 11 12

13 14 15 16

土器分布
１層

１層

Ｐ－１

土師器
坏
甕

計

1,659g
8,281g

9,966g

１層： 15～20cm

他　　　26ｇ

ｶｸ
ﾗﾝ

焼土

Ｈ－52号住

Ａ Ｂ

Ｃ
Ｄ

Ｅ
Ｆ

Ａ Ｂ

Ｃ
Ｄ

Ｅ Ｆ

１
２

３

１ ２

３
Ｐ

262.2m

26
2.
2m

262.2m

１２ ３４
５ ６ ７８
９ 10 11
13 14 15

土器分布

12
16

１層

石器分布

１層

２層

土師器
坏
甕
計

777g
6,281g
7,058g

１層： 15～20cm
２層： 20cm

一括

石器分布

０ ４ｍ

０ ４ｍ

遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混入物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｈ－51号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ × ×

遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混 入 物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－52号住 1 暗褐色土層10YR ○ △ △ ※ △ ※ ※
2 黒褐色土層10YR △ ○ ※ ※ ※ △ ※
3 褐色土層10YR ○ ○ ○ ○ ※ ※ ※
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混　入　物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－53号住 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ ※ △ △ ※
2 褐色土層10YR ○ ○ △ △ ※ ※ ※

焼土

Ｓ

１

２

26
2.
6m

26
2.
6m

262.6m

Ｈ－53号住

炉

１ ２ ３ ４
５ ６ ７ ８
９ 10 11 12
13 14 15 16

土器分布

土師器
坏
甕

計

1,339g
5,772g

7,142g１層： 20cm

Ａ

Ｂ

Ｃ
Ｄ

Ｅ
Ｆ

Ｃ
Ｄ

Ｅ

Ｆ

１層
石器分布

２層

他 31g

　ピット
周辺一括

Ａ Ｂ

周辺

０ ４ｍ

０ ４ｍ
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編物石 編物石

編物石

１
２ ４ ５６

10 16

17（貼床）

10

262.1m

12 15（貼床）

８

９ＰＳ Ｃ

Ｐ Ｐ

26
2.
1m

１
２

３
４

６
８

９
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）
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床
）
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Ｐ
Ｐ

Ｐ

１
２

３

261.3m
Ｄ－１

262.1m

26
2.
1m

Ｈ－54 号住

Ｃ１(ｸﾇｷﾞ)
Ｃ２

２

２

２

Ｃ３( 柱：ｺﾅﾗ)

Ｃ４(ｺﾅﾗ)

Ｃ５

Ｃ６(ｸﾇｷﾞ)

Ｃ７(ｺﾅﾗ)

１

１

Ａ

Ａ

Ｅ

Ｅ

Ｃ Ｃ

Ｆ

Ｂ

Ｆ

Ｂ

Ｄ

Ｄ

礫

炉

Ｋ

Ｋ

Ｌ

Ｌ
261.4m

炉

遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混 入 物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－54号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ※
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ※
3 褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ ※ ※ ※ ×
4 褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ △ △ △ ※ ×
5 褐色土層10YR ４＜５ ○ ○ △ × ※
6 褐色土層10YR ４＜６ ○ ○ △ △ △ ※ × 埋め戻し
7 褐色土層10YR ７＜６ ○ ○ △ × △ △ ※ 　 〃
8 褐色土層10YR ８＜６ ○ ○ △ × △ △ × 　 〃
9 褐色土層7.5YR ９＜４ ○ ○ △ × ※ △ ※ 　 〃
10 褐色土層10YR ４＜10 ○ ○ △ ※ △ 　 〃
11 褐色土層10YR 11＜10 ○ ○ △ △ ※ ※ 　 〃
12 明褐色土層10YR ６＜12 ○ ○ ○ ※ △ 　 〃
13 褐色土層10YR 10＜13 ○ ○ △ × △ 貼床
14 暗褐色土層10YR 14＜10 ○ ○ ※ × △  〃
15 褐色土層10YR 15＜10 ○ ○ ※ × ×  〃
16 明褐色土層10YR ６＜16 ○ ○ ○ △ ○
17 褐色土層10YR 10＜17 ○ ○ △ ※ ※ 貼床

Ｄ－１ 1 褐色土層10YR ○ ○ △ × △
2 暗褐色土層10YR ２＜１ ○ ○ ※ ※ ※
3 明褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ △ ※ ○

０ ｍ４
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０ ４ｍ
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９
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13 14 15 16

土器分布

１層 ２層

石器分布

１層 ３層

３層

３区サブトレ

７区サブトレ

Ｄ－１

1 層 :15 ～ 20cm

2 層 :30 ～ 40cm

3 層 :０～ 20cm

土師器

坏

甕

計
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Ｈ－54 号住

第105図　人見枝谷津遺跡（古墳）Ｈ－54号住居址実測図（２）

－ 128 －



遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混入物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｈ－55号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ※
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ △ × ※
3 暗褐色土層10YR ３＜２ ○ ○ ※ × △
4 明褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ ○ △ ○
5 褐色土層10YR ５＜４ ○ ○ △ ※ △
6 褐色土層10YR ６＜４ ○ ○ △ ※ △
7 明褐色土層10YR ２＜７ ○ ○ ○ ※ ○
8 黒褐色土層10YR ８＜３ ○ ○ × × △
9 褐色土層10YR ９＜３ ○ ○ △ ※ △
10 褐色土層10YR ８＜10 ○ ○ △ ※ △
11 褐色土層10YR 11＜10 △ ○ ※ × ※
12 褐色土層10YR ２＜12 ○ ○ △ × ○
13 暗褐色土層10YR 13＜12 ○ ○ ※ × ○
14 明褐色土層10YR 13＜14 ○ ○ ○ ※ ○
15 明褐色土層10YR 15＜14 ○ ○ ○ ※ ○
16 明褐色土層10YR ３＜16 ○ ○ ○ △ ◎
17 褐色土層10YR 17＜16 ○ ○ △ × △
18 褐色土層10YR 17＜18 ○ ○ △ △ △ 貼床

Ｄ－１ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※
2 黄褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ○ × ○
3 明褐色土層10YR ３＜２ ○ ○ △ × ※
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５ ６ ７ ８

９ 10 11 12

13 14 15 16

石器分布
３層

２層

３層

１層：15～20cm
２層：30～40cm
３層：０～20cm

土師器
　坏　 　1,201g
　甕　　 9,225g
　他　　　 157g
　計　  10,583g

１

２ ３
Ｐ

261.3m

261.3m

Ｄ－１

26
2.
4m

262.4m

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ
Ｈ

Ｉ

Ｉ

Ｊ

Ｊ

Ｅ Ｆ

Ｇ
Ｈ

D-1P-1

炉

炉

礫

Ｓ

Ｓ

Ｓ

12 13
14

15
16 17

１ ２

３

カク
ラン

１ ２

18
(貼

床
)

26
2.
4m

Ｃ
Ｄ

１

２

３ ４
５６

７
８

９1011

18(貼床)

１
２

カクラン

262.4m
Ａ Ｂ

１
２

３
４

５ ６
８

９

Ｈ－55号住

７

炭化材

焼土

カクラン

編物石集中

Ｋ Ｌ

Ｋ Ｌ

土器分布
１層

０ ｍ４

０ ４ｍ

Ｄ－１
  周辺

第106図　人見枝谷津遺跡（古墳）Ｈ－55号住居址実測図

－ 129 －



０ ｍ４

０ ４ｍ

１
２

３

１
２

262.8m

262.8m
26

2.
8m

26
2.
8m

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ

Ｅ Ｆ

Ｇ
Ｈ

Ｉ Ｊ

Ｋ Ｌ

Ａ Ｂ
Ｃ

Ｄ

Ｅ Ｆ

Ｇ
Ｈ

Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ

262.4m

Ｄ－１

D-1
P-1

炉

炉

砥石

土器分布
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石器分布

１層２層

炉
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Ｐ－１

土師器
坏
甕
計

 1,297g
 9,283g
10,580g

１層：15～20cm
２層：０～15cm

Ｈ－56号住

粘土

遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混 入 物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭

Ｈ－56号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ×
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × × ※

炉 覆土暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × × ※
Ｄ－１ 覆土褐色土層10YR ○ ○ △ ※ △
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Ｇ
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混入物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｈ－57号住 覆土黒褐色土層10YR ○ ○ × × × 自然層１層のみ
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　計　　16,317g
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Ｋ Ｌ

Ｋ
Ｌ

262.4m

遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混入物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｈ－58号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ×

Ｄ－１ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ ※ ※
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ※
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Ｄ
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混入物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｈ－59号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ×

Ｄ－１ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※
2 褐色土層10YR １＜２ ○ ○ △ ※ ※
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混入物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｈ－60号住 覆土黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×

遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混入物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｈ－61号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ×
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混入物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｈ－62号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ×
3 黒褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × ※

Ｄ－１ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ ※ ※
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ ※ ※
3 褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ △ △ ※
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混入物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｈ－63号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × ×
3 黒褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × ×
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混 入 物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－64号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ ※ ※
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ ※ ※ △ ※

炉１ 1 暗赤褐色土層5YR ○ ○ ※ ※ × ※ △
Ｄ－１ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※ ※ ×

2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ ※ ※ ※ ×
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ ※ △ ※ ×

Ｄ－２ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ ※ ※ ※

Ｄ－３ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ △ ※
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混入物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｈ－66号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
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Ｓ

１層：40～50cm
２層：20cm
３層：０～15cm

４ｍ０

４ｍ０

遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混　入　物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－67号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ×
3 黒褐色土層10YR ３＜２ ○ ○ × × ×

炉 1 暗褐色土層7.5YR ○ ○ ※ × × ※ ※

遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混　入　物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－68号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ※
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × ※ △ ※
4 暗褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ ※ × ※ ※ ※
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13 14 15 16

１層：15～30cm
２層：０～20cm

遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混　入　物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－69号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ※ ※ ※ 屋根土
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × ※ ※ ※ 　〃
4 明褐色土層10YR ２＜４ ○ ○ ○ ※ △ △ ※ 屋根土　ﾛ-ﾑ
5 明褐色土層10YR ５＜４ ○ ○ △ ※ △ △ ※ 　　　〃
6 褐色土層10YR ２＜６ ○ ○ △ ※ ※ ※ ※ 屋根土
7 褐色土層10YR ７＜４ ○ ○ △ × ※ × × 　〃
8 暗褐色土層10YR ６＜５ ○ ○ ※ × × △ ※ 　〃

Ｄ－１ 1 褐色土層10YR ○ ○ △ ※ △ ※ ※
2 褐色土層10YR １＜２ ○ ○ △ △ △ △ △
3 黄褐色土層10YR ２＜３ ○ ◎ ◎ × × × × ﾛｰﾑ土

Ｄ－２ 1 褐色土層10YR ○ ○ △ ※ △ ※ ×
2 褐色土層10YR １＜２ ○ ○ △ × ※ ○ ※

第118図　人見枝谷津遺跡（古墳）Ｈ－69号住居址実測図
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甕    8,251g
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１層：15cm
２層：15cm

遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混入物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｈ－70号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 褐色土層10YR １＜２ ○ ○ △ ※ ※
3 褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ △ ※ △

Ｄ－１ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × ※ ※
2 褐色土層10YR １＜２ ○ ○ △ ※ △

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 混入物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｈ－74号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × ×

第119図　人見枝谷津遺跡（古墳）Ｈ－70・74号住居址実測図
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編物遺跡集中

Ｋ
Ｌ

Ｋ Ｌ

遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混入物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭

Ｈ－72号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × ×
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × ※ ※
4 褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ △ × ※ ×

Ｄ－１ 1 褐色土層10YR ○ ○ △ × ※ 埋め戻し
2 明褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ○ ※ △ ※ 　〃
3 明褐色土層10YR ３＜２ ○ ○ ○ ※ △ 　〃

第120図　人見枝谷津遺跡（古墳）Ｈ－72号住居址実測図（１）
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土器分布

１層

石器分布

２／３層

２層

３層

Ｈ－75号住

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８

９ 10 11 12

13 14 15 16

15区サブトレ一括

Ｐ－１

Ｐ－２

土師器
坏　　1,671g
甕　　8,868g
計　 10,539g

15区サブトレ一括

１層：20～30cm
２層：20～30cm
３層：０～15cm

４ｍ０

３層
２層

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 混入物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭

Ｈ－75号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × ×
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ◎ ○ ※ × ×
4 暗褐色土層10YR ３＜４ ◎ ○ ※ × × ×
5 暗褐色土層10YR ４＜５ ◎ ○ ※ × × ※
6 黒褐色土層10YR ６＜４ ○ ○ × × △ △
7 黒褐色土層10YR ６＜７ ○ ○ ※ × ※ ×
8 黒褐色土層10YR ７＜８ ○ ○ ※ × ※ ×
9 褐色土層10YR ３＜９ ◎ ○ △ × △
10 明褐色土層10YR ６＜10 ○ ○ ○ ※ ◎ ※
11 褐色土層10YR 10＜11 ○ ○ △ ※ ○ ※
12 褐色土層10YR ８＜12 ○ ○ △ ※ ○ ※
13 褐色土層10YR 12＜13 ○ ○ △ △ ○ ※
14 暗褐色土層10YR 14＜12 ○ ○ × × ×
15 暗褐色土層10YR 14＜15 ○ ○ ※ × ※
16 暗褐色土層10YR 15＜16 ○ ○ ※ × ×

Ｄ－１ 1 褐色土層10YR ○ ○ △ △ △ 埋め戻し
2 明褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ○ △ ○ 　〃

第123図　人見枝谷津遺跡（古墳）Ｈ－75号住居址実測図（２）
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混入物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｈ－76号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 混入物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－77号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × ×
3 黒褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × ×
4 暗褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ ※ × ※ △ ※

Ｄ－１ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × △
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す
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１層：20cm
２層：20cm

遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混入物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭

Ｈ－78号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × × △
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × × ×

炉 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※ ※
Ｄ－１ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※
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土器分布
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土師器
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甕    1,313g
計    1,571g

２
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５ ６ ７ ８
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土師器
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２
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１層：20～30cm
２層：０～10cm

遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混入物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭

Ｈ－83号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ※ ×
2 黒褐色土層10YR ２＜１ ○ ○ × × × ※
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × ※ ※
4 暗褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ ※ × × ※

遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混入物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｈ－80号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ×

第127図　人見枝谷津遺跡（古墳）Ｈ－80・83号住居址実測図
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混入物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｈ－85号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ×
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混入物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｈ－86号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × × 土坑（覆土）
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ×
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２
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土師器
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Ｓ

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８

９ 10 11 12

13 14 15 16

１ ２

３ ４

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 混入物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｈ－88号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ×

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 混入物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｈ－89号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ×
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Ａ Ｂ

Ａ Ｂ

Ｅ

ＦＥ

Ｆ

Ｃ
Ｄ

Ｃ
Ｄ

炭化材（Ｃ）

土師器
坏　　1,287g
甕　　1,798g
計　　3,085g

Ｄ－１

１

１

Ｈ－78住
１ ２

５ ６ ７ ８
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13 14 15 16

３ ４

１ ２

３ ４

土師器
坏
甕
計

76g
377g
453g

２
１

Ｃ

Ｃ１
Ｃ２

１
２

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 混入物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｈ－90号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 混 入 物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭

Ｈ－91号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × × ○
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 混入物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｈ－92号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ×

遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混入物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｈ－93号住 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ ※ × 埋め戻し
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ ※ ※ 　〃
3 褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ △ △ △ 　〃
4 暗褐色土層10YR ４＜３ ○ ○ ※ × × 　〃

土器分布

１層

Ｈ－93号住

261.9m261.9m
Ｄ－１
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甕
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１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混 入 物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－94号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × × 自然層
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × × 　〃
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ ※ × ※ 埋め戻し
4 褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ ※ ※ × ※ 　〃

炉 1 赤褐色土層5YR ○ ○ △ × △ △ △
Ｄ－１ 1 褐色土層10YR ○ ○ △ ※ ※

2 褐色土層10YR １＜２ ○ ○ △ ※ ※ ※
3 褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ △ △ ※

Ｇ
Ｈ

Ｉ
Ｊ

Ｉ Ｊ

Ｋ Ｌ

焼土

Ｈ－94 号住

26
2.
5m

262.5m

Ｋ Ｌ

Ｄ－１

261.6m

１
２

３

261.7m
炉

炉

D-1

ＳＳ

P-1

Ｇ
Ｈ

Ｅ

１
２

３
４

３
４ｶｸﾗﾝ

Ｓ

262.5m
Ａ Ｂ

Ｆ

Ａ

Ｅ

Ｂ

Ｆ

Ｃ

１
２ ３

４
３ ４

ｶｸ
ﾗﾝ

26
2.
5m

Ｄ
Ｃ

Ｄ

３
４

２

０ ｍ４
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０ ４ｍ

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８
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Ｈ－94 号住

土器分布

１層 ２層

石器分布

１層 ２層

Ｄ－１

Ｐ－１

Ｐ－２

ｻﾌﾞﾄﾚ一括

周辺

西側周辺

炉

９区 ( 周溝）

　坏
　甕
他　
計

　3,193g
　9,391g
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 12,767g

土師器

４区（周溝）

１層：30 ～ 40cm
２層：15 ～ 20cm
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混　入　物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－95号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × × 覆土
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ※ ※ 　〃
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ ※ ※ △ ※ 　〃
4 褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ △ × ※ × × 貼床
5 黒褐色土層10YR ５＜１ ○ ○ × × × Ｍ－４
6 黒褐色土層10YR ５＜６ ○ ○ × × × 　〃
7 黒褐色土層10YR ６＜７ ○ ○ ※ × × 　〃
8 暗褐色土層10YR ７＜８ ○ ○ ※ ※ × 　〃

Ｄ－１ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ ※ ※
2 褐色土層10YR １＜２ △ ○ △ △ △ 埋め戻し
3 褐色土層10YR ３＜２ △ ○ △ ※ ※ 　〃
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混 入 物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－96号住 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × × ※
炉 1 赤褐色土層5YR ○ △ △ × × × △

2 褐色土層7.5YR １＜２ ○ ○ ※ × × ※ ※
Ｄ－１ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × × ※

2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × × ※
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Ｈ－96 号住

D-1

炉

編物石

１

Ａ Ｂ

Ｃ
Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ
Ｊ

Ｋ Ｌ

Ａ Ｂ

Ｃ
Ｄ

Ｅ Ｆ

Ｇ
Ｈ

Ｉ Ｊ

Ｋ Ｌ

26
3.
5m

１

263.5m

Ｄ－１

263.3m

263.3m

炉

263.5m

26
3.
5m

土器分布
１層

石器分布
１層

周辺

２
１

２

１

礫

礫

炭化材

土師器
　坏　　　856g
　甕　　1,327g
　計　　2,183g

Ｃ
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混入物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭

Ｈ－97号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × × ×
2 褐色土層10YR １＜２ ○ ○ △ × ※ × 埋め戻しがﾛ-ﾑ土
3 褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ △ △ ※ △ 　〃
4 明褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ ○ △ △ ※ 　〃

Ｄ－１ 1 褐色土層10YR ○ ○ ○ ※ △ ※ 埋め戻し
　 2 褐色土層10YR ２＜１ ○ ○ △ ※ △ ※ 　〃
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Ｍ－５
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Ｋ

Ｌ

Ｌ

Ｄ－１
260.7m

４ｍ０

遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混　入　物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土 As-B

Ｈ－98号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ×
3 黒褐色土層10YR １＜３ ○ △ × × × × ○ Ｍ－５
4 黒褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ × × × × △ 　〃
5 黒褐色土層10YR ４＜５ ○ ○ ※ × × × △ 　〃

炉 覆土赤褐色土層5YR ○ ○ △ × × ○
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Ｈ－98 号住

土器分布
１層 ２層
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土師器
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４ｍ０

４ｍ０
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 混入物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｈ－99号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × ×

１層
２層
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性        混入         備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｈ－100号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × × 自然層
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × ×
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ △ × ×
4 黒褐色土層10YR ４＜２ ○ ○ × × ※
5 褐色土層10YR ４＜５ ○ ○ ○ △ △

Ｄ－１ 1 褐色土層10YR ○ ○ △ × ※
2 褐色土層10YR ○ ○ △ × ※
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混　入　物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土 As-B

Ｈ－101号住 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※ ※
2 褐色土層10YR １＜２ ○ ○ △ ※ ※ ※
3 褐色土層10YR ３＜２ ○ ○ △ ※ △ △ ※
① 黒褐色土層10YR ①＜３ ○ △ × × × × ○

Ｄ－１ 1 褐色土層10YR ○ ○ △ × ※
2 褐色土層10YR １＜２ ○ ○ △ × ※
3 褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ △ × △
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０ ４ｍ

Ｇ
Ｈ

Ｇ
Ｈ

Ｉ
Ｊ

Ｉ Ｊ

炭化材（Ｃ）
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Ｍ－６
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甕
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２層１層
土器分布

１／２層
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Ｋ

Ｋ

Ｌ
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１層
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４ｍ０

４ｍ０

遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混入物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｈ－102号住 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × ×
2 明褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ○ △ △ 埋め戻し
3 褐色土層10YR ３＜２ ○ ○ △ × ×

Ｄ－１ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ※

Ｄ－２ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × ×
2 鈍い褐色土層10YR １＜２ ○ ○ △ × ※

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８
９ 10 11 12
13 14 15 16

Ｈ－102 号住

D-1

D-2

粘土 Ｇ
Ｈ

Ｇ
Ｈ

Ｉ Ｊ

Ｋ Ｌ

260.0m

１

２３ ３
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26
0.
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１
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Ｄ－１

Ｋ Ｌ
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Ｂ
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Ｅ

Ｃ
Ｄ

Ａ
Ｂ
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Ｃ
Ｄ
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４ｍ０

４ｍ０

遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混　入　物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－103号住 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※ 埋め戻し土か
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ※ ※ 　　〃
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × ※ ×
4 褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ △ × ※ ×

炉 1 黒褐色土層7YR ○ ○ ※ × × ※ ※
Ｄ－１ 1 褐色土層10YR ○ ○ △ ※ △ ※ 埋め戻し

2 暗褐色土層10YR ２＜１ ○ ○ ※ × ※ × 　〃

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８
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炉
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２
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Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ

１
１

２

Ｄ－１
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Ｇ
Ｈ
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Ｊ
Ｉ

Ｌ

２・３層
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ｶｸﾗﾝ
１

２
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Ｃ

Ｄ
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Ｂ
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Ｆ

Ｃ
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台石
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礫

１層
２層
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混　入　物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－104号住 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※ 埋め戻し住居　火災住居
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ※ ※ ×
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ ※ △ ※ ※
4 暗褐色土層10YR ４＜３ ○ ○ ※ × × 三角堆積
5 暗褐色土層10YR ５＜３ ○ ○ ※ × ※ ※ ※
6 褐色土層10YR ３＜６ ○ ○ △ ※ ※ △ ※
7 褐色土層10YR ６＜７ ○ ○ △ × △ 三角堆積
8 暗褐色土層10YR ８＜１ ○ ○ ※ × ※
9 暗褐色土層10YR ９＜６ ○ ○ × × ※ ※ ×
10 暗褐色土層10YR ５＜10 ○ ○ ※ × × ※ ※

炉 1 褐色土層7YR ○ ○ △ ※ △ △ ※
Ｄ－１ 1 褐色土層10YR ○ ○ △ ※ △

2 褐色土層10YR １＜２ ○ ○ △ ※ △

４ｍ０

４ｍ０

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８

９ 10 11 12
13 14 15 16

Ｈ－104 号住
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Ｃ

Ｄ

Ａ Ｂ
Ｅ
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ＦＥ

炭化材
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土師器
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２
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Ｃ
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４ｍ０

４ｍ０

遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混入物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｈ－105号住 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ※
3 明褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ○ ※ △ 埋め戻し
4 褐色土層10YR ４＜３ ○ ○ △ × ※ 　〃

Ｄ－１ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × ※ △

１
２

３
４

５
６

７ ８
９

10
11

1213
14

15 16
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混　入　物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－109号住 1 鈍い褐色土層10YR  ○ △ Ⅰa
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ ※ ※
3 褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ △ ※ ※ △ ※

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 混 入 物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－108号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × × 盛土か？
3 褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ △ ※ ※ △ △
4 褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ △ × × × ×

Ｄ－１ 1 明褐色土層10YR △ ○ △ ※ △ 埋め戻し
2 明褐色土層10YR １＜２ △ ○ △ × △ 　〃
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混　入　物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－110号住 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × ×
2 黒褐色土層10YR ２＜１ ○ ○ × × ×
3 黒褐色土層10YR ３＜２ ○ ○ × × ×
4 暗褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ ※ × ×
5 褐色土層10YR ２＜５ ○ ○ △ △ ×
6 暗褐色土層10YR ３＜６ ○ ○ ※ ※ △
7 褐色土層10YR ６＜７ ○ ○ △ △ ※

Ｈ－111号住 8 褐色土層10YR ○ ○ △ × ×
9 褐色土層10YR ８＜９ ○ ○ △ ※ × △ ※
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混入物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性

Ｈ－112住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ × ×
2 黒褐色土層10YR 1＜２ ○ ○ ※ × ×

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 混入物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｈ－116号　　 覆土 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 混　入　物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－113号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR 1＜２ ○ ○ ※ × ×
3 黒褐色土層10YR ３＜２ ○ ○ ※ × ×
4 黒褐色土層10YR １＜４ ○ ○ ※ × ×
5 暗褐色土層10YR ４＜５ ○ ○ ※ × ×
6 褐色土層10YR ５＜６ ○ ○ △ ※ △
7 暗褐色土層10YR ４＜７ ○ ○ ※ × △ ※
8 褐色土層10YR ７＜８ ○ ○ △ ※ △ △
9 暗褐色土層10YR ９＜６ ○ ○ △ △ △
10 暗褐色土層10YR ３＜10 ○ ○ ※ × △
11 褐色土層10YR ７＜11 ◎ ○ △ △ △ 貼床
12 暗褐色土層10YR 12＜10 ◎ ○ ※ ※ △  〃
13 褐色土層10YR ４＜13 ○ ○ △ ※ △ ※
14 褐色土層10YR ４＜14 ○ ○ △ ※ △
15 暗褐色土層10YR 15＜14 ○ ○ ※ × △
16 にぶい黄褐色土層10YR 15＜16 ○ ○ ○ × △
17 にぶい黄褐色土層10YR 16＜17 ◎ ○ ○ △ ○ 貼床
18 黒褐色土層10YR ４＜18 ○ ○ ※ × ※
19 黒褐色土層10YR 18＜19 ○ ○ ※ × ※
20 黄褐色土層10YR 19＜20 ○ ○ ○ ○ △
21 にぶい黄褐色土層10YR 21＜20 ◎ ○ ○ △ △ 貼床

炉 1 黄褐色土層10YR ○ ○ ○ ○ △ ※ ※ 埋め戻し
Ｄ－１ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × ○ 　〃

2 褐色土層10YR １＜２ ○ ○ △ × ○ 　〃
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 混入物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｈ－115号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×

０ ４ｍ

０ ｍ４
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混入物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｔ－４ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×

遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混入物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｔ－３ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ※

遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混入物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｔ－２ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR ２＜１ ○ ○ ※ ※ ※
3 黒褐色土層10YR ３＜２ ○ ○ × × ×
4 暗褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ × × ×
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Ａ Ｂ Ａ Ｂ

Ｄ－99

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ
264.0m

１

２

Ａ Ｂ
264.1m

１
２

Ｄ－105

264.3m

１

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ

遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混 入 物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土 As-B

Ｄ－１ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
Ｄ－２ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ × × ※

2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × ※ ※
Ｄ－３ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ ※ ※ ※

2 暗褐色土層10YR ２＜１ ○ ○ × × ※ ※
Ｄ－４ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × ※ ×

2 黒褐色土層10YR ２＜１ ○ ○ × × ×
Ｄ－29 1 暗褐色土層10YR ○ ○ × × ×

2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × ×
Ｄ－30 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
Ｄ－31 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
Ｄ－32 1 黒褐色土層10YR
Ｄ－42 1 黒褐色土層10YR ◎ ○ × × × ※

2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × ※ × ※
Ｄ－43 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × × ※

2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × × ※
Ｄ－57 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ × ×
Ｄ－59 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × ※ ×
Ｄ－60 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × ※ ×

2 黒褐色土層10YR ２＜１ ○ ○ × × ×
Ｄ－61 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ ※ ※

2 黒褐色土層10YR ２＜１ ○ ○ ※ × ×
Ｄ－62 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × ※ ×
Ｄ－70 1 黒灰褐色土層10YR △ △ × × × ◎
Ｄ－71 2 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×

3 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × ×

遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混 入 物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土 As-B

Ｄ－72 1 ○ ○ × ※ ×
Ｄ－73 覆土黒褐色土層10YR ○ ○ × ※ ※
Ｄ－74 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
Ｄ－75 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
Ｄ－76 1
Ｄ－77 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × ※ × ※ ※

2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ ※ × × ×
Ｄ－79 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
Ｄ－80 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
Ｄ－81 1 暗褐色土層7.5YR ○ ○ ※ × × ※ ※
Ｄ－88 覆土暗褐色土層10YR ○ ○ ※ ※ ×
Ｄ－89 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×

2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ×
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ ※ ×

Ｄ－90 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ×

Ｄ－93 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × ×

Ｄ－94 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
Ｄ－95 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ × ×

2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ×
Ｄ－98 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ ※ × 埋め戻し

2 褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ △ ※    〃
Ｄ－103 1 黒褐色土層7.5YR ○ ○ ※ × × ×

 Ｄ－105        1 黒褐色土層10YR  ○ ○ ※ × ×

※
2 赤褐色土層5YR １＜２ ○ ○ △ × × ※ △
3 赤褐色土層5YR ２＜３ ○ ○ ※ × × ※ △

第159図　人見枝谷津遺跡（古墳）土坑実測図（３）
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構は、加賀塚遺跡で確認されている。

(4)古代の遺構

住居桂(第161-167図、第19表)

奈良時代の住居祉

住居祉は、 4軒確認した (H-32・33・71・107号)0 3軒は谷部の水場遺構周辺において近接し、

1軒は、北東台地上において単独で確認された。住居祉は、平面中形長方形で長軸が主軸となる主柱穴

をもたない竪穴状の構造で、短辺に竃をもつものが3軒、構造不明が 1軒であった。一部の住居祉では、

浅い貯蔵穴が確認された。竃はローム混じりの土で袖等を構築した簡易構造の他、 H-71号では、煙

道部分に底部を欠いた衰を3連結させた構造も認められた。また、同住居祉では、竃の下から古い竃も

検出された。各住居祉とも破片を主体とする土師器の杯、聾、須恵器の杯、蓋等が少数出土した。 H

32号では、大形の台石が出土した。住居の埋没は、自然堆積が主体で、覆土上部には浅間B軽石の堆

積が認められた。出土遺物の年代から、全て8世紀前半の住居祉であると推定される。

平安時代の住居祉

住居祉は、 A区西側で7軒 (H-38・47・34・73・79・81・82号)確認した。住居祉は、平面中

形長方形で短軸が主軸となる主柱穴をもたない竪穴状の構造で、長辺に竃があるものが7軒(推定を含

む)、角に竃があるものが2軒であった。一部の住居祉では、浅い貯蔵穴が認められた。竃は、ローム

混じりの土で柚がない簡易構造の他、壁面に礁を並べ、礁で煙道を塞ぐものも認められた。また、竃内

には竃構築材である磯及び羽釜片等の遺物も廃棄されているのが多く確認された。竃は破壊されたもの

がほとんどであったが、 H-47辱では、柚部及び煙道部分も確認できたものも存在した。電内には土

製と石製の支脚をもっ住居堆も認められた。住居の埋没は自然堆積が主体で、覆土上部には、浅間B軽

石の堆積が認められた。また、同住居祉では、床中央で鍛冶に関連する炉祉が検出された。炉祉は、底

面が硬く締まっており、比熱による赤化も検出された。炉祉内からは鉄は出土しなかった。炉祉及びそ

の周辺からは、台石(大形磯)が出土した。各住居祉とも酸化焔焼成須恵器(土師質土器)の碗、杯、

皿、羽釜、土釜等、灰粕陶器(須恵器)が竃及び住居堆覆土中から少数出土した。 H-38号では、 2

点の雁又式の鉄織が出土した。また、鉄淳、砥石、石製品も少数出土した。遺物の年代から、全て10

世紀後半から 11世紀前半の住居祉であると推定される。

C区では、 A区と同時期の住居祉を2軒確認した (H-114・118辱)。

H-114辱は、確認段階においてプラン北東で炭化材が検出されたため、竃のある住居祉として調査

を行った。平面形態は、不整円形であるが、掘り込みは深い。竃は地山を掘り込んだ程度である。竃付

近の床面付近では、細長い炭化材が検出された。住居角に接して土坑 (Dー1)が検出された。遺物は、

覆土中から時期不明の土器(聾)破片が少数、礁が数点出土した。住居堆の時期は、遺物では判然とし

ないが、他の住居祉との関係から、 10世紀後半から11世紀初頭の所産と思われる。

H-118号は、 M-18号と重複して検出された。確認段階では、住居範囲が浅間B軽石で覆われてお

り、火山灰が堆積するまで窪んだ状態であったことが判明した。住居祉は、平面長方形で南東隅に竃、

北東に貯蔵穴 (D-l)が存在する。竃は、焚き口付近を中心に破壊されており、構造は不明である。

煙道部分の両側には、細長い磯が並んで検出された。磯は、在地の安山岩である。また、煙道奥部には、
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士釜の大形破片が伏せられていた。竃内からは、羽釜3個体、士釜 1個体、碗が廃棄された状態で出土

した。遺物は竃前面を中心に出土し、床面14区で士師質土器(皿)の完形晶が出土した。 M-18号と

の関係では、本住居祉が新しい。住居祉の時期は、 10世紀後半から11世紀初頭と考えられる。

平安時代の集落は、住居の分布が粗密で、広範囲に点在する傾向が認められた。

古代水固と水路(第168図、第24表)

谷部分は湧水のある湿地であり、現況でも水田あるいは沼地化している。己の部分については、道路

状遺構の状態を確認するための調査を実施した。調査及び土壌分析により、浅間B軽石及び浅間C軽石

を含む土壌が検出され、現在の耕作土(水田)の下層では、浅間C軽石と浅間B軽石の聞の土層と浅間

B軽石の上層で、プラントオパールも検出された。また、谷際の谷地緩斜面では、地形に沿って水路が

検出された。己れは、水田に関係する遺構と考えられるが、谷地部分では水田区画は確認できず、水路

と水田の関係を明らかにすることはできなかった。谷地部分での稲作開始は、土壌の分析により浅間C

軽石降灰以降で、古墳時代前期以降に遡る可能性があることが判明した。また、浅間B軽石上層の土壌

では、ムギ類が検出され、栽培されていた可能性も確認された。

確認された谷地部の水田と道路状遺構の延長線との関係では、浅間B軽石を含む土壌の堆積状態によ

り、道路状遺構は、遅くとも12世紀には廃絶していた可能性が高いと判断される。

水路は、低地部に差しかかる谷際に沿って数条(少なくとも 3条以上)、段々状態で確認され、所々

で木杭、礁が検出された。遺物は、溝覆士から、台地古墳時代の集落からの涜れ込みによる土師器小破

片が少数出土したのみで、溝の時期を特定できる遺物は出土しなかった。谷際に沿う水路は、耕作面積

が狭く、自然地形を生かした谷地水田に多くみられる濯滅施設で、稲作農耕が本格化する初期段階でみ

られるととが多い。

なお、浅間B軽石及び混入した士層を挟んだ上下では、湧水による地面の冠水及び現在の用水路の影

響により、畦畔等の区画遺構は面的には確認できなかった。

低地部の土壌分析の詳細については、自然科学分析編に掲載した。

A区溝(第169・170図、第24表)

枝谷津地区の調査区東において平行する 2条の溝を約65m確認した (M-5・6号)。潜の幅は、最

大で100団、深さ20-30皿である。覆土には大量の浅間B軽石が混入する黒色土で、底面と覆土中位

では硬化面が認められた。 2条の潜の間隔は、約1.5から2.2mで、低地に向かつて狭くなり、等間隔の

部分が続く。さらに、道路状遺構の方向とほぼ主軸が一致する(北-55・一束)ことから、検出され

た遺構は、別の道路状遺構であった可能性が考えられる。ただし、道路内とされる範囲では、硬化面及

び整地が確認できなかった。遺物は古墳時代の土器が少数出土したのみである。遺物は、混入と思われ

る古墳時代の土師器片が少数出土した。覆土及び遺構の状況により 12世紀以降の所産と推定される。

M-3号は、枝谷津地区の調査区中央でL字に曲がって検出された。掘り込みは深く、底面には小ピ

ットが多数検出された。浅間B軽石が大量に混入した黒色士で埋め戻されていた。溝からは、古墳時代

の土器及び礁が多数出土したが土器については遺構に伴うものではない。底部には水成堆積は検出され

なかったことから、水路ではなく、区画溝の可能性が高い。遺物は混入と恩われる縄文土器、古墳時代

の土師器片が少数出土した。
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C.D区溝(第171~176図・第24表)

古代の溝は、 C区で8条とD区で 1条確認した。 D区では、谷地から延びる溝を中心にして複数の溝

が検出された。全ての溝は、幅が約 1皿、断面が箱形である同一規格で、道路状遺構の溝との類似性も

認められる。覆土は、黒色士を基調としており、浅間B軽石の混入は認められない。遺物はM-16号

を除いて、古墳時代の遺物が少量出土したのみで、溝の時期及び機能を特定できる遺物は少ない。溝の

時期は特定できないが、状況証拠により同時期の所産と考えられる。 M-14号は、谷地から西へ一直

線となる潜で、途中、 M-4、15、18号と重複する。 M-4号については、前回の調査で古墳時代の所

産と位置づけたが、今回の調査によって古代の遺構である変更が生じた。 M-4号とMー 14号は一対を

なすもので、区画潜と推定される。 M-15号は、 M-14号から始まり、途中で南西方向へ曲がってい

るロこの潜は、途切れている場所もあり、 M-19号でも確認された。 M-17号は、未完成の溝であり、

途中で切れている。 M-16号は、平成20年度の調査では、走向を確認することができなかったが、平

成21年度調査で、全長約90mの北側中央で西に広がる長方形となることが判明した。形態から判断し

て区画溝と推定されるが、内外側では、溝に関係する遺構、遺物は検出されなかった。また、溝の西側

で底面から約15皿浮いた状態から、 9世紀後半の高台付碗が破砕された状態で出土した。この溝以外

からは、同時期の遺物の混入がほとんどみられない状況により、意図をもって廃棄されたものと判断さ

れる。切り合い関係は、 M-16号と重複するM-17号が新しい。 M-18号とM-26号は、途中で合読

し、一本となる遺構である。 D区で検出された道路状遺構に直交するM-20号は、確認状況から C区

の潜群の一部であると考えられる。 M-20号は、道路状遺構の溝と覆士、形態が類似しているが、切

り合い関係により、 M-20号が新しい。 C・D区で検出された溝群は、走向性と形態から、区画溝と

推定され、時期はM-16号出土の遺物の時期から、 9世紀後半前後の所産と考えられる。

士坑(第183図、第36表)

覆士に浅間B軽石を大量に含む点で共通性が認められ士坑を27基確認した。士坑の形態は平面円形

で、壁が垂直で、掘り込みの浅いものが主体であった。遺物は出土せず、帰属時期及び用途については

不明である。調査区東側にやや集中する傾向が認められ、一部では重複も確認された。検出された土坑

は覆土及び構造が類似していることから、同じ目的で掘削されたものと思われる。

古代の土坑は、 C区で中心に分布する縄文時代の包含層周辺から検出された。平面円形、覆土は黒色

土であるが、遺物の出土はない。 D-105号は、覆土に浅間B軽石を含むもので、同じ遺構は、前回の

調査においても検出されている。 D-106~108号は、しっかりとした掘り込みで平面楕円形、断面鍋

底形の規格をもった形態である。遺物は、出土しなかった。

炭焼窯(第184図、第24表)

3基確認した。平面が細長い楕円形で、覆土上部に浅間B軽石が堆積していた。炭化材が多数検出さ

れたが、使用可能な炭は検出されなかった。 1号の底部中央には、筋状の溝、奥部では突出と被熱によ

る赤化が観察された。 3基とも構造は類似することから、時期は古代 (12世紀前半)以降と推定され

る。構造は、地面を潜状Iこ浅く掘り込んだだけで、窯状にならない。本来は地面から露出した状態で使

用されたものと推定される。
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ピット群(第38図)

C区では、覆士が黒色士(s1層)のピットが多数確認された。柱穴と推定されるが、配列が不規則で

あるため、掘立柱建物枇等を確認するととはできなかった。

(5)中世の遺構

溝(第177-182図、第24表〕

7条確認した。この時期の潜は、古代道路状遺構に一部重複する直線状で幅広な潜 (M-22号)と

直角に折れる区画溝 (M-21・23辱)等が検出された。 M-22号漕は、古代道路状遺構の側溝内側道

路面で重複する浅間B軽石を含む硬化面の下から約170mにわたって確認した。漕は、幅 1-1.4m、

断面皿状となる浅い掘り込み状のもので、底面が硬化していた。溝覆土は、浅間B軽石大量に含む非常

に硬い状態であった。溝底面と溝覆土ともに硬化したのは、長期聞にわたってこの溝付近が踏み固めら

れたためだと考えられる。古代の道路と中世の道路が遺構の姿は変化しても、その場所が道路として使

用され続けた点が注目される。

区画溝は、 M-21、23、24、27号である。 M-21号は、調査区中央で確認できなくなり、その先

は不明である。 M-23・24号は、走向性が一致することから同一の可能性がある。また、両溝との聞

で溝の切れ目を確認した。 M-23号では、古代道路状遺構部分で、 M-22号と類似する底面及び覆土

に硬化面をもっ浅い溝の重複範囲を確認した。己の範囲は部分的検出であったが、 M-22号と平行関

係にあることから関連性が認められる。 M-25、27，28号については、部分的検出のため性格は、不

明である。

灰掻き穴(第180図〕

古代道路状遺構を確認したD区東側において、浅間A軽石を大量に含む溝状土坑を多数確認した。類

似した遺構は人見東原E遺跡において確認している。この遺構は、調査区全域にわたっていたが、道路

状遺構との重複の関係から、発掘調査はこの部分に限定して実施した。検出した遺構は、筋状に細長く

延びる形態と平面隅丸方形となる形態に分けられる。断面は両者とも箱形で、壁はほぼ垂直である。こ

れらの遺構は、規則性をもって並んでいることから、付近で大量に堆積した浅間A軽石を埋めるための

灰掻き穴であったと考えられる。類似遺構は、県南部の沖積地(高崎市、玉村町等)老中心に多数の分

布が確認されている。
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第161図　人見枝谷津遺跡（古代）Ｈ－32・33号住居址実測図
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　一括
　　竃
炉No.1
Ｄ－１

４ｍ０

４ｍ０

１ｍ０

遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混　入　物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－34号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × ×

竃 1 暗赤褐色土層５YR ○ ○ ※ × × ※ ※
2 黒褐色土層7.5YR ２＜１ ○ ○ × × × × ※

2 鈍い黄橙色土層10YR １＜２ ◎ ○ △ △ △ ※ 粘土○

遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混　入　物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 焼土

Ｈ－47号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × ×
3 黒褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ × × ×
4 黒褐色土層10YR ２＜４ ○ ○ × × ×

竃 1 黒褐色土層7.5YR ○ ○ × × × ※
2 暗赤褐色土層5YR １＜２ ○ ○ × × × △
3 暗赤褐色土層5YR ２＜３ ○ ○ ※ × × △
4 暗赤褐色土層5YR ３＜４ ○ ○ × × × △
5 明赤褐色土層5YR ４＜５ × × × × × ◎ﾌﾞﾛｯｸ

炉 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※ ※ 粘土※

第162図　人見枝谷津遺跡（古代）Ｈ－34・47号住居址実測図
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Ｈ－38住８区

Ｈ－38住12区

竃

甕

Ｃ

４ｍ０

４ｍ０

１ｍ０

2 黒褐色土層10YR １＜２ △ ○ × × ※

遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 　　　混 入 物   　　　　　備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－38住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ※ ※
3 黒褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × ※ ※
4 暗赤褐色土層10YR ２＜４ ○ ○ △ ※ ※ ○ △ H-37住の覆土

Ｈ－37住 5 黒褐色土層10YR １＜５ ○ ○ × × ×
6 黒褐色土層10YR ５＜６ ○ ○ ※ × ※ ※
7 黒褐色土層10YR ６＜７ ○ ○ ※ × ※
8 暗褐色土層10YR ７＜８ ○ ○ ※ × ※ ※
9 暗赤褐色土層10YR ８＜９ ○ ○ ※ × ※ ○ ※

竃 1 鈍い橙色土層10YR ○ ◎ ◎ △ △ ※ △ 竃粘土
2 赤褐色土層10YR ２＜１ ○ ○ ○ × ※ ※ ○ 煙道
3 明赤褐色土層10YR ２＜３ △ △ ○ × × × ◎
4 暗褐色土層10YR ４＜２ ○ ○ ※ × × × ※
5 暗褐色土層10YR ４＜５ ○ ○ ※ × × × ※

Ｄ－１ 1 黒褐色土層10YR △ ○ × × ※

第163図　人見枝谷津遺跡（古代）Ｈ－38号住居址実測図
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６区ベルト
10区ベルト
12区ベルト

一括

竃

４ｍ０

４ｍ０

１ｍ０

１ｍ０

遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混　入　物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－71号住 1 黒色土層10YR ○ ◎ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ◎ ※ × × △
3 鈍い褐色土層10YR ２＜３ ○ ◎ △ × ×
4 明赤褐色土層5YR １＜４ ○ ◎ ※ × × × △
5 明赤褐色土層5YR ４＜５ ○ ◎ ※ × × × △

遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混　入　物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土 As-B

Ｈ－73号住 1 黒色土層10YR ○ ○ × × × 自然堆積
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × ×

竃 1 黒褐色土層10YR △ △ × × × ○
2 暗褐色土層7.5YR １＜２ ○ ○ ※ × × ※ ※
3 赤褐色土層5YR ２＜３ ○ △ △ × × ※ △

Ｄ－１ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × × ※ ×
Ｄ－２ 1 黒色土層10YR ○ ○ × × ※ ※ ×

第164図　人見枝谷津遺跡（古代）Ｈ－71・73号住居址実測図
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Ｈ－82号住

14区ベルト

４ｍ０

４ｍ０

遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混　入　物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－79住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × × ※

竃 1 暗褐色土層7.5YR ○ ○ ※ × × × ※
2 鈍い赤褐色土層5YR １＜２ ○ ○ ※ × × ※ △
3 鈍い赤褐色土層5YR １＜３ ○ ○ ※ × × ※ △
4 赤褐色土層5YR ３＜４ ○ ○ △ × × ※ ○
5 暗褐色土層7.5YR ５＜３ ○ ○ ※ × × ※ ×

遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混　入　物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－82号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × × ※
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × ×
3 赤褐色土層5YR １＜３ ○ ○ ※ × × △ △
4 黒褐色土層10YR ４＜１ ○ ○ × × × △

Ｄ－１ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×

第165図　人見枝谷津遺跡（古代）Ｈ－79・82号住居址実測図
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４ｍ０

１ｍ０

遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混　入　物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－81号住 1 暗褐色土層10YR × × ※ ※ ※
2 明褐色土層10YR × × ※ ※ ※
3 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ ※ △
4 暗褐色土層10YR １＜４ ○ ○ △ △ △

竃 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × × As-R　△
2 黒褐色土層7.5YR １＜２ ○ ○ ※ × ×
3 鈍い赤褐色土層5YR ２＜３ ○ ○ △ × × ※ △
4 赤褐色土層5YR ３＜４ ○ ○ △ × × ※ △
5 暗赤褐色土層5YR ４＜５ ○ ○ △ × × ※ ○
6 暗褐色土層10YR ６＜５ ○ ○ ※ × × △ △

Ｄ－１ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ※

遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混　入　物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｈ－107住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × ×
3 黒褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × ×
4 暗褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ ※ × ×

第166図　人見枝谷津遺跡（古代）Ｈ－81・107号住居址実測図
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 混　入　物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－118号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × × Ⅲ層自然堆積
2 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
3 黒褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × ×
4 黒褐色土層10YR ４＜３ ○ ○ ※ × × ※
5 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ×
6 黒褐色土層10YR ６＜５ ○ ○ × × ×
7 褐色土層10YR ５＜７ ○ ◎ △ ※ ※ 貼床

竃東西ｾｸｼｮﾝ 1 暗赤褐色土層5YR ○ ○ ※ × × ※ △
2 暗褐色土層7.5YR ２＜１ ○ ○ ※ × × ※ ※
3 黒褐色土層7.5YR ３＜２ ○ ○ × × × × ×
4 赤褐色土層7.5YR １＜４ △ ○ △ × ※ ※ △
5 暗褐色土層7.5YR ３＜５ ○ ○ ※ × × ※ ※
6 黒褐色土層7.5YR ３＜６ ○ ○ × × × × ×
7 橙色土層5YR ４＜７ △ ◎ ◎ × ※ ※ △
8 黒褐色土層10YR ６＜８ ○ ○ × × × × ×

竃南北ｾｸｼｮﾝ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ × × ※ ※
2 黒褐色土層10YR ２＜１ ○ ○ × × × ※ ※
3 黒褐色土層7.5YR １＜３ ○ ○ ※ × × ※ ※
4 暗褐色土層7.5YR ３＜４ ○ ○ △ × × ※ ※
5 黒褐色土層7.5YR ５＜３ ○ ○ ※ × × ※ ※
6 暗褐色土層7.5YR ５＜６ ○ ○ ※ × × ※ ※
9 暗赤褐色土層5YR １＜９ ○ ○ ※ × × ※ △
10 赤褐色土層5YR ９＜10 ○ ○ △ × × ※ △
11 暗褐色土層5YR 11＜10 ○ ○ ※ × × ※ ※
12 明褐色土層7.5YR ９＜12 ○ ◎ ◎ × × × × 竃土
13 暗褐色土層7.5YR １＜13 ○ ○ ※ × × ※ ※

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 混入物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭

Ｈ－114号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × × ※
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × × △
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１
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Ｈ－95 住下
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Ｓ

Ｓ
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Ｏ Ｐ

Ｍ Ｎ

Ｏ
Ｐ

262.7m
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Ｍ－３

土師器
　坏　　2,094g
　甕　　4,338g
　計　　6,432g

Ｍ－４

20ｍ０

20ｍ０

０ ４ｍ

２ｍ０

平面図

断面図

８ｍ０

遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混　入　物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｍ－４　１区ﾍﾞﾙﾄ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
4 暗褐色土層10YR １＜４ ○ ○ △ × × ※ ※
5 黒褐色土層10YR ５＜４ ○ ○ ※ × ×
6 黒褐色土層10YR ５＜６ ○ ○ ※ × ×
7 黒褐色土層10YR ６＜７ ○ ○ ※ △ ×

Ｍ－４　２区ﾍﾞﾙﾄ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × × 自然堆積
3 黒褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ ※ ×

Ｍ－４　３区ﾍﾞﾙﾄ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × × 自然堆積
3 黒褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ ※ ×

Ｍ－４　４区ﾍﾞﾙﾄ 5 黒褐色土層10YR ５＜１ ○ ○ × × ×
6 黒褐色土層10YR ５＜６ ○ ○ × × ×
7 黒褐色土層10YR ６＜７ ○ ○ ※ × ×
8 暗褐色土層10YR ７＜８ ○ ○ ※ ※ ×

Ｍ－４　５区ﾍﾞﾙﾄ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
Ｍ－４　７区ﾍﾞﾙﾄ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※ 自然堆積・空掘り

2 黒褐色土層10YR ２＜１ ○ ○ × × ※ × 　　　　〃
3 黒褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ × × ※ × 　　　　〃
4 暗褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ ※ × △ × 　　　　〃

第169図　人見枝谷津遺跡（古代以降）Ｍ－３・４号溝実測図
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遺構名 層番　層名 色調 しまり 粘性 混　入　物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ As-B

Ｎ３ Ｍ－５・Ｍ－６ 1 黒褐色土層10YR ◎ △ × × × ○
（Ａ－Ｂ） 2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ※ × × △

3 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × × ×
Ｍ－５・Ｍ－６ 1 褐色土層10YR ○ △ × × × ○
（Ｃ－Ｄ） 2 褐色土層10YR １＜２ ◎ △ × × × ○

3 暗褐色土層10YR ２＜３ ◎ △ ※ × × × 硬化
4 黒褐色土層10YR ○ △ × × × ○
5 黒褐色土層10YR ◎ △ × × × ○
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８ｍ０ 平面図
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８ｍ０ 平面図
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Ｍ－14・15 号溝
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炭窯

Ｍ－14 西壁②

Ｍ－15 西壁 Ｍ－15 ベルト１ Ｍ－15 ベルト２

Ｍ－15 ベルト３ Ｍ－15 ベルト４

Ｍ－15 ベルト５

１区
２区 ３区

１区

２区

３区

４区

５区

６区

8U-315

8T-308
8T-320

8X-320

9D-315

9K-308

8X-324

9B-324

20ｍ０

４ｍ０ 断面図

平面図

① ②

③

割図

４ｍ０

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 混 入 物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭

Ｍ－14西壁① 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × ×
3 黒褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × ×
4 黒褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ ※ × ×
5 暗褐色土層10YR ４＜５ ○ ○ ※ △ ×

Ｍ－14ベルト１ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ × × × × ×
3 黒褐色土層10YR ２＜３ × × × × ×
4 暗褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ ※ △ ×

Ｍ－14東壁 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × × Ⅲ層
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × ×
3 黒褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ × × ×
4 黒褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ × × ×
5 暗褐色土層10YR ４＜５ ○ ○ ※ × ×

Ｍ－14西壁② 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × ×
3 黒褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ × × ×

Ｍ－15西壁 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × × △
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × × ×

Ｍ－15 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × ×
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ ※ × 埋め戻し

土器分布
Ｍ－14　２区

Ｍ－14　３区

Ｍ－15　１区

第171図　人見枝谷津遺跡（古代）Ｍ－14・15号溝実測図
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 混 入 物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ As-A As-B

Ｍ－23 1 黒褐色土層10YR △ ○ × × × ◎
2 黒褐色土層10YR 1＜２ △ ○ × × × ◎
3 黒褐色土層10YR ３＜１ ○ △ × × × ○
4 黒灰褐色土層10YR 1＜４ △ △ × × × ◎
5 黒褐色土層10YR ５＜４ △ △ × × × ◎
6 黒褐色土層10YR ６＜４ △ ○ × × × △
7 黒褐色土層10YR ７＜５ △ △ × × × ○
8 黒褐色土層10YR ８＜７ ○ △ × × × △

Ｍ－23（Ｉ－Ｊ） 1 黒灰褐色土層10YR △ △ × × ×
4 黒褐色土層10YR 1＜４ △ △ × × × × ◎

第182図　人見枝谷津遺跡（中世）Ｍ－23号溝実測図
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混入物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土 As-B

Ｄ－115 覆土黒褐色土層10YR △ △ × × × ◎
Ｄ－106 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × ×

2 黒褐色土層 ２＜１ ○ ○ ※ × ※ ※
3 暗褐色土層 ２＜３ ○ ○ ※ × ※

Ｄ－107 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × ×

Ｄ－108 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ × ×
Ｄ－109 2 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×

3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ ※ ※
４ｍ０

土坑

第183図　人見枝谷津遺跡（中世）土坑実測図
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混 入 物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 As-B

炭窯 1 黒褐色土層10YR ○ △ × × × ○
2 黒色土層10YR ２＜１ ○ ○ × × × ○

第184図　人見枝谷津遺跡（古代以降）炭焼窯実測図
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4 人見東向原遺跡(第185~226図)

( 1 )概要

本遺跡は、人見枝谷津遺跡と谷を挟んで立地する。との調査区をA区とした。人見枝谷棒遺跡と同時

期の遺構の分布を確認したことから、両遺跡は同一遺跡と捉えられる。主な成果は、縄文時代と古墳時

代、古代の集落、古代の道路状遺構等を調査した。特筆されるのは、古墳時代の住居祉から朱(ベンガ

ラ)の塊を検出した小形喪、鉄製農具 Cu字、方形鋤先、鎌等)が出土した。古代では、環状の溝を確

認した。道路状遺構は、谷筋に向かって切り通し状となり、低地に差し掛かることを確認した。

B区は、 A区から南へ約100mのところに位置し、低地に面した南側斜面で、古代の遺構が確認され

た。南側には下高田原遺跡が存在する。調査区では、古代の溝3条、ピット列2か所を確認した。谷を

挟んだ南側に人見大谷津遺跡、下高田原遺跡(富岡市)で存在する。下高田原遺跡では、市境界付近に

沿って大溝が確認された。大溝の南側では8世紀代の集落が確認されたため、その北側に対してトレン

チ調査を実施したが、遺物散布が数カ所で認められたものの、大溝に関連する時期の遺構及びその他遺

構は全く確認されなかった。したがって、東向原地区の大溝より北側では、遺跡形成に必要な人々の営

みが低調であったことが明らかになった。

(2)縄文時代の遺構

住居桂(第185・186図、第7表〕

調査区東側で2軒確認した。 J-1号の中央部は、 H-26号(古墳)と重複する。平面不整円形で

あるが、 5本柱、炉をもっ竪穴住居に分類される。床面には埋設土器2基が並んで確認された。 J-2

号は、掘り込みの浅い竪穴住居だが、埋設土器の堀方以外、ピットは検出されなかった。床面には、大

小の礁が広範囲に分布し、埋設土器が3か所が検出された。 U-3号は配石状の礎、石器の下からの検

出である。また、南側壁面(覆土内)では、土器の上部が大礁で覆われた埋設土器 CU-4号〕が確認

された。乙の住居堆は掘り込みが浅く、一般的な住居とは構造が具なる遺構である。時期は2軒とも中

期後半の所産である。

造物集中

J-2号の南側でN層中から、土器、石器、礁が分布する範囲(約12m)を確認し、人力による掘

り下げを行った。遺物集中範囲からは、視覚的な遺物プロックが確認できたが、遺構は検出されなかっ

た。出土土器は、中期後半の加曽利EsI式期の土器破片が多数出土した。後期前半の堀之内2式の破片

土器(注口土器を含む)も少数出土した。

士坑(第223図、第37表)

2基確認した。 D-8、9号は覆士から縄文土器、礁が出土した。



遺構名 層番 層　名 色調 しまり 粘性 混　入　物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭

Ｊ－１号住・Ｕ－１ 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ※ × × ※
2 褐色土層10YR ◎ ○ ※ × ※ ﾛｰﾑ土
3 明褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ※ △ △ 　〃

Ｊ－１号住・Ｕ－２ 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ※ × × ※
2 褐色土層10YR ◎ ○ ※ × ※ ﾛｰﾑ土
3 明褐色土層10YR ◎ ○ ※ × ※ 　〃
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第185図　人見東向原遺跡（縄文）Ｊ－１号住居址実測図
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混 入 物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭

Ｊ－２号住・Ｕ－１ 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ × × × 堀り方

Ｊ－２号住・Ｕ－２ 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ × × × 堀り方

Ｊ－２号住・Ｕ－３ 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × × ※
Ｊ－２号住・Ｕ－４ 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × ×

2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ × × ×
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第186図　人見東向原遺跡（縄文）Ｊ－２号住居址実測図
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(3)古墳時代の遺構

住居祉(第187-220図、第13表)

人見枝谷津遺跡と同時期(中期)の住居祉を33軒確認した (11期7軒、 E期20軒、中期日軒)。前期

は0軒である。

〈平面形態>

小形正方形4軒(中期2軒、 E期2軒)、小形長方形 1軒 (III期 1軒、)中形正方形10軒(中期1軒、

E期 1軒、 E期日軒)、中形長方形4軒 (III期4軒)、大形正方形10軒(中期 1軒、 E期4軒、 E期5

軒)、大形長方形3軒(中期2軒、 E期 1軒)、大形方形 1軒 (11期 1軒)である。中~大形の正方形

が主体である。

平地式は5軒 (III期2軒、中期3軒)である。

〈壁溝>

E期のみで 1軒である。

〈主軸方向>

ほぽ真北に向くのが12軒 (11期3軒、 E期7軒、中期2軒)、北から北東向きとなるのが8軒(中期

2軒、 E期 1軒、 E期5軒)、東から南東向きとなるのがE期 1軒、北から北西向きとなるのが8軒(中

期2軒、 E期 1軒、 E期5軒)、西から南西向きとなるのが2軒 (11期 1軒、 E期 1軒)、不明は2軒

(11期 1軒、皿期1軒)である。中期の主軸は、ほぽ真北が最も多く、北東あるいは北西に向くのが続

吉、人見枝谷誇遺跡と同様な傾向が認められた。北斜面に対して住居祉は直交し、低い方へ向いている

のが分かる。

く士坑(貯蔵穴)> 

土坑は、 1基が最も多く、 2基確認されたのが日軒であった。床下土坑は無い。位置は住居祉南東隅

に多くみられ、北西隅と南西隅は少ない。形状は、平面方形ないし楕円形で、断面は箱形となる。土坑

覆土の観察から、埋め戻しが行われ、遺物廃棄が行われていた。

〈柱穴>

基本的には炉を軸として柱穴が対称的に配置される 4本柱が多数を占めた。 2本柱も 3軒認められた。

柱穴の無いものは5軒である。拡張による柱穴の差し替えは少ない。

く炉>

炉は、 AはE期3軒、 E期7軒、 B1はE期 1軒、 E期2軒、中期 1軒、 B2はE期2軒、中期2軒、

不明はE期3軒、 E期8軒、中期2軒である。 AとB1は1軒である。炉の位置は、床中央または中央

北寄りが最も多い。

〈覆士>

A 1はE期2軒、 A2はE期6軒、 E期5軒、 B1は中期 1軒、 E期5軒、 B2は中期 1軒、 E期 1

軒、 CはE期 1軒、 E期日軒、中期4軒である。

焼失住居と考えられるのE期日軒、 E期7軒である。

く遺物出土状況>

浅い住居(1層)では、床面直上まで遺物が出土した。 2層以上に分層される深さのある住居壮では、

上層から下層まで遺物が出土した。ただし、上層の遺物は、廃棄によるもので土器では破片がほとんど



－ 216 －

であった。下層の遺物は、床面に遺棄されたものが中心で、土器が潰れた状態やそのままの状態で出土

した。出土遺物に時期差が少ないととから、住居使用から短期間で遺物が廃棄されたと考えられる。

溝(第221・222図、第25表)

2条確認した。 M-8、9号について当初、古代の遺構としたが、出土遺物と覆士を再検討した結呆、

本報告では古墳時代の可能性に訂正した。 M-9号は長軸約37m、短軸約30mの規模である。平面楕

円形、断面箱状で、覆土には、ロームが混入していた。覆土の遺物は、全て古墳時代中期の土器で、 4

区では覆土中に喪破片が大量に廃棄された状態を確認した。覆土中には、古代とされる遺物は皆無であ

った。一部未調査区があるが、西側部分に溝が切れる範囲があるが、環状となる溝である。底面には、

ピットが観察される。溝の底面及び形状は一定ではなく高低差があり、掘削の癖が認められる。 M-8

号は、 M一日号の溝が途切れたと己ろから延び、 H-14号と同じ覆土であり、両者の切り合いが難し

い状況であったが、溝が新しいと判断した。潜は途中で北へ90度曲がり、徐々に浅くなり、北側斜面

で確認できなくなる。出土遺物は古墳時代中期の土器であり、 M-9号同様、古代のものは無い。

2条の溝は、一部住居祉との切り合いが認められるが、集落内でも住居堆群から単独で配置されてい

る。特にM-9号は、溝の一部が切れていること(入り口施設か)、内側が無遺構地帯であることから、

何らかの区画を意識した溝の可能性がある。時期は、古墳時代中期と推定される。

士坑(第223図、第37表)

7基確認した。平面円形、楕円形で、断面浅い鍋底状である。覆土はE層を基本とする土層で、ロー

ム粒子が混入する。 D-2-7号では、覆土内から土師器喪片が出土した。全て同時期とは言えないが、

古墳時代中期と推定される。

埋設土器(第222図、第25表)

古墳時代の土師器裏片が浅いピットに埋設されたものである。性格は不明である。

(4)古代の遺構

住居祉(第224-225図、第19表)

調査区中央で2軒 (H-7、10号住)を確認した。 H-7辱は平面がやや歪んだ正方形である。竃

は痕跡のみで浅く土坑状であった。遺物は土師質土器、羽釜が出土した。 H-10号は、平面長方形で

南東隅に竃がある。竃は礁を並べた形態である。 2軒とも覆土上部に浅間B軽石が堆積した自然埋没で

ある。時期は10世紀後半から11世紀初顕である。

溝(第222図、第25表)

1条確認した。 Mー10号は、覆土に浅間B軽石を含む浅いもので、途中で途切れる。

炭焼窯(第222図、第25表)

1基確認した。覆土に炭化物の砕片が大量に混入する。西側に張出がある。
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(5) B区の調査

溝(第226図、第25表)

束向原地区では、覆土に浅間B軽石を含む4条の溝を確認した。 M-ll号は幅約200個、深さ約30

四で直線である。覆土は浅間B軽石を含む黒色土で埋め戻しによる堆積である。 M-12、13号は、西

側部分は確認できなかったが、 M-ll号を切って平行して検出された。両溝とも底面及び覆土中位に

硬化面が確認された。 M-ll号は、低地に向かつて延びるが、 M-12・13号は、斜面に平行して延び

る。覆土の状況から枝谷津地区のM-5、日号に類似する。検出した2条の溝の機能については、部分

的調査であったため不明である。 B区の溝からは、混入とj思われる縄文土器、古墳時代土師器片が少数

出土した。漕の時期は、平安時代以降の所産と推定される。

ピット群(第226図)

調査区では、 Mー 11号の東側でほぼ等間隔に並ぶピット列2か所と不規則に分布するピットを確認

した。ピット列は同一方向に並ぶもので、柵列等の杭穴の可能性がある。覆土は黒色土である。遺物は、

混入と思われる士師器片が少数出土した。
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Ｄ－１ 1 褐色土層10YR ○ ○ △ ※ △ 　〃

遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混入物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｈ－１号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ △ × ※
3 暗褐色土層10YR ３＜２ ○ ○ ※ × ※

Ｄ－１ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ※
2 黒褐色土層10YR １＜２ ※ × ※
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × △
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第187図　人見東向原遺跡（古墳）Ｈ－１・３号住居址実測図
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遺構名 層番 層　名 色調 しまり 粘性 混　入　物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－２号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × ×
3 褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ○ ※ △ △ ※
4 暗褐色土層7.5YR ４＜３ ○ ○ ※ × ※ ※ △
5 黒褐色土層10YR １＜５ ○ ○ ※ × ※ ※
6 褐色土層10YR ２＜６ ○ ○ ○ △ ※ ※
7 暗褐色土層10YR ５＜７ ○ ○ ※ × △
8 褐色土層10YR ２＜８ ○ ○ ○ ○ △ ※
9 黒褐色土層10YR ９＜８ ○ ○ × × ※
10 褐色土層10YR ５＜10 ○ ○ △ ※ △ ※
11 暗褐色土層10YR 11＜10 ○ ○ ※ × ※
12 暗褐色土層10YR 11＜12 ○ ○ ※ × ※ ※

炉１ 1 暗褐色土層7.5YR ○ ○ ※ × ※ ※ ※
2 赤褐色土層2.5YR １＜２ △ △ ○ × ※ △ ◎
3 暗褐色土層7.5YR ３＜２ ○ ○ ※ × ※ ※ ※

Ｄ－１ 1 褐色土層10YR ○ ○ △ ※ △ ※
2 褐色土層10YR １＜２ ○ ○ △ △ △
3 褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ △ △ △
4 明褐色土層10YR ３＜４ △ ○ ○ ○ ○

Ｄ－２ 1 褐色土層10YR ○ ○ △ × △ ※
2 褐色土層10YR ２＜１ ○ ○ ※ × △ ※
3 褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ △ △ △ △

第188図　人見東向原遺跡（古墳）Ｈ－２号住居址実測図（１）
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第190図　人見東向原遺跡（古墳）Ｈ－４号住居址実測図
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3 暗褐色土層10YR ３＜２ ○ ○ ※ × ※

Ｄ－１ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ※
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第191図　人見東向原遺跡（古墳）Ｈ－５号住居址実測図
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混 入 物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－６号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ × × 流れ込み
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × × ※ ×    〃
3 暗褐色土層10YR ３＜２ ○ ○ ※ × × × ×

炉１ 1 暗赤褐色土層5YR ○ ○ ※ × × ※ ※
炉２ 1 暗赤褐色土層5YR ○ ○ ※ × ※ ※ △
Ｄ－１ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※

2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ※
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第192図　人見東向原遺跡（古墳）Ｈ－６号住居址実測図
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備考しまり 粘性 混 入 物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

※ 埋め戻し
炉 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × × ※ ×
Ｄ－１ 1 褐色土層10YR ○ ○ △ ※ ※ ※ ※ 埋め戻し
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第193図　人見東向原遺跡（古墳）Ｈ－８号住居址実測図
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 混 入 物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－９号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ※
3 褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ △ ※ ※ 埋め戻し
4 褐色土層10YR ３＜４ ◎ ○ ○ △ △ 貼床

炉 覆土 褐色土層10YR ○ ○ △ × × × ×
Ｄ－１ 1 明褐色土層10YR ○ ○ △ △ △
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第194図　人見東向原遺跡（古墳）Ｈ－９号住居址実測図
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混 入 物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭

Ｈ－11号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ ※ △
3 黒褐色土層10YR ３＜２ ○ ○ × × ×
4 暗褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ ※ × ※ ※

Ｄ－１ 1 褐色土層10YR ○ ○ △ ※ ※ △
2 明褐色土層10YR １＜２ ○ ○ △ △ △
3 明褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ △ △ △
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 混 入 物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭

Ｈ－12号住 覆土 黒褐色土層10YR ○ ○ × × × ※

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 混 入 物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭

Ｈ－15号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ × × ※
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 混 入 物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－13号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × × 自然層
炉１ 覆土 褐色土層10YR ○ ○ △ ※ ※ ※ ※
Ｄ－１ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※ ※

2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ※

０ ｍ４

０ ４ｍ

Ａ Ｂ
Ｃ

カク
ラン

カク
ラン

カク
ラン

Ｄ
Ｄ－１

263.1m

１

２ＰＳ

Ｊ

Ｅ Ｆ

Ｇ
Ｈ

Ａ
Ｃ

D-1

P-1

P-2
P-3

P-4
Ｅ

Ｇ

Ｊ

１
１

１
１

１

Ｂ
ＤＨ

Ｆ

Ｓ

263.5m

１ ２

３ ４
５ ６ ７

炉１

Ｈ－13号住

263.5m
26

3.
5m

26
3.
5m

Ｉ

Ｉ

１ ２ ３ ４

６ ７ ８

９ 10 11 12

13 14 15 16

５

土器分布
１層

石器分布
１層２層

Ｄ－１
Ｐ－１
Ｐ－２

土師器
　坏　　2,191g
　甕　　5,441g
　計　　7,632g

　　竃
Ｄ－１

焼土

　　　Ｐ－３
　　　Ｐ－４
３区サブトレ

７区サブトレ
11区サブトレ
15区サブトレ

第197図　人見東向原遺跡（古墳）Ｈ－13号住居址実測図

－ 228 －



０ ｍ４

　 　

１
２

３
４
５

６

７９

P-1

D-2

Ｃ
Ｄ

Ａ Ｂ

Ｅ
Ｆ

Ｇ
Ｈ

Ｏ
Ｐ

Ｍ
Ｎ　

Ｋ
Ｌ

炉１

炉２

Ｉ

263.5m
Ｅ Ｆ

８

Ｈ
Ｇ

26
3.
5m

Ｊ

Ｈ－14号住

１

２

１
２
３ ４

５

Ⅱb

263.5m

１ ２ ３
４

６

Ⅱ
b

Ａ Ｂ

Ｃ
Ｄ

炭化材

262.8m

Ｉ Ｊ

D-1

262.7m

１

２３

Ｋ Ｌ

Ｄ－２

炉１
262.7m

Ｍ Ｎ

炉２

Ｏ Ｐ

262.7m

Ｄ－１

26
3.
5m

Ｍ－８

Ｓ

編物石群

遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混　入　物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－14号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × ×
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × ※ △ ※
4 褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ △ 　× ※
5 褐色土層10YR ３＜５ ○ ○ △ × △
6 褐色土層10YR ３＜６ ○ ○ △ × △

炉１ 1 褐色土層10YR ○ ○ ※ × △ ※ ×
炉２ 1 暗赤褐色土層5YR ○ ○ ※ × ※ ※ △
Ｄ－１ 1 暗褐色土層7.5YR ○ ○ ※ × ※ △ △

2 暗褐色土層10YR ２＜１ ○ ○ ※ ※ ※ × ×
Ｄ－２ 1 褐色土層7.5YR ○ ○ △ ※ △ ※ ※ 埋め戻し

2 明褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ○ ※ △ 　〃
3 褐色土層10YR ３＜２ ○ ○ △ ※ △ △ 　〃
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混　入　物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－16号住 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × × △

炉 1 褐色土層7.5YR ○ ○ ※ × ※ ※ ※
Ｄ－１ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※ 埋め戻し

2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ※  〃
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混入物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｈ－17号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ ※ △
2 暗褐色土層10YR ○ ○ △ △ ※
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混入物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｈ－18号住 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ △ △

遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混入物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｈ－19号住 1 暗褐色土層10YR ○ ○ △ ※ ※
Ｄ－１ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混入物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭

Ｈ－20号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × × 自然層
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × × ※ 　〃

Ｄ－１ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※ ※
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ※ ※ 埋め戻し
3 褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ △ ※ ※ 　〃
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混　入　物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－21号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × × ※
3 黒褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × × ×
4 褐色土層10YR ２＜４ ○ ○ △ ※ ※ ×
5 暗褐色土層10YR ２＜５ ○ ○ ※ ※ ※ ※
6 褐色土層10YR ２＜６ ○ ○ △ ※ ※ ※
7 黒褐色土層10YR ３＜７ ○ ○ ※ × ※ ※ ※
8 暗褐色土層7.5YR ３＜８ ○ ○ ※ × ※ △ ※
9 褐色土層10YR ９＜６ ○ ○ △ ※ ※ ×
10 褐色土層10YR ５＜10 ○ ○ ※ × ※ ×
11 暗褐色土層7.5YR ５＜11 ○ ○ ※ × ※ ※ ※
12 暗褐色土層7.5YR ２＜12 ○ ○ ※ × ※ ※ ※

炉 1 暗赤褐色土層5YR ○ ○ ※ × ※ ※ △
Ｄ－１ 1 褐色土層10YR ○ ○ △ ※ △ ※

2 褐色土層10YR ２＜１ ○ ○ △ × ※ ×
3 明褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ○ × ※
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 混　入　物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－22号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ × × × Ⅲ層（自然層）
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ※ ※ × 屋根かﾛｰﾑ混じりの土、埋め戻し　Ⅳﾌﾞﾛｯｸ　※ 
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ ※ ※ △ × 　　　　　　　〃　　　　　　 　Ⅳﾌﾞﾛｯｸ　△ 
4 褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ △ ※ ※ 　　　　　　　〃
5 褐色土層10YR ３＜５ ○ ○ △ ※ ※ 　　　　　　　〃
6 褐色土層10YR ５＜６ ○ ○ △ × ※ 　　　　　　　〃
7 褐色土層10YR ３＜７ ○ ○ △ × ※ 　　　　　　　〃

炉 覆土 褐色土層7.5YR ○ ○ △ ※ ※ △ ※
Ｄ－１ 1 明褐色土層10YR ○ ○ ○ △ △ 埋め戻し

2 褐色土層10YR ２＜１ ○ ○ △ ※ ※ 　〃
3 明褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ○ ※ × 　〃

Ｄ－２ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※
2 褐色土層10YR １＜２ ○ ○ △ ※ ※ ※
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混入物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土 白色粘土

Ｈ－23号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × × 自然層
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ×
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × ※ ※
4 褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ △ ※ ※ ※ 埋め戻し
5 褐色土層10YR ３＜５ ○ ○ △ ※ ※ △ ×△ 　〃
6 褐色土層10YR ５＜６ ○ ○ △ △ △ ※ ※ 　〃
7 褐色土層10YR ５＜７ ○ ○ △ ※ ※ ※ × 　〃
8 褐色土層10YR ５＜８ ○ ○ △ × ※ 　〃

炉 1 褐色土層7.5YR ○ ○ △ ※ △ ※ ※
Ｄ－１ 1 明褐色土層10YR ○ ○ ○ △ △ △

2 明褐色土層10YR ２＜１ ○ ○ △ △ △ ※ 埋め戻し
3 褐色土層10YR ３＜２ ○ ○ △ ※ ※ 　〃
4 褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ △ × △ ※ 　〃

Ｄ－２ 1 褐色土層10YR ○ ○ △ × ※ ※
2 褐色土層10YR １＜２ ○ ○ △ ※ △
3 褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ △ ※ △

Ｄ－３ 1 褐色土層10YR ○ ○ △ ※ △
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Ｈ－23号住

１層 ２層 ３層
土器分布

１層 ２層 ３層
石器分布

    炉

Ｄ－１

Ｄ－３
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　坏　　　　　7,957g
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混 入 物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭

Ｈ－24号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ×
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × × ※

Ｄ－１ 1 褐色土層10YR ○ ○ △ ※ ×
2 褐色土層10YR １＜２ ○ ○ △ ※ ※
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 混 入 物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭

Ｈ－25号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × × ※

Ｄ－１ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ×
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混 入 物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭

Ｈ－26号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × × Ⅲ層流れ込み
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × × 　　〃
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × ×
4 褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ △ × × ※ 縄文覆土
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Ｃ
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０

遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混　入　物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 白色粘土

Ｈ－27号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ×
3 褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ △ ※ ※ ○
4 褐色土層10YR ４＜３ ○ ○ △ × × ×

Ｄ－１ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※ ※
2 鈍い褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ※ ※ ※
3 鈍い褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × × ※ △

第212図　人見東向原遺跡（古墳）Ｈ－27号住居址実測図
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混入物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｈ－28号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混入物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭

Ｈ－29号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ ※ × ※

Ｄ－１ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※
2 暗褐色土層10YR ２＜１ ○ ○ ※ × ※
3 黒褐色土層10YR ３＜２ ○ ○ ※ × ×

４ｍ

４ｍ０
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Ｈ－30 号住
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混　入　物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－30号住 1 暗褐色土層10YR ○ △ ※ ※ ※ ※ ※
2 暗赤褐色土層10YR ○ △ ※ ※ ※ ※ ○ 炉
3 暗褐色土層10YR ○ △ ※ ※ ※ ※ ※ 〃

４ｍ０

４ｍ０
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混 入 物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭

Ｈ－31号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ×
3 黒褐色土層10YR １＜３ ○ ○ × × × Ｍ－２
4 黒褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ ※ × × 　〃　　自然埋没
5 暗褐色土層10YR ４＜５ ○ ○ ※ × × ※ 　〃　　　
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混　入　物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－32号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × × 自然層
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ×
3 褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ △ ※ ※ ※
4 黒褐色土層10YR １＜４ ○ ○ × × × Ｍ－２
5 暗褐色土層10YR ４＜５ ○ ○ × × × 　〃
6 褐色土層10YR ５＜６ ○ ○ △ × ※ Ｍ－２　埋め戻し
7 暗褐色土層10YR ５＜７ ○ ○ ※ × × Ｍ－２
8 褐色土層10YR ７＜８ ○ ○ ※ × × Ｍ－２　埋め戻し

Ｄ－１ 1 褐色土層10YR ○ ○ △ ※ △ △ ×
2 褐色土層10YR １＜２ ○ ○ △ ※ △ △ × 埋め戻し
3 褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ △ ※ △ △ × 　〃
4 明褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ ○ △ △ ※ × 　〃

Ｄ－２ 1 褐色土層10YR ○ ○ △ ※ △ ※ ×
2 褐色土層10YR １＜２ ○ ○ △ △ △ × ×
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土器分布

１層

１ ２ ３ ４
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混入物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭

Ｈ－33号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × × 自然層
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × × ※ 　〃
3 暗褐色土層10YR １＜３ ○ ○ × × × Ｍ－１
4 暗褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ ※ × × 　〃
5 暗褐色土層10YR ３＜５ ○ ○ × × × 　〃
6 暗褐色土層10YR ６＜５ ○ ○ × × × 　〃
7 暗褐色土層10YR ６＜７ ○ ○ ※ × × 　〃

遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混入物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｈ－34号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ×
3 黒褐色土層10YR ３＜２ ○ ○ × × × 土坑
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ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－35号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ ※ ※ ※ ※
Ｍ－９ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ ※ ※

2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ ※ ※ ※
3 暗褐色土層10YR ２＜１ ○ ○ △ ※ ※
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４ｍ０

第220図　人見東向原遺跡（古墳）Ｈ－35号住居址実測図
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混　入　物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 焼土

Ｍ－９・ｾｸｼｮﾝＡ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ ※ ※
2 暗褐色土層10YR ○ ○ △ ※ △

Ｍ－９・ｾｸｼｮﾝＢ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ ※ ※
2 鈍い黄褐色土層10YR ○ ○ △ ※ △

Ｍ－９・ｾｸｼｮﾝＣ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ ※ △
2 鈍い黄褐色土層10YR ○ ○ △ ※ △

Ｍ－９・ｾｸｼｮﾝＤ 1 黒褐色土層10YR △ △ ※ ※ ※
2 暗褐色土層10YR ○ ○ △ ※ ※

Ｍ－９・ｾｸｼｮﾝＥ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ ※ ※
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ ※ ※ ※
3 暗褐色土層10YR ２＜１ ○ ○ △ ※ ※

第221図　人見東向原遺跡（古墳）Ｍ－９号溝実測図
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混入物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｕ－１ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × ×

遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混 入 物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭

炭窯１ 1 黒褐色土層10YR △ ○ × × × △
2 黒褐色土層10YR ２＜１ △ ○ × × × ○

遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混 入 物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｍ－８・ｾｸｼｮﾝＡ 1 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ △ ※ ※ × ×
　（Ａ－Ｂ） 2 暗褐色土層10YR ２＜１ ○ ○ △ ※ ※ × ×

3 鈍い黄褐色土層10YR ○ ○ ○ △ △ × ×
Ｍ－８・ｾｸｼｮﾝＢ 1 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ ※ ※
　（Ｃ－Ｄ） 2 暗褐色土層10YR ２＜１ ○ ○ △ ※ ※

3 鈍い黄褐色土層10YR ○ ○ ○ △ △
△ △

△ △ △
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第222図　人見東向原遺跡（古墳・古代）Ｍ－８・10号溝、埋設土器、炭焼窯実測図
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 混 入 物
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｄ－１ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ ※ ×
Ｄ－２ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×

2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ※
Ｄ－３ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ × × × ×

2 暗褐色土層10YR ○ ○ △ × × × ×
Ｄ－４ 1 暗褐色土層10YR ○ △ ※ × × × ×
Ｄ－７ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×

2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ △ × ×
3 暗褐色土層10YR ３＜２ ○ ○ △ × ×

Ｄ－８ 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ※ × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ※ × × ※ △

Ｄ－９ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × × ※ ※

第223図　人見東向原遺跡（古墳）土坑実測図
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遺構名 層番層名 色調 しまり 粘性 混　入　物 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－７号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ×
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ ※ ※ 貼床

竃 1 黒褐色土層7.5YR ○ ○ ※ × × ※ ※
2 鈍い赤褐色土層5YR １＜２ ○ ○ ○ × ※ ※ ○
3 暗赤褐色土層5YR ３＜２ ○ ○ △ × × ※ △
4 赤褐色土層5YR ３＜４ ○ ○ ○ × × ※ ○
5 暗赤褐色土層5YR ５＜４ ○ ○ ※ × × ※ △

第224図　人見東向原遺跡（古代）Ｈ－７号住居址実測図
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ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－10号住 1 黒褐色土層5YR ○ ○ × × × 自然層
2 黒褐色土層5YR １＜２ ○ ○ × × × 　〃
3 黒褐色土層5YR ２＜３ ○ ○ ※ × × 貼床

竃 1 赤褐色土層5YR ○ ○ △ × × ※ △
2 暗褐色土層7.5YR ２＜１ ○ ○ ※ × × × ※
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第225図　人見東向原遺跡（古代）Ｈ－10号住居址実測図
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5 人見向原遺跡(第227~263図)

( 1 )概要

本遺跡は、人見枝谷津遺跡の西側、同一台地上で低地に面した北斜面に立地する。台地縁辺部の確認

調査では、 A区で富岡市が調査した大溝(下高田上原遺跡 1号潜)の続きと新たに古墳時代終末期古墳

を確認した。北側斜面部では、 B区で古墳時代中期を主体とする集落、 C区で縄文時代の住居祉 1軒を

確認した。なお、大溝の北側と人見枝谷誇遺跡との聞では、遺構、遺物が全く確認されない遺跡の空白

地を確認した。縄文時代は、前期後葉(諸磯b式期〕の住居祉 1軒、土坑4基を調査した。『群馬県遺

跡地図~ (1973)には、「上人見遺跡J(Na2979)として縄文時代の遺物(中期土器)が採集された周

知の包蔵地として記録されていたが、採集地点周辺のトレンチ調査及び現地踏査では、当該期の遺構、

遺物は確認されなかった。 B区では、住居祉を主体とする遺構が東西約150m、南北約80mの範囲で

の分布が認められた。住居祉の時期は、古墳時代を主体とし、中期前半が最も多く、後期まで継続する。

平安時代の住居祉も認められた。古代の溝は、台地に直交して低地へ向かって延びていた。この溝は、

走向から判断して、人見東中原遺跡のM-2号潜と同一の可能性がある。集落東側のピット群は、時期、

性格ともに不明である。なお、 B区の西側に位置する人見西向原遺跡C区では、遺構の空白地を挟んで

住居堆が 1軒確認された。この住居祉については、本遺跡の集落の一部に含めて報告する。 B区台地縁

辺部で包含層から弥生時代の磨製石織が 1点出土した。 A区では、終末期古墳 (Kー 1号古墳)と古代

の大溝 (M-1号潜)を調査した。 K-1号古墳は、旧妙義町下高田原5号墳として周知されてきたが、

発掘調査によって現在の場所には無く、安中市側の畑内に存在していたととが判明した。古墳の石室跡

からは、鉄万が 1振出土した。古代では、大溝の調査を富岡市調査区(下高田原町遺跡 1号潜)と担当

範囲を分けて行った。大溝は、地形に沿いながら、浅い谷で直交して直線上に延びている。なお、大潟

の南側に相当する富岡市の調査区では、縄文時代中期後半(加曽利E1式期)と古墳時代、平安時代の

住居雄、終末期古墳、中世以降で大溝に平行する切り通し状の溝(硬化面と連続ピットをもっ道路状遺

構の可能性)、近世の両側側溝をもっ道路が確認されている(富岡市教育委員会2011~松義東部地区遺

跡群 1~)。

(2)縄文時代の遺構

住居祉(第229図、第8表)

C区で 1軒確認した。住居祉は隅丸方形の4本柱、壁周溝がある。北側には、住居内側へ延びる地山

の高まりがある。炉は地床炉である。覆士は混入物の多い自然堆積で、中央部に集中して遺物が廃棄さ

れた状態であった。炉脇にある柱穴上面では、石皿、壁際では大形磯(台石)が出土した。住居祉の時

期は、前期後葉(諸磯b式期)である。

士坑(第229図、第38表)

A区で 4基確認した。 4基の士坑からは、土器小破片等が少数出土したが、遺構の性格を把握する状

態のものではなかった。 D-6号では、結品片岩製の棒状磯(尖頭器状石器)が出土した。
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土 白色粒子

Ｊ－１号住 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ※ × ※ △
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ※ × △ ※ ○
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ◎ ○ ※ × ※ △
4 褐色土層10YR ３＜４ ◎ ○ △ ※ ※ △
5 褐色土層10YR ５＜４ ◎ ○ △ × ※ △

炉 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ※ × ※ ※ ※ △
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ※ × ※ ※ ※ △

混 入 物

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｄ－５ 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ※ × ※
2 暗褐色土層10YR ２＜１ ◎ ○ ※ × ※

Ｄ－６ 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ※ × ※
Ｄ－７ 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ※ × ×

2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ※ × ×
3 褐色土層10YR ２＜３ ◎ ○ ※ × ※

混 入 物

第229図　人見向原遺跡（縄文）Ｊ－１号住居址、土坑実測図
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(3)古墳時代の遺構

住居桂(第230~257図、第 14表)

B区で中期前半28軒 (11期4軒、 E期16軒)、中期13軒、中期後半~後期初頭2軒 (N期)を確認

した。なお、 B区の東に位置する人見西向原遺跡C区のH-35号住居祉(中期前半 E期)も同一集

落の遺構として本遺跡に含めた。

く平面形態〉

小形正方形2軒(中期2軒)、小形長方形 1軒 (m期 1軒)、小形不整形 1軒 (m期 1軒)、中形正方

形11軒(中期2軒、 E期 1軒、 E期7軒、 N期 1軒)、中形長方形9軒(中期2軒、 E期6軒、 N期 1

軒)、大形正方形4軒(中期 1軒、 E期2軒、 E期 1軒)、大形長方形4軒(中期2軒、 E期 1軒、 E

期 1軒)、不明 1軒(中期 1軒)である。中形が主体で、正方形が長方形に比べやや多い。 H-2、15

母の壁際では、床が一段下がる落ち込みが確認された。

平地式は8軒 (m期2軒、中期日軒)である。

く壁溝>

E、E期で各2軒である。全体からみて少ない。間仕切り溝は、 2軒で認められた。

<主軸方向>

ほぽ真北に向くのが10軒 (11期4軒、 E期4軒、中期2軒)、北から北東向きとなるのが11軒(中期

4軒、 E期2軒、 E期5軒)、東から南東向きとなるのがE期 1軒、北から北西向きとなるのが10軒 (11

期 1軒、 E期8軒、中期 1軒)、西から南西向きとなるのが2軒 (11期 1軒、 E期 1軒)、不明は2軒

(11である。中期の主軸は、ほぽ真北が最も多く、北東あるいは北西に向くのが続き、人見枝谷誇遺跡

と同様な傾向が認められた。北斜面に対して住居祉は直交し、低い方へ向いているのが分かる。

く土坑(貯蔵穴)> 
土坑は、 1基が最も多く、 2基確認されたのが6軒であった。床下土坑は無い。位置は住居堆南東隅

に多くみられ、北西隅と南西隅は少ない。形状は、平面方形ないし楕円形で、断面は箱形となる。土坑

覆土の観察から、埋め戻しが行われ、遺物廃棄が行われていた。

く柱穴>

基本的には炉を軸として柱穴が対称的に配置される 4本柱が多数を占めた。 2本柱も 3軒認められた。

柱穴の無いものは 5軒である。拡張による柱穴の差し替えは少ない。

く炉・竃>

炉は、 AはE期3軒、 E期7軒、 B1はE期 1軒、 E期2軒、中期1軒、 B2はE期2軒、中期2軒、

不明はE期3軒、 E期8軒、中期2軒である。 AとB1は1軒である。炉の位置は、床中央または中央

北寄りが最も多い。竃は、 N期2軒である。 H-19辱は、竃と炉が共伴した例である。

く覆士>

A 1はE期2軒、 A2はE期日軒、 E期5軒、 B1は中期1軒、 E期5軒、 B2は中期1軒、 E期 1

軒、 CはE期 1軒、 E期8軒、中期4軒である。

焼失住居と考えられるのE期日軒、 E期7軒である。

<遺物出土状況〉

浅い住居(1層)では、床面直上まで遺物が出土した。 2層以上に分層される深さのある住居祉では、
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上層から下層まで遺物が出土した。ただし、上層の遺物は、廃棄によるもので土器では破片がほとんど

である。 H-2号では、床面に石製模造品が集中していた。 H-15号では、編物石の集中が3か所で

認められた。 H-28号の壁際に須恵器椀が出土した。

土坑(第257図、第38表)

A区Mー1号溝と重複する 2基と単独の 1基を確認した。 D-3号からは、士師器Jt!が出土した。 D

1と2は、覆土にロームプロックを混入し、炭化材が一部含まれることから、人為的な埋め戻しが考

えられる。遺物は全く出土しなかったため、時期は不明だが、覆土状況(上部に浅間B軽石堆積)から

古代の可能性がある。

古墳(第258・259図、第26表)

旧妙義町の「下高田5号墳」を確認した。当初、市境界線上付近の道路と道路に挟まれた礁が寄せて

ある範囲を古墳としていたが、確認調査によって本来の位置は、安中市側の畑内に存在することが判明

した。発掘調査は、 IKー1号古墳」として行った。古墳は、開墾による削平及び撹乱によって、周溝

以外の遺存状態は悪く、主体部は、完全に破壊された状態であった。調査で判明したことは、墳丘部及

び石室は、周溝の埋没(大形礁を含む士層が浅間B軽石に覆われている)状祝から判断して、 12世紀

初頭以前には壊されていた可能性がある。古墳の周溝は、幅が一定ではなく、地山を掘り込んで東側に

閉口する U字形である。周溝が切れた部分は主体部の前庭部と推定され、この範囲では、 7世紀末から

B世紀初頭の須恵器片(長頚壷、費等)が集中して出土した(須恵器杯片12点、須恵器喪片56点、土

師器杯片7点、土師器喪片8点)。主体部は、横穴式石窒と推定され、地山を掘削し、石窒を構築した

後、礁とローム混入士で裏込めが施されていた。石室内では、撹乱層中から鉄万が 1振り出土した。古

墳の時期は、古墳時代終末期 (7世紀代)と推定される。

溝(第263図、第26表)

B区で台地斜面を降って谷に抜ける溝を 1条 (M-2号)確認した。潜の南東方向の続きについてト

レンチ調査を行い、調査範囲で途切れることを確認した。覆土はE層を基本とした自然堆積である。溝

の北側調査区壁際において覆土上部から古墳時代の土師器喪片が集中して出土した。また、溝南側の覆

土から大形滑石製勾玉1点が出土した。形状、遺物出土状況が人見東向原遺跡M-8号潜と類似する。

時期は古墳時代の可能性とした。

(4)古代の遺構

住居祉 (第260-262図、第20表)

人見向原遺跡B区で 4軒確認した。床面のみを確認したH-29号以外は、掘り込みは浅い平面方形

あるいは長方形の竪穴住居である。全住居、竃は東側である。 H-l0号の竃には、礎(袖石、壁面)

が構築材として用いられているが、他住居では、粘土のみで構築されている。竃の作りは、皿状のピッ

ト状で粗雑である。竃脇には貯蔵穴が存在する。竪穴住居は、覆土下層まで浅間B軽石が堆積し、その

下部の黒褐色土からは、土器が少数出土した。 4軒から出土した土器は、 10世紀後半から11世紀前半
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Ｈ－２号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ×
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × △
4 暗褐色土層10YR ２＜４ ○ ○ ※ ※ ※ ※
5 褐色土層10YR ３＜５ ○ ○ △ ※ ○
6 黒褐色土層10YR ６＜５ ○ ○ ※ × ※
7 暗褐色土層10YR ４＜７ ◎ ○ ※ × ※ 張床
8 暗褐色土層10YR ４＜８ ○ ○ ※ ※ △ ※
9 暗褐色土層10YR ８＜９ ○ ○ ※ × △
10 暗褐色土層10YR ４＜10 ○ ○ ※ ※ ※ ※
11 暗褐色土層10YR 11＜10 ○ ○ ※ × ※

Ｄ－１ 1 褐色土層10YR ○ ○ △ ※ △
2 褐色土層10YR １＜２ ○ ○ △ ※ △
3 褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × ○ 埋め戻し

Ｄ－２ 1 褐色土層10YR ○ ○ △ △ △
2 褐色土層10YR ２＜１ ○ ○ △ × △
3 褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ △ × △

Ｄ－３ 1 褐色土層10YR ○ ○ △ × △
2 褐色土層10YR １＜２ ○ ○ △ × △

混 入 物
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土 白色粘土

Ｈ－３号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × ※
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × ※ ※ ※

Ｄ－１ 1 褐色土層10YR ○ ○ △ × △ △
2 褐色土層10YR １＜２ ○ ○ △ ※ △ △
3 褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ △ ※ △ × ※

混 入 物 
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Ｈ－４号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×

混入物
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｈ－５号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ※

Ｄ－１ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ※
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ※
3 褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × △

混入物
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭

Ｈ－６号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × × ※

Ｄ－１ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ※
2 黒褐色土層10YR ２＜１ ○ ○ × × ×
3 黒褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × ※

混 入 物
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－７号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × × ※
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ※ ※

炉 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ × × ※ ※
Ｄ－１ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ ※ ※ ※

2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ※ ×

混 入 物

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭

Ｈ－８号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × × ※

混 入 物
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭

Ｈ－９号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × × △
3 黒褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ ※ ×

混 入 物
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土 白色粘土

Ｈ－11号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × × ※
3 黒褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ × ※ ×

炉 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × × ※ ※
Ｄ－１ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ ※ × ※

2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ ※ ※ ※ ※
Ｄ－２ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ × × ×

混 入 物
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－12号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × × △

炉 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × × ※ ※
Ｄ－１ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ × × ※ ※
Ｄ－２ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ × × ※

2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ ※ ※

混 入 物
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－13号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × × ※
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × ※ △

炉 1 暗褐色土層7.5YR ○ ○ ※ × × ※ ※
Ｄ－１ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※ ※ ×

2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × △ ×

混 入 物
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－14号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × × ×
3 黒褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × ※ ×
4 暗褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ ※ ※ ※ ※

炉１ 1 暗褐色土層7.5YR ○ ○ ※ × × ※ ※
炉２ 1 暗褐色土層7.5YR ○ ○ ※ × × ※ ※

混 入 物
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－15号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × ×
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × ※ ※
4 褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ △ ※ ※ ※
5 褐色土層10YR ２＜５ ○ ○ △ × ※ △
6 褐色土層10YR ４＜６ ○ ○ △ ※ ※ △

炉 1 暗赤褐色土層5YR ○ ○ ※ × × ※ △
Ｄ－１ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※

2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ※
3 褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ △ ※ △

Ｄ－２ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ ※ ※

混 入 物
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｈ－16号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ×

混入物

第245図　人見向原遺跡（古墳）Ｈ－16号住居址実測図

－ 279 －



Ａ
Ｃ

Ｂ

ＤＨ－17号住

１
ｶｸﾗﾝ

１ １

Ａ Ｂ
270.0m

ｶｸ
ﾗﾝ

ｶｸ
ﾗﾝ

１

１
27

0.
0m

Ｃ
Ｄ

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８

９ 10 11 12

13 14 15 16

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ｄ

Ｈ－18号住

Ｓ

Ａ
269.9m

ｶｸﾗﾝ

１

ｶｸﾗﾝ

１

ｶｸﾗﾝ

Ｂ

ｶｸ
ﾗﾝ

ｶｸ
ﾗﾝ

ｶｸ
ﾗﾝ

１
１

１

26
9.
9m

Ｅ
269.9m

Ｅ

Ｆ

Ｆ

Ｈ
Ｇ

26
9.
9m

Ｈ
Ｇ

Ｃ
Ｄ

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８
９ 10 11 12
13 14 15 16

　土師器
　　坏　 81ｇ
　　甕　164ｇ
　　計　245ｇ

土器分布
１層

土器分布
１層

　土師器
　　坏　139ｇ
　　甕　241ｇ
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｈ－17号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×

混入物

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｈ－18号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×

混入物
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－19号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ×
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × ※
4 暗褐色土層10YR ２＜４ ○ ○ ※ ※ ※ ※
5 褐色土層10YR ４＜５ ○ ○ △ △ △ ※ ※

15区覆土（土坑状） 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ ※ ※
竃 1 暗褐色土層7.5YR ○ ○ △ × ※ ※ ※

2 赤褐色土層7.5YR １＜２ ○ ○ ○ × ※ ※ △
3 暗赤褐色土層5YR ３＜２ ○ ○ ※ ※ ※ ※ △
4 暗赤褐色土層5YR ３＜４ ○ ○ △ × ※ ※ △

炉 1 暗赤褐色土層5YR ○ ○ ※ ※ ※ ※ △
2 赤褐色土層5YR １＜２ ○ ○ △ ※ ※ ※ △

Ｄ－１ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ ※ ※
2 暗赤褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ ※ ※

混 入 物
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭

Ｈ－20号住　 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ △ × △ △

Ｄ－１ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ ※ ※ ※
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ △ ※ ※
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ △ ※ △

混 入 物

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 焼土

Ｈ－21号住　 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
炉 1 黒褐色土層10YR △ ○ × × × ×

2 黒褐色土層7.5YR △ ○ △ × × △

混 入 物
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－23号住 1 黒色土層10YR ○ △ ※ ※ ※ × ×
2 黒褐色土層10YR ２＞５＞４ ○ ○ ※ ※ ※ × ×
3 灰黄褐色土層10YR ○ ○ △ △ △ △ △
4 黒褐色土層10YR ４＜５＜２ ○ ○ ※ ※ ※ ※ ※
5 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ ※ ※ ※ ※

炉 1 黒褐色土層7.5YR １＜２ ○ ○ ※ ※ ※ ※ ※
2 黒褐色土層7.5YR ２＞１ ○ ○ ※ △ ※ △ △
3 鈍い赤褐色土層5YR △ ○ ※ △ △ △ ○

Ｄ－１ 1 黒褐色土層10YR △ △ ※ ※ △ ※ △
2 灰黄褐色土層10YR △ ○ △ △ ○ ※ ※

Ｄ－２ 1 黒褐色土層10YR △ △ ※ ※ ※ ※ ※
2 暗褐色土層10YR △ ○ △ △ ○ ※ ※

混 入 物
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭

Ｈ－24号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × × ×
2 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ △ × × △

Ｄ－１ 1 黒褐色土層10YR １＞２＞３ ○ △ ※ ※ ※
2 黒褐色土層10YR ○ ○ △ △ ※
3 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ △ ※

混 入 物
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272.2m
Ｅ Ｈ

Ｄ－２（炉）

１ ２

３ ４

Ｐ

１ ２

３ ４

土器分布

１層
土師器

甕 224g

Ｈ－26号住

Ｈ－25号住

土器分布
１層 ２層

　土師器
　　坏　2,137ｇ
　　甕　5,281ｇ
　　計　7,418ｇ

Ｄ－１

一括

D-1
D-2
 （炉） １層：20cm

２層：20cm

272.9m

27
2.
9m

１層：０～５cm

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－25号住 1 黒褐色土層10YR １＜２ ○ △ ※ ※ ※ △ ※
2 黒褐色土層10YR ２＜１ ○ △ ※ △ △ ※ ※
3 暗褐色土層10YR ３＞４ ○ ○ △ ※ ※ ※ ※
4 暗褐色土層10YR ４＜３ ○ ○ △ ※ △ ※ ※
5 鈍い赤褐色土層5YR △ ○ △ ※ ※ △ ○

Ｄ－１ 1 黒褐色土層10YR △ △ ※ ※ ※ ※ ※
2 暗褐色土層7.5YR △ △ △ ※ ※ △ △

Ｄ－２（炉） 1 鈍い赤褐色土層5YR △ ○ ※ ※ ※ ※ ○
2 暗褐色土層7.5YR △ △ ※ ※ ※ ※ △

混 入 物

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｈ－26号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×

混 入 物

４ｍ０

４ｍ０

第251図　人見向原遺跡（古墳）Ｈ－25・26号住居址実測図
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Ａ

Ｅ

Ｆ

Ｃ Ｇ

Ｂ

ＨＤ

Ｈ－27号住

炉

炉
ｶｸﾗﾝ ｶｸﾗﾝ ｶｸﾗﾝ

ｶｸﾗﾝ ｶｸﾗﾝ

１
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１２２ ２ ２
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２

２

２

270.5m
Ａ Ｂ

270.5m
Ｅ Ｆ

27
0.
5m

Ｇ
Ｈ

２
１

３

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８

９ 10 11 12

13 14 15 16

Ｄ－１

Ｓ

D-1

　土師器
　　坏　　839ｇ
　　甕　2,104ｇ
　　計　2,943ｇ

土器分布
１層

石器分布
１層

Ｄ－１
炉

Ｉ

Ｉ

Ｊ

Ｊ

27
0.
5m

１
１

２
２

２
ｶｸ

ﾗﾝ
ｶｸ

ﾗﾝ

Ｐ
Ｐ

Ｃ
Ｄ

ｶｸ
ﾗﾝ

炉
→

→

１層：20～30cm

270.1m 270.1m

Ｋ

Ｋ

Ｌ

Ｌ

編み物石

４ｍ０

４ｍ０

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｈ－27号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ×

Ｄ－１ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × ×
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × ×

混 入 物

第252図　人見向原遺跡（古墳）Ｈ－27号住居址実測図
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Ｈ－28 号住

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ Ｂ

Ｃ
Ｄ

D-1D-2

P-1

P-2

P-3

炉

Ｓ

Ｓ

Ｓ

１
２

４５

１
１

２
３

４
５

ｶｸ
ﾗﾝ

26
9.
8m

Ｓ

１
２

３

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

１

２ ３

炉

269.8m

26
9.
8m

269.8m

269.2m
Ｄ－１

269.1m

Ｉ

Ｊ

Ｋ Ｌ

Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ

Ｅ Ｆ

Ｇ
Ｈ

Ｅ Ｆ

Ｇ
Ｈ

粘土

焼土

０ ｍ４

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－28号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × × × × Ⅲ層（自然層）
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × × × × 　　〃
3 黒褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ × × × × × 　　〃
4 暗褐色土層10YR ２＜４ ○ ○ ※ × × ※ ※
5 褐色土層10YR ４＜５ ○ ○ △ × ※ ※ ※

炉 1 暗褐色土層7.5YR ○ ○ ※ × × ※ ※
2 褐色土層7.5YR １＜２ ○ ○ △ ※ ※ ※ ※
3 褐色土層7.5YR ３＜２ ○ ○ △ × × ※ △

Ｄ－１ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※
2 暗褐色土層10YR ２＜１ ○ ○ ※ × ※
3 褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × △

混 入 物

第253図　人見向原遺跡（古墳）Ｈ－28号住居址実測図
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１層
２層

Ｈ－28 号住

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８
９ 10 11 12
13 14 15 16

土器分布

土器分布

１層 ２層

Ｄ－１

Ｄ－２

Ｐ－１

Ｐ－２

Ｐ－３

周溝

土師器
坏
甕
他

計

6,670g
21,340g

28g

須恵器
坏 224g

石器分布

１層／２層

28,262g

１層：20 ～ 30cm

２層：０～ 20cm

Ｈ－30 号住

Ａ Ｂ
273.6m

ｶｸﾗﾝ

１

１１

２

２３

Ｄ－１

一括

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｈ－30号住　Ｄ－１ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × × 消失家屋
2 黒褐色土層10YR ２＜１ ○ ○ ※ × × 　 〃
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × × 　 〃

混 入 物

４ｍ０

４ｍ０

第254図　人見向原遺跡（古墳）Ｈ－28・30号住居址実測図
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｈ－31号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×

混 入 物

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 白色粒子

Ｈ－32号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × × ×

混 入 物

Ａ
269.2m

Ａ

Ｃ
Ｄ

ｶｸﾗﾝ

１
１

Ｂ

Ｂ

Ｐ

26
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2m

１

ｶｸ
ﾗﾝ

ｶｸ
ﾗﾝ

２ ３ ４

５ ６ ７ ８

９ 10 11 12

13 14 15 16

Ｈ－31号住

Ｃ
Ｄ

Ｍ－２

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ｄ

Ｈ－32号住

272.6m
Ａ Ｂ

27
2.
6m

Ｃ
Ｄ

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８

９ 10 11 12

13 14 15 16

　土師器
　　坏　　200ｇ
　　甕　3,068ｇ
　　計　3,268ｇ

土器分布
１層

石器分布

一括

土器分布
１層

ピット

　土師器
　　坏　  214ｇ
　　甕　  327ｇ
　　計　  541ｇ

14区1層

１層：20cm

１層：０～10cm

Ｍ－２

４ｍ０

４ｍ０
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６ ７ ８

10 11 12

14 15 16

Ｈ－33 号住

Ｅ
Ｆ

Ｇ
Ｈ

炉

D-1

土器分布
　１層

石器分布
　３層２／３層

炭化材

Ｉ Ｊ

Ａ

Ｂ

Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ

ｶｸﾗﾝ

ｶｸﾗﾝ ｶｸﾗﾝ

ｶｸﾗﾝｶｸﾗﾝ

ｶｸﾗﾝ ｶｸﾗﾝ

ｶｸﾗﾝ

１ １ １ １１

１ １

１１１１
２２ ２ ２ ２ ２ ２

２
２２

２
３ ３

３

３ ３ ３ ３３

３
３３３

272.5m

Ｃ Ｄ
272.5m

Ｅ
Ｆ

27
2.
5m

Ｄ－１

Ｉ Ｊ
１
２
３

272.0m

炉

ＳＧ Ｈ
272.0m

３層

２層

一括
覆土
　炉

土師器
　坏　　　1,707g
　甕　　　3,296g
　他　　　5,003g

覆土

１層：20 ～ 30cm

２層：15 ～ 20cm

３層：０～ 15cm

台石

４ｍ０

４ｍ０

Ｓ

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｈ－33号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × ×
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × × 炭を含む

Ｄ－１ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ×
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ △ × ×

混入物

第256図　人見向原遺跡（古墳）Ｈ－33号住居址実測図
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焼土

１ ２ ３ ４５ ６ ７ ８９ 10 11 12
13

14
15 16

Ａ Ｂ
Ｃ

Ｄ

炉

Ａ Ｂ

Ｃ
Ｄ

１

１
Ｐ

271.0m

27
1.
0m

Ｎ８Ｃ　Ｈ－35 号住

土器分布
　１層

一括

土師器
　坏　　 1,363g
　甕　　12,602g
　計　　13,965g

Ｍ－１ Ｍ－１

土坑

１層：15 ～ 20cm

１
２ ３

４
５

６

Ⅱa’
２次

Ｄ－１(Ｍ－１内 )

溝

278.4m

１ ２

３
４
５６７

Ⅱb As-B 2 次

Ｄ－２(Ｍ－１内 )

278.1m

Ｄ－３

278.6m

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ Ａ Ｂ

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ

Ｓ

Ｓ Ｓ

Ｓ

←
溝←

４ｍ０

４ｍ０

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｈ－35号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×

混入物

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭

Ｍ－１内　Ｄ－１ 1 褐色土層10YR ○ ○ △ × △
2 褐色土層10YR １＜２ ○ ○ △ ※ ※
3 褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × ※
4 暗褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ ※ × ※
5 褐色土層10YR ４＜５ ○ ○ △ ※ ※
6 褐色土層10YR ５＜６ ○ ○ △ △ ○ △

Ｍ－１内　Ｄ－２ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ※
3 褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ △ ※ △
4 黄褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ ○ × △
5 褐色土層10YR ５＜４ ○ ○ △ ※ ※
6 暗褐色土層10YR １＜６ ○ ○ ※ × ×
7 暗褐色土層10YR ６＜７ ○ ○ ※ × ×

混 入 物

第257図　人見向原遺跡（古墳）Ｈ－35号住居址、土坑実測図
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8D-297

8F-297

8F-292

8H-295

黒曜石

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

 No.86

Ｐ
 No.87

 No.88

No.85

Ｐ
No.82

Ｐ
No.83

No.84

No.81

No.89

No.90

No.91

須恵器等破片集中

Ｓ

Ｓ
Ｓ

Ｓ１

ｶｸ
ﾗﾝ

２

Ⅱ
a（

As
-B
２

次
）

１
２

４
５

３

Ⅱ
b（

As
-B
)

Ｓ

27
2.
5m

古墳墳丘

６
Ⅱa

Ｓ

Ｓ11 12 10
８

９

Ⅱb７(Ⅲ)
１ ２

３

４

５

ｶｸﾗﾝ
272.5m

１

２３

ⅡbＡ

Ａ

Ｓ

Ｓ Ｓ
Ｓ

Ｓ

ＳＢ Ｃ
Ｄ

Ｆ

Ｆ
直刀

Ｅ

Ｇ
Ｉ

Ｊ

↓

Ｃ
Ｄ

Ｅ
Ｂ

Ｇ
Ｈ

Ｉ
ＪＫ－１号古墳

Ｈ

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ As-B

Ｋ－１　石室南ﾍﾞﾙﾄ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ×
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × ×

Ｋ－１　石室北 南北ﾍﾞﾙﾄ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ ※ ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ ※ ※
3 褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ △ × ×
4 暗褐色土層10YR ４＜２ ○ ○ ※ × ×
5 暗褐色土層10YR ４＜５ ○ ○ ※ × ×
6 褐色土層10YR ５＜６ ○ ○ △ × ×
7 黒褐色土層10YR ７＜６ ○ ○ × × ×
8 褐灰色土層10YR Ⅱb＜８ ○ △ × × × ○
9 暗褐色土層10YR ７＜９ ○ ○ × × ×
10 黒褐色土層10YR ９＜10 ○ ○ ※ × ×
11 暗褐色土層10YR ９＜11 ○ ○ ※ × ×
12 褐色土層10YR 10＜12 ○ ○ △ × × 掘り方

Ｋ－１　東ﾍﾞﾙﾄ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × × 　〃
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × × 　〃

Ｋ－１　西ﾍﾞﾙﾄ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ×
3 黒褐色土層10YR １＜３ ○ ○ × × ×
4 暗褐色土層10YR ２＜４ ○ ○ ※ × ×
5 褐色土層10YR ２＜５ ○ ○ △ ※ ※ 掘り方

混 入 物

０ 10ｍ

第258図　人見向原遺跡（古墳）Ｋ－１号古墳実測図
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竃微細図
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土器分布
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２区ベルト
サブトレ１層
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竃
竃内
Ｄ－１
一括

D-1

Ｃ
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Ⅱ
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１
３

２
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Ⅱ
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Ａ Ｂ

焼土
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ｶｸﾗﾝ

Ｐ
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２
ｶｸﾗﾝｶｸﾗﾝ

ｶｸﾗﾝ

ｶｸﾗﾝ

ｶｸﾗﾝ ｶｸﾗﾝ

ｶｸﾗﾝ
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Ⅱa Ⅱa Ⅱa
273.5m

Ⅱb Ⅱb Ⅱb Ⅱb

Ⅱ
b

４ｍ０

４ｍ０

１ｍ０

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土 白色粘土

Ｈ－10号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ×
3 黒褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × × ※ ※ ※

竃 1 黒褐色土層7.5YR ○ ○ × × × ※ ※
2 赤褐色土層5YR １＜２ △ △ ※ × × ※ △
3 赤褐色土層5YR ２＜３ △ △ ※ × × ※ △
4 明赤褐色土層2.5YR ３＜４ × × ○ × × × ◎

Ｄ－１ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ × × ※ ※
2 黒褐色土層10YR ２＜１ ○ ○ ※ × × ※ ※

混　入　物

第260図　人見向原遺跡（古代）Ｈ－10号住居址実測図
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 焼土 白色粘土

Ｈ－22号住　 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR ２＜１ ○ ○ △ × ×

竃 1 鈍い黄褐色土層7.5YR ○ ◎ × × × △ ○
2 鈍い黄褐色土層7.5YR ２＜１ ○ ◎ × × × ※ ○
3 赤褐色土層2.5YR ○ △ × × × ○ ※

混　入　物

第261図　人見向原遺跡（古代）Ｈ－22号住居址実測図
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｈ－29号住　Ｄ－１ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 褐色土層10YR １＜２ ○ ○ △ × ×

混入物

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｈ－34号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × ×
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ × × ×

Ｄ－１ 1 黒褐色土層10YR ◎ ◎ ※ × × 覆土
2 黒褐色土層10YR １＜２ ◎ ◎ ※ × ×  〃　 

混入物

第262図　人見向原遺跡（古代）Ｈ－29・34号住居址実測図
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ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｍ－２　１区 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × ×

Ｍ－２　２区 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ×

Ｍ－２　北壁 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × ×
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × ×

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭

１号炭焼き 1 暗褐色土層10YR ○ ○ × × × ※
2 黒色土層10YR ２＜１ △ ○ × × × ○
3 暗褐色土層10YR １＜３ ○ ○ × × × △
4 黒色土層10YR ４＜１ △ ○ × × × ○
5 暗褐色土層10YR ４＜５ ○ ○ × × × △
6 黒褐色土層10YR ６＜１ ○ ○ × × × △

混入物

Ｇ Ｈ

Ｇ

Ｈ

第263図　人見向原遺跡（古代）Ｍ－２号溝、炭焼窯実測図
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6 人見東中原遺跡(第264~298図)

( 1 )概要

本遺跡は、東へ緩く傾斜する低地に挟まれた舌状台地に立地する。縄文時代中期後半、古墳時代中期

の集落、古代の道路状遺構、古代から中世の区画溝、潜を確認した。本遺跡の南には人見向原遺跡、北

東には人見東原E遺跡、西には、隣接して人見西中原遺跡が存在する。

A区では、縄文時代早期の土坑と遺物が出土した。土器は押型文系土器(山形文、楕円文等)が出土

したロ 585~600グリッドラインでは、前期後半の土坑、遺物分布の集中が認められた。中期の遺構は

台地頂部にある弧状列石を中心に住居祉、土坑が分布する。住居祉は柄鏡形敷石住居祉が中心で、 J

11号住居祉では五角形に礁が並ぶ形態を確認した。 J-1号からは、壷形土器が出土した。 B区北側の

斜面部では、大量の中期後半の土器片老廃棄した範囲を確認した。遺物分布域では遺構は確認されなか

った。

A区と A区拡張区では、東に延び、南北方向に区画する中世溝を2条確認した。中世では、覆土に浅

間 B軽石を含む溝を B条確認した (M-3 、 4 、 6~11)。溝底まで浅間B軽石で覆われるもの(浅い

潜)と覆土中位まで黒色士で、その上部に浅間B軽石で覆われるもの(深い溝)といった時期差のある

2者が認められた。潜には、方形区画になるもの (M-3、B、9、11)が認められた。方形区画の

溝は、覆土から中世以降と推定されるが、性格は不明である。 M-6、7号は、 2本が平行して曲線に

延びるもので、南側で2本が接近する場所も認められた。当初、道路状遺構の側溝の可能性を考えたが、

途中で2本が接近する場所もあることから、遺構の性格については、今後の課題である。

B区では、古代の道路状遺構の続きが約100mにわたって検出された。低地部分では、道路状遺構は

確認できなかったが、浅間B軽石に覆われた水路を検出した。台地を南北に区切る溝とその西側でピッ

ト群を検出した。ピットは、円形で掘り込みが深く、柱穴であったと推定できるが、調査では建物跡を

確認するまでに至らなかった。しかし、等間隔でー列に並ぶところもあり、柵のような構造物も予想さ

れる。 B区西側では、人見西中原遺跡と接する部分で古墳時代の集落、区画溝を確認した。また、 B区

南側の谷際では、遺構、遺物は確認されなかった。低地部では、稲作の有無を確認するためのプラント

オパール分析を行った。

C区(低地中央部)では、道路状遺構の延長線上を調査するためにトレンチ調査を行ったが、確認で

きなかった。人見枝谷津遺跡側の谷際で古代の水路と考えられる潜を4条確認した。

(2)縄文時代の遺構

住居桂(第265~282図、第 9 表)

B区で中期後半(加曽利EIII式期)の敷石住居祉5軒、竪穴住居祉4軒、平地式住居地2軒を確認し

た。

<敷石住居枇〉

平面形態は、柄鏡形 4軒(主体部円形J-1~3号、主体部方形J-8号)と円形 1 軒(1 -11号)

に分類できる。主体部円形の柄鏡形は、主体部に浅い柄部が結合するため、柄部の範囲が明確ではない。

主体部の柱穴は壁際で規則的に並ぶ。主体部と柄部の聞には連結ピットがある。柄部には小ピットが不
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規則に並ぶ。主体部中心部に大小の礁と土器片が敷かれている。特に炉周辺では大形礁(鉄平石)によ

る敷石が施され、壁際のピット付近では小礁が分布する。敷石には多数の石器(石皿、凹石等)が使用

されているものがあった。敷石下には埋設土器が設置されていた。柄部の敷石は少なく、部分的に敷石

が施されるのみである。主体部には炉と埋設土器、柄部に埋設土器があり、これらの遺構は、住居主軸

上に並んでいる。 J-1号の主体部にあるD-38号士坑は、本住居祉の炉の可能性がある。主体部壁

際には段があり、奥壁のP-l内で壷形土器が納められた状態で出土した。 J-2号は、主体部床面に

逆位の埋設土器が2基確認された。 J-3号は炉周辺の敷石の一部は被熱しており、凝灰岩で脆く風化

していた。柄部には、埋設土器の上部に敷石が確認された。多数の磁石器と磨製石斧の石材が敷石に組

み込まれていた。凸字の石皿、石棒が出土した。 J-8号は主体部方形で、四隅に柱穴、柄部との連結

部に2基のピットがある。住居主軸上に炉と埋設土器2基が並ぶ。柄部端には、浅い土坑と掘方部分に

礁が分布する。 J-11号は、床面壁際に五角形に磯がー列に並ぶ構造で、礁は積み石状にとなってい

る。炉周辺にも敷石の一部が認められた。柱穴は五角形で、南側柱聞に埋設土器と入り口施設と推定さ

れる細長い2基のピットが並ぶ。壁面にも 2か所柱穴が存在する。柄部の精査を行ったが、地山 (N層)

のため張出部は確認できなかった。埋設土器は底面が抜けた鉢が正位に埋め込まれ、内部に様、土器底

部が置かれていた。敷石には石器(石皿、凹石等)が組み込まれて、奥壁付近で石棒と磨製石斧未成品

が出土した。敷石の特徴は、炉周辺に大形穣を並べ、床面に小磯と土器を敷き詰めたもので、柄部に敷

石が少ない。礁の重量をみると、 400gを境として大小の区別が認められ、重量のあるものは、敷石用

として使用されている。遺物は土器、石器、礁が貼り床内(床面)と覆土中が混在して出土した。時期

は全て中期後半と考えられる。

く竪穴住居祉〉

前期中葉のJ-12号は、平面方形で遺物が少ない。前期後葉のJ-13号は、平面楕円形の6本柱で

遺物が少ない。黒曜石の原石が出土した。中期後半のJ-5号は、平面円形の3本柱でA類に分類され

る。 J-6、7、10号は、平面円形でB類に分類される。本遺跡でも異なる住居形態が共存するとと

が明らかとなった。

〈平地式住居祉〉

中期後半のJ-4号は、確認面で炉、埋設土器、ピットが確認された。炉と埋設土器を結んだ方向を

主軸とし、埋設土器 (D-3号)がやや張り出した状態に浅いピットが分布する。主柱穴はない。後期

J-9号は、確認面でピットが集中する範囲で確認された。平面形態は円形と推定される。遺物は中期

後半と後期初頭の土器が出土した。炉は不明である。住居の時期は、後期初頭と推定される。

集石(第283・286図、第27表ヨ
B区で4か所確認した。集石の礁は全て安山岩で、欠損したものは少ない。 S-1、4号は掘り込み

がなく、礁が平面的に分布する。 S-1号は大形礁が配石状に分布する。 S-4号は、小礁が土器の分

布と重複する集石である。 S-2、5号は士坑状の掘り込みをもっ。 S-2号は上部構造が集石状、下

部構造が石囲炉に類似する形状である。覆土からは早期土器片が出土し、集石の中に 1点磨石が含まれ

ていた。礁の大きさは、 200~300gが最も多く、 100~600g までの聞が60%以上を占める。 600g

を超えると1.2kgまでは、 30%程となり、1.2kg以上になると10%程度と少なくなるが、 6kgまでの大

きさまで認められる。 S-2号以外は中期後半と考えられる。
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弧状列石(第284・285図、第27表)

B区中央で 1基確認した (S-3号)。礁の配列は、大形礁が3点で 1単位となっており、間隔をも

って少なくとも 9単位(ブロック〕に分かれるととを確認した。また、各ブロックの大形礁の周辺では、

結品片岩を含む小磯 (500g以下)が出土した。国j石は確認した範囲のみで、列石の延長線上には磯あ

るいは掘り込み等は認められなかった。列石礁の下部施設について精査を行ったが、礁を埋め込むため

に掘られた堀方以外には、士坑、埋設土器等の遺構は確認できなかった。また、掘方からの遺物出土は

みられなかった。 2、4、7ブロックでは、列石に磨石、多孔石等の石器が組み込まれていた。この列

石は、ランドスケープとして妙義山を含む西側方向の山々を意識した遺構である可能性が考えられる。

礁の石材は、 500g以下で結品片岩が5点出土したが、それ以外は全て安山岩である。礁の大きさは、

500gまでのものと 10kg以上のものに分けられる。 500kg以上で10kgまでは3点である。礁の最大は8

5kgである。列石の時期は、中期後半と考えられる。

竪穴状遺構(第286図、第27表)

B区北側で 1基確認した。平面円形で、床面に 2か所のピットが存在する。覆土から大量の中期後半

の土器が出土した。

士坑(第287・288図、第39・40表)

35基確認した。分布は、 A区東で分布にまとまりが見られる以外は、散漫な状況である。土坑の形

態は平面円形、断面鍋底形が主体である。貯蔵穴と考えられる袋状士坑は2基 (D-37、42号)であ

る。士坑覆士内に礁が含まれるのは11基である。 D-32号は早期押型文系土器の個体が出土した。 D

33号は、土坑底面に中期後半の深鉢の下半部が置かれた状態で出土した。埋設土器の可能性がある。

D-39号は集石士坑である。 83点全てが安山岩で欠損は63点である。礁の大きさは、 100g以下が最

も多いが、 2kgまでと大きさに幅がある。

士坑の時期は、一部を除き集落の時期と同じ、中期後半が主体と考えられる。 A区東に分布する士坑

群は、前期後葉の遺物包含層と重複することから、同時期の遺構の可能性がある。

遺物集中

T-l号周辺及び西側、 J-2、3号の北側、 3F • 3 Gグリッドライン、 585-593グリッドライ

ンの台地北斜面で中期後半の遺物包含層を確認した。遺構の有無を確認するためにグリッド調査を行っ

たが、土坑を確認したのみで住居祉は確認されなかった。遺物は、加曽利EIII式期の土器片を主体とし

て石器類を含め廃棄された状態で出土した。特殊な遺物は出土しなかった。

(3)古代の遺構

A区ピット群(第289図)

A区西側のNJ言上面で多数のピットが集中する範囲を確認した。覆士は全てE層(黒色士)である。

ピットの底面がロームまで達する深いものから、 W層内までの浅いものがある。ピットの配列に規則性

を認識するととができなかったため建物の存在は不明としたが、柵列のような区画施設等の遺構であっ
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た可能性が考えられる。ピット群の時期は、西側にある古代の溝と関連して同時期と思われる。

士坑(第289図、第39表)

1基確認した。 Dー16号は、士師器蜜片が潰れた状態の下から、骨片状の遺物を検出した。底面付

近では炭が出土した。確認状況により、古代の士坑墓の可能性がある。

溝(第290-295図、第27表)

日条確認した。覆土の状況によって浅間B軽石を含まないE層をベースとするものと浅間B軽石を混

入するするもの分けられる。 M-5号以外は全て後者である。 M-5号は台地を南北に区画するための

潜である。他の潜は、低地を取り込むように「コ」の字を意識した区画と 2本の溝が平行してカーブす

るものである。直角に曲がる部分をもっ区画潜は、 M-3、B、目、 11号潜である。 M-8号は、東

西約95皿、南北約62mの規模をもっ長方形に区画するもので、東側部分の南が途中で切れている。断

面は、途中で屈曲して底面が箱堀状である。覆土には、浅間B軽石を含む。北東隅部分では、掘削の仕

直しが認められた。 M-9辱は、 M-8辱より古い遺構で時期差が認められる。また、 M-8号と比較

して、断面形状及び覆士は類似するが、掘り込みが浅い。両溝の覆士から、中世の遺物(陶磁器)が少

数出土した。この区画溝の内側は、部分的なトレンチ調査を実施したのみで、全域を調査していないた

め、遺構の性格は不明である。低地に向かって区画される遺構は、 M-3号とM-ll号でみられたが、

遺構の性格については、今後の課題である。曲線に平行する 2本の溝 CM-6・7号)がある。この2

本の溝は、低地部分で開く。道路状遺構の可能性があるが、途中、遇行に支障を来すほどの狭くなり部

分もあるため、道路とするには検討が必要である。溝の時期は、古代以降に帰属し、 M-5号→M一目、

9号→M-3、4、6、7、10、11号の順に掘削されたと考えられる。

竪穴状遺構(第298図、第27表)

B区南西で近接する 3基を確認した。 M-ll号との切り合い関係により、溝より古い可能性ある。

遺構覆土には、浅間B軽石を含むため、遺構の時期は12世紀初頭以降である。

C区低地の潜(第296・297図、第28表)

C区とした低地部分では、道路状遺構の存在を確認するための調査を実施した。低地部分は、もとも

と現況が水田あるいは沼地であった場所で、地表下 1皿まで土砂が堆積し、その下に浅間B軽石層が堆

積していた。調査の結果、谷際のマウンド状の高まり部分で、砂質層で覆われた複数の蛇行する溝を5

条確認したロ潜に堆積する砂質層は浅間B軽石の二次堆積と恩われる。 M-5号が潜の北限で、ここか

ら低地部となる。低地部では、遺構が瞬時に冠水するほど湧水が豊富であった。低地中央部は、浅間B

軽石層が湧水面(水面)より下位まで堆積してた。遺構、土層の乱れが認められなかったため、道路延

長線上の低地部には、道路に関係する遺構が存在した可能性は極めて低いことが明らかとなった。
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｄ－38 1 褐色土層10YR ◎ ○ △ × × ※ ※
2 暗褐色土層10YR ２＜１ ◎ ○ ※ × × × ×
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ◎ ○ ※ × × × ×

混 入 物
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性

ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土
Ｊ－２号住　Ｕ－１ 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ※ × × ×

2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ※ × ※
3 褐色土層10YR ２＜３ ◎ ○ ※ ※ ※ ※

Ｊ－２号住　Ｕ－２ 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ※ × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ※ × ×
3 褐色土層10YR ２＜３ ◎ ○ △ × × ※
4 暗褐色土層10YR ４＜３ ◎ ○ ※ × × ※ ※
5 暗褐色土層10YR ４＜５ ◎ ○ ※ × × × ×

混 入 物
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Ｊ－３号住　炉 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × × ※ ※
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Ｄ－３ 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ※ × ×
2 暗褐色土層10YR ２＜１ ◎ ○ × × ×

混入物遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｊ－４号住　Ｕ－１ 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ × × ×

混入物
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土 白色粒子

Ｊ－５号住 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ※ × ×
2 暗褐色土層10YR ２＜１ ○ ◎ × × ×
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ◎ ○ ※ × × ※ ※
4 褐色土層10YR ３＜４ ◎ ○ ※ △ ※

炉 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ※ × × ※
2 暗褐色土層10YR ２＜１ ◎ ○ ※ × ×

Ｄ－１ 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ※ × ×
2 褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ※ ○ ×

混 入 物
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭

Ｊ－６号住 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × × ※
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ※ × × ×
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ◎ ○ ※ × × ×

混 入 物
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Ｊ－７号住 1 暗褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR ２＜１ ◎ ○ ※ × ×

炉 1 暗褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ※ ※ ×

混入物
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｊ－８号住　炉 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ × × ※
Ｊ－８号住　Ｕ－１ 1 褐色土層10YR ◎ ○ △ ※ ※ ※ ※
Ｊ－８号住　Ｕ－２ 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ※ × × ※ ×

混  入  物
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｊ－10号住 1 暗褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ※ × ×
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ◎ ◎ ※ × ×

混入物
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｊ－11号住 1 黒褐色土層10YR ◎ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ※ × ×
3 暗褐色土層10YR ３＜２ ◎ ○ ※ × × ※
4 暗褐色土層10YR ２＜４ ◎ ○ ※ × ×
5 暗褐色土層10YR ５＜２ ◎ ○ × × × ×
6 暗褐色土層10YR ５＜６ ◎ ○ × × × ×
7 暗褐色土層10YR ３＜７ ◎ ○ ※ × × ※
8 暗褐色土層10YR ８＜２ ◎ ○ × × ×

炉 1 暗褐色土層7.5YR ◎ ○ × × × ※ ×
2 暗赤褐色土層5YR １＜２ ◎ ○ ※ × × ※ △

混 入 物
遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性

ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭
Ｕ－１ 1 褐色土層10YR ◎ ○ △ × ※

2 暗褐色土層10YR ２＜１ ◎ ○ ※ × ×
3 暗褐色土層10YR ３＜２ ◎ ○ × × ×
4 明褐色土層10YR ◎ ○ ※ × △ ※
5 暗褐色土層10YR ５＜４ ◎ ○ ※ × × ※
6 褐色土層10YR ５＜６ ◎ ○ ※ × × ※
7 褐色土層10YR ７＜６ ◎ ○ ※ × ×

混 入 物
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 白色粘土

Ｊ－12号住 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ※ × ※ ※
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ※ × △ △
3 暗褐色土層10YR ３＜２ ◎ ○ ※ × △ △

炉 1 褐色土層10YR ◎ ○ △ × ※ ※ ※
2 褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ △ × ※ ※
3 黄褐色土層10YR ２＜３ ◎ ○ ○ × △ ※

混 入 物
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土 白色パミス

Ｊ－13号住 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ※ × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ※ × ※
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ◎ ○ ※ × ※ ※

炉 1 暗褐色土層7.5YR ◎ ○ ※ × ※ ※ ※ ※
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ※ × △ ※ ※ △
3 暗褐色土層7.5YR ３＜２ ◎ ○ ※ × ※ ※ ※ △
4 暗褐色土層10YR ３＜４ ◎ ○ ※ × ※

混  入  物
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Ｓ－５ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ × × ×

混入物

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｓ－２　掘り方 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × × 礫混入
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ × × × ※ ※

混 入 物
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Ｓ－３　掘り方　 1 暗褐色土層10YR １＜Ⅳ ◎ ○ × × × 覆土
Ｓ－３　掘り方No.1 1 暗褐色土層10YR ◎ ◎ × × × Ⅳ層掘り込み
Ｓ－３　掘り方No.2 1 暗褐色土層10YR ◎ ◎ × × × 　〃
Ｓ－３　掘り方No.3 1 暗褐色土層10YR ◎ ◎ × × × 　〃

混入物

第285図　人見東中原遺跡（縄文）弧状列石実測図（２）

－ 323 －



遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｔ－１ 1 暗褐色土層10YR ◎ ◎ × × ×
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Ａ

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｄ－４ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ×

Ｄ－５ 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ※ × ×

Ｄ－６ 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ◎ × × ×

Ｄ－７ 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ※ × ×

Ｄ－９ 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × × 倒木痕
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ◎ ※ × × 　〃

Ｄ－10 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × × 　〃
2 褐色土層10YR １＜２ ○ ○ △ × × 　〃

Ｄ－11 1 褐色土層10YR ○ ○ × × ×
Ｄ－12 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × ×

2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ × × ×
Ｄ－13 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × ×

2 暗褐色土層10YR ２＜１ ◎ ○ × × ×
Ｄ－17 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × ×

2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ × × ×
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ◎ ○ × × ×

Ｄ－18 1 暗褐色土層10YR ◎ ◎ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ◎ × × ×

Ｄ－20 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ※ × ×

Ｄ－22 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ※ × ×

Ｄ－23 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ◎ ※ × ×

Ｄ－26 1 暗褐色土層10YR ◎ ◎ × × ×
2 暗褐色土層10YR ２＜１ ◎ ◎ × × ×

Ｄ－27 1 暗褐色土層10YR ◎ ◎ ※ × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ◎ ※ × ×

Ｄ－28 1 暗褐色土層10YR ◎ ◎ × × ×
2 褐色土層10YR １＜２ ◎ ◎ ※ × ×

Ｄ－29 1 暗褐色土層10YR ◎ ◎ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ◎ × × ×
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ◎ ◎ ※ × ×

Ｄ－30 1 暗褐色土層10YR ◎ ◎ ※ × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ◎ × × ×
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ◎ ◎ × × ×

Ｄ－31 1 暗褐色土層10YR ◎ ◎ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ◎ ※ × ×
3 褐色土層10YR ２＜３ ◎ ◎ × × ×
4 暗褐色土層10YR ２＜４ ◎ ◎ ※ × ×
5 暗褐色土層10YR ４＜５ ◎ ◎ ※ ※ ×
6 黄褐色土層10YR ５＜６ ◎ ◎ ※ ○ ×

Ｄ－32 1 暗褐色土層10YR ◎ ◎ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ◎ ※ × ×
3 暗褐色土層10YR ３＜２ ◎ ◎ × × ×

Ｄ－39 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ※ × ×

Ｄ－42 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ × × ※
3 暗褐色土層10YR １＜３ ◎ ○ × × ※
4 暗褐色土層10YR ３＜４ ◎ ○ ※ × ※
5 褐色土層10YR ４＜５ ◎ ○ ※ ※ △
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→ →
→ →

Ｍ－１

Ｍ－３

Ｍ－４

Ｍ－５号溝
Ａ Ｂ

Ｃ

Ｅ

Ｇ Ｈ

Ｉ Ｊ

Ｄ

Ｋ

Ｍ

Ｌ

Ｎ

３区ベルト

２３

Ｅ Ｆ
271.3m

１

269.7m

２

３

Ａ Ｂ

１区ベルト

１

２区ベルト

２ ３

ＤＣ
270.5m

１

４区ベルト

２
３

Ｇ Ｈ
Ⅰa
１

４

ｶｸﾗﾝ

271.6m

５区ベルト

Ｉ Ｊ

２

３

１

270.8m
６区ベルト

Ｋ Ｌ１ ２

３ ４

５
６

269.8m

Ｏ Ｐ

７区ベルト

Ｍ Ｎ１(Ⅱb)

３
２

４

５
６

268.2m

８区ベルト

Ｏ Ｐ
ｶｸﾗﾝ １

２
３

267.5m

ｶｸﾗﾝ

別遺構
別遺構

Ｆ

Ⅱb

４ｍ０ 断面図

10ｍ０ 平面図

混入物遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ As-B

Ｍ－５　１区ﾍﾞﾙﾄ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ×
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × ×

Ｍ－５　２区ﾍﾞﾙﾄ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ×
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × ×

Ｍ－５　３区ﾍﾞﾙﾄ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ×
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ ※ ×

Ｍ－５　４区ﾍﾞﾙﾄ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ×
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × ×
4 暗褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ ※ ※ ×

Ｍ－５　５区ﾍﾞﾙﾄ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ×
3 褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ △ × ×

Ｍ－５　６区ﾍﾞﾙﾄ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ※ × × 硬化面
3 黒褐色土層10YR ３＜２ ◎ ○ × × × 硬化面（泥）
4 暗褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ ※ × ×
5 暗褐色土層10YR ４＜５ ○ ○ ※ × ×
6 褐色土層10YR ５＜６ ○ ○ ※ ○ ×

Ｍ－３・Ｍ－５ 1 黒灰褐色土層10YR △ △ × × × ◎
　７区ﾍﾞﾙﾄ合流 2 黒褐色土層10YR ２＜１ ○ ○ × × × × 別遺構

3 黒灰褐色土層10YR １＜３ △ △ × × × ◎
4 黒灰褐色土層10YR ４＜３ △ △ × × × ○
5 黒褐色土層10YR １＜５ △ △ × × × ○
6 黒灰褐色土層10YR ４＜６ △ △ × × × ◎

Ｍ－３・Ｍ－５ 1 黒灰褐色土層10YR △ △ × × × ◎
　８区ﾍﾞﾙﾄ合流 2 黒灰褐色土層10YR １＜２ △ △ ※ × × ◎

3 暗褐色土層10YR １＜３ ○ ○ ※ ※ × × 別遺構

3J-587

3X-582

4I-577

3G-589

3M-585

3O-585

3S-584

4D-579
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

第291図　人見東中原遺跡（古代）Ｍ－５号溝実測図

－ 329 －



Ｍ
－

６ Ｍ
－

７

Ｄ
－

32

Ｍ
－

４

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ａ

Ｂ

ＣＤ

27
1.
0m

Ｍ
－

６
・
Ｍ

－
７

　
３

区
ベ

ル
ト

１ ２
１
２

３

Ａ
Ｂ

１
２

１

２

ｶｸ
ﾗﾝ

Ⅰ
a

Ｍ
－

６

Ｍ
－

６

Ｍ
－

６

Ｍ
－

７

Ｍ
－

７

Ｍ
－

７

27
1.
0m

Ｍ
－

６
・
Ｍ

－
７

　
１

区
ベ

ル
ト

１

２
３

26
9.
2m

１
２

３ ４
砂

質

Ｍ
－

６
・
Ｍ

－
７

　
５

区
ベ

ル
ト

Ｅ

Ｅ

Ｆ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｈ
Ｉ

Ｉ

Ｊ

Ｊ

Ｃ
Ｄ

27
0.
3m

Ｇ
27

1.
2m

Ｍ
－

６
・
Ｍ

－
７

号
溝

20
ｍ

０

４
ｍ

０
断

面
図

平
面

図

遺
構
名

層
番

層
名

色
調

し
ま
り

粘
性

備
考

Ｒ
Ｐ

Ｒ
Ｂ

Ｙ
Ｐ

A
s
-
B

Ｍ
－
６
　
１
区
ﾍ
ﾞ
ﾙ
ﾄ
 

1
黒
灰
褐
色
土
層
1
0
Y
R

△
△

×
×

×
◎

2
黒
灰
褐
色
土
層
1
0
Y
R

１
＜
２

△
○

×
×

×
◎

Ｍ
－
７
　
１
区
ﾍ
ﾞ
ﾙ
ﾄ
 

1
黒
灰
褐
色
土
層
1
0
Y
R

△
△

×
×

×
◎

2
黒
灰
褐
色
土
層
1
0
Y
R

１
＜
２

△
△

×
×

×
◎

Ｍ
－
６
　
３
区
ﾍ
ﾞ
ﾙ
ﾄ
 

1
暗
褐
色
土
層
1
0
Y
R

△
△

※
※

×
○

2
黒
褐
色
土
層
1
0
Y
R

２
＜
１

△
△

×
×

×
△

Ｍ
－
７
　
３
区
ﾍ
ﾞ
ﾙ
ﾄ
 

1
黒
灰
褐
色
土
層
1
0
Y
R

△
△

×
×

×
◎

2
黒
灰
褐
色
土
層
1
0
Y
R

２
＜
１

△
△

×
※

×
◎

3
褐
色
土
層
1
0
Y
R

２
＜
３

△
△

※
△

×
○

Ｍ
－
６
　
５
区
ﾍ
ﾞ
ﾙ
ﾄ
 

1
黒
灰
褐
色
土
層
1
0
Y
R

△
△

×
×

×
◎

2
黒
灰
褐
色
土
層
1
0
Y
R

２
＜
１

△
△

×
×

×
◎

3
黒
灰
褐
色
土
層
1
0
Y
R

１
＜
３

△
△

×
×

×
◎

4
暗
褐
色
土
層
1
0
Y
R

３
＜
４

△
△

※
×

※
○

砂
質

Ｍ
－
７
　
５
区
ﾍ
ﾞ
ﾙ
ﾄ
 

1
黒
灰
褐
色
土
層
1
0
Y
R

△
△

×
×

×
◎

2
黒
灰
褐
色
土
層
1
0
Y
R

２
＜
１

△
△

×
×

×
◎

3
暗
褐
色
土
層
1
0
Y
R

２
＜
３

△
△

※
×

×
○

砂
質

混
入
物

3V
-5
97

3X
-5
91

4I
-5
87

第
29

2図
　

人
見

東
中

原
遺

跡
（

古
代

中
世

）
Ｍ

－
６

・
７

号
溝

実
測

図

－ 330 －



遺
構
名

層
番

層
名

色
調

し
ま
り

粘
性

備
考

Ｒ
Ｐ

Ｒ
Ｂ
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Ｍ－10

Ｍ－８　５区ベルト

Ｍ－８

Ｓ

Ｎ７Ａ　Ｍ－８・Ｍ－９号溝①

ピット群

Ｃ Ｄ

Ｅ Ｆ

Ｇ
Ｈ

Ｉ Ｊ

Ａ
Ｂ

Ｉ
Ｊ

Ｋ
Ｌ

１
２

３４
５

Ｍ－８　１区ベルト

Ａ Ｂ

１
２ ３

４
５

256.3m
Ｍ－８　２区ベルト

Ｃ Ｄ
１
２ ３
４ ５
６

268.4m
Ｍ－８　３区ベルト

Ｅ Ｆ

１ ２

３
４

５ ６

270.2m

Ｍ－８　４区ベルト

Ｇ Ｈ
１

２３
４

５６
７

270.5m 270.0m
Ｍ－８　６区ベルト

Ｋ Ｌ

１

２３

４ ５

269.7m

266.0m

１
Ａ Ｂ

１区ベルト

Ｍ－８

Ａ
Ｂ

Ｍ－10 号溝

20ｍ０

４ｍ０ 断面図

平面図

４ｍ０

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ As-B

Ｍ－８　１区ﾍﾞﾙﾄ 1 黒灰褐色土層10YR △ △ × × ※ ◎
2 黒灰褐色土層10YR １＜２ ○ △ ※ × ※ ○
3 暗褐色土層10YR １＜３ ○ △ ※ × ※
4 明褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ ○ ※ ○
5 黒灰褐色土層10YR ５＜１ △ △ × × × ◎

Ｍ－８　２区ﾍﾞﾙﾄ 1 黒灰褐色土層10YR △ △ × × × ◎
2 黒灰褐色土層10YR ２＜１ △ △ × × × ◎
3 暗褐色土層10YR １＜３ ○ ○ ※ × ※ △
4 暗褐色土層10YR ４＜２ △ △ × × ※ △ 砂質
5 明褐色土層10YR ３＜５ ○ ○ ○ ○ ○  〃
6 褐色土層10YR ４＜６ △ ○ ※ × ※  〃

Ｍ－８　３区ﾍﾞﾙﾄ 1 黒灰褐色土層10YR △ △ × × × ◎
2 黒灰褐色土層10YR ２＜１ △ △ × × × ◎
3 黒灰褐色土層10YR ３＜１ △ △ × × × ◎
4 暗褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ ※ × ※ △ 砂質
5 暗褐色土層10YR ５＜４ ○ ○ ※ × ※  〃
6 褐色土層10YR ４＜６ ○ ○ △ △ △  〃

Ｍ－８　４区ﾍﾞﾙﾄ 1 黒灰褐色土層10YR △ △ × × × ◎
2 黒灰褐色土層10YR ２＜１ △ △ × × × ◎
3 黒褐色土層10YR ３＜１ ○ ○ × × × ○
4 褐色土層10YR ２＜４ △ △ △ × △ 砂質
5 明褐色土層10YR ４＜５ △ △ ○ × △  〃
6 明褐色土層10YR ３＜６ ○ ○ ○ ○ △
7 褐色土層10YR ７＜５ △ △ △ ※ ○ 砂質

Ｍ－８　５区ﾍﾞﾙﾄ 1 黒灰褐色土層10YR △ △ × × × ◎
2 黒灰褐色土層10YR ２＜１ △ △ × × ※ ◎
3 暗褐色土層10YR ２＜３ △ △ △ × ※ 砂質
4 暗褐色土層10YR ４＜３ △ △ △ × ×  〃
5 褐色土層10YR ４＜５ △ △ △ ※ ○  〃

Ｍ－８　６区ﾍﾞﾙﾄ 1 黒灰褐色土層10YR △ △ × × × ◎
2 暗褐色土層10YR １＜２ △ △ ※ × ※ ○ 砂質
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ △ △ × △  〃
4 明褐色土層10YR ３＜４ △ △ △ ※ ○  〃
5 褐色土層10YR ５＜４ △ △ △ × ○  〃

混 入 物

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ As-B

Ｍ－10　１区ﾍﾞﾙﾄ 1 黒灰褐色土層10YR △ △ × × × ◎

混 入 物

4G-599

4A-599

4D-602

4B-605

4K-600

4C-617

4O-5994O-598

第294図　人見東中原遺跡（古代中世）Ｍ－８～ 10号溝実測図（１）
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Ｎ７Ａ　Ｍ－８・Ｍ－９号溝②

Ｍ－９　１区ベルト
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ As-B

Ｍ－８　７区ﾍﾞﾙﾄ 1 黒灰褐色土層10YR △ △ × × × ◎
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ※ ※
3 暗褐色土層10YR １＜３ △ △ × × ※ △
4 褐色土層10YR ２＜４ ○ △ △ ※ △ 砂質
5 暗褐色土層10YR ５＜４ △ △ ※ × ※  〃

Ｍ－８Ｍ－９合流部 1 黒灰褐色土層10YR △ △ × × × ◎
2 黒灰褐色土層10YR １＜２ △ △ ※ × × ◎ Ｍ－８
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ ※ ※ × 　〃
4 黒褐色土層10YR ４＜１ △ △ × × × ◎ Ｍ－９
5 暗褐色土層10YR ４＜５ ○ ○ ※ ※ × × 　〃

Ｍ－８　８区ﾍﾞﾙﾄ 1 黒灰褐色土層10YR △ △ × × × ◎
2 黒灰褐色土層10YR １＜２ △ △ × × × ◎
3 暗褐色土層10YR ３＜２ △ △ × × × ○
4 暗褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ ※ × ※
5 褐色土層10YR ４＜５ △ △ △ × △ 砂質

Ｍ－８　９区ﾍﾞﾙﾄ 1 黒灰褐色土層10YR △ △ × × × ◎
2 黒灰褐色土層10YR １＜２ △ △ × × × ◎
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ △ × × × ○
4 褐色土層10YR ３＜４ ○ △ ※ ※ ※ 砂質

Ｍ－９　１区ﾍﾞﾙﾄ 1 黒灰褐色土層10YR △ △ × × × ◎
2 黒灰褐色土層10YR ２＜１ △ △ × ※ × ◎
3 褐色土層10YR ２＜３ △ △ △ × ※ ○

Ｍ－９　２区ﾍﾞﾙﾄ 1 黒灰褐色土層10YR △ △ × × × ◎
2 黒灰褐色土層10YR ２＜１ △ △ × ※ × ◎
3 褐色土層10YR ２＜３ △ △ △ × ※ ○

Ｍ－９　３区ﾍﾞﾙﾄ 1 黒灰褐色土層10YR △ △ × × × ◎
2 黒灰褐色土層10YR ２＜１ △ △ × ※ × ◎
3 褐色土層10YR ２＜３ △ △ △ × ※ ○

混 入 物

4G-622

4M-623

4B-622

4G-634

4P-633

4T-634

4C-617

第295図　人見東中原遺跡（古代中世）Ｍ－８～ 10号溝実測図（２）
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ As-B

低地 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
As-A

Ｎ７Ｃ 2 にぶい黄褐色土層10YR１＜２ ◎ ○ × × ×
Ｎ７Ｃ 3 灰黄褐色土層10YR ３＜２ ◎ ○ × × × △
Ｎ７Ｃ 4 灰黄褐色土層10YR ４＜３ ○ ○ × × × ○
Ｎ７Ｃ 5 黒褐色土層10YR ５＜４ ○ ○ × × × ※
Ｎ７Ｃ 6 黒褐色土層10YR ５＜４ ○ ○ × × ×
Ｎ７Ｃ 7 黒褐色土層10YR ５＜６ ○ ○ ※ × ×
Ｎ７Ｃ

③ 褐灰色土層10YR ①＜③ ○ ○ ※ × ×
Ｎ７Ｃ

④ 褐灰色土層10YR ①＜④ ○ ○ × × ※
Ｎ７Ｃ

⑤ 褐灰色土層10YR ⑤＜④ ○ ○ ※ × ×
Ｎ７Ｃ

⑥ 褐灰色土層10YR ①＜⑥ ○ ○ × × ※
Ｎ７Ｃ

⑦ 褐灰色土層10YR ①＜⑦ ○ ○ ※ × × ○
Ｎ７Ｃ

⑧ 褐灰色土層10YR ⑥＜⑧ △ △ ※ × ※ ○
Ｍ－４ ⑨ 褐灰色土層10YR ⑨＜４ ○ ○ × × ※

Ｎ７Ｃ

⑩ 黄灰色土層2.5Y ⑨＜⑩ △ △ ※ × ※
Ｍ－５ ⑪ 褐灰色土層10YR ⑪＜４ ○ ○ × × × ※

Ｎ７Ｃ

⑫ 褐灰色土層10YR ⑪＜⑫ △ △ × × × △
Ｎ７Ｃ

⑬ 黒褐色土層10YR ⑬＜⑫ ○ ○ × × ×
Ｎ７Ｃ

⑭ 灰黄色土層10YR ⑭＜⑬ △ △ ※ × ×
Ｎ７Ｃ

⑮ 褐灰色土層10YR ⑭＜⑮ △ △ ※ × × ○
Ｍ－６ ⑯ 褐灰色土層10YR ⑯＜４ ○ ○ ※ × × ※

Ｎ７Ｃ

⑰ 黒色土層10YR ⑰＜⑯ ○ ○ ※ × ×
Ｎ７Ｃ

⑱ にぶい黄褐色土層10YR⑯＜⑱ ○ ○ ※ × × △
Ｎ７Ｃ

⑲ にぶい黄褐色土層10YR⑲＜⑯ ○ ○ ※ △ ×
Ｎ７Ｃ

⑳ 黒灰色土層10YR ⑳＜４ ○ ○ × × ×
Ｎ７Ｃ

褐灰色土層10YR ４＜21 ○ ○ ○ × ×
Ｎ７Ｃ

23

褐灰色土層10YR 23＜４ ○ ○ ※ × × △ 砂質
Ｎ７Ｃ

24

黒灰色土層10YR 24＜⑯ ○ ○ × × × ※ 砂質
Ｍ－７

22

褐灰色土層10YR ４＜⑳ ○ ○ △ × △

混入物

褐灰色土層10YR 23＜４ ○ ○ ※ × × △
黒灰色土層10YR 24＜⑯ ○ ○ × × × ※
褐灰色土層10YR ４＜⑳ ○ ○ △ × △

①
②
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①＜４
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第296図　人見東中原遺跡Ｃ区（古代中世）　Ｍ－３～７号水路（溝）実測図（１）
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土 As-B

Ｔ－２ 1 黒褐色土層10YR ○ △ × × × △
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × ×

Ｔ－３ 1 黒褐色土層10YR ○ △ × × × △
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ※ × × △ △
3 暗褐色土層10YR ２＞３ ○ ○ × × ×

Ｔ－４ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × × △
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × ×

混 入 物
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7 人見西中原遺跡(第299~322図)

( 1 )概要

本遺跡は、人見東中原遺跡と隣接し、東西に細長く延びる 2つの低地に挟まれた台地に立地する。人

見東中原遺跡に確認された縄文時代と古墳時代の集落の一部と古代道路状遺構の続きを確認した。また、

新たに縄文時代の集落、弥生時代の遺構等を発見した。対象地区のトレンチ調査では、遺構、遺物の分

布密度はやや薄く、台地の北側を中心に遺跡の空白地を確認した。遺構、遺物が集中する範囲に対して

人見東中原遺跡に隣接した東部 (A区)、中央部 (B区)、北部 (C区)として調査区を設定した。なお、

A区の縄文時代及び古墳時代の遺構番号については、人見東中原遺跡から続く番号を付けた。また、本

遺跡の縄文時代の報告は、人見東中原遺跡に含め、人見東中原遺跡の古墳時代は、本遺跡に含めた。

縄文時代では、 A区(水路部分を含む)で前期前葉(有尾式期)の住居堆1軒(Jー11辱)、前期後

葉(諸磯c式期)の住居祉 1軒(J-12号)、土坑 (D-39、42号)を確認した。 B区では、調査区

中央 3~5 区及び調査区西側 10区で中期後半(加曽利 E ßI~EN式期)の住居祉 7軒(推定を含む柄

鏡形敷石住居4軒、円形3軒)、竪穴状遺構 1基、土坑8基、埋設土器 (3基)等を確認した。また、

5区では、中期後半(加曽利EsI式期)の遺物集中範囲を確認した。 B区では、中期の住居枇群とその

西側に位置する遺物集中と士坑等の遺構群、 2か所で住居祉の単独分布が認められた。 A区では、前期

集落、 B区では人見束中原遺跡と同時期の中期集落といった分布域に時期差をもつことが明らかとなっ

た。 J-7号住居祉は埋設土器と土坑が重複し、遺構配置状況から「墓」に関係する遺構の可能性があ

る。

弥生時代では、 B区の西側8区周辺で、前期終末~中期前半の遺物包含層、土坑 1基、ピットを確認

した。遺物は、条痕文系土器群、石器(石鍬、スクレイパ一等)が出土した。本遺跡の低地を挟んだ南

側台地には、弥生時代の再葬墓が発見された上人見遺跡が存在し、本遺跡との関連性が認められる。 C

区では、トレンチ調査によって後期の住居祉1軒を確認した。住居祉からは、樽式期の櫛措文系土器群、

赤色塗彩された高杯、スクレイパー、磨石、台石が出土した。遺構外では、 M-2号潜覆土より有孔磨

製石畿が 1点出土した。

古墳時代では、 A区で中期前半を主体とした住居祉 14軒(人見東中原遺跡 :Hー 1~3 号、人見西

中原遺跡H-4~14号)、土坑 2 基を確認した。前年度調査を実施した人見東中原遺跡B 区で確認した

遺構を含めた同一集落の遺構である。集落は、南北約60皿、東西約100mの範囲内に数軒の竪穴住居

祉と平地式建物、土坑が分布した中期前半の小規模集落である。

古代では、台地南斜面において人見東中原遺跡から続く道路状遺構を約460mにわたって確認した(M

-1、2号溝)。遺構は、部分的に耕作による影響を受けていたが、側溝及び道路面が浅間B軽石に覆

われ、道路構築時に近い状祝を確認することができた。また、道路側溝 (M-2号)の覆土上部から、

意図的廃棄と思われる土師器裏 (8世紀初頭〕の破片が集中して出土した。道路状遺構と直交する漕 (M

4号)は、台地を南北に区画するためと推定される。この溝と道路状遺構の関係は、道路に懸かる溝

部分のみを一部埋め戻し、両側側溝の各外側を溝に直結して構築していることを確認した。溝覆土上部

からは、土師器賓の破片が集中して出土した。道路状遺構と溝は、断面形状、埋没状況に類似性が認め

られることから、同時期に存在もしくは時間差があまりない状態であったことが考えられる。この溝以
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外では、道路状遺構と重複した溝4条を確認した(道路以前M-3・6号、道路以降M-5・7号と推

定)。 ζれらの溝は、台地の区画に伴う遺構と推定され、本遺跡の西側に位置する人見坂ノ上遺跡(中

部地区)で確認された大溝と区画潟、住居祉との関連性が考えられる。人見東中原遺跡で確認された東

西方向に延びる溝 (M-3号)については、トレンチ調査による追跡調査を行ったが、調査区内では確

認できなかった。

(2)縄文時代の遺構

住居祉(第301~307図、第 10表)

A区で2軒(前期)、 B区で7軒(中期後半)確認した。

<敷石住居祉>

柄部分がはっきりしない柄鏡形 1軒 (C1形態)である。 J-4号は、炉周辺部に敷石が施され、床面

全体に小礁、土器片が分布する。炉の脇にある礁の上に丸石がのる。また、主軸上には、逆位の埋設土

器が埋め込まれている。磯重量は、 100g以内が最も多く、続いて200gとなることから、大形磯は炉

周辺の一部で、床面には小礁を使用したと考えられる。本遺跡の敷石状況は、人見東中原遺跡の住居堆

と同様である。

く竪穴住居桂>

円形で部分的に礁が分布するもの2軒(J-3、6号)。との形態は、広義の敷石住居枇に分類され

るが、礁が敷かれた状態ではないため区別した。 J-3号 (B1形態)は、炉周辺に小礁と土器片が多

数混在し、大形礁が床面に散在している。 J-6号 (A2形態)の壁際床面には、大形礁、石器等が散

在し、一部で小礁を埋め込んだマウンドを確認した。この部分を「敷石」とするかは、今後の課題であ

る。覆土内では、 2か所の埋設土器と集石状遺構(床面から浮いて黒曜石原石、打製石斧と礁がまとま

って出土)が認められた。集石状遺構は、意図的に遺物が集積された可能性がある。 U-1号の土器内

部からは磨製石斧、蔽石、凹石が出土した。 J-5号は B2形態で床と土坑 (D-5号〕が重複する。

く平地式住居祉〉

ピットが不規則に分布し、円形にまとまるもの3軒 (D1形態 1軒、 D2形態2軒〕である。

J-7母は、埋設土器と土坑が重複するもので、人見東原E遺跡の住居祉に類例がある。

竪穴状遺構〔第307図、第31表)

中期後半の土器が集中する浅い窪みを確認した (Tー 1辱)。床中央で浅いピットを確認し、炭が検

出された。遺物は中期後半の土器片等が出土した。

士坑〔第306・307図、第41表)

8基確認した。遺跡の規模に比べて士坑数は少ない。士坑の形状は、平面楕円形で、断面鍋底形が多

い。 D-7、8号では、士坑内で礁が多数出土した。特にD-7号は、士坑内の西側で大形礁が出土す

るとと、士坑上面を礁が覆う状態から判断して「墓」の可能性が考えられる。 D-9号についても埋設

土器と大形礁の出土状況から「墓」の可能性がある。士坑の時期は、全て中期後半である。
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◎
◎

◎
△ ※ × ※

Ｄ－４ 1 暗褐色土層10YR ○ ※ × ※
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ※ ※ ※

混入物

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭

Ｔ－１ 1 暗褐色土層10YR △ ○ ※ × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ ※ ※
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ ※ ※ ※ 炉？

混入物

第307図　人見西中原遺跡（縄文）Ｊ－７号住居址（２）、竪穴状遺構、土坑実測図
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第308図　人見西中原遺跡（縄文）礫重量分布

－ 348 －

J-3号住磯重量度数分布(5kg来濡)
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遺物集中

2D~2G グリッドライン、 504~509グリッドライン付近で加曽利E3式の縄文土器片が分布する

範囲を確認した。遺物は廃棄された状態で、遺構との重複が認められた。

(3)弥生時代の遺構

ピット群と遺物包含層(第309図)

lK~IQ グリッドライン、 483~491グリッドライン付近(南北約24m、東西約27m) で前期末

~中期前半のピット群と遺物集中を確認した。対象区域の表土は10an程度の厚さしかなく、開I平によ

ってN層中部が確認面であった。遺物は表土に包含された状態のため原位置出土ではないが、他時期の

混入は少ない。確認した遺構は、土坑1基とピットである。遺構の分布と遺物分布が重なることから、

何らかの活動痕跡が考えられる。遺物は、土器破片約40点、石器17点が出土した。

士坑(第309図、第41表)

前期末~中期前半の士坑 1基 (Dー 1号〕を確認した。削平により残存状態は悪かったが、士坑中

央で土器底部が潰れた状態で検出された。単独での土器棺(壷棺)再葬墓の可能性が考えられる。

住居祉(第310図、第11表)

平面長方形で柱穴のない小形住居桂1軒 (y-1号)を確認した。覆土中からの出土遺物は少なく、

床面の 1、7区で遺棄された土器3点、他の場所で磨石、台石等が出土した。炉脇では赤色顔料が集中

して検出された。炭化材の存在から、焼失した可能性がある。時期は後期後半(樽式期)である。

(4)古墳時代の遺構

住居祉(第311~319図、第16表)

人見東中原遺跡で3軒 (m期 1軒、中期2軒)、人見西中原遺跡で11軒 (II期 1軒、 E期5軒、中期

5軒)確認した。 H-8、12、13号は、住居形状が類似し、地形に沿ってほぼ一列に並ぶことから同

時併存した可能性があり、 3軒ー単位で付属施設(平地式)で構成される事例である。

<平面形態>

小形長方形4軒 (m期 1軒、中期3軒)、中形正方形2軒 (m期 1軒、中期 1軒)、中形長方形5軒

(II期 1軒、 E期2軒、中期2軒)、大形正方形2軒 (m期)、大形長方形 1軒(中期)、うち焼失住居

は5軒、平地式は8軒である。 H-9、10号は士坑状である。同時併存した3軒は中~大形正方形で、

他住居は小形~中形の長方形が主体である。

く主軸方向〉

ほぽ真北が8軒 (II期 1軒、 E期3軒、中期4軒)、北から北東に向くのが2軒 (m期 1軒、中期 1

軒)、北から北西に向くのが4軒 (m期 1軒、中期 1軒)である。

く柱穴>

床中央に2本対称となる 4本柱が3軒、ピットが不規則に並ぶのが6軒、不明 1軒である。

く壁溝〉
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第309図　人見西中原遺跡（弥生）ピット群、土坑実測図
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Ｙ－１号住

炉 Ｓ

赤色顔料

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８

９ 10 11
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13 14 15
16

土器分布
１層

炭化材

１
２
４

ｶｸﾗﾝ

１
２

３４ ｻﾌﾞﾄﾚ

１
２

３
４

５

炉
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Ｓ

Ｐ－１

２層

275.3m

27
5.
3m
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3m

275.3m

Ｉ Ｊ

Ｉ
Ｊ

Ａ
Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ Ｆ

Ｇ
Ｈ

Ａ Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ
Ｆ

Ｇ
Ｈ

石器分布

Ｐ－１

Ｐ－２

１／２層

４

１層
２層

１層：20 ～ 30cm

２層：０～ 20cm

P-1

P-2

弥生土器　凡例

 10g

100g

０ ４ｍ

４ｍ０

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｙ－１号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × × =Ⅲ層
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × ×
3 黒褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × ×
4 暗褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ ※ ※ ×
5 黒褐色土層10YR ５＜４ ○ ○ × × × △

炉 1 暗褐色土層7.5YR ○ ○ ※ × × ※ ※

混 入 物

第310図　人見西中原遺跡（弥生）Ｙ－１号住居址実測図
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(Ｄ－36)

Ｂ

１

１

２
Ｐ

269.0m

26
9.
0m

Ｐ

２

ＢＡ

Ｃ
Ｄ

Ａ

Ｄ
Ｃ

Ｈ－１号住

土器分布

１層

土師器
坏

甕

計

476g

1,978g
2,454g

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８

９ 10 11 12

13 14 15 16

P-2

P-1

１層：20～30cm

０ ｍ４

０ ４ｍ

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｈ－１号住 1 暗褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ×

混 入 物

第311図　人見東中原遺跡（古墳）Ｈ－１号住居址実測図
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Ｈ－２号住

土器分布

１層

土師器

甕

坏

計
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7,254g
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Ａ Ｂ

Ｃ
Ｄ

１ ２ ３４

５ ６ ７８

９ 10 11 12

13 14 15 16

Ａ
Ｂ

Ｃ

Ｄ
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7.
5m

Ｈ－３号住

Ｐ

267.5m

粘土

１２

１層：30cm

１層：20cm

１層

土器分布

土師器

坏

甕

計

1,913g

300g

2,213g

調査区外

石器分布
２区

０ ｍ４

０ ４ｍ

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｈ－２号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × ×

混 入 物

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｈ－３号住 1 黒褐色土層10YR ◎ ◎ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ◎ ◎ ※ × ×

混 入 物

第312図　人見東中原遺跡（古墳）Ｈ－２・３号住居址実測図
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Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ

土器分布
　１層

石器分布

　土師器
　　坏　　　  97g
　　甕　　1,137g
　　計　　1,234g

焼土

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８

９ 10 11 12
13 14 15 16

Ｈ－４号住

炉

Ｃ

Ｄ

土器分布
　１層１ ２

３ ４

Ｈ－５号住

　土師器
　　坏　　　5g
　　甕　　 51g
　　計　　 56g

Ａ Ｂ
266.1m Ｃ

Ｄ
26

6.
1m

５区

Ｃ
Ｄ

26
6.
7m

Ａ Ｂ
266.7m

１

１

１

１

４ｍ０

４ｍ０

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 焼土

Ｈ－４号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × × ※
炉 1 黄橙色土層7.5YR △ ○ ○ × × ※ ﾛｰﾑ

混 入 物

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｈ－５号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×

混 入 物

第313図　人見西中原遺跡（古墳）Ｈ－４・５号住居址実測図
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D-1

土器分布
　１層

石器分布

２層

　土師器
　　坏　　　186g
　　甕　　5,868g
　　計　　6,054g
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５ ６ ７ ８
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Ｈ－６号住

Ｄ－１

土器分布
　１層

石器分布

　土師器
　　坏　　　264g
　　甕　　1,849g
　　計　　2,113g

焼土

１ ２

３ ４

Ｈ－７号住

１層：20 ～ 25cm
２層：０～ 20cm

Ｃ
Ｄ

Ａ Ｂ
267.4m
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Ｇ

Ｇ

Ｈ

Ｈ

４ｍ０

４ｍ０

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭

Ｈ－６号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ×
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ ※ ※ ※

Ｄ－１ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ×

混 入 物

４区

1 区

第314図　人見西中原遺跡（古墳）Ｈ－６・７号住居址実測図
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９ 10 11 12
13 14 15 16

土器分布
１層 ２層

Ｄ－１

Ｄ－２

Ｄ－３

Ｐ－１

一括

土師器
坏
甕

計

1,499g
5,959g

7,458g

１層：20 ～ 30cm
２層：０～ 30cm

４区

11 区

石器分布
　２層

P-1

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－８号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ×
3 褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ △ ※ ※ △ ※
4 暗褐色土層10YR ４＜３ ○ ○ ※ × ※ ※ ※
5 褐色土層10YR ３＜５ ◎ ○ △ × ※

炉 1 褐色土層7.5YR ○ ○ △ × ※ ※ ※
Ｄ－１ 1 褐色土層10YR ○ ○ △ × ※ ※ ※

2 褐色土層10YR ２＜１ ○ ○ △ × ※ ※ ※
3 褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ △ × △

Ｄ－２ 1 褐色土層10YR ○ ○ △ ※ ※
2 褐色土層10YR １＜２ ○ ○ △ △ △ ※
3 褐色土層10YR ３＜２ ○ ○ △ × ※

Ｄ－３ 1 褐色土層10YR ○ ○ △ ※ ※ ※
2 褐色土層10YR １＜２ ○ ○ △ ※ △ ※

混 入 物

№１

№１

№２

第315図　人見西中原遺跡（古墳）Ｈ－８号住居址実測図
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５ ６ ７ ８
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270.1m
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Ａ Ｂ
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土師器

坏
甕
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土器分布

１層

１層：30cm
２層：０～ 30cm

１層：20 ～ 30cm
２層：０～ 20cm

ｶｸﾗﾝ ｶｸﾗﾝ

１層：０～５cm

０ ４ｍ

４ｍ０

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｈ－９号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × △
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × △

混入物

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｈ－10号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × ×
3 黒褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × ×

混入物

第316図　人見西中原遺跡（古墳）Ｈ－９・10・11号住居址実測図
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－12号住 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ ※ ※ ※
2 褐色土層7.5YR ２＜１ ○ ○ △ × ※ ○ ※
3 褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ △ ※ ※
4 褐色土層10YR ２＜４ ○ ○ △ ※ ※ 貼床

Ｄ－１ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ ※ ※ ※
2 褐色土層10YR １＜２ ○ ○ △ △ ※ ※
3 暗褐色土層10YR ３＜２ ○ ○ ※ ※ ※ △
4 暗褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ ※ × △ ※
5 暗褐色土層10YR ３＜５ ○ ○ ※ × ※ ×

Ｄ－２ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※ ※
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ※ ※
3 褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ △ △ △ ×
4 褐色土層10YR ４＜３ ○ ○ △ ※ ※

混 入 物
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土器

石器
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１層：０～40cm

０ ４ｍ

４ｍ０

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－13号住 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ ※ ※ ※ ※
2 褐色土層7.5YR １＜２ ○ ○ △ ※ △ ○ △
3 暗赤褐色土層5YR ２＜３ ○ ○ △ × ※ ※ ○
4 褐色土層10YR ２＜４ ○ ○ △ △ ※ × ×

Ｄ－１ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × × ※ ※
2 暗褐色土層10YR ２＜１ ○ ○ ※ × × ※ ※
3 褐色土層7.5YR ２＜３ ○ ○ △ ※ ※ ※ ※
4 暗褐色土層10YR ４＜３ ○ ○ ※ × ※ ※ ※

Ｄ－２ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ ※ ※ △
2 暗褐色土層10YR ２＜１ ○ ○ ※ ※ ※ ※
3 暗褐色土層10YR ３＜２ ○ ○ ※ × ※ △ ※

混 入 物
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｄ－40 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ ※ × 埋め戻し
2 褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ ※ ※ 　〃

Ｄ－41 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ ※ ※
2 暗褐色土層10YR ２＜１ ○ ○ ※ × ×
3 褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ △ × ※
4 褐色土層10YR ４＜３ ○ ○ △ × ※
5 褐色土層10YR ３＜５ ○ ○ △ △ ※ ﾛｰﾑ埋め戻し
6 褐色土層10YR ５＜６ ○ ○ △ △ △

混入物

第319図　人見西中原遺跡（古墳）Ｈ－14号住居址、土坑実測図
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全周は2軒 (m期)、 3/4は1軒である。全住居で認められなかった。 H-8、12号住居祉には間仕

切り溝がある。南壁際には入り口施設と考えられるピットが確認された。

く士坑(貯蔵穴)> 

2か所が3軒 (m期)である。南東隅が多く、北東隅、南西隅にある。無いものは6軒である。

く炉>

中央2軒 (B2でE期)、中央北4軒 (AでE期2軒、 E期 1軒、 B1でE期 1軒、 B2でE期 1軒)、

無いのが4軒、不明2軒である。

〈覆土>

A2は2軒 (11期 1軒、 E期 1軒)、 B1は1軒(中期)、 B2は2軒 (m期)、 Cは9軒 (m期3軒、

中期日軒)である。自然堆積が主体である。

〈遺物出土状況〉

H-12号の床面で喪転用器台、 D-1号からは編物石の廃棄 (2層内)が出土した。 H-13号の床

面で白色粘土塊が出土した。貯蔵穴からは複数個体の土師器高杯、聾類が出土した。

士坑(第319図、第40表)

2基確認した。平面が長方形と隅丸長方形、断面が両士坑とも箱形で深いのが特徴である。 2基とも

埋め戻しされている。 D-41号の覆土上部では士師器高杯の休部2点と礁が出土した。

(5)古代の遺構

溝(第320-322図、第31表)

中央部で3条 (M-3、4、7号〕確認した。 M-3号は、全体の一部を確認したのみである。道路

状遺構と交差するが、撹乱によって新旧関係を確認することができなかった。 M-4号は、道路状遺構

と交差し、台地に対して直交する。溝の断面形状は、逆台形で途中から屈曲して外側に聞く。底面は、

一部で埋め戻しが認められた。覆土は、道路部分を除き、 E層を基本とする自然堆積である。遺物は、

1区と 4区で覆土上部より土師器喪片が出土した。北側斜面部分では、この溝は2又となり、埋め戻し

による新旧時間差が認められた。 M-7辱は、地形に沿って道路状遺構を横切るもので、土層の状況か

ら溝が道路より新しいことが判明した。溝の断面形状は、皿状で浅いものである。 3基の溝の時期は

律令期~奈良時代と推定される。

覆土中に浅間B軽石を含む中世の溝を2条 (M-5、6母)確認した。 M-6辱は、道路状遺構付近

で撹乱により、方向が不明となるが、その先で溝の続きを確認した。溝の断面形状は、底面が狭い薬研

状となるのが特徴で、人見東中原遺跡で確認された溝 (M-8・9号)と類似する。
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遺構名 層番 層名 色調 しまり粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土 As-B

Ｍ－３　１区ﾍﾞﾙﾄ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ×

Ｍ－４　１区南壁 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × × ※
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × ×
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × ※
4 暗褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ ※ × ※
5 褐色土層10YR ４＜５ ○ ○ △ ※ ※ Ⅲ層
6 褐色土層10YR ５＜６ ○ ○ △ △ △

Ｍ－４　３区北壁 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × × ※
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × ×
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × ×
4 暗褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ ※ × ×
5 黒褐色土層10YR ２＜５ ○ ○ × × ×
6 暗褐色土層10YR ４＜６ ○ ○ ※ × ×
7 暗褐色土層10YR ７＜６ ○ ○ ※ × ×
8 暗褐色土層10YR ７＜８ ○ ○ ※ △ ※

Ｍ－４　３区南壁 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × × ※
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × ×
3 暗褐色土層10YR ３＜２ ○ ○ ※ × ×
4 暗褐色土層10YR ４＜３ ○ ○ ※ × ×
5 黒褐色土層10YR ５＜３ ○ ○ × × × 埋め戻し
6 暗褐色土層10YR ５＜６ ○ ○ ※ × × Ⅲ層
7 暗褐色土層10YR ５＜７ ○ ○ ※ △ ※

Ｍ－４　４区Ａｻﾌﾞﾄﾚ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ ※ ※
2 褐色土層10YR １＜２ ○ ○ △ △ ※
3 褐色土層10YR ３＜２ ○ ○ △ ※ △
4 褐色土層10YR ４＜３ ○ ○ ※ × ※
5 褐色土層10YR ４＜５ ◎ ○ △ △ △
6 暗褐色土層10YR １＜６ ○ ○ ※ × × 埋め戻し
7 褐色土層10YR ６＜７ ○ ○ △ × ※    〃

Ｍ－４　４区Ｂｻﾌﾞﾄﾚ 1 褐色土層10YR ○ ○ △ △ △    〃
2 暗褐色土層10YR ２＜１ ○ ○ ※ × ×    〃
3 褐色土層10YR ３＜１ ○ ○ △ ※ ※
4 褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ △ ※ △

Ｍ－４　５区南壁 1 暗褐色土層10YR ○ ○ × × × 硬化面
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × × 　〃
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ◎ ○ × × ×
4 暗褐色土層10YR ２＜４ ◎ ○ ※ × ×
5 暗褐色土層10YR ２＜５ ○ ○ × × ×
6 黒褐色土層10YR ６＜５ ○ ○ × × ×
7 暗褐色土層10YR ６＜７ ○ ○ ※ × ×
8 黒褐色土層10YR ８＜７ ○ ○ × × ×
9 暗褐色土層10YR ８＜９ ○ ○ ※ △ ×

Ｍ－４　６区南壁 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × ×
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × ×
4 暗褐色土層10YR ４＜３ ○ ○ ※ × ×
5 暗褐色土層10YR ４＜５ ○ ○ ※ △ ※

Ｍ－４　８区南壁 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × × 埋め戻し
3 黒褐色土層10YR ３＜２ ○ ○ × × ×
4 暗褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ ※ △ ×

Ｍ－４　８区北壁 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ × ×
2 黒褐色土層10YR ２＜１ ○ ○ × × ×
3 黒褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × ×
4 暗褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ ※ × × 埋め戻し
5 黒褐色土層10YR ５＜４ ○ ○ ※ × × Ⅲ層
6 暗褐色土層10YR ５＜６ ○ ○ ※ △ ×

Ｍ－４　９区南壁 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × × ※ ※
3 黒褐色土層10YR ３＜２ ○ ○ ※ × × 埋め戻し
4 暗褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ ※ × ※
5 暗褐色土層10YR ４＜５ ○ ○ ※ △ ※

Ｍ－４　11区南壁 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × × 埋め戻し
3 黒褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × ×    〃
4 暗褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ ※ △ ×    〃

Ｍ－４　12区西壁 1 褐色土層10YR ○ ○ ※ × △    〃
2 褐色土層10YR １＜２ ○ ○ △ × ○    〃
3 褐色土層10YR １＜３ ○ ○ △ × ※    〃
4 黄褐色土層10YR ２＜４ ○ ○ ○ ※ ○    〃

Ｍ－４Ｂ　12区西壁 5 褐色土層10YR ◎ ○ △ × ※    〃
6 褐色土層10YR ５＜６ ◎ ○ △ ※ ※    〃
7 褐色土層10YR ７＜６ ◎ ○ △ × △
8 褐色土層10YR ７＜８ ○ ○ △ ○ △

混 入 物
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8 人見西向原遺跡(第323~345図)

( 1 )概要

本遺跡は、台地北斜面で低地に面した人見向原遺跡の西に立地する。北側の低地を挟んで人見西中

原遺跡が立地する。なお、西向原地区に存在する上人見遺跡については、遺跡の性格上、本遺跡とは区

別して調査、報告とした。

旧石器時代では、 B区のM-l号潜底面の2か所でvn層中から遺物が出土した。平成24年度の本調

査では、 B-[区で石器プロック 4か所、磯群3か所、 B-][区で石刃 1点を確認した。出土層準から

群馬編年のN期後半に帰属する。当該期の石器群は、横野台地では初めての調査であり、貴重な資料と

なった。

縄文時代では、 B区で集石 1基、 E区で中期後半の遺物包含層と土坑3基、ピット群を確認した。西

向原地区では、遺構、遺物の分布は薄くなり、住居祉で構成される集落は確認されなかった。遺物は、

遺構覆土及び包含層中から加曽利E3式期の土器片、打製石斧等が少数出土した。

弥生時代では、 B区のM-l辱溝覆土及びM-7辱溝覆土内で石鍬が2点出土した。 E区では、 M

2号潜覆土内と複数の潜が交差する部分老中心としたところで小磯と中期後半(栗林式期)の土器(壷)

片が出土した。本遺跡内の北側には、上人見遺跡が存在するため、互いの隣接地を中心に範囲確認のた

めのトレンチ調査を実施した。これにより、遺跡に関連する遺構、遺物は確認されなかったものの、上

人見遺跡の範囲が確定した。

古墳時代では、 C区で住居祉 1軒 (H-35号)を確認した(人見向原遺跡で報告)。本住居祉の周辺

部を重点的にトレンチ調査を行ったが、広範囲で遺構の空白地が存在するととを確認し、人見向原遺跡

における集落の西限が確定した。 C区の西約150mにあるD区では、中期の住居祉6軒を確認した。人

見向原遺跡とは距離が離れているととから、別の集落と考えられる。 D区周辺において集落の範囲を確

認するためのトレンチ調査を行ったが、遺構の広がりは確認できず、小規模集落であったことを明らか

にした。 H-l号住居堆では、臼玉の製作遺物が多数出土した。

古代では、 A区で富岡市との境界付近で確認されている大溝の続きを約280m確認し、そのうち約2

OOmを調査した(富岡市との分担調査、上高田筑前上遺跡)。この大溝 (M-1号)は、人見向原遺跡

で確認された溝の続きで、これまでの発掘調査によって横野台地一帯を区画する古代牧に関連する遺構

と推定される。溝覆土中位には、浅間B軽石が堆積し、その下位から、 9世紀後半から 10世紀初頭の

須恵器坪が出土した。大溝内では、完全な埋め戻しによって平坦な通路を構築する土橋と窪みをそのま

ま通路として使用した土橋状遺構をそれぞれ確認した。また、土橋の内側では、細田遺跡(中野谷地区

遺跡群)と同様、大溝と接続する溝状遺構を確認した。大溝土橋北では、古代(縄文時代の可能性あり)

まで遡る陥穴状土坑3基を確認した。 B区では、 A区で調査した大溝の続きを約600m確認し、そのう

ち約290mを調査した(富岡市との分担調査、上高田筑前上遺跡の一部と上高田稲葉上遺跡)0 B区の

大溝は、 A区と同様、潜覆土中位に浅間B軽石が堆積し、その下位から、 9世紀後半から 10世紀初頭

の須恵器杯が出土した。覆土の観察から、溝は11世紀まで窪んだ状態で、何度も自然堆積による埋没

を掘り返されるが、溝の外側に掘り返した土が、人為あるいは自然に流れ込み底上げされながら溝とし

ての機能を果たし、 12世紀以降、放置されることによって埋没が進行したものと推定される。溝のー
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部では、人為的埋め戻しによる底面の再構築や土橋の構築、自然堆積による埋没段階で土橋を構築する

状況を確認した。 T-l号竪穴状遺構は、 M-l号潜によって壊された状態で切り合い関係を確認した。

E区では、人見枝谷津遺跡等と同様、台地上を区画する溝をB条確認した (M-2-6、8号)。その

中で、 M-6号潜は、約105mX約70m(最大)の規模となる台形に近い区画と推定される。覆士か

ら8世紀代の土師器杯が 1点出土した。との溝の東側は耕作による撹乱が広範囲であったため、トレン

チ調査による確認調査のみを行った。中世では、 Mー1号潜覆土内で溝と平行するMー7号潜を約50

皿確認し、部分的調査を行った。覆土は浅間B軽石を含む黒色土で、覆土内から内耳土鍋片が出土した。

時期が判明する唯一の遺物で、古代の溝の窪地が中世においても溝として再利用されていたことを明ら

かにしたロ

(2)旧石器時代の遺構

B - 1区 (Mー1辱溝24区付近)では、槍先形尖頭器の基部 1点、同調整剥片 1点、使用痕ある剥

片UF5点、石刃9点、三次加工ある剥片(ナイフ形) 1点、円盤状石器 1点、剥片25点の合計43点、

磯75点が出土した。遺物の分布状況により、石器プロック 4カ所、穣群3基を確認した。 B-II区 (M

1号潜45区付近)では、頁岩製の石刃が 1点出土した。各調査区では、範囲の拡張、ローム層の掘

り下げを行ったが、確認した範囲以外では、遺物分布は認められなかった(第328図)。確認した石器

群は、出土状況により、石器石材は、肉眼観察により頁岩(凝灰岩)、黒色安山岩、チャート、安山岩

の4石材12個体の母岩を識別した。石器群の特徴は、頁岩系石材の大形石刃を主体とし、チャート製

の槍先形尖頭器(欠損) 1点との共伴関係をもつもので、群馬編年のN期後半(関口2010他)に相当

する。磯群は、大形礁で構成された胆石状の 1母様群と大小多数の礁で構成された集石状の2号棟群が

検出された。 2号磯群の磯の一部にはススの付着と被熱が認められた。また、 2号磯群では、数カ所の

極小炭化物の分布が認められた。礎石材は全て安山岩である。

土層堆積(第329図)

調査区は、横野台地南側縁辺部に位置する。遺物が出土したVH層は、分析によって3または4層 (a

-b)に分層される。 VHaJ冨は、 VHb層と色調が明るく、 As-Okの混入具合で肉眼でも細分可能であ

る。遺物出土層位は、 VHa層からも出土しているが、 VHb層 (AsーOk混入層)に分布のピークがみ

られる。 VHc層からは出土しなかった。石器群は、出土状況から同一文化層と判断される。 B-II区の

遺物出土層位は、 VHb層である。

石器石材

石材は4種類で、表面色調、石質、風化の度合い等で15母岩を認識した。各母岩は、頁岩は母岩(灰

白色:1-3)、黒色安山岩7母岩(灰白色 :4-7、褐色:9、10、13)、安山岩3母岩(灰色 :8、

14、15)、チャート 2母岩(青灰色:11、12)を認識した。石器石材は、頁岩と黒色安山岩の2石材

を主体とし、黒曜石は認められない。遺跡と石材の産出地の関係では、頁岩は縄文時代の石材とは石賀

は異なり轍密である。在地ではない可能性がある。また、黒色安山岩は、県西部(荒船山~八風山周辺)

と県北部(武尊山周辺)に産出地が求められるが、他の時期の石材組成から判断して前者の可能性があ
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る。チャートは県東部(渡良瀬川涜域)で知られているが、石材ルート及び集団の移動形態から南関東

からの搬入の可能性がある。石材産出地の推定については、今後の事例増加及び周辺との比較によって

明らかにしていく課題が残る。安山岩は、礁群の礎に比べて良質、徹密であり、区別できる。頁岩と黒

色安山岩は色調、石質では類似する石材が選択されており、頁岩では石刃、黒色安山岩では二次加工に

よる調整剥片類が残されている。

遺物の分布(第330-332図)

<1号プロック〉

直径約3.4mの範囲で配石状の 1号磯群と重複する。石器の出土は、 24、25がWa層、それ以外は全

てWb層出土である。石器は、槍先形尖頭器1点と調整剥片 1点、二次加工ある剥片 1点、使用痕ある

剥片2点、石刃4点、剥片4点の合計13点である。石材別では、頁岩4点、黒色安山岩4点、チャー

ト3点、安山岩2点で、日母岩を認識した。チャートは本ブロックのみである。石器製作は低調だが、

多くの石材が搬入され、大形剥片を主体とした頁岩系石刃を主体としたプロックである。使用の場であ

ったと推定される。

<2号プロック>

1号プロックの北東、 2号礁群を中心とする約4.7mX約1.8mのブロックである。石器はWb層出士

で傾斜に沿って高低差がある。石器は、石刃3点、剥片4点の合計7点である。石材別では、頁岩 1点、

黒色安山岩5点、安山岩2点で、 5母岩を識別した。 磯群との重複であるため、石器製作は低調であ

る。石刃を主体とした使用の場であったと推定される。

く 3号ブロック>

2号ブロックの東に隣接し、約3.6mX約1.6mのブロックで、剥片15点が出土した。石器はWb層で

ほぼ水平に出土した。石器製作の痕跡(石器の二次加工)を残すブロックである。石材別では、頁岩4

点、黒色安山岩11点で、 2母岩を識別した。

く 4号プロック>

1号プロックの西に隣接し、 3号礎群と重複する。約3.2mX約2.2mのブロックである。石器は、 W

b 層でほぼ水平に出土した。石器は、使用痕ある剥片3点、石刃2点、剥片2点である。石材は、頁岩

2点、黒色安山岩5点の合計7点で、 4母岩を識別した。石器製作は低調で使用の場であったと推定さ

れる。

〈遺構外〉

BーI区では、調査区を拡張したが、単独出土は認められなかった。

B-II区44、45区では、 M-j号溝の底面精査中に石器1点が出土した。出土層位はWb層である。

調査区を拡張して範囲確認調査を行ったが、遺構、遺物は認められなかった。

接合関係は、 1号プロック (35)と4号ブロック (49)の母岩4で1例認められた。母岩の共有は、

母岩 j (頁岩)と母岩4 (黒色安山岩)が全てのプロック、 3号ブロック 2号ブロックと 4号ブロック

(母岩5)、Z号プロックと 4号プロック(母岩6)で認められた。他の母岩はブロック内で完結して

いる。
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(3)縄文時代の遺構

土坑〔第335図、第44表)

E区で3基確認した。 D-l号では土坑中央で複数個体の土器片がまとまって出土した。 D-3号は

土器 1個体と磨石が出土した。時期は加曽l'JE3式期である。

集石

M-l号の24区北側で確認した。遺物は出土しなかった。

ピット群(第335図)

E区の土坑群と重複して多数のピットが確認された。遺物は散漫な分布状祝であった。柱穴に類似す

る深いピットも数カ所確認されたが、規則的な阻列は認められなかった。しかし、焼土痕が検出されて

おり、掘り込みの浅い建物等の遺構が存在した可能性がある。

遺物集中

E区 (M-6号南東隅周辺)のW層上部で、中期後半の加曽利E3式期の土器片が分布する範囲を確

認した。人力による包含層調査に切り替えたが、遺構は検出されなかった。

(4)古墳時代の遺構

住居祉(第336-339図、第15表)

D区で B軒確認した (11期 1軒、 E期3軒、中期2軒)。調査区外について、トレンチ調査を行った

が、遺構の広がりは確認されず、低地に面した小規模の集落の存在が明らかとなった。同時期の集落は、

本調査区の南に上高田筑前上遺跡、西に人見西原遺跡がある。なお、本調査区では、皿層上部を確認面

としたため、遺構の掘り込みと覆土が区別が難しく、確認と精査に時間がかかってしまった。

住居祉は、竪穴式3軒、炉が不明瞭で掘り込みの浅い平地式3軒である。

く平面形態>

小形正方形 1軒(I1I期)、中形正方形 1軒(中期)、中形長方形4軒 (11期 1軒、 E期2軒、中期 1

軒)である。焼失住居は 1軒である (Hー 1号)。中形が多い。平地式は方形が3軒である。

<主軸方向>

ほぽ真北が3軒(I1I期 1軒、中期2軒)、北から北東に向くのが2軒 (11期 1軒、 E期 1軒)、北か

ら北西に向くのが 1軒(I1I期 1軒)である。

<壁溝〉

全て無し。

<士坑(貯蔵穴)> 

南東隅に多く、中央でも認められた。無いものは2軒である。

<柱穴>

床中央に 2本対称となる 4本柱が3軒、無いのが3軒である。

<炉>
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中央北にあるのが3軒(いずれもAでE期 1軒、 E期2軒)、無いのが4軒である。

<覆土>

B 1は1軒(I1I期)、 B2は1軒(I1I期)、 Cは4軒 (II期)である。

<遺物出土状況〉

H-l号住居祉14区2層では、滑石製白玉と製作関連遺物が大量に出土した。 H-l、6号では、

大量の土器廃棄が見られた。 H-5、6号の貯蔵穴からは複数個体の士師器坪、裏類が出土した。

土坑(第339図、第43表)

H-5号の北側で確認した (D-1号)。覆土中から中期前半の土師器高杯片が出土した。

(5)古代の遺構

溝(第340~345 ・ 423図、第29 ・ 30表)

溝が確認された調査区を E 区として、合計 6条を確認した (M-2~6 、 8 号)0 M-2号潜は上人

見遺跡を含め南北方向に約320皿確認した。南側でMー 1号潜と交差するが、切り合い関係から大溝 (M

1号)が新しい。北側は低地まで延びていることを確認した。溝の形状は、人見西中原遺跡のM-4

号と類似することから、古代の区画との関係性が強いと考えられる。 M-2号と交差し、西へ延びる未

完成のM-3号、 M-2号から分岐して東側に延びるM-4号がある。 M-4号の東側を調査したが、

撹乱のため確認できなかった。交差する 3条の溝の関係は、 M-2号→M-4号→M-3号の順と考え

られる。 M-2号8区(上人見遺跡地点)では、覆土中位で埋没途中で使用された硬化面の範囲を確認

した(第342図)0M-4号の東側2区では、埋め戻しによる土橋状遺構を確認した。 M-B辱はM

4号 (2、3区)と平行し、東西両側で北側へ折れ、潜の手前で途切れる。 M-5号は東側部分で角を

確認したが、西側では途中で止まることを確認した。また、潜の切れた部分から直角となる部分に対し

て、追跡調査を実施したが、確認できなかった。東側の南へ延びる部分は、耕作撹乱によって確認でき

なかった。 M一日号は、 E区西側で確認した。地形に沿った方向が主軸となり、南北軸に対して約35

度東に傾いている。長軸約110m、短軸はやや歪んで50~70mの規模である。主軸の南側の 2 隅は溝

が途切れている。主軸東側については、耕作撹乱が広範囲に及んでいたため確認調査のみで溝の走向の

みを確認した(破線部分)0M-6母溝の5区覆土から 8世紀代の土師器杯が出土した。

溝の覆土は、 M-2号で底面付近を埋め戻し、その上部に硬化面が認められ、自然堆積によって埋没、

そして、浅間B軽石が堆積する状態である。このような覆土は、道路状遺構及び同時期の古代の溝と共

通する。確認された溝は、素堀の溝ではなく、底面を埋め戻しによってならしている状況が認められた。

M-6号を除き、溝では、時期を判断できる遺物は出土しなかった。

(6)中世の遺構

M-7号は、 M-l母 (20、21区)の覆土内で確認した(第427図参照)。溝の掘削年代は、浅間B

軽石層を掘り抜いていることから、 12世紀以降で、出土遺物から 16世紀前半と推定される。
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第336図　人見西向原遺跡（古墳）Ｈ－１号住居址実測図
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第337図　人見西向原遺跡（古墳）Ｈ－２・３号住居址実測図
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第338図　人見西向原遺跡（古墳）Ｈ－５号住居址実測図
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第339図　人見西向原遺跡（古墳）Ｈ－４・６号住居址、土坑実測図
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平面図
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｍ－２ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × × 自然層
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × ×   〃
3 黒褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ × ※ × 埋戻し
4 暗褐色土層10YR ２＜４ ○ ○ ※ × ※
5 暗褐色土層10YR ４＜５ ○ ○ ※ ※ × 埋戻し
6 暗褐色土層10YR １＜６ ○ ○ ※ × × RPがﾌﾞﾛｯｸ状

Ｍ－２・３・４ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × × Ｍ－３
　４区ベルト１～３ 2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ ※ × 　〃

3 暗褐色土層10YR １＜３ ◎ ○ ※ × × Ｍ－２　硬化（埋戻し）
4 暗褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ ※ ※ ※ 　〃
5 黒褐色土層10YR １＜５ ◎ ○ ※ × × 　〃
6 暗褐色土層10YR １＜６ ○ ○ △（橙色粒子） × × Ｍ－４　RPがﾌﾞﾛｯｸ状
7 黒褐色土層10YR ６＜７ ○ ○ × × × Ｍ－４
8 黒褐色土層10YR ８＜１ ○ ○ × × × 　〃
9 暗褐色土層10YR ８＜９ ○ ○ ※ ※ × 　〃
10 暗褐色土層10YR ４＜10 ○ ○ ※ ※ × Ｍ－２

混入物
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４ｍ０

平面図

断面図

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｍ－２　１区北壁 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × ※
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × ※
4 褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ △ △ ※

Ｍ－２　２区北壁 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × ×
3 黒褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ × ※ ※

混入物

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｍ－２　８区南壁 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × × ※
3 褐色土層10YR ２＜３ ◎ ○ ○ × × 硬化面
4 黒褐色土層10YR ２＜４ ○ ○ ※ × ×
5 暗褐色土層10YR ４＜５ ○ ○ ※ × × 埋戻し
6 褐色土層10YR ４＜６ ○ ○ △ × ×   〃
7 褐色土層10YR ６＜７ ○ ○ △ ○ ×   〃

Ｍ－２　８区中間南壁 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ×
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × × ※
4 褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ △ ○ × × 埋戻し

Ｍ－２　８区北壁 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ × × ※ 覆土
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × ×  〃
3 赤褐色土層5YR １＜３ ◎ ○ ※ × × △
4 黒褐色土層10YR ２＜４ ○ ○ ※ × × 埋戻し
5 暗褐色土層10YR ４＜５ ○ ○ △ × ×   〃
6 褐色土層10YR ５＜６ ○ ○ △ ○ ×   〃

Ｍ－２　９区南壁 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ×
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ △ × × 自然堆積
4 褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ △ ○ × 埋戻し
1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
2 褐色土層7.5YR １＜２ ◎ ○ ○ × × △ 硬化面
3 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ×
4 暗褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ ※ ※ × 埋戻し
5 暗褐色土層10YR ３＜５ ○ ○ ※ × ×   〃
6 褐色土層10YR ５＜６ ○ ○ △ ○ ×   〃

Ｍ－２　９区北壁 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ × ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ×
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ △ × × 自然堆積
4 褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ △ ○ × 埋戻し

混 入 物

硬化面

第342図　人見西向原遺跡（古代）Ｍ－２号溝実測図
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9 人見本村遺跡(第346~352図)

( 1 )概要

本遺跡は、人見西中原遺跡の北側、浅い谷を挟んだ南斜面に立地する。調査対象範囲が狭いため、ト

レンチ調査を中心に部分的調査を実施した。道路西側の低地に接する部分 (A区)では、古墳中期、古

代の小規模集落を確認した。低地部分では、現地形よりさらに深いと己ろに湧水が存在する己とを確認

した。工事境界付近では、中世の道路状遺構を確認した (B区)。

縄文・弥生時代の遺構、遺物は確認されなかった。

古墳時代では、 A区で中期前半の住居祉4軒 (H-1、2、4、5号)を確認した。本調査区付近で

は、以前より遺物が採集されていたため、トレンチによる集落の範囲確認調査を行った。しかし、 B区

のトレンチ内から小形壷(柑)が単独出土したのみで、人見西中原遺跡の北側、工区内における遺構の

広がりは確認できなかった。

奈良時代では、 A区でB世紀初頭の住居祉 1軒 (H-3号)、掘立柱建物祉 1棟 (HTー 1号)、柵

列 (SA-1母)を確認した。確認遺構の密度は薄いものの、これまでの調査では無かった大溝区画内

における掘建柱建物、柵列を確認し、集落の規模は小さいが、道路及び牧関連遺構群に関連する同時期

の遺構群と考えられる。

中世では、区で覆土に浅間B軽石を含む溝2条 (Mー 1・2号)を確認した。両溝は並行し、規模が

類似、一部地割りに沿う遺構と推定されることから、道路側溝の可能性が考えられる。

(2)古墳時代の遺構

住居祉(第347~350図、第17表)

A区で4軒確認した (11期2軒、 E期 1軒、中期1軒)。

〈平面形態〉

小形正方形 1軒(中期)、中形正方形 1軒 (11期)、中形長方形2軒 (11期 1軒、 E期 1軒)である。

焼失住居は 1軒である (Hー 1号)。中形が多くやや方形気味となる。 H-l、4母は掘り込みが深い。

<主軸方向>

ほぽ真北が 1軒 (11期 1軒、中期 1軒)、北から北東に向くのが 1軒 (rn期 1軒)、北から北西に向

くのが 1軒 (11期 1軒)である。住居主軸は地形に沿って向いているが、 H-l号のみ斜面に対してや

や直交している。

く壁溝>

全て無し。

く士坑(貯蔵穴)> 

南東隅が多い。

く柱穴>

中央で2本対称となる 4本柱が 1軒、無いのが3軒である。

く炉>

中央北にあるのが3軒 (AがE期 1軒、 E期 1軒、 B2が中期 1軒)、 H-l号は西に位置する (A)。



Ｍ－１
Ｍ－２

Ｂ区

Ａ区

Ｈ－５住

Ｈ－１住

Ｈ－２住
Ｈ－３住

Ｈ－４住

ＨＴ－１

Ｐ－１Ｐ－２

20ｍ０

270.5m

270.0m

269.5m

269.0m

１Ａ

１Ｆ

１Ｋ

１Ｐ

１Ｕ

２Ａ

２Ｆ

２Ｋ

２Ｐ

２Ｕ

３Ａ

560 565 570555 575550545 580 585

Ｙ

第346図　人見本村遺跡　遺構配置図

－ 394 －



－ 395 －

H-4号はZ基存在する。

く覆士〉

A 1は2軒 (II期、中期)、 A2は1軒 (II期)、 B1は1軒(I1I期)である。

く遺物出土状況>

H-1 号は焼失住居で床面に大量の炭化材が検出された。また、覆土上部(l ~2層)では、住居の

窪地を利用した古代土器の廃棄が認められた。 H-4号では、床面に費転用器台が置かれていた。遺物

は使用直後の廃棄による下層より、自然埋没後にの廃棄による上層で出土する傾向が認められ、遺物か

ら住居埋没過程の時間差が確認できた。

(3)古代の遺構

住居祉(第351図、第21表)

A区で 1軒 (H-3母)確認した。平面長方形、壁溝をもっ竪穴住居祉で、北辺東寄りに竃がある。

柱穴はない。覆土上位には、浅間B軽石が堆積する。床面には、焼土痕が4カ所認められた。竃は地山

を掘削し、粘土のみで構築された簡易構造である。主軸は、 N-go-Eである。大きさは、長軸4.2

m、短軸5.4皿、深さO.6mである。遺物は、 2層下から竃周辺の床面を中心に完形を含む多数の土器が

出土した。遺物の時期は、日世紀初頭に帰属される。

掘立柱建物祉(第351図、第32表)

A区で2列に並ぶピット列 (3基X2列)を確認した。配置、覆土の状況から掘立柱建物祉 (HT

1号〕とした。桁行2間(心心距離3.0m)X梁行 1問(心心距離2.7m)である。ピットからは、土師

器片が出土した。

柵列(第351図、第32表〕

A区で 19lJに並ぶピット 4基を確認した (SA-1号)。覆土はHT-1と類似する黒色土(I1I層)

であることから、同時期の遺構と判断した。

(4)中世の遺構

道路状遺構(第352図、第32表)

B区では、 2本の平行する溝を確認した (M-1、2号)， 2本の溝は形状が類似しているととから、

中世の道路側溝とした。遺構の北には人見城が存在し、道路の方向は地割りに沿っており、道路延長線

上には幾つかのルートが推定できる。両側側溝をもっ中世以降の道路は、人見枝谷棒遺跡 (A区)、下

高田上原遺跡(近世)で確認されている。人見枝谷海遺跡の道路と本遺跡の道路は形態が類似している

ととから、同一遺構の可能性が考えられる。関連遺構として道路と考えられる溝底部あるいは地面に硬

化面が続くのは、人見枝谷津遺跡(古代道路と並行)、横野台地南側の大溝に沿った場所(人見向原・

西向原遺跡)及び並行する現在の道路部分下で確認されている。
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混 入 物
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第349図　人見本村遺跡（古墳）Ｈ－４号住居址実測図

－ 398 －



第350図　人見本村遺跡（古墳）Ｈ－５号住居址実測図
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第351図　人見本村遺跡（古代）Ｈ－３号住居址・掘立柱建物址・ピット列実測図
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第352図　人見本村遺跡（古代中世）Ｍ－１・２号溝（道路状遺構）実測図・道路推定図
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10 上人見遺跡(第353~376図)

( 1 )概要

本遺跡は、昭和35年に耕作中に偶然発見された遺跡で、弥生時代の再葬墓遺跡として周知されてい

る(群馬県遺跡台帳恥2985、「上人見1313遺跡J)。昭和40年に群馬県立博物館(当時)と東京大学文

化人類学研究窒による合同調査が、最初に発見された地点を中心に行われた(1次調査地点)。その後、

当時の発掘調査は、未報告であるが、出土土器の一部については公表され、土器編年等の研究に使われ

ている(梅津1986他)。今回の事業では、当時の発掘調査地点を含めて遺跡のほぼ全域が調査対象とな

った。そこで、当時の発掘調査地点の再調査とその周辺部の調査の2つを柱とした発掘調査を行うこと

になった。なお、本遺跡は、「人見西向原遺跡」の一部であるが、遺跡の性格上、「上人見遺跡」として

遺跡名を変えずに呼称することにした。

上人見遺跡は、碓氷川右岸上位段丘上の帯状の低湿地に面した微高地の緩斜面に立地する。遺跡の標

高は272~276mである。低湿地には、湧水が存在する。本遺跡の酉には、妙義山老中心として南西に

大桁山、北西に浅間山がある。

縄文時代では、前期後葉(諸磁b式期)と中期後葉(加曽利Em式期)の士坑 1基、ピット少数を確

認し、各時期の土器、石器が少数出土した。

弥生時代では、平成22年度後半に道路部分の調査で、低地に面する部分を対象とした予備調査を行

い、遺跡が埋没谷に挟まれた台地の張出部に存在することを確認した。この部分を対象とした調査では、

遺物包含層は、 V層まで削平されていたため、遺構は確認できず、表土に混入した条痕文系の土器、石

器が出土したのみであった。また、低地部(西向原地区)については、稲作等の生業活動を確認するた

めに 2か所のトレンチを設定し、 Aトレンチ (TP A)でのプラントオパール分析を行った。なお、ト

レンチ調査では、遺構、遺物は確認されなかった。

平成24年度の本調査は、遺跡地についてE層上面までパックホーにより掘削した後、 11次調査」地

点の調査区(仮 I~N区)を確認し、この調査区を基準にトレンチによる遺構確認調査を行い、本調査

範囲を設定した。調査区は、耕作及び土の入れ替え等により、調査範囲が限定されたが、 E層の堆積

状況は良好で、軽石を含む黒色土 (m1層)の下から多数の遺物が出土した。遺物の分布状況から、遺

物が集中する範囲が認められ、土坑等の遺構の存在が予想された。遺物を取り上げた後、遺構確認面を

NI冒上部まで行った結果、前中期の土坑135基(1次調査2基を除く)、後期の土坑3基、木根痕9基

を確認した。

土坑は、円形あるいは楕円形で、断面が浅鉢形(皿状あるいは箱状)が主体である。掘削深度はN層

までと浅く、埋没土は混入物(骨片、炭化物、焼土、ローム等)を含まない黒色土 (m層あるいはN層

混じり)で、土層の撹乱は認められなかった。土坑からは、土器小破片、石器、磯が出土したが、副葬

品的様相は低く、土器棺再葬墓と推定できる完形土器の存在は認められなかった。土坑分布域は、遺物

分布域と重なっており、遺物が士坑埋没士上で検出される傾向がみられた。また、同一個体の土器破片

が土坑聞で接合、あるいは広範囲に分布していることを確認した。検出した土坑は、遺構の検出状態と

分布状況から、 1次調査で確認された2基の土器棺再葬墓に関連するものと考えられる。

石器は、土坑内あるいは包含層中から、石銀、石鍬、スクレイパー等の定形石器、磨石、縄文系磨製
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石斧、磨製石器、安山岩の大形礁が出土した。土器は、条痕文系と縄文系の前期末~中期初頭(I 2~

E期、土器型式では神E式と岩植山式)が主体である。 E期の土器は、包含層で少数出土した。

後期では、士坑群と重複して北側の狭い範囲で、樽式期(後半)の士坑と遺物を確認した。後期の遺

構、遺物は、人見西中原遺跡、人見谷海遺跡で確認されているが、台地全体をみると分布の密度は極め

て薄い地域である。

古墳時代では、弥生時代の遺構群と重複して士坑3基検出した。士坑内からは、前期の5字口縁台付

襲、中期の小増が出土した。 H-l号住居祉は、炉、柱穴が無い竪穴状で、中期の聾片が多数出土した。

遺物包含層、土坑覆土からは、少数の土師器片が出土した。遺構の分布状況から、弥生時代の遺構群

の外側では認められないことから、遺構群を意識して重複させた可能性が考えられる。遺物は、土坑か

ら33点、土師器片が調査区北側を中心に31点が出土したロ特に 2K -460グリッド周辺と 2M-460

グリッド周辺で土師器破片の分布が認められた。

古代では、平成22年度後半の調査で南北方向に延びる潜 1条を確認した。平成24年度の調査では、

己の溝 (M-2号溝)の続きを確認し、人見西向原遺跡で確認された遺構と同一遺構であることが明ら

かとなった。溝覆土からは、遺構の性格を示す遺物は出土しなかった。調査区北側で須恵器裏の小破片

が2点出土した。

(2)縄文時代の遺構

土坑(第376図、第45表)

土坑は、弥生時代の遺構との重複は少なく、弥生土坑群の外側で2基確認した。 D-154号は、 H-

1号住居祉床面で確認した。集石土坑と考えられるが、掘り込みとプランは明確ではなく、礁がN層中

に包含されての確認であった。出土礁は61点である。全ての礁に被熱は観察されなかった。当初、弥

生時代の遺構としたが、弥生時代の確認面より下位で、 N層包舎であることから、縄文時代に変更し

た。遺構に伴う遺物は出土しなかった。

遺物分布

弥生時代の調査区で縄文土器が包含層34点、一括50点が出土した。弥生時代の土坑内から24点出土

した。土器の分布は散漫で、遺構に伴うまとまりは認められなかった。土器は、加曽利E3式を主体と

するが、前期の諸磯b式も少数出土した。

(3)弥生時代の遺構

前期末~中期前半士坑(第356~374図、付図 8 ・ 9 、第45表)

遺物が出土した士坑116基、遺物が出土しない士坑19基(時期、性格不明)の合計135基である。出

土土器による時期分類では、 I 期の土器が出土した士坑19基、 I~II期の土器が混在して出土した士

坑43基、石器・礁のみ、あるいは土器砕片が出土し、 I~II期(中期〉の可能性がある土坑35基、 E

期の土器が出土した土坑19基である(付図参照)。なお、 1次調査で確認された土器棺(壷棺)再葬墓

の2基は、土坑数には含めていない。

土坑の分布は、標高274~276mのやや舌状に張り出した部分で、低地に面した北東方向へ斜面で認
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められた。耕作及び表士の入れ替えによって調査範囲は限定されたが、分布範囲は、直径約45mにお

よぶものと推定される。本調査区の特徴は、 1次調査で確認された土器棺再葬墓が、 2次調査では全く

確認できず、全て士坑のみである点である。士坑は、互いに密接して分布し、幾つかの群としてもまと

まりがみられる。なお、分布範囲外では、全く士坑は確認できなかった。

士坑の調査は、パックホーにより浅間B軽石に覆われたE層上面まで表士を掘削し、 1次調査区の

範囲を確認した後、当時の調査区及びトレンチの主軸を基準として26か所のトレンチを設定した。レ

ンチ調査は全て移植ゴテ、三角鎌等の小道具によって、数センチ単位で掘り下げて行った。掘り下げに

よって約5田下げたところから遺物が出土し始め、遺物包含層の存在を確認した。 E層が無遺物層(I1I

1層)と遺構・遺物包含層(I1I2層)に細分できることが明らかとなった。 III1層には、浅間C軽石 (4

世紀初頭)と推定される小粒の軽石が混入し、I1I2層との層位的矛盾が無い。また、浅間B軽石層の堆

積と遺構面を薄く覆う IIIl層の堆積によって保護された状況が長期間続き、土層の乱れも少ないことが

判明した。遺構確認面は、 N層上面を確認面とする場合が多いが、掘り下げが深いと遺構が確認できな

くなる恐れがあったため、I1I2層を確認面として調査を行った。

本調査区の設定は、トレンチ調査による遺物分布状況から判断した。土坑の存在は、確認面の色調よ

り、やや黒味を帯びている範囲と遺物の分布状況にまとまりをもっ範囲によって確認することができた。

士坑の精査では、覆土はE層を基本とする自然層であるため、ほとんど混入物が認められず、覆土と遺

構との境を認識することは困難であった。しかし、遺構覆土の色調が地山となるE層下部~N層とは明

らかに異なる点、確認面より明らかに下位で遺物が出土することから、掘り込みの存在を明らかにする

ことができた。また、遺物の分布状況によって土坑が遺物包含層に覆われていることを確認した。

遺物が出土しない土坑については、自然遺構(木痕、落ち込み等)、遺構誤認の可能性があるが、調

査では何らかの機能を持つ遺構として「士坑」に含めた。なお、調査段階で明らかに木痕と認識できた

ものは、他の士坑とは区別した。

く士坑群のについて(第356図)> 

確認した士坑は、士坑分布状況、同士遺物の時期、土器接合・個体共有関係から、 9か所の士坑群(ブ

ロック)に区分した。土坑群は、互いの分布域に空白地をもって分布している。

土坑群の相関関係は、土坑群 Bを核として土坑群 1、5、7、日との土器接合関係によって強い関係

が認められる。土坑群2とBにおいても強い関係が認められる。土坑群 1と5、土坑群9は2と4でそ

れぞれ関係が認められる。再葬墓と土坑群 3 は単独で分布する。土坑群の時期は、 I~II期を中心とす

るが、 I期の土坑は、土坑群4、5、日、 7で認められる。 E期の土坑は土坑群 1、5、日、 9で認め

られる。土坑群日は大小多様な形態の土坑が多数集中し、全ての時期で土坑の重複関係が認められた土

坑群の中JL'的存在である。 E期の土坑は、各土坑群で2基一組となる傾向が認められた。時期的分布で

は、各土坑群で I期から E期にかけてと推定されるが、土坑群4、9は、 I期を主体とする可能性があ

る。また、土坑群 1~3 は、 E期を主体とする可能性がある。

なお、士坑群6では、土坑上部の遺物包含層からE期の土器片が数点出土してる。

〈土坑の形態(第357図)> 
I期の士坑:形態は、 A1類 1基、 A2類13基、 B1類 1基、 B2類4基である。士坑分類では、

1 b類 1基、 IIa類4基、 IIb類14基である。大きさの平均 (0.1皿未満切り上げ)は南北112.5皿×

東西102.5an、深さ13.7皿である。
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I-II期:A 1類3基、 A2類14基、 B1類 5基、 B2類16基、 B類 1基、 C1類 1基、 D1類 1

基、重複のため不明2基である。士坑分類では、 1b類2基、 IIa類23基、 IIb類16基、不明2基(重

複士坑)である。大きさの平均は、南北138.8anX東西140冊、深さ 16.6四である。

中期:A 1類6基、 A2類16基、 B1類 1基、 B2類12基である。士坑分類では 1b類8基、 IIa 

類は 0基、 IIb類は27基である。大きさの平均は、南北101.2岨×東西94.6冊、深さ 15.3である。

E期:A 1類3基、 A2類5基、 B1類2基、 B2類9基である。士坑分類では、 1a類 1基、 1b 

類 1基、 IIa類3基、 IIb類14基である。大きさの平均は、南北124.3皿×東西118.7団、深さ 17.9岨

である。

不明 A 1は3基、 A2は5基、 B1は4基、 B2は1基、不明 1基である。土坑分類では、 E類9

基、不明 1基である。大きさの平均は、南北106皿×東西94.7岨、深さ 16.9叩である。

以上、形態別集計では、 A1類16基、 A2類53基、 B1類13基、 B2類41基、 B類 1基、 C1類 1

基、 D1類 1基、 D2類2基である。土坑分類では、 1a類 1基、 1b類12基、 IIa類30基、 IIb類

75基、 E類9基、重複2基、不明 1基である。大きさの全体平均では、南北119目8anX東西113目8皿、

深さ 16.1011である。土坑の主軸は、やや西よりの南北方向を向く傾向があるものの、一定の方向を意

識した状祝は認めにくかった。これは、土坑の形状が円形であることと主軸方向を示す遺物(磯)等が

少なく方向が定まらないためである。

形態では、円~楕円形で、断面が椀・皿状となるものが主体である。士坑分類では、土器破片が主体

で遺物点数が少ないIIb類が多い。 I-II期ではIIa類が多くなる。時期による形態、出土状況には、

差がない。

覆土は、皿層を基本とした黒色土の自然層で、混入物はほとんどみられない。全て同じ状態の覆土で

ある。士坑は浅くW層を掘り抜いてロームまで達するものはない。 W層を少し掘り抜くか、町層上面を

底面とするものが主体である。とのため、 E層のみの掘削であるため、遺構覆士と自然層はほぼ同一で

区別が困難であった。遺物を除いた覆士への混入が想定できるのは、ローム粒子及びブロック、人骨、

焼士、炭化材等があるが、肉眼ではほとんE検出されなかった。

く形態別土坑>

1 a類の土坑

遺物出土状況から、副葬的様相をもっ遺物をもっ土坑で、墓の可能性がある。 2次調査では、 1基認

められた。 D-2号はトレンチによる包含層調査であったため、遺構の存在に気づかず、遺物のみを確

認した。東西方向に主軸をもっ楕円形で、土坑中央に遺物が分布し、大形礎、口縁部が欠失した鉢と特

殊土器(口縁部)は覆土上部で出土した。

1 b類の士坑

土坑中央で覆土上位に大形礁が存在し、遺物が少数共伴する土坑である (D-1、18、20、97、10

0、113、148辱等)0 12基認められた。 D-1母は、範囲のみの確認であったが、底面からやや浮い

た状態で大形棟、完形の石鍬、土器片が出土した。 D-148号は、磨石が底面付近で出土した。確認面

から士層堆積が観察できた士坑で、I1I2層から掘り込まれ、覆士がマウンド状になり、 IIIl層で覆われ

ている状況を確認した。この士坑の状況を根拠として、 E層中に遺構の掘り込みの存在を確定した。

IIa類の土坑

土器片を主体とした遺物が、多数出土した土坑である。遺物は覆土上位で土坑全体に分布する。 27
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第371図　上人見遺跡（弥生）土坑出土土器破片の大きさと礫重量分布
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土器片の大きさを把握するために、士坑とグリッドに分けて 1四毎の集計を行った。大きさは、 2皿

~6岨の聞が全体の約80%を占める。士坑覆士内の破片とグリッド出土の器片を比較するとグリッド

の破片が小さい傾向が認められる。自由以上の破片は極端に少なく、 16011を超える破片は無い。 ζれ

は、廃棄された土器が長い時聞をかけて破片が小さくなっていく結果と考えられるが、その要因として

は、最初の段階で意図的に破壊、または破砕を繰り返していく行為を考える必要がある。弥生時代の遺

物包含層 (m2 層)自体は、1O~15皿ほどの厚さしかなく、 m1 層によって保護されていた状況を考

慮すると、撹乱等による土層の乱れで破砕されていったとは考えにくい。縄文時代の場合、遺物包含層

が保護された状況では、完形土器あるいは大形破片が出土する己とが多く、上人見遺跡の出土状況とは

対称的である。

土坑内での土器出土状況は、 D-2号以外は、全て小破片である。同一個体の破片は少ない。土器は

覆土上部、土坑上面あるいは浮いた状態で出土した。土坑内における接合率は低く、土坑間あるいは包

含層との接合率が高い。

包含層の土器については、 m 1 層下部~m2層上部から出土した土器は包含層出土として扱った。土

坑の遺物が包含層として取り上げられている可能性があるが、土器分布は、土坑と重複あるいは、土坑

周辺に分布する。単独で遺物集中は認められず、遺構の分布の範囲に分布がまとまる。土器分布は土坑

群を中心としているが、土坑群5、8、9では、包含層出士は少ない。器種別分布では、壷と費の分類

要素となる口縁部の破片あるいは文様のある破片は少なく、壷と蜜を分類できない地文のみの胴部を中

心とした破片(不明に分類)で占められるている。器種が判明している分布状況をみても、童、費の分

布に特定の偏りは認められない。

土器接合関係(第373図)

出土土器について、接合作業を行ったところ、土坑聞と包含層中における広域の接合関係が認められ

た。また、個体別分類によって接合関係と同様、土器破片が広域に分布するととが明らかとなった。士

坑内接合は18例、士坑間接合は、 41例認められ、士坑内接合より多い。士坑間接合によって士坑群聞

の相関関係が存在することが明らかとなった。士坑聞で10m以上も離れての接合は、土器が自然の作

用により移動したとは考えにくい。破片が遠く離れた土坑群間(土坑群 1と日等)で共有されている点

は、同一個体の破片を意図的に廃棄あるいは投棄したものと考えられる。土坑群 Bでは土坑聞で同一個

体の土器片の移動が頻繁に認められる。

石器分布状況(第374図)

石器は、土坑内54点(搬入磯含む)、包含層79点、合計133点出土した。石器の分布は、土坑内では

覆土上部、包含層では、土坑周辺に石器(スクレイパー等)の分布がみられ、事l片類は、土坑群内で分

布が完結するが、石器製作による集中はみられない。主な土坑での出土状祝は、完形の石鍬が出土した

Dー1号、頁岩の剥片が多数出土したDー7号、黒曜石の原石が出土したD-54号その他の土坑では、

石鍬、石銭、石鍬、スクレイパー、磨石、厳石単独あるいは少数出土した。 D-149辱の石鍬片と20

m以上離れた包含層の石鍬片が接合した。また、 77号の磨製石斧片と 7m以上離れた包含層の磨製石

斧片が接合した。完形の石器 (A類、 B類)が単独で出土する士坑については、副葬的要素があり、士

坑の性格を把握する上で重要である。

礎分布状況(第371図、 374図〕

包含層の礁については、全て取り上げ記録をした。土坑出土の礁は、 68点、包含層出土の礁は、 37
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点である。礁は43点が破砕している。石材は安山岩が主体である。礁の被熱はない。

士坑出土の礁は、破砕礁が覆士に混入するものが主体的だが、士坑中央部で、底面から浮いた状態で

の出士もみられる (Dー1、20、97，1∞、 113号他)。包含層では、士坑上面に分布するものと士坑

とは重複しない単独分布が認められた。

士坑内の礁の大きさは、礁の重量は100g未満が最も多く、 200gを超えるものは少ない。 200gを

超えるものは、 9点出土した。包含層では300g以上の礁が5点出土している。

土坑内から出土した大形礁の用途として考えられるのは、墓に関係して添えられた「墓標」あるいは

「抱石」があげられる。小形磯または破砕された礁についても墓に関連した遺物の可能性が考えられる。

包含層で出土した大形礁は、土坑と関連する遺物が考えられる。

後期後半の土坑(第376図、第45表)

弥生土坑群南の外側で3基を確認した (D-68、71、82号)0 D -71号は、覆土中に前期土器片が

共伴している。 D-82号では、覆土とその周辺から樽式期の査、裏片が少数出土した。古墳時代の土

坑の中に墓の可能性がある遺構が存在することから、その後においても墓域が後の時代まで継承されて

いた可能性が考えられる。

谷地(第375図)

調査区西側の低地に面する部分で、台地奥部へと広がる谷地を確認した。トレンチ調査を行ったとこ

ろ、斜面部から低地に掛けて浅間B軽石の自然堆積とE層の堆積を確認した。 4トレンチでは、皿層中

から須恵器破片(時期不明)が出土した。谷斜面の地山は深く挟られ、ローム層が削られていることか

ら、一部が人為的に形成された地形の可能性がある。弥生時代の遺物は出土しないため、谷の時期は判

然としないが、谷頭では随所に湧水が確認でき、水量が豊富であるととから、「水場」としての利用は

十分果たせる地形である。

木痕〔第354図)

木痕を9基確認した。覆土の状態が、確認面よりやや暗く、平面シミ状となり、倒木痕にみられる下

層の巻き込みが少ない。さらに、遺構底面が凸凹するといった状況から判断して、風倒木痕とするより、

木痕と認識した。木痕は、 E層中からW層に根が食い込んでいることから、弥生時代以降の所産と推定

できるロ木痕の存在は、土坑群の時期と一致すること、土坑との重複が無いところにあることから、土

坑と共存していた可能性がある。遺物が出土しないE形態については、木痕の可能性がある。

(4)古墳時代の遺構

住居桂(第376図、第18表)

H-l号は、 N層面で方形プランを確認し、掘り込みが深く土師器片が出土したため、住居祉として

認識した。平面方形の竪穴式であるが、炉はない。床面では、 D-154号土坑の集石が露出していた。

集石は、 W層内に包含されたいたため、住居祉とは別遺構である。覆土はE層(黒色土)の自然堆積で

ある。遺物は、中期前半の土師器喪片が出土した。



10ｍ０

2I

2J

2K

2L

2M

2N

2O

2P

2Q

2R

2S

455 458457 459 460 462456 461 463 464454453

2H

甕・深鉢

特殊・浅鉢・鉢

不明

壷
１点 ５点

第372図　上人見遺跡（弥生）弥生土器器種別分布図（遺構外）

－ 427 －



1

152 2 4 5

3

6

7

8
1011

12

13 18

19

20

27

28

26

21
22

23

24

46

34

41

43

42

149

29

30

31

33
32

132
133

150

151

148

35

36
37

38 ～ 40

25

14

15

16

17

9

44

48

45
50

54
59

55

60 62

61

67

73

144

74

87

88 89

90

91

92

75

76

79

7778 83

81

95

96
97

98

99

80

100

101

102

103

104

105
106

107

110

147

142

140

146

145

141143

137
135

134

136

139

108

109

6970

63

64

84

85

86

65

66

51

52
56

57 53

49

47
113

114

116
117

118

119

121

130
120

123

122
124

126

125

128
131

127

153

1 号土器棺墓

２号土器棺墓

10ｍ0

2H-453 2H-458 2H-463

2M-453 2M-463

2R-453 2R-458 2R-463

土坑間接合及び土坑グリッド間接合

個体６：D-5+D-6+D-7+2H－460+2N-460

個体 110：D-9+2I-459

個体 127：D-18+2K-456

個体 145：D-36+2P-457

個体 102：D-37+D-83+D-127

個体５：D-44+D-47+D-52+D-63+D-64+D-153+M-2+2O-457+2P-458

個体 117：D-49+D-54+D-56+D-61+2O-459

個体９：D-54+D-62

個体 130：D-54+D-55+D-62+D-65+D-142+2O-459

個体 121：D-54+D-132+D-150+2M-458

個体 37：D-55+D-65

個体 25：D-55+D-86

個体 152：D-55+D-119;2P-459

個体 88 ：D-56+D-61+2P-458

個体３：D-56+D-63+D-79+2P-457

個体 12：D-56+D-60+D-61+2O-457+

個体 150：D-56+D-61

接合

同一個体の関係

土坑・グリッド内接合

個体 89：D-61+D-83+D-84+D-153+2O-458+2P-457

個体 -：D-61+D-63

個体 113：D-62+2O-459

個体 14：D-62+2N-459

個体８：D-62+2P-459

個体 40：D-62+D-D-82

個体 42：D-63+2N-455

個体 114：D-63+2O-457+2P-457-2P-458

個体 149：D-63+D-86+2N-458

個体 13：D-63+D-64

個体 78：D-63+D-132

個体 153：D-64+D-153

個体 122：D-65+D-139

個体 134：D-65+D-86

個体 64：D-76+D-125

個体 46：D-79+2O-456

個体 92 ：D-86+D-92

個体 15：D-86+D-87

個体 96：D-107+2J-458

個体 (93)：D-116+D-130

個体 132：D-136+P-2

個体 135：D-153;2O-457

個体 80：D-153+2P-456

個体４：D-153+2O-457+2P-457

第373図　上人見遺跡（弥生）弥生土器遺構間接合関係図

－ 428 －



1

2
4

7
26

42

14933

32

132133

148

54

60

61

144

74

87

88

91

92

75

79

77 83

81

95

145

135
139

63

85

65

52

57
53

47

119

121 123

125

153

10ｍ0

2I

2J

2K

2L

2M

2N

2O

2P

2Q

2R

2S

455 458457 459 460 462456

457

461 463 464454453

2H

▲

▲

▲

▲

△

△

△ △

△

△△ △ △

■

■

■■

■

■

■

■ ■

■

■

■ ■

■

■ ■■ ■

■

■

□□

□

□

□ □

□

□

□

□

□

□

□

□ □□
□

□

□

□

□ □ □

□

□

□

□

□□

□ □

□

□

□

□□ □

□

+

+

+

+

+

凡例
トーン ( 淡色 )：石器出土土坑

▲：Ａ類石器

△：Ａ類剥片

■：Ｂ類石器

□：Ｂ類剥片

＋：Ｅ類石器

○：礫

第374図　上人見遺跡（弥生）石器分布図

－ 429 －



Ⅱ
b

１
U
-4
40

2A
-4
40

2A
-4
48

１
ト

レ
ン

チ １
ト

レ
ン

チ

２
ト

レ
ン

チ

３
ト

レ
ン

チ

４
ト

レ
ン

チ

４
ト

レ
ン

チ

５
ト

レ
ン

チ

５
ト

レ
ン

チ

３トレンチ

Ⅲ
２

Ⅲ２

Ⅲ
Ⅳ

Ⅴ
Ⅱ

b
Ⅱ

b

Ⅱ
b

Ⅱ
a

Ⅲ

Ⅲ
Ⅳ

Ⅴ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅱ
b

Ⅱ
a１

Ⅱ
a２

Ⅱ
a２

Ⅱ
a２

Ⅱ
a３

ロ
ー

ム

調
査

区
外

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ａ
Ｂ

Ｄ

谷
地

Ⅳ

Ⅴ
Ⅱb

Ⅱb

Ⅱa１ Ⅱa２

Ｃ
275.8m

27
5.
3m

ﾛｰ
ﾑ

Ⅲ
１

Ⅲ１

Ⅲ
１

Ⅲ
２

Ⅳ

Ⅴ

Ｇ

Ｇ

Ｈ

Ｈ

２
ト

レ
ン

チ

Ｅ
Ｆ

27
3.
4m

27
3.
4m

Ⅰ
a

10
ｍ

０

第
37

5図
　

上
人

見
遺

跡
　

谷
地

（
湧

水
地

）
実

測
図

－ 430 －



－ 431 －

土坑(第376図、第45表)

7基確認した。弥生士坑群と重複するが、覆土に土師器を混入するもので区別した。 D-lll、115

号(プランのみ)では、土師器柑や士師台付衰の大形破片が出土した。士坑形状は平面円形が多く、楕

円形は 1基のみである。断面は浅い鍋底形である。 H-lll号は、主軸が東西方向で西側に台付裏上半

部破片、礁が分布していることから墓の可能性もある。他の士坑は、単独で散在している。己れらの士

坑が墓であった場合、弥生時代の墓域が何らかの要因で継承されてきた可能性が考えられる。

(5)古代の遺構

士坑(第376図、第45表)

土坑群の西側で 1基確認した (D-112辱)。平面方形、断面鍋底形である。覆土はロームブロック

が混入した人為的埋め戻し (5層)が認められ、 4層には焼土、炭化物が混入する。遺物が出土しなか

ったため時期は不明であり、覆土の状況から古代とした。
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11 道路状遺構(第377~409図、付図 10)

( 1 )平成20年度調査地点

人見東向原遺跡・人見枝谷津遺跡の調査(第378~384図)

横野台地で最初に道路状遺構が発見されたのは、平成12年度に発掘調査を行った人見大谷津遺跡で

ある。この調査では、低地に向かつて延びる両側側溝をもっ幅約10mの道路が約100m確認された。

本事業範囲に確認された道路が調査対象になる可能性があることから、道路の存在が予想されたが、平

成19年度の冬季調査では遺構の存在を確認できなかった。平成20年度の調査によって平行2本の溝 (M

1、2号)が確認され、道路状遺構の存在が明らかとなった。道路状遺構は、東西方向に延びる台地

を斜めに横切り、途中、低地で寸断した状態でほぼ一直線に約350m検出された。検出状況により、道

路状遺構は調査区外へと延びていると推定される。ただし、西側部分では、撹乱及び土取りによって確

認できない範囲があった。主軸方向は北 50・ 東である。道路幅は側溝の心心距離で9.5~10mを計

る。

道路部分はN層中部まで削平されていたため、道路面の状態(硬化面、整地及び盛り土等)は確認で

きなかった。側溝である 2本の潜は同規格で、幅約40冊、深さ20~30皿である。潜底面では性格不明

の小ピットや段差(凸凹)、掘削の深さが異なる範囲を確認した。 M-2号では、側溝が途中で切れる

部分も確認した。覆土は黒色土を基調とした自然堆積で、底面には土砂の涜れ込み及び水成堆積は認め

られなかった。東側の谷斜面部では、撹乱の影響によって側溝は確認できなかった。道路推定ライン内

の中央では、道路に関係する遺構の一部と推定される浅く窪む硬化面が認められた。この遺構は谷に直

交せず、途中で斜面を斜めに下っているものと推定される。谷部において、道路状遺構の確認を実施し

たととろ、縁辺部において水路、低地部において古代水田祉(浅間B軽石下)が確認されたため、道路

状遺構に関係する遺構は確認できなかった。また、低地部の土壌分析及び堆積状況により、台地崖際及

び斜面部においては、側溝はもたず、低地面での整地は行われなかった可能性が高く、道路は一旦、谷

(低地)で途切れている。東向原地区では、台地端で切り遇し状となって低地へと続く地形を確認した。

道路状遺構からは、覆土中に古墳時代の土器が混入していたが、遺構に伴う遺物はない。

確認された道路状遺構は、側溝をもち直線である己と、道路幅が10mに及ぶ規模をもっといった遺

構の特徴と推定東山道駅路へ斜めに向かっている己と、古代甘楽郡の貫前神社へと向かっていること等

の地理的特徴から、東山道駅路から分かれる郡と郡とを結ぶ「伝路」であった可能性が考えられる。

確認された谷地部の水田と道路状遺構の延長線との関係では、浅間B軽石を含む土壌の堆積状態によ

り、道路状遺構は、 12世紀初頭には廃絶された可能性がある。

(2)平成21年度調査地点

人見枝谷津遺跡D区の調査(第385~392図〕

道路状遺構は、第3工区で確認した続きを調査した。途中、撹乱や削平によって確認できない範囲が

あったが、約300皿にわたって確認した。遺構規模については、前回の調査と同規模で、両側に側溝を

もち、一直線となるもので、側溝の心心距離は約10mである。主軸方向は北-50・一束である。南東

部分は、近世の耕作溝(芋穴)、耕作により道路面の削平が及んでいたが、中央部分の斜面では、浅間
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B軽石に覆われた道路面の一部を確認した。との面では、自然層の表面が硬化した範囲と凸凹した範囲

が認められた。凸凹面については、植物の痕跡の可能性もあり、道路面に関係するかは不明である。ま

た、道路内側と外側(側溝外側の縁)では、僅かな高低差があり、側溝内側が地面よりやや低くなって

いたととが判明した。

道路面は縦断が地形に沿って北傾斜しており、 M-2号が高い位置にある。側溝の底面も部分的に深

さが異なる。道路の側溝は、緩くジグザグ状に見え、部分的な繋ぎ目も認められる。掘削の割り当てが

存在していた可能性がある。北西部分では、途中、潜が切れている部分 (M-2号)もある。また、 M

-2号潜の溝と潜の聞では、溝のライン上にのる深いピットが検出された。 M-1号の北側では、 E層

下部の道路面に近い位置で、地面が被熱した範囲を確認したが、道路状遺構との関連性を示す証拠は確

認できなかった。

道路状遺構と重複する遺構は、古墳時代の竪穴状遺構 (T-5号)、古代のM-20号、中世以降の溝

群(道路状硬化面範囲を含む)である。

(3)平成22年度調査地点

人見枝谷棒遺跡E 区・人見束中原遺跡の調査(第392~398図)

遺構は、人見枝谷海遺跡D区(第4工区分)から続く西側部分で約100皿、低地を挟んだ人見束中原

遺跡の台地斜面部分で約150mを確認した。低地部分については、現地表から約 1皿下浅間B軽石層に

覆われた沼地と水路を確認したが、道路延長線では、遺構は発見できなかった。地形の状況から、低地

の両側の台地は、今より内側に張り出していた可能性があり、低地を渡る部分を短くするために、その

最短距離まで、道路状遺構が延びていた可能性が考えられる。

道路状遺構は、今まで確認されてきたものと同規格のもので、側溝間 (Mー 1、2号)の心心距離は、

約10mである。道路面についても、構築面は確認できず、一部で浅間B軽石を含む黒色土に覆われた

やや硬質部分のみを確認した。また、地形を無視して人見枝谷津遺跡部分(全範囲)では、主軸方向が

北 50・ 西で、低地を挟んだ人見束中原遺跡部分では、北 56。 西となり、方向がやや西へ傾く

己とが判明した。この傾きを維持して、平成22年度に調査を実施した人見三本松遺跡で発見された道

路状遺構へとつながっている。道路状遺構に関連する遺物は、全く出土しなかった。

(4)平成22・23年度調査地点

人見西中原遺跡の調査(第398~409図)

人見西中原遺跡では、人見東中原遺跡(第5工区分)の続きから県道までの範囲で約460m確認した。

遺構は、東西方向に延びる台地南斜面に沿って南へ傾いて一直線に走向する。道路縦断面では、東から

西へと傾斜が上がり、調査区中央部分 (3区付近)で平坦となり、徐々に西へと傾斜している。本遺跡

の道路状遺構は、これまで確認されてきた遺構と同様、両側側溝は平行し、道路が幅約10mでほぼ一

直線で、主軸もこれまでの遺構とほぼ一致する (N-56・-W)o 3区付近では、道路側溝及び道路面

が浅間B軽石に覆われた範囲を確認した。道路面の浅間B軽石を除去したところ、 E層(黒色土)の平

坦面を確認したが、道路構築に伴う遺構は認められなかった。ただし、部分的に凹凸面を確認したが、

自然的要因(植物痕、動物の巣穴等)もあり、今のと己ろ性格は不明である。今回の調査では、硬化面
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は確認できなかった。とれらによって、道路面は地面を削平によって平坦に整えるのみであった可能性

がある。

本遺跡では、以下の道路の特徴がみられた。

1.道路内側から徐々に浅く傾斜し、溝部分で屈曲して深くなる。外側も内側同様、浅く聞く。

2.側溝を境にして内側が高く、外側が低くなる。内側は、中央が高く、マウンド状となる。

3.溝底面の高さ及び勾配は一定ではなく、高低差がある。また、通常の溝掘削とは異なる方法とし

て、溝掘削後に底部をロームブロックが混入する土で埋め戻し、底面の高さを調整する方法あるい

は底部を土坑状あるいは潜状に掘削して連結させる方法等が認められた。

4.横断面では、両側側溝の底面高さの状況から、道路が南に傾斜していることが認められた。

5.覆土は、ほぽ全域で人為的掘り返しは認められず、 E層(黒色土)の自然堆積を基本とする。 3

区M-2号潜覆土上部では、意図的に破砕されたB世紀初頭の土師器喪が出土した。これにより、

B世紀には、潜の大部分が埋没していたことになる。また、道路と交差するM-4号からも同時期

の土器が出土した。

6. 4区では、道路状遺構と漕 (M-4号〕の交差が認められた。溝は、道路構築によって道路部分

が埋め戻され、両側側溝が漕と直結して掘削されている。両遺構とも同時期の遺構と考えられる。

7.両側の側溝形状は、非対称であることが多く、側溝自体が所有途切れている範囲が認められた。

本遺跡の調査では、以上の点が明らかとなり、これまでの人見枝谷棒遺跡等調査成果に加え、道路

側溝と道路面の構造を具体化させることができた。

(5) M一1・2号溝

人見東向原遺跡(第378・379図)

M-1号とM-2号との心心距離は約8.5mである。両側溝の上幅は、確認面で60-90岨と幅がある

が、土層堆積が安定した範囲(1区東壁及びH-32号)では、当時の幅が120岨程度であったことを

確認した。斜面部は、低地に向かいってMー1号が外側に聞き、両溝との心心距離が約10mとなる。

低地に面する斜面(崖)は、人為的掘削によって切り遇し状となり、緩く傾斜して低地に接続する。両

側溝は、斜面の落ち際で止まる。

人見枝谷津遺跡(第380-394図)

低地から台地に差しかかる部分では、低地から一直線に上がるのでは無く、斜面に直交し、低地付近

で東に折れる浅い溝を確認した。 N層を掘り込んで、底面はE層に覆われ硬化している。底面は凸凹し

ている。低地部分では、直接、道路状遺構を確認することはできなかったため、この部分を確認状況か

ら道路状遺構の一部と判断した。 M-1辱とM-2号潜との心心距離は確認面の深さによるが約8.5-

1.0mである。台地斜面の途中(第381図)から側溝が開始し、両側溝の間隔は一定の距離で維持され

ているが、途中で途切れる範囲を確認した (A区M-2号9区付近等)， D区M-2号2区付近では、

溝が確認されず、もともと存在しなかった可能性がある。また、 D区M-2号 1区付近では、途切れた

溝の延長線上に等間隔に並ぶ浅いピットと極端に深いピットを確認した。これにより、両側溝が必ずし

も対称とならないことを確認した。 E区斜面部では、削平による地形改変のため遺構の状態は確認でき

なかった。 D区5区の斜面部では、道路面が浅間B軽石に覆われている硬化及び凹凸面を確認した。道
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路面が確認できる範囲では、凹凸面が確認できたが、道路面構築に伴う盛土等は認められなかった。と

れにより、道路面は地ならし程度であったと考えられる。

人見東中原遺跡(第395-397図)

低地部については、確認調査を行ったが遺構は確認できなかった。側溝は、低地に向かつて緩やかに

傾斜する台地の落ち際で確認した。斜面では、浅間B軽石層下の地面(s1層)を確認したが、側溝等の

道路に関係する遺構は、確認できなかった。 M-1号とM-2号との心心距離は、 9.5-lOmである。

両側溝の高低差(底面の高さ)が50叩以上あり、南への傾斜が著しい。

人見西中原遺跡(第398-409図)

両側溝と道路面の遺存状態が最も良好で、当時の状況を確認することができた (3-7区)0Mー1

号とM-2号の心心距離は、 9.5-10.5mであり、本遺跡が最も幅が広い。道路面中央から掘り込まれ、

側溝の断面形状は、溝内外側が浅く傾斜する。側溝の上幅は、浅い部分が3-4.5m、溝部分が1.4-1.

7皿である。道路面の断面は、湾曲する。側溝の外側は道路面より低く、闘いている。側溝の構造は、

古代の溝に類似しており、構築方法に共通性が認められる。側溝の覆土は、 E層(黒色土)の涜れ込み

による自然堆積が主体であり、底面近くでは、 E層に側溝壁面の土 (N層)が崩れて溶け込んだ状態(暗

褐色)となる部分が一部で認められれた。士層の堆積は、士層区分が明確になるような堆積は認められ

ず、均一で単純な堆積状況となっている点で、他の遺跡でみられる溝や道路側溝覆土との共通性がある。

M-2号3区の覆士上部では、土師器費破片 (Nu1 )が集中して出土した。破片の状況から、側溝が

埋没してから廃棄されたと考えられる。 4区では、道路部分に係るM-4号に対しての埋め戻しを確認

した。埋め戻し部分は、陥没を防ぐため、硬くかためられている。 M-4号が完全には埋めきらない状

態であるため、両側溝の外側は、埋没途中の面を上場としている。なお、両側溝の底面は、素掘のまま

と掘削後に底面を整えるための埋め戻しが施される(掘り方をもっ)といった2つの形態が認められた。

埋め戻し士は、黒色士にロームブロックが混入する。また、底面形態は、平坦となる構造が主体である

が、 M-2号の一部で溝あるいはピットが連結する構造 (1士坑連結式J)を確認した (5-7区他)。

道路面が、浅間B軽石で覆われた範囲を確認し、との部分大してジョレン、移植ゴテ等で人力で掘り下

げて精査した結果、駅路等でみられる「波板状凹凸面」、版築、盛土等の基礎工事の痕跡は認められな

かった。 2本の側溝掘削後には、 E層面を部分的に削平し、平坦にならす程度の工事が施され、そのま

ま道路面として使用していた可能性が考えられる。また、道路面の一部では、硬化面と凹凸面が確認で

きいたが、人為的あるいは自然現象(地面露出、植物痕等)であるかを判断することはできなかった。

側溝掘削時の排土は、道路面にならされたとはいえ、土層断面では、 E層内の堆積に乱れがない己とか

ら、道路外側または別の場所に搬出されたものと恩われる。
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12 古代大溝(第41O~433図、付図 11) 

( 1 )平成21年度調査地点

人見向原遺跡A区(第410~418図、第33表)

人見向原遺跡では、南側台地縁辺部 (A区)で、富岡市との境界に沿って一直線に延びる大規模な溝

が検出された〔富岡市では下高田原N遺跡)。この遺構は、中野谷地区で確認された続きで、平成19・

20年度の富岡市調査地点(下高田上原遺跡)で発見された潜と同一遺構で、今回の調査では、 400m

以上にわたって確認した。また、己の溝は、中部地区で発見された上高田熊野上遺跡(富岡市調査分)

の潜につながるものと予想され、未調査分を含めると3.5km以上に及ぶことが判明した。谷部分の溝は、

一部調査区外となってしまったが、途切れることなく、傾斜に沿って延びていると推定される。溝の規

格(確認面)は、幅4~5m、深さ1.6mで、底面が平坦となる断面箱堀状である。溝には、間隔をも

って掘削の割り当て範囲が確認できる繋ぎ目も確認できた。溝覆土中位には、浅間B軽石がレンズ状に

堆積し、その下位は、 E層(黒褐色土)の涜れ込みが確認でき、さらにその下位では、掘削土の涜れ込

みによるローム混入土が部分的に認められた。遺物は、 5区で須恵器杯 (9世紀代3、15区で土師質土

器 (10世紀後半)、土師器費片が出土した。溝の内外の潜の確認面は、 IIa J冒またはIIb層に覆われて

おり、 E層との層理面で掘削時の排士跡あるいは盛土跡となるロームの付着等は確認できる範囲は、ほ

とんど認められなかった。

溝の掘削時期の下限については、今のところ特定できる証拠は得られていないが、富岡市の調査成果

から、遅くとも日世紀前半には存在していた可能性が考えられる。溝の上限時期は、浅間B軽石の堆積

状況と出土遺物によって、 12世紀においても、完全には埋没していない状態を確認した。その後は、

徐々に自然堆積によって埋没している。道路状遺構は、との溝の内側に存在しているととから、時期、

遺構の性格に両者の関連性が考えられる。

(2)平成22年度調査地点

人見西向原遺跡A区(第482~426図、第33表)

人見向原遺跡で確認された溝の続きを確認した。富岡市との境界に沿って一直線に延びる大規模な漕

を確認した(富岡市では上高田筑前上遺跡)。この遺構は、これまでに安中市及び富岡市で調査を継続

しているものと同一である。今回の調査では、約280mを確認し、約200m(富岡市と分担調査)を調

査した。溝の規格(確認面を基準)は、幅4~5m、深さ1.6mで、底面が平坦となる断面箱堀状で、

部分的に中央が浅く溝状となる範囲が認められたある。溝覆土中位には、浅間B軽石がレンズ状に堆積

し、その下位は、 E層(黒褐色士)の涜れ込みが確認でき、さらにその下位では、掘削士の涜れ込みに

よるローム混入士が部分的に認められた。なお、掘削時における排士痕跡は認められなかった。遺物は、

12区で覆士 IIb層下より、須恵器亦 (9世紀後半~10世紀初頭)が出土した。土橋は、 8 ・ 9 区で確

認した。大溝掘削後、ローム混入土等で埋め戻して地面と同じ高さまで版築状に固め、幅 1mの平坦な

遇路を構築している。縦断面は、台形状となる。通路部分は硬化している。土橋は、上面から広範囲に

浅間B軽石で覆われており、掘削段階から長期間使用されていたものと推定され、溝中位付近の覆土上

面に硬化面が認められることから、大溝埋没途中で使用されたものと推定される。
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(3)平成23年度調査地点

人見西向原遺跡B区(第427-433図、第33表〕

平成23年度は、人見西向原遺跡A区の西側としたB区 (20-45区)について発掘調査を実施した。

なお、 30-35区、 38-43区については、富岡市の調査区(上高田筑前上遺跡、上高田稲葉上遺跡)で

ある。

これまでの断面形状は、 21区から、北側の法面は途中から外側へ屈曲、南側の法面は、そのまま傾

斜し、断面非対称となる。潜の上場は北側(内側)が高く、南側(外側)が低い。底面には無数のピッ

トが確認されたが、 22区、 24区では、深いピットが集中していることから、杭状の遺構が存在した可

能性が考えられる。溝覆土は、覆土上部から底面までローム混入土が涜れ込んでいる。土層の堆積は、

溝の両側からの三角堆積で、混入物の異なる土層が細かく堆積している。浅間B軽石層下は、黒色土 (III

層)の自然堆積となり、ローム混入土との時間差が存在する。土層堆積の観察のため、 36・37区では

土層別に調査を行った。また、 44・45区では覆土の縦断図を作成した。北側法面B層中から鉄織が水

平に出土し、 B下面からピットの掘り込みが確認された。これにより、溝が中位まで埋没してからも、

使用されていた可能性がある。遺物はC層からD層下部までレベル差をもって出土した。 D層中位に硬

化面があることから、一時的に溝の底面であったものと考えられる。同時期の遺物が層位を超えて出土

していることから、短期に埋没した可能性がある。乙の範囲は人為的に埋め戻された可能性がある。な

お、溝の外側(脇)では、掘削による盛土状の排土痕跡は認められなかった。

遺物は、 10世紀後半から11世紀初頭の遺物が出土した。 21区の日層から 9世紀代の鉄斧が出土した。

遺構と遺物の年代がほぼ一致し、 9世紀以降、溝が埋没し始めた証拠が得られた。

20区では、覆土中位から炭化物が検出された。 23区底面では精査中に旧石器時代の礁が出土した。

(4)富岡市調査区

人見向原遺跡・人見西向原遺跡周辺

安中市側で調査をした大溝 (M-1号)は、富岡市側においても調査を実施している。富岡市調査区

では、 11号溝」として、下高田上原遺跡で市境に沿って約850m確認されている(平成19、20年度調

査、平成22年度報告「松義東部地区遺跡群 1J)o 8世紀初頭の住居祉がこの溝により切られている。

大溝の南側に8世紀代を主体とした集落が存在し、住居堆から鉄製鎖(馬具)が出土した。なお、 I、

J区は人見向原遺跡A区の 1区に相当する(平成21、22年度調査、平成22、23年度報告「松義東部地

区遺跡群 I・IIJ)。下高田原町遺跡の調査区は、人見向原遺跡A区の11-14区(約65m)に相当する

(平成21年度調査、平成22年度報告「松義東部地区遺跡群 1J)。ととでは、大溝口号潜)の南側に

並行して、浅間B軽石降灰以降に掘削された切り通し状の 12号溝J(道路状遺構)が確認されている。

底面には、硬化面が数カ所認められ、連続状士坑(ピット)と枕木状の凹みが存在する。また、近世と

推定される両側側溝をもっ道路状遺構が確認されている。大溝は、東側谷に向かって大きく聞き、市側

の10区に繋がるものと推定される。上高田筑前上遺跡のB-D区は、人見西向原遺跡A区の2、3区

(B区)、 11区 (C区)、 15区 (D区)に相当する(平成22年度調査、平成23年度報告「松義東部地区

遺跡群IIJ)。上高田稲葉上遺跡の調査区は、人見西向原遺跡B区の30-35区、 38-43区が相当する(平

成23、24年度調査)。なお、富岡市調査区では、土橋は確認されなかった。
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(5) M-l号潜

溝の構造について

溝の確認は、 E層上面で浅間B軽石層が筋状に堆積する範囲によって可能であった。溝の形状は、設

計上の規格である形態Aが主体である。また、断面非対称となる溝内側上部が外に開く形態Cの範囲が

認められた。底面は、中央が溝状となるA形態を基本とする。潜の立地がやや南傾斜だが、浅間B軽石

及びその下層の堆積は一方に偏ることなく、中心が窪むレンズ状堆積である。潜覆土の堆積状況は、底

面付近から壁崩落土と涜れ込みによる自然堆積あるいは人為的埋め戻しによるローム混土層、 E層自然

堆積、浅間B軽石層、 IIa層自然堆積(部分的に硬化面確認)の順である。溝底面は、中央部が漕状と

なるが、埋め戻しによって底面が平坦に整地されている(人見向原遺跡23区付近等)。部分的には、ロ

ーム混土層とE層自然定積層との層理面が不整合のところもあり、人為的埋め戻し、あるいは漕底面に

涜入した土砂の掘り返し(メンテナンス跡)が確認された(覆土状態Aから Bへの堆積)。

溝の内外では、 E層上部に浅間B軽石が堆積し、所有に幅50皿程の硬化面 (IIa層)が確認された

が、 E層面で掘削による排土(ローム混入土等)の堆積(盛土)は認められなかった。盛土の存在は現

時点では不明である。 1a層が薄いため、 E層まで削平された可能性があるが、他の地区、遺跡で士層

堆積状況が良い場合でも、はっきりとした痕跡は確認されていない。

溝の性格について

Mー1号潜は、中野谷地区の向原皿遺跡付近から、真光寺原遺跡、西向原遺跡、下高田原遺跡群(旧

妙義町)、下高田上原遺跡等で発見された遺構と同ーのものであり、安中市と富岡市の境界に沿って、

中部地区を通過してさらに妙義山裾に近い西部地区へと延びていることが確認された(平成25年度段

階の確認)。これにより、東西距離が7km以上にわたって連続し、南北方向の区画が存在する遺構であ

ることが判明した。南北方向の潜は、東では向原E遺跡、上宿南遺跡、砂押遺跡(南北1.3km以上〕、西

では、上西原遺跡(南北400m以上)の2か所で確認され、いずれも南側の溝 (M-j号〕と近接もし

くは合読する。また、台地の北側縁辺に沿う潜が、中野谷地区の向山遺跡、原遺跡、西横野地区の人見

坂ノ上遺跡、人見三本松遺跡まで確認されている。低地から崖へと抜ける溝は、中野野地区の上北原遺

跡で確認されている。己れらの潜は、規模規格が同一で、全ての地域において連続することから、「区

画」を意識した遺構と推定される。東にある南北区画が中心軸となって、上宿南遺跡付近から東へ分岐

する溝によって、東側にも別の区画エリアが存在する。東区画の最終点は、現在のところ注連引原E遺

跡まで確認されている。この区画内には、さらに低地を取り込んだ方形区画が存在する。

以上、 M-j号を含む同規模同規格の漕は、横野台地の最も幅のある半月状の平坦地を対象とした台

地全体を区画するための遺構と考えられる。これまでの調査では、この遺構を「牧」に関連する区画施

設として位置づけてきた。今回調査した南側の溝は、現在の市境界に沿って意図的に一直線となるよう

に掘削されている。また、北側の溝の一部を含め、平坦地は狭く、台地の縁辺部(崖端)に沿っており、

潜を掘削せずとも自然の要害として柵などで十分区画は可能な場所にある。牧の区画以外に別の機能・

用途を意図して掘削された可能性も含めて考える必要があろう。

区画溝の年代については、人見三本松遺跡において道路状遺構との切り合い関係、下高田上原遺跡に

おける 8世紀初頭の住居祉との切り合い関係により、 8世紀前半(第2四半期)には開始したものと推

定される。
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a

Ⅱ
b

Ⅱ
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＝
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１
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黒
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１
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東
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調

し
ま
り
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考

Ｒ
Ｐ

Ｒ
Ｂ

Ｙ
Ｐ

炭
Ｍ
－
１
　
2
8
区
西
壁

1
黒
褐
色
土
層
1
0
Y
R

○
○

×
×

※
2

暗
褐
色
土
層
1
0
Y
R

１
＜
２

○
○

※
×

※
3

暗
褐
色
土
層
1
0
Y
R

１
＜
３

○
○

※
×

※
4

黒
褐
色
土
層
1
0
Y
R

４
＜
３

○
○

×
×

※
5

暗
褐
色
土
層
1
0
Y
R

４
＜
５

○
○

※
×

△
6

褐
色
土
層
1
0
Y
R

５
＜
６

○
○

△
×

△
7

暗
褐
色
土
層
1
0
Y
R

７
＜
６

○
○

※
×

※
8

褐
色
土
層
1
0
Y
R

７
＜
８

○
○

△
※

△
9

黄
褐
色
土
層
1
0
Y
R

８
＜
９

◎
◎

○
※

○
上
面
硬
化

Ｍ
－
１
　
2
8
区
　
ピ
ッ
ト

1
0

黄
褐
色
土
層
1
0
Y
R

1
0
＜
９

○
◎

○
×

※
Ｍ
－
１
　
2
8
.
2
9
区
土
橋

1
黒
褐
色
土
層
1
0
Y
R

◎
○

×
×

×
硬
化

2
黒
褐
色
土
層
1
0
Y
R

２
＜
１

◎
○

×
×

×
硬
化

3
黒
褐
色
土
層
1
0
Y
R

２
＜
３

◎
○

×
×

※
4

暗
褐
色
土
層
1
0
Y
R

３
＜
４

○
○

※
×

※
5

暗
褐
色
土
層
1
0
Y
R

５
＜
４

○
○

※
×

※
※

6
褐
色
土
層
1
0
Y
R

５
＜
６

○
○

△
※

△
7

褐
色
土
層
1
0
Y
R

４
＜
７

○
○

△
※

△
8

黄
褐
色
土
層
1
0
Y
R

７
＜
８

○
◎

○
△

○
一
部
硬
化

Ｍ
－
１
　
2
8
.
2
9
区
土
橋
2

①
暗
茶

褐
色
土
層
1
0
Y
R

４
＜
①

◎
○

※
×

※
硬
化

②
暗
褐
色
土
層
1
0
Y
R

②
＜
①

◎
○

×
×

※
硬
化

Ｍ
－
１
　
3
0
区
西
壁

1
暗
褐
色
土
層
1
0
Y
R

○
○

※
×

※
2

褐
色
土
層
1
0
Y
R

１
＜
２

○
○

×
×

×
3

褐
色
土
層
1
0
Y
R

３
＜
２

○
○

△
×

△
4

黒
褐
色
土
層
1
0
Y
R

４
＜
３

○
○

※
×

※
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褐
色
土
層
1
0
Y
R

４
＜
５

○
○

△
×

※
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褐
色
土
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1
0
Y
R

２
＜
６

○
○

△
×

△
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褐
色
土
層
1
0
Y
R

７
＜
６

○
○
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×
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暗
褐
色
土
層
1
0
Y
R

４
＜
８

○
○

※
×

※
△
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褐
色
土
層
1
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Y
R

８
＜
９

○
○

△
※

△
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0
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土
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R

９
＜
1
0

○
◎

◎
※

◎
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物
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Ｐ
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Ｂ

Ｙ
Ｐ

炭

Ｍ
－
１
　
3
6
・
3
7
区
東
壁

1
黒
褐
色
土
層
1
0
Y
R

○
○

×
×

※
2

褐
色
土
層
1
0
Y
R

１
＜
２

○
○

△
×

△
※

埋
戻
し

3
暗
褐
色
土
層
1
0
Y
R

３
＜
２

○
○

※
×

※
4

暗
褐
色
土
層
1
0
Y
R

３
＜
４

○
○

※
×

※
5

褐
色
土
層
1
0
Y
R

２
＜
５

○
○

△
×

○
6

黄
褐
色
土
層
1
0
Y
R

５
＜
６

○
◎

○
×

△
7

暗
褐
色
土
層
1
0
Y
R

４
＜
７

○
○

※
×

※
8

褐
色
土
層
1
0
Y
R

２
＜
８

○
○

△
×

△
9

黄
褐
色
土
層
1
0
Y
R

９
＜
６

○
◎

◎
※

○
埋
戻
し

1
0

黄
褐
色
土
層
1
0
Y
R

1
0
＜
９

○
◎

○
※

○
ピ
ッ
ト
埋
戻
し

Ｍ
－
１
　
3
6
.
3
7
区
境
界
東
壁

1
黒
褐
色
土
層
1
0
Y
R

○
○

×
×

※
2

黒
褐
色
土
層
1
0
Y
R

１
＜
２

○
○

×
×

※
3

黒
褐
色
土
層
1
0
Y
R

２
＜
３

○
○

※
×

※
4

暗
褐
色
土
層
1
0
Y
R

２
＜
４

○
○

※
×

※
5

暗
褐
色
土
層
1
0
Y
R

３
＜
５

○
○

※
×

△
6

褐
色
土
層
1
0
Y
R

４
＜
６

○
○

△
×

△
7

褐
色
土
層
1
0
Y
R

７
＜
６

○
○

△
×

※
8

暗
褐
色
土
層
1
0
Y
R

８
＜
６

○
○

△
×

※
△

9
褐
色
土
層
1
0
Y
R

８
＜
９

○
○

△
×

△
※

1
0

褐
色

土
層
1
0
Y
R

５
＜

1
0

○
○

△
×

△
※

1
1

黄
褐
色
土
層
1
0
Y
R

1
0
＜
1
1

○
◎

○
△

○
埋
土

Ｍ
－
１
　
3
7
区
西
壁
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褐
色
土
層
1
0
Y
R

○
○

×
×

※
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黒
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色
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Y
R

１
＜
２

○
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×
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色
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R

２
＜
３
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＜
３
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＜
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＜
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○
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土
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R
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＜
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○
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×
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色
土
層
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0
Y
R

７
＜
８

○
○

△
×

△
埋
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的

9
褐
色
土
層
1
0
Y
R

８
＜
９

○
○

△
×

△
埋
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的

1
0

黄
褐
色
土
層
1
0
Y
R

９
＜
1
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○
※
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－
１
　
3
7
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ﾀ
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○
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※
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層
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Y
R

○
○

※
※
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色
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Y
R

○
○

△
×

※
※
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土
層
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0
Y
R

○
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○
△

△
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Ｒ
Ｐ

Ｒ
Ｂ

Ｙ
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Ｍ
－
１
　
4
4
区
南
壁

A
黒
褐
色
土
層
1
0
Y
R

○
○

×
×

※
A
s
-
B
下
の
覆
土

B
暗
褐
色
土
層
1
0
Y
R

Ａ
＜
Ｂ

○
○

※
×

※
遺
物
包
含
層

C
褐
色
土
層
1
0
Y
R

Ｂ
＜
Ｃ

○
○

△
×

※
遺
物
包
含
層

D
黄
褐
色
土
層
1
0
Y
R

Ｃ
＜
Ｄ

◎
◎

◎
※

○
埋
土

Ｍ
－
１
　
4
4
区
東
壁

1
暗
褐
色
土
層
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0
Y
R

○
○

※
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※
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黒
褐
色
土
層
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Y
R

２
＜
１

○
○

×
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※
△

3
暗
褐
色
土
層
1
0
Y
R

２
＜
３

○
○

※
×

※
4

褐
色
土
層
1
0
Y
R

３
＜
４

○
○

△
×

△
5

暗
褐
色
土
層
1
0
Y
R

５
＜
４

○
○

※
×

※
6

１
＜
６

○
○

△
×

△
7

黄
褐
色
土
層
1
0
Y
R

６
＜
７

○
○

△
×

○
8

黄
褐
色
土
層
1
0
Y
R

８
＜
７

○
○

△
×

※
9

黄
褐
色
土
層
1
0
Y
R

７
＜
９

○
◎

○
※

○
1
0

黄
褐
色
土
層
1
0
Y
R

４
＜
1
0

○
◎

◎
※

○
Ｍ
－
１
　
4
5
区
西
壁
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黒
褐
色
土
層
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0
Y
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○
○
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※
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暗
褐
色
土
層
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0
Y
R

１
＜
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○
○
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×
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3
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色
土
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0
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R
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＜
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○
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色
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R

３
＜
４
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○
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5
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R
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＜
５
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○
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×
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Y
R

５
＜
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第５表　人見東原Ⅱ遺跡　縄文時代住居観察表
（単位：ｍ）

住居名 平面形態
規模

壁溝 主軸方向 主柱穴
炉址

形態 時期 所見
長軸 短軸 深さ 位置 構造

Ｊ－１ 楕円形 4.7 4.1 0.51 部分 Ｎ-12°-Ｗ 4 ～ 6 中央 埋設土器 Ａ１ 加曽利EⅢ
覆土中で石皿が直立し、下から磨石
が出土。床面貼床状の硬化面。拡張
4回。

Ｊ－２ 円形？ (6.2) （6.2) 0 × Ｎ-15°-Ｗ 外周 中央 石囲(石棒) Ｄ１ 加曽利EⅢ 埋設土器２（正位）。Ｄ－35は炉の
堀方。

Ｊ－３ 楕円形 6.5 5.1 0.08 × Ｎ-18°-Ｗ 不明 × × Ｂ２ 中期後半 竪穴状遺構。

Ｊ－４ 円形 5.3 5.1 0.15 × Ｎ-10°-Ｅ 不規則 北寄り 地床炉(礫抜取) Ｂ２ 加曽利EⅢ 床面に埋設土器２と覆土中に埋設土
器２。

Ｊ－５ 円形 4.8 4.8 0.24 × Ｎ-8°-Ｗ 4 中央 埋設土器 Ａ２ 加曽利EⅢ 埋設土器２。Ｕ－２内から石製品出
土。

Ｊ－６ 楕円形 (5.0) (4.0) 0.08 × 不明 不明 東寄り 埋設土器 Ｅ 加曽利EⅢ 土坑が重複（土坑群の一部の可能
性）。埋設土器２。竪穴状。

Ｊ－７ 円形 (5.4) (5.4) 0.21 × Ｎ-62°-Ｗ 3か 西寄り 石囲(抜取)+炉
堀方に土器 Ａ２ 加曽利EⅢ Ｕ－1上面から黒曜石原石出土。3本

柱か。北側に多孔石と石皿。

Ｊ－８ 隅丸方形 5.6 6.8(5.6) 0.4
ほぼ全

周。北東
で切れる

Ｎ-12°-Ｅ 4 中央 地床炉+枕石 Ａ１ 加曽利EⅢ
北東側に張出部(3.0×1.4)。南側周
溝内に埋設土器。壁際に礫分布。黒
曜石製石鏃遺物廃棄。

Ｊ－９ 円形 5.5 5.2 0.6 全周 Ｎ-16°-Ｅ
Ｎ-14°-Ｗ 4(2回) 中央 地床炉+枕石

(石皿) 南 加曽利EⅢ 覆土中に逆位の埋設土器（逆位）と
集石。１回拡張。

第６表　人見枝谷津遺跡　縄文時代住居観察表
（単位：ｍ）

住居名 平面形態
規模

壁溝 主軸方向 主柱穴
炉址

形態 時期 所見
長軸 短軸 深さ 位置 構造

Ｊ－１ 円形 4.0 3.7 0.2 × Ｎ-7°-Ｗ 4 無し Ｂ２ 加曽利EⅢ
Ｊ－２ 円形 5.0 4.7 0.15 × Ｎ-10°-Ｗ 4 中央 石囲+埋設土器 Ｂ１ 加曽利EⅢ
Ｊ－３ 楕円形 3.8 3.5 0.1 一部 Ｎ-20°-Ｅ 4 中央 地床+扁平大礫 Ａ１ 加曽利EⅢ 炉内に礫・土器廃棄。
Ｊ－４ 円形 3.3 3.1 0.6 × Ｎ-10°-Ｅ 4 中央北 集石土坑状 Ａ２ 加曽利EⅢ 炉内の礫は被熱あり。小形住居。
Ｊ－５ 円形 6.0 5.7 0.1 一部 Ｎ-97°-Ｗ 5 中央 石囲(部分) Ｂ１ 加曽利EⅢ 床面に礫分布。
Ｊ－６ 楕円形 5.5 4.9 0.6 × Ｎ-4°-Ｅ 4 中央 地床(礫抜取） Ａ２ 加曽利EⅢ

Ｊ－７ 楕円形 3.8 3.2 0.15 × Ｎ-52°-Ｅ 不明 不明 Ｃ２ 加曽利EⅢ 中央に敷石と埋設土器、外側に浅い
ピット分布(柱穴か)。

Ｊ－８ 隅丸方形 5.7 5.6 0.5 全周 Ｎ-126°-Ｗ 4 中央 石囲(大礫)＋
土器廃棄 Ａ１ 加曽利EⅢ 床面と壁溝に埋設土器。14区の覆土

中から土器出土。

Ｊ－９ 楕円形 5.6 4.8 0.3 × Ｎ-22°-Ｗ 4か 不明 Ｂ２ 加曽利EⅢ 床中央に粘土、竪穴状遺構か。

Ｊ－10 円形 5.4 5.3 0.2 × Ｎ-0°-Ｗ 不明 不明 Ｂ２ 加曽利EⅢ 土坑群重複。竪穴状遺構か。

Ｊ－11 不明 5.6 5.6 × × 不明 ○ 不明 Ｃ２ 加曽利EⅢ 部分敷石で柱穴不規則。埋設土器２
（U-5内下部から礫出土）。

Ｊ－12 円形 4.9 4.8 0.3 × Ｎ-128°-Ｗ 4 中央西 地床 Ａ２ 加曽利EⅢ 大礫6点が床面に分布。

Ｊ－13 楕円形 5.7 4.3 0.3 全周 Ｎ-4°-Ｅ 4 中央 石囲+礫床
(小礫) Ａ１ 加曽利EⅢ 14区の住居覆土内で礫に覆われた埋

設土器出土。床面に礫分布。

Ｊ－14 円形 4.8 4.6 0.2 × Ｎ-9°-Ｅ 5 中央 埋設土器 Ｂ１ 加曽利EⅢ 床面に礫分布。

第７表　人見東向原遺跡　縄文時代住居観察表
（単位：ｍ）

住居名 平面形態
規模

壁溝 主軸方向 主柱穴
炉址

形態 時期 所見
長軸 短軸 深さ 位置 構造

Ｊ－１ 楕円形 7.4 6.4 0.5 × Ｎ-5°-Ｅ 5 中央 地床 Ａ２ 加曽利EⅢ 床面に埋設土器２(逆位)。入口は北
か。Ｈ－26号住と重複。

Ｊ－２ 楕円形 6.2 (5.2) 0.2 × Ｎ-11°-Ｗ 不明 不明 Ｃ２ 加曽利EⅢ
床面で３か所、壁面で１か所の埋設
土器。U-3上面で磨斧関連遺物（磨斧、
石核、砥石）、礫出土。

第８表　人見向原遺跡　縄文時代住居観察表
（単位：ｍ）

住居名 平面形態
規模

壁溝 主軸方向 主柱穴
炉址

形態 時期 所見
長軸 短軸 深さ 位置 構造

Ｊ－１ 隅丸方形 4.2 4.0 0.4 全周 真北 4 中央北 地床 Ａ１ 諸礒b 単独で分布。床面に大形石皿と大形
礫。

第９表　人見東中原遺跡　縄文時代住居観察表
（単位：ｍ）

住居名 平面形態
規模

壁溝 主軸方向 主柱穴
炉址

形態 時期 所見
長軸 短軸 深さ 位置 構造

Ｊ－１ 柄鏡形 4.0/
(1.8) 3.8/1.4 0.2 × Ｎ-28°-Ｗ 壁際 中央 土坑状(D-38)･

地床 Ｃ１ 加曽利EⅢ 主体部に敷石。壁際に小礫・柱穴分布。
奥壁ピット(P-1)内で壺形土器出土。
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Ｊ－２ 柄鏡形 3.8/
(2.4) 3.8/2.4 堀方0.1 × Ｎ-23°Ｗ 壁際 中央 石囲(炉内に器

台廃棄） Ｃ１ 加曽利EⅢ

壁際に炉周辺に敷石。主体部に埋設
土器2基(逆位)。U-2は敷石で蓋、U-1
は床から一部突出する。柄部分と連
結部分は掘り込み浅くピットのみ検
出。

Ｊ－３ 柄鏡形 4.1/
(2.2) 4.1/1.5 堀方0.1 × Ｎ-27°-Ｗ 壁際 中央 石囲+土器 Ｃ１ 加曽利EⅢ

炉周辺に敷石。主体部と柄部の軸線
上に連結部のピットと埋設土器(U-
1)。柄部端（入口）に部分敷石、下部
に埋設土器(U-2）。炉脇に凸状石皿と
石棒。敷石部にはＣ類石器と磨製石
斧関連遺物(敲石主体)出土。

Ｊ－４ 柄鏡形　　
(小張出) (6.2) 5.4 0 Ｎ-42°-Ｗ 不規則 中央北 石囲 Ｃ２ 加曽利EⅢ

小さな張出をもつタイプで敷石無
し。主軸方向に炉、埋設土器2基(D-3
内の浅鉢)が並ぶ。炉周辺に遺物分布。
ピットが不規則(主柱穴不明)。

Ｊ－５ 楕円形 4.2 4.1 0.5 － 3か 中央 地床+礫 Ａ１ 加曽利EⅢ D-1内の埋設土器は破砕。3本柱穴構
造。

Ｊ－６ 円形 5.0 5.0 0.4 － 5 無し Ａ２ 加曽利EⅢ 竪穴状。

Ｊ－７ 楕円形 5.6 5.1 0.2 － 4 中央 地床 Ｂ１ 加曽利EⅢ 床面に石皿類。

Ｊ－８ 柄鏡形 3.8/2.1 3.8/1.2 0.1 Ｎ-24°-Ｗ 4 中央 石囲 Ｃ１ 加曽利EⅣ

主体部方形。礫際に小ピットとピッ
ト間を連結する浅い溝。軸線上に埋
設土器2基(正位)。炉周辺と柄端部に
部分敷石。連結ピットあり。

Ｊ－９ 円形 (9.0) (9.0) 0 － 多数 不明 Ｂ２ 加曽利EⅢ プラン不明。平地式。

Ｊ－10 楕円形 5.1 4.2 0.2 南北 5 中央か Ｂ１ 加曽利EⅢ ピット不規則。中央の土坑が炉か。

Ｊ－11 円形 4.6 4.6 0.5 Ｎ-4°-Ｗ 5 中央 石囲+埋設土器 Ｄ１ 加曽利EⅢ
平面円形で床は五角形(柱間に敷石)。
柱穴は床面５本、外側に4本。南側
に入口施設(ピット溝、埋設土器1基)。

Ｊ－12 正方形 5.0 5.0 0.5 Ｎ-16°-Ｅ 4+2 中央 地床 Ａ１ 前期前葉 壁際に小ピット(補助柱)。床中央に2
本の補助柱。

Ｊ－13 楕円形 6.1 5.7 0.4 Ｎ-93°-Ｗ 6 中央 地床+土器片 Ａ１ 諸礒ｃ

第10表　人見西中原遺跡　縄文時代住居観察表
（単位：ｍ）

住居名 平面形態
規模

壁溝 主軸方向 主柱穴
炉址

形態 時期 所見
長軸 短軸 深さ 位置 構造

Ｊ－１ 円形 (4.6) (4.6) 0 － 不規則 不明 Ｂ２ 加曽利EⅢ 多数のピット。プラン不明。

Ｊ－２ 円形 (5.5) (5.5) 0 － 不規則 中央 地床+礫 Ｂ２ 加曽利EⅢ 多数のピット。遺物なし。

Ｊ－３ 楕円形 (4.7) (4.2) 0 － 壁際 中央 石囲+埋設土器 Ｂ１ 加曽利EⅢ 柱穴が円形配置。

Ｊ－４ 柄鏡形 4.6/2.2 4.9/2.2 0 Ｎ-31°-Ｗ 壁際 中央 石囲 Ｃ２ 加曽利EⅢ 敷石無し。軸線上に埋設土器1基。

Ｊ－５ 円形 5.3 5.1 0.2 Ｎ-80°-Ｗ 6 中央 地床 Ｂ１ 加曽利EⅢ Ｄ－5と重複。

Ｊ－６ 楕円形 3.9 3.6 0.4 － 壁際 南 地床 Ｄ１ 加曽利EⅢ
柱穴が円形配置。覆土内に埋設土器
(U-1)。壁際に粘土貼り小礫埋め込み
(敷石)。

Ｊ－７ 円形 (5.8) (5.7) 0 Ｎ-7°-Ｗ 不規則 不明 Ｂ２ 加曽利EⅢ 3か所に埋設土器(土坑)。

第11表　人見西中原遺跡　弥生時代住居観察表
（単位：ｍ）

住居名 平面形態
規模

壁溝 主軸方向 主柱穴
炉址

形態 時期 所見
長軸 短軸 深さ 位置 構造

Ｙ－１ 長方形 4.0 3.4 0.7 × Ｎ-19°-Ｗ × 中央北 枕石+地床炉 Ａ２ 後期後半 壁際にピット。西ピットから石器出
土。焼失。炉周辺に赤色顔料分布。

住居名 平面形態
規模

壁溝 主軸方向
土坑

柱穴 遺物 覆土
竈・炉址

時期 所見
長軸 短軸 深さ 貯蔵 位置 構造

Ｈ－１ 大形正方形 7.6 6.5 0.7 全周 Ｎ-6°-Ｅ 南東隅 4 土師◎滑石※石
器※ A2 中央北 A Ⅱ 焼失(炭化材)、5区床直に太型蛤刃

石斧(弥生中期)の転用敲石出土。

Ｈ－２ 小形長方形 3.9 3.2 0.3 × Ｎ-11°-Ｅ 南西隅 不規則 土師○ C 中央 B1 Ⅰ M-1号溝(道路側溝)と重複。東海
系(S字口縁)台付甕。

Ｈ－３ 中形正方形 4.7 4.5 0.8 × Ｎ-6°-Ｗ 竃右脇 無し 土師△滑石※ A1 北東寄竃 A 後期
後半

竃と南側に遺物集中。覆土上部に
浅間Ｂ軽石堆積（窪地）。

第12表　人見枝谷津遺跡　古墳時代住居址観察表
（単位：ｍ）
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住居名 平面形態
規模

壁溝 主軸方向
土坑

柱穴 遺物 覆土
竈・炉址

時期 所見
長軸 短軸 深さ 貯蔵 位置 構造

Ｈ－４ 大形正方形 6.0 6.6 0.3 北側 Ｎ-8°-Ｗ 南東隅 4 土師◎滑石△
編物※石器※ B2 中央北 A Ⅲ 焼失(炭化材)。

Ｈ－５ 中形正方形 5.8 4.4 0.7 Ｎ-2°-Ｗ 南東隅 4 土師◎滑石△
編物※石器※ C 中央北 B1 Ⅱ D-1内に台石投棄。

Ｈ－６ 正方形 4.2 4.1 0.6 Ｎ-4°-Ｗ 竃右脇
１ 無し 土師※編物※

石器※鉄器※ B1 東中央竃 E Ⅳ
竃右脇はテラス状、大形礫3点分
布。鉄鎌。

Ｈ－７ 中形正方形 5.4 5.3 0.9 Ｎ-63°-Ｗ 北東隅 4 土師○石器※
鉄器※ A1 中央東 A Ⅰ

11区台石出土。東海系(S字口縁)
台付甕、鉄製品出土。

Ｈ－８ 中形正方形 4.9 4.9 0.4 Ｎ-4°-Ｅ 南東隅 4 土師○編物※ B1 不明 － 中期
前半

焼失(炭化材)。鉄滓出土。

Ｈ－９ 中形台形 6.0 5.8 0.4 Ｎ-24°-Ｅ 南東隅 4 土師◎土製※
滑石※石器※ B2 中央東 B1 Ⅱ

焼失(炭化材分析クヌギ4点、コナ
ラ1点)。

Ｈ－10 中形正方形 5.4 5.1 0.5 Ｎ-17°-Ｗ 南東隅 4
土師△土製※
滑石※石器※
鉄器※

A1 中央北 B2 Ⅲ
土製紡錘車、鉄斧出土。

Ｈ－11 大形正方形 6.2 (5.6) 0.7 Ｎ-27°-Ｅ 南東隅 4 土師○石器※
鉄器※ A2 不明 － Ⅲ

北半分未調査。焼失(炭化材)。台石、
鉄滓出土。

Ｈ－12 中形正方形 5.8 5.7 0.5 Ｎ-18°-Ｅ 南東隅 4 土師○滑石※
石器※ A2 不明 － Ⅲ 焼失(炭化材)。台石出土。

Ｈ－13 中形正方形 5.8 5.8 0.5 真北 南東隅 4 土師◎石器※ A2 中央北 A Ⅱ 焼失(炭化材)。

Ｈ－14 中形正方形 5.8 5.4 0.7 Ｎ-4°-Ｗ 南東隅 4 土師○滑石※
石器※鉄器※ A2 中央北 A Ⅲ

焼失、16区床面被熱による赤化。
床面2か所に台石。鉄片出土。

Ｈ－15 大形 6.5 4.6 0.5 Ｎ-8°-Ｅ × 無し 土師△ C 中央 (浅) B2 中期 張出をもつ。中央に焼土(炉か）。

Ｈ－16 大形長方形 6.3 6.0 0.3 真北 南東隅 無し 土師○滑石△
石器※ C 中央

2か所 B2 Ⅱ
北側に張出をもつ。2カ所の焼土
(炉か）。

Ｈ－17 中形不整方
形 4.8 4.4 0.4 Ｎ-37°-Ｅ 無し 無し 土師○滑石※

編物※ C 中央 B2 中期
前半

中央に焼土(炉か）。

Ｈ－18 中形正方形 4.3 3.8 0.2 Ｎ-5°-Ｅ 東側2 無し 土師△ C 中央 B2 前期 中央に焼土(炉か)。

Ｈ－19 中形正方形 4.7 4.7 0.9 Ｎ-15°-Ｗ 竃右脇 4 土師△編物◎
石器※ A1 北中央東

寄竃 A 中期
後半

南東隅の床面に編物石集中。

Ｈ－20 中形正方形 5.5 5.4 0.6 真北 南東隅 4 土師◎滑石※
編物△ A2 中央北 A Ⅲ 炉東側に補助柱。

Ｈ－21 大形正方形 6.1 6.2 1.0 Ｎ-15°-Ｅ 南東隅 4 土師◎須恵※
滑石※石器※ A2 中央北 A Ⅱ

焼失(炭化材分析クヌギ4点、コナ
ラ3点)。台石出土。

Ｈ－22 小形正方形 3.0 3.0 0.1 Ｎ-42°-Ｅ 不明 4+2 土師※石器※ A2 不明 － 中期
壁際に柱穴4本、その中間に補助
柱2本。床面の焼土が炉の可能性。

Ｈ－23 小形長方形 3.1 2.5 0.1 Ｎ-32°-Ｅ 不明 不明 土師△石器※ A2 中央南 B2 中期 柱穴は不規則。

Ｈ－24 大形正方形 6.4 6.2 0.7 Ｎ-46°-Ｗ 南角 4 土師◎石器※ A2 中央南西 A Ⅰ
床面付近は崩落土（屋根材及び土
盛りの可能性)。壁際に編物石群。

Ｈ－25 中形正方形 5.6 5.5 0.4 真北
南東隅
１・北
東隅１

4 土師◎編物◎
石器※ A1 中央北 A Ⅱ

東側に補助柱3本。北東隅に編物
石群。

Ｈ－26 中形正方形 5.3 5.2 0.3 Ｎ-17°-Ｅ 南東隅 4 土師△編物△
石器※ B1 中央 B1 Ⅲ 南側柱穴付近にピット集中。

Ｈ－27 大形長方形 6.8 5.8 0.2 Ｎ-4°-Ｅ 南東隅 不明 土師◎土製※
滑石※石器※ C 中央 B2 中期

前半

柱穴は不規則。焼土3カ所(炉か)。
粘土塊出土。

Ｈ－28 小形長方形 3.9 3.4 0.3 Ｎ-74°-Ｗ 無し 2 土師○石器※ C 中央西 B1 前期 周溝あり。

Ｈ－29 小形長方形 3.8 2.9 0.2 Ｎ-33°-Ｗ 南西隅 2 土師※ C 不明 － 前期 柱穴から土器出土。

Ｈ－30 中形台形 4.6 4.2 0.2 Ｎ-45°-Ｗ 南東 4 土師○ C 中央西 B1 中期
前半

炉内から焼土塊出土。プランやや
不整形。

Ｈ－31 中形長方形 5.5 4.7 0.4 真北 南東隅 4 土師◎石器※ A2 中央北 A Ⅱ

覆土下部は崩落土(屋根材及び土
盛 り)の 可 能 性。2層 覆 土 中 及 び
D-1内に白色粘土塊検出(土器材
か)。

Ｈ－35 大形長方形 6.3+
1.1 5.9 0.6 真北 無し 無し 土師○滑石※ C 不明 － 中期

前半
北側に張出をもつ。竪穴状遺構。

Ｈ－36 小形正方形 3.6 3.3 0.3 真北 南東隅
か 無し 土師△滑石※

石器※ C 中央 A 中期 柱穴無し。

Ｈ－37 大形正方形 6.5+
0.7 6.7 0.8 Ｎ-2°-Ｗ 南東隅 4 土師◎滑石※

石器※ A2 中央北 B1 Ⅲ
H-38と重複。北側に張出をもつ。
焼失(炭化材分析クヌギ3点）。2区
に白色粘土塊。

Ｈ－39 中形長方形 5.7 4.4 0.4 真北 南東隅 4 土師○石器※
鉄片※ガラス※ C 中央北 B1 Ⅲ 床面に台石。流動滓、ガラス小玉

出土。
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規模

壁溝 主軸方向
土坑

柱穴 遺物 覆土
竈・炉址
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Ｈ－40 中形正方形 4.4 4.1 1.2 Ｎ-2°-Ｗ 不明 不明 土師◎編物△
鉄器※ B2 中央北 A Ⅲ

焼失(炭化材分析クヌギ7点)。覆土
は屋根崩落土の可能性。貼床。柱
穴無し。鉄鎌出土。

Ｈ－41 小形長方形 3.8 3.3 0.6 真北 南東隅 無し 土師△石器※ B2 中央東 A Ⅰ
焼失か(屋根崩落土の可能性)。柱
穴無し。D-1内から高坏、台石出土。

Ｈ－42 中形正方形 5.4 5.2 0.6 Ｎ-15°-Ｅ 南東隅 4 土師△滑石※
石器※鉄器※ B1 中央北 B1 Ⅲ

屋根崩落土(粘土ローム)の堆積。
主軸奥壁(北)にピットと周溝。土
坑周辺に小ピットと台石。鉄鏃出
土。

Ｈ－43 大形長方形
（横長） 6.4 3.6 0.7 Ｎ-6°-Ｗ 南西隅 無し 土師○滑石※

石器※ A1 中央東 B2 Ⅲ
屋根崩落土(粘土ローム)の堆積。
貼床。床面に台石埋め込み。

Ｈ－44 中形正方形 3.8+
1.1

3.8+
0.9 0.4 Ｎ-35°-Ｗ 東角 4 土師△滑石※

石器※ C 中央北 B1 Ⅲ
南西方向に拡張1回。壁際周溝(全
周)と柱穴に連結する間仕切り溝4
カ所。炉は2か所で貯蔵穴は兼用。

Ｈ－45 中形正方形 4.5 4.1 0.4 Ｎ-11°-Ｅ 無し 4? 土師※石器※ C 中央東 B2 Ⅰ 焼失(炭化材)か。

Ｈ－46 中形正方形 5.3 5.0 0.4 Ｎ-15°-Ｅ 無し 壁際 土師○滑石※ C 中央北 B1 Ⅲ
壁際に浅いピットが不規則に並
ぶ。床中央に焼土。篭状甕出土。

Ｈ－48 中形長方形 4.6 3.8 0.5 Ｎ-84°-Ｗ 南東隅 無し 土師※石器※ B1 中央西 A 中期

覆土は埋め戻し。貼床。柱穴無し。
炉周辺に台石。貯蔵穴は逆側に設
置。

Ｈ－49 小形長方形 3.9 2.8 0.2 真北 南東隅 無し 土師※石器※ C 不明 － 中期 貼床。

Ｈ－50 中形長方形 4.5 3.6 0.4 1/2 Ｎ-50°-Ｗ 東角 無し 土師◎石器※ B2 中央東 A Ⅲ
覆土は屋根崩落土(粘土ローム･炭
化物)の可能性。壁際1/2に周溝。
柱穴無し。

Ｈ－51 中形長方形 5.1 4.4 0.1 Ｎ-20°-Ｅ ピット1 無し 土師○土製※
石器※ C 不明 － Ⅲ 床中央のピットが炉か？。

Ｈ－52 小形正方形 3.1 2.8 0.4 Ｎ-40°-Ｅ 無し 無し 土師○石器※ B2 中央南 B2 前期 覆土は屋根崩落土か。

Ｈ－53 中形長方形 5.2 3.8 0.3 Ｎ-29°-Ｗ 無し 2 土師○滑石※
石器※ B2 中央西 B2 前期

焼失(覆土内に炭化材)。南側2カ所
と南1か所のピットが柱穴か。炉
は床面被熱の可能性。

Ｈ－54 中形正方形 5.6 5.2 0.9 真北 南東隅 4 土師◎滑石※
編物△ A2 中央北 B2 Ⅲ

焼失(炭化材分析ｺﾅﾗ4点、クヌギ3
点。炭化材3は柱材)。柱穴に炭化
した柱材検出。

Ｈ－55 大形正方形 6.1 5.8 1.1 Ｎ-63°-Ｗ 南東隅 4 土師◎編物△ A2 中央西 A Ⅰ
4区に炭化材片。屋根崩落土(粘土
ローム)の可能性。貼床。北壁面に
小ピット。1･5区床面に編物石群。

Ｈ－56 中形長方形 4.4 4.1 0.4 Ｎ-15°-Ｗ 南西隅 4+2 土師◎滑石※
石器※ C 中央北 B1 Ⅲ

東側に補助柱2本。3区床面に白色
粘土塊。

Ｈ－57 中形正方形 5.0 4.8 0.2 Ｎ-21°-Ｅ 北東隅 無し 土師○滑石※ C 中央南 B1 Ⅲ 柱穴無し。

Ｈ－58 中形長方形 5.1 4.3 0.3 Ｎ-10°-Ｗ 南東隅 4 土師◎滑石※
石器※ガラス※ C 中央 B1 Ⅱ D-1内に台石。ガラス小玉出土。

Ｈ－59 大形正方形 6.1 5.9 0.3 Ｎ-1°-Ｅ 南東隅 4 土師◎石器※ C 中央北 B2 Ⅲ
北側奥壁に土坑(ピット)。南に礫
集中。

Ｈ－60 大形長方形 6.8 5.7 0.1 Ｎ-8°-Ｅ 無し 4 土師※ C 無し － Ⅲ 掘り込みの浅い平地式。

Ｈ－61 小形長方形 3.5 2.9 0.3 Ｎ-18°-Ｅ 無し 4 土師△石器※ C 無し － 中期
前半

Ｈ－62 大形長方形 6.3 4.3 0.5 真北 南東隅 無し 土師◎滑石△
石器※鉄器△ C 中央東 A Ⅲ

焼失(炭化材)か。中央北壁際にピッ
ト。鉄鏃･刀子等出土。

Ｈ－63 中形正方形 4.1 3.9 0.6 真北 南東隅 4 土師△滑石※ C 中央北 A Ⅲ 焼失か。

Ｈ－64 大形正方形 6.6 6.4 0.6 Ｎ-6°-Ｅ

南東隅
1・北西
隅1・中
央南1

4 土師◎滑石△
石器※ A2 中央北 A Ⅱ

焼失(炭化材)。２カ所の貯蔵穴と
床下土坑。東側に間仕切り溝。炉
周辺に小ピット。D-2内に炭化材
混入。

Ｈ－65 中形正方形 4.9 4.7 0.1 Ｎ-7°-Ｅ 無し 4 土師※滑石※ C 無し － 中期 掘り込みの浅い平地式。

Ｈ－66 中形正方形 4.2 3.8 0.1 Ｎ-35°-Ｗ 無し 2 土師△ C 無し － 中期
床中央に小ピット2カ所(柱穴か)。
掘り込みの浅い平地式。

Ｈ－67 小形長方形 3.1 2.8 0.2 Ｎ-8°-Ｗ 南東隅 4+1 土師△ガラス※ C 中央 A Ⅲ 補助柱あり。ガラス小玉出土。

Ｈ－68 小形正方形 3.7 3.5 0.8 Ｎ-27°-Ｅ 南東隅 無し 土師△滑石※
石器※ A2 中央北 A 中期

覆土は屋根崩落土(粘土ローム･炭
化物)の可能性。北東角にピット。

Ｈ－69 中形長方形 5.8 5.4 0.8 真北

南東隅
1･南西
隅1・北
西隅1

4 土師○編物※ A2 不明 － Ⅱ
焼失(炭化材)。屋根崩落土(粘土
ローム)の可能性。床中央にピッ
ト。貯蔵穴は２カ所(D-1・2)。
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Ｈ－70 中形長方形 4.4 4.0 0.5 全周 Ｎ-6°-Ｗ
南東隅･
北東隅
に各1

不明 土師○滑石※
石器※ A1 中央北 A 中期

壁際に周溝(全周)。D-1内土器出土。

Ｈ－72 大形正方形 8.0 7.5 0.8 2重 真北 南東隅 4 土師◎滑石※
編物○石器※ A1 中央北 A Ⅲ

本遺跡で2番目の大きさ。焼失(炭
化材)。5･15区床面に白色粘土。
15区床面に編物石群。周溝が2重。
床面中央被熱による赤化。

Ｈ－74 小形長方形 3.4 2.9 0.3 Ｎ-13°-Ｗ 南東角 無し 土師※ C 無し － 中期 壁際に小ピット。

Ｈ－75 大形正方形 8.2+
1.2 7.8 0.8 真北 南東隅 4 土師◎滑石※

編物△石器※ A2 中央北 A Ⅲ

焼失か(屋根崩落土または盛土の
可能性)。本遺跡で最大規模。住居
東側に張出(長さ4.8ｍ)をもつ。16
区床面に編物石群。2区床面に白
色粘土塊。

Ｈ－76 中形長方形 5.7 4.7 0.2 Ｎ-14°-Ｗ 無し 不明 土師△滑石※
石器※ C 無し － 中期

柱穴は不規則配置。浅い掘り込み
の平地式。15区床面に台石。

Ｈ－77 中形長方形 5.2 4.6 0.9 Ｎ-66°-Ｗ
南東隅・
北東隅
に各1

無し
土師○滑石※
編物※石器※
鉄器※

A2 中央西 A Ⅰ
焼失(炭化材)。周溝全周。貯蔵穴2
カ所(D-1･2)。鉄製Ｕ字鋤先出土。

Ｈ－78 中形正方形 (5.6) (5.4) 0.6 3/4 Ｎ-1°-Ｗ 南東隅 4 土師○滑石※ A2 中央北 A Ⅲ 焼失か。周溝3/4。

Ｈ－80 中形長方形 4.8 4.2 0.2 Ｎ-21°-Ｅ 無し 4 土師△ C 中央南 B2 中期 平地式。

Ｈ－83 小形正方形 3.4 3.2 0.4 Ｎ-44°-Ｗ 無し 無し 土師○ C 無し － Ⅰ 床面ピットは性格不明。

Ｈ－84 小形正方形 3.7 3.7 0.1 Ｎ-2°-Ｅ 無し 不明 土師△ C 無し － Ⅰ
床面に小ピット。２カ所の土坑(性
格不明)。

Ｈ－85 中形長方形 5.5 4.8 0.2 Ｎ-12°-Ｅ 無し 不規則 土師※石器※ C 無し － 中期
床面に多数のピット(柱穴か)。平
地式。

Ｈ－86 中形長方形 4.7 3.6 0.2 Ｎ-4°-Ｗ 無し 不規則 土師※石器※ C 無し － 中期
床面に多数のピット(柱穴か)。平
地式。

Ｈ－87 小形長方形 2.9 2.4 0.3 Ｎ-10°-Ｅ 無し 不規則 C 無し － 中期 竪穴状。

Ｈ－88 小形楕円形 3.1 2.7 0.3 不明 無し 無し 土師△ C 無し － 中期 竪穴状。

Ｈ－89 中形長方形 4.2 3.8 0.2 Ｎ-37°-Ｗ 北東隅 無し 土師※石器※ C 無し － Ⅰ 床面中央の2カ所のピットは柱穴
か。

Ｈ－90 大形長方形 6.2 5.6 0.2 真北 無し 無し 土師△滑石※ C 無し － 中期 床面に浅い土坑。平地式。

Ｈ－91 小形長方形 3.6 3.0 0.3 Ｎ-10°-Ｅ 無し 4+2 土師※ A2 無し － Ⅰ 焼失(多量の炭化材)。壁際に柱穴。

Ｈ－92 小形正方形 4.0 3.9 0.2 Ｎ-8°-Ｅ 無し 不規則 土師※ C 無し － Ⅰ
床面に多数のピット(柱穴か)。平
地式。

Ｈ－93 小形正方形 3.6 3.4 0.6 Ｎ-30°-Ｗ 南東隅 無し 土師◎ B1 中央北 A Ⅰ D-1はＰ-1と溝で連結。

Ｈ－94 大形長方形 6.9 6.3 0.8 全周 Ｎ-18°-Ｅ 南東隅 4
土師◎土製※
滑石※編物※
石器※鉄※

A2 中央北 B1 Ⅲ
南側に間仕切り溝と小ピット(入
口施設)。周溝全周。粘土塊出土。

Ｈ－95 中形長方形 4.3 3.2 0.8 全周 Ｎ-23°-Ｅ 南東隅 無し 土師○石器※ A2 中央北 B2 Ⅱ
焼失(炭化材)。周溝全周。一部貼床。
M-4号溝と重複(古)。

Ｈ－96 中形長方形 5.0 4.5 0.1 Ｎ-17°-Ｅ 南東隅 4? 土師△滑石※
石器※ A2 中央東 A Ⅲ

焼失(炭化材)。掘り込みの浅い平
地式。

Ｈ－97 中形長方形 5.4 4.9 0.6 Ｎ-4°-Ｅ 南東隅 4 土師◎石器※ A2 中央北 A Ⅲ
焼失(炭化材)。覆土は屋根崩落土
または土盛りの可能性。

Ｈ－98 大形正方形 7.8 7.6 0.4 真北 南東隅 4 土師△須恵※
滑石※石器※ C 中央北 B2 中期 M-5(道路側溝)と重複。

Ｈ－99 小形正方形 3.8 3.8 0.3 真北 北側２ 無し 土師△石器※ C 無し － 中期 床面に多数の浅いピット。竪穴状。

Ｈ－100 中形正方形 5.8 5.6 0.8 Ｎ-14°-Ｅ 南東隅 4 土師○滑石○
石器※ A1 中央北 A Ⅲ

5区床面に滑石集中。南側に2カ所
の小ピット(入口施設)。

Ｈ－101 大形長方形 6.0 6.5 0.4 Ｎ-14°-Ｗ 南東隅 4 土師○滑石※
編物※石器※ B2 中央北 A Ⅱ

焼失(炭化材)。南側に小ピット(入
口施設)。道路側溝と重複。

Ｈ－102 小形正方形 4.0 3.9 0.5 Ｎ-22°-Ｅ
南東隅･
北東隅
に各1

4 土師△滑石△
石器※ A1 中央北 B2 Ⅲ

D-2付近と14区床面に粘土。覆土
は埋め戻し土（ローム土）。

Ｈ－103 中形正方形 4.6 4.5 0.6 真北 南東隅 4 土師◎滑石※
石器※ B1 中央北 B2 Ⅱ

D-1周辺に粘土。小ピット(入口施
設)。

Ｈ－104 中形長方形 4.6 3.8 0.6 Ｎ-14°-Ｗ 南東隅 無し 土師○滑石※ B2 中央北 B2 Ⅱ 焼失(炭化材)。埋め戻しされてい
る。柱穴無し。
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Ｈ－105 大形長方形 6.5 5.6 0.7 Ｎ-30°-Ｗ 無し 4 土師○滑石※ B1 中央北 B2 中期 炉周辺に枕石。竪穴状。

Ｈ－106 大形長方形 6.8 6.5 0.4 真北 南東隅 4 土師△滑石※ 不明 中央北 B1 中期 焼失(炭化材)。

Ｈ－108 中形長方形 (5.8) 3.9 0.4 真北 南東隅 無し 土師○滑石※ A2 中央北 A Ⅱ
焼失(多量の垂木等炭化材)。8区床
面に白色粘土塊。

Ｈ－109 (方形) (2.8) (3.8) 0.5 Ｎ-16°-Ｅ 南東隅 無し 土師※ B2 不明 － 中期
焼失(炭化材)。現道路と撹乱で上
部削平。

Ｈ－110 中形正方形 5.6 5.4 0.7 真北 南東隅 4 土師○滑石※
石器※ A1 中央北 A Ⅱ

Ｈ－111号住と重複(本住居が新し
い）。

Ｈ－111 中形正方形 5.8 5.7 0.4 Ｎ-23°-Ｗ 南東隅 4 土師○石器※ B2 中央東 B Ⅱ
Ｈ－110号住と重複。焼失(炭化
材)。

Ｈ－112 中形長方形 4.4 3.6 0.3 Ｎ-7°-Ｅ 南東隅 無し 土師△ A2 中央北 A Ⅰ 焼失(炭化材)。D-1周辺に粘土。

Ｈ－113 大形正方形 6.9 6.8 0.9 Ｎ-5°-Ｅ 南東隅 4 土師◎滑石◎ A2 中央北 A Ⅲ
焼失(炭化材)。床外側に貼床(窪み)。
周溝全周。9区床面に臼玉集中。

Ｈ－115 中形長方形 5.9 5.3 0.1 真北 無し 無し 土師△滑石※ C 無し － 中期 Ｈ－117号住と重複。平地式。

Ｈ－116 中形長方形 4.3 4.0 0.1 Ｎ-20°-Ｅ 無し 無し 土師※ C 無し － 中期 平地式。

Ｈ－117 小形長方形 3.6 3.0 0.2 真北 無し 無し 土師※滑石※ C 中央 B2 中期
Ｈ－115号住と重複。平地式。平
地式。

第13表　人見東向原遺跡　古墳時代住居址観察表
（単位：ｍ）

住居名 平面形態
規模

壁溝 主軸方向
土坑

柱穴 遺物 覆土
竈・炉址

時期 所見
長軸 短軸 深さ 貯蔵 位置 構造

Ｈ－１ 中形長方形 4.3 3.6 0.2 × Ｎ-15°-Ｗ 南東隅 2 土師△石器※ C 無し － Ⅲ 床中央に大形柱穴2本。

Ｈ－２ 大形正方形 8.0 8.0 0.7 × Ｎ-17°-Ｗ
北東隅・
南西隅
に各1

4 土師◎滑石※
編物○石器※ A2 中央北 A Ⅱ

本遺跡最大規模。焼失(炭化材)。1
区床面に編物石群。小坩･高坏脚
多数出土。

Ｈ－３ 中形長方形
（横長） 5.8 2.9 0.4 Ｎ-10°-Ｅ 南東隅 無し 土師◎石器※ B1 中央北 A Ⅲ

埋め戻しされている。多数の完形
土器が遺棄。

Ｈ－４ 小形正方形 3.7 3.5 0.2 Ｎ-16°-Ｅ 無し 無し 土師△ C 中央 B2 中期 平地式。

Ｈ－５ 中形正方形 5.4 5.3 0.6 Ｎ-10°-Ｗ
南東隅・
北東隅
に各1

4 土師○滑石※
編物※鉄米 C 中央北に

2カ所 B2 Ⅲ

焼失(炭化材) ？　西側に柱穴と連
結する間仕切り溝。南北にも間仕
切り溝、南側に入口施設(ピット)。
刀子出土。

Ｈ－６ 中形正方形 4.7 4.6 0.4 Ｎ-13°-Ｗ 南東隅 4(拡張
1)

土師○滑石※
編物※石器※
鉄※

C 中央北に
2カ所 A1  B1 Ⅲ

焼失(炭化材)。柱穴の差し替え。
Ｕ字鋤先出土。

Ｈ－８ 中形正方形 5.2 4.9 0.3 Ｎ-31°-Ｅ 南東隅 4 土師△ B1 中央北 B1 中期
前半

Ｈ－９ 中形正方形 5.2 5.2 0.5 Ｎ-54°-Ｅ 南東隅 4 土師△滑石※ A1 中央東 A Ⅲ 一部貼床。4区床面に粘土。

Ｈ－11 大形長方形 7.0 6.5 0.3 Ｎ-45°-Ｗ 南東隅 4 土師◎石器※ A2 中央北 A Ⅱ
焼失(垂木等炭化材)。北壁際と南
柱穴間に補助柱。床面に小ピット。

Ｈ－12 小形正方形 3.4 3.3 － Ｎ-35°-Ｗ 無し 無し 土師△滑石※ C 中央 B2 中期 平地式。

Ｈ－13 大形正方形 7.5 7.5 0.2 真北 北東隅 4+2
土師○滑石※
編物△石器※
鉄※

C 中央北 B2 Ⅲ

主柱間に2本のピット（南側柱の
差し替えか）。床中央で東西方向
に並ぶ2本のピット（補助柱）。2
区床面に編物石群。鉄片出土。

Ｈ－14 大形正方形 8.0 7.9 0.8 Ｎ-4°-Ｗ
南東隅・
北東隅
に各1

4 土師◎滑石※
編物○ A2 中央北に

2カ所 B1 Ⅲ
西側に間仕切り溝3カ所。補助柱
あり。南側に入口施設(ピットと
溝)。1区床面に編物石群。

Ｈ－15 小形長方形 3.9 3.4 0.2 Ｎ-30°-Ｅ 無し 不規則 土師△ C 無し － Ⅲ 床面に多数の浅いピット(柱穴か)。

Ｈ－16 中形正方形 4.5 4.4 0.2 真北 南東隅 4 土師※編物△ A2 中央北 A Ⅲ 焼失(炭化材)。

Ｈ－17 大形正方形 7.2 7.1 0.4 Ｎ-14°-Ｗ 北西隅 4 土師○滑石△
石器※ B1 不明 － Ⅲ 南西隅はテラス状で貯蔵穴あり。

Ｈ－18 中形長方形 4.9 3.9 0.2 真北 北西隅 2 土師△滑石※
鉄※ B1 不明 － Ⅲ

貯蔵穴の位置が他とは異なる。床
面2カ所のピットが柱穴。刀子出
土。

Ｈ－19 小形正方形 3.6 3.6 0.1 Ｎ-21°-Ｅ 南西隅 4 土師△ B1 不明 － Ⅲ 柱穴は浅い。平地式。
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住居名 平面形態
規模

壁溝 主軸方向
土坑

柱穴 遺物 覆土
竈・炉址

時期 所見
長軸 短軸 深さ 貯蔵 位置 構造

Ｈ－20 中形正方形 4.6 4.6 0.6 真北 南東隅 4 土師△滑石※
鉄※ C 中央北 A Ⅲ 鉄鎌出土。

Ｈ－21 大形正方形 6.2 6.2 0.7 真北 南東隅 4 土師◎滑石※
石器※ A2 中央北 A Ⅱ

焼失(屋根枠炭化材分析カヤ･クヌ
ギ)。南側に入口施設(ピットと溝)。

Ｈ－22 大形正方形 6.2 6.2 0.8 Ｎ-14°-Ｅ
南東隅・
北東隅
に各1

4 土師◎滑石※
編物※石器※ A2 中央北 A Ⅲ

焼失(炭化材）。屋根崩落土(粘土
ローム･炭化材)または土盛りの可
能性。南側に入口施設(ピット)と
間仕切り溝。

Ｈ－23 大形正方形 7.7 7.4 0.8 Ｎ-26°-Ｅ
南東隅・
南西隅
に各1

4 土師◎滑石※
編物○石器※ A2 中央北 B1 Ⅱ

焼失(垂木等炭化材)。覆土は屋根
崩落土(粘土ローム･炭化材)または
土盛りの可能性。東側に2カ所の
間仕切り溝。南側に浅い土坑が分
布。

Ｈ－24 中形長方形 4.5 3.9 0.6 Ｎ-70°-Ｗ 南東隅 無し 土師○滑石※
編物△ A2 中央西 A Ⅲ 焼失(炭化材)。床面中央が硬化。

Ｈ－25 大形正方形 7.6 7.2 0.4 真北 南東隅 無し 土師◎滑石※ A2 無し － Ⅱ
焼失か。床面に多数の浅いピット
(柱穴か)。

Ｈ－26 中形正方形 (4.1) (4.1) 0.4 － － － 土師△滑石※
石器※ C 不明 － Ⅲ

プランのみ。Ｊ－１住の覆土中で
確認。

Ｈ－27 中形長方形 4.8 4.4 0.6 Ｎ-5°-Ｅ 南東隅 2 土師○滑石※ A2 不明 － Ⅱ
焼失(炭化材分析クヌギ5点、アカ
ガシ1点)。貯蔵穴付近に粘土。小
形甕内から赤色顔料。

Ｈ－28 大形長方形 7.4 6.4 0.2 Ｎ-4°-Ｅ 無し 4 土師○滑石◎ C 中央？ 不明 中期
中央の土坑が炉か。平地式。1区
で臼玉集中。

Ｈ－29 中形正方形 6.0 5.8 0.3 Ｎ-28°-Ｗ 南東隅 4 土師○滑石※
編物※鉄※ A2 中央北 A Ⅲ 焼失か。3区床面に粘土。鉄片出土。

Ｈ－30 中形正方形 4.8 4.7 0.1 Ｎ-26°-Ｅ 南東隅 4 土師△ B2 中央南 B1 Ⅲ 焼失か。炉が南側位置にある。

Ｈ－31 大形正方形 6.1 6.2 0.6 真北 北西隅 4 土師△土製※
滑石※石器※ C 不明 － 中期

貯蔵穴の位置が他とは異なる。Ｍ
－2号溝と重複。土製紡錘車出土。

Ｈ－32 大形正方形 7.0 6.9 0.8 1/3 Ｎ-8°-Ｗ
南東隅・
北西隅
に各1

4
土師◎滑石△
編物※石器※
鉄△

A1
不明(Ｍ－
2に壊され

ている)
－ Ⅲ

Ｍ－2号溝は、住居覆土(2層)から
掘り込む。底面は床まで達した深
さ。3区に粘土。方形・Ｕ字鋤先、
鉄鎌等出土。

Ｈ－33 大形方形 7.3 <2.0> 0.4 － 不明 不明 土師△滑石※
石器※ C 不明 － Ⅱ 4区に粘土。Ｍ－1号溝と重複。

Ｈ－34 小形正方形 3.2 3.1 0.2 Ｎ-6°-Ｅ 無し 4 土師※ C 不明 － Ⅲ 平地式。

Ｈ－35 大形長方形 7.6 6.3 0.1 Ｎ-23°-Ｗ 無し 4 土師△ B2 不明 － 前～
中期

東側の壁際床面に焼土。Ｍ－9号
溝と重複。

第14表　人見向原遺跡　古墳時代住居址観察表
（単位：ｍ）

住居名 平面形態
規模

壁溝 主軸方向
土坑

柱穴 遺物 覆土
竈・炉址

時期 所見
長軸 短軸 深さ 貯蔵 位置 構造

Ｈ－１ 小形正方形 3.7 3.6 0.2 Ｎ-20°-Ｅ 無し 無し 土師※石器※ C 無し － 中期 住居内に風倒木痕。平地式。

Ｈ－２ 中形正方形 5.6 5.5 0.5 Ｎ-9°-Ｅ 3カ所 4 土師◎滑石◎
石器※ A1 中央北 A Ⅲ

南側は一段高く、入口施設(ピット)
がある。貼床。12区床面に滑石(剣
形等未成品)集中。D-1付近に粘土。

Ｈ－３ 大形長方形 7.8 7.4 0.6 真北 南東隅 4 土師◎石器※ A2 中央北 A Ⅲ
北側に方形の土坑。南側に入口施
設(ピット)。15・16区床面に粘土。

Ｈ－４ 中形正方形 5.4 5.2 0.2 Ｎ-21°-Ｅ 南東隅 4 土師△ C 不明 － 中期 平地式。

Ｈ－５ 中形正方形 5.7 5.6 0.4 Ｎ-46°-Ｅ 北東隅 4 土師○石器※ A1 不明 － Ⅲ 土製匙出土。

Ｈ－６ 中形正方形 5.1 5.1 0.4 Ｎ-18°-Ｗ 竃左脇 4 土師△編物※
鉄※ C 北中央竃 A Ⅳ 鉄釘出土。

Ｈ－７ 中形長方形 4.4 3.8 0.4 西半
分 Ｎ-14°-Ｗ 南東隅 無し 土師○ A2 中央北 A Ⅲ 焼失(炭化材)。西半分周溝。

Ｈ－８ 小形長方形 3.6 3.1 － Ｎ-11°-Ｗ 無し 無し 土師△ C 無し － Ⅲ 柱穴無し。平地式。

Ｈ－９ 中形正方形 5.1 5.1 0.3 Ｎ-28°-Ｅ 南東隅 4 土師※ A2 中央北 B1 Ⅱ 焼失(炭化材)。

Ｈ－11 中形長方形 5.2 3.7 0.3 Ｎ-16°-Ｅ 南東隅
に2基 2 土師○石器※ A2 中央北 B1 Ⅲ

焼失(炭化材)。2本柱構造。Ｄ－2
は入口施設か。

Ｈ－12 中形正方形 3.5 3.4 0.4 Ｎ-31°-Ｅ 南東隅 4 土師△滑石※
石器※ A2 中央北 B1 Ⅲ 焼失(垂木等炭化材)。

Ｈ－13 中形正方形 4.6 4.3 0.6 Ｎ-11°-Ｗ 南東隅 4 土師○滑石※
編物※石器※ A2 中央北 A Ⅲ 焼失(炭化材)。南側ピットは入口

施設。
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住居名 平面形態
規模

壁溝 主軸方向
土坑

柱穴 遺物 覆土
竈・炉址

時期 所見
長軸 短軸 深さ 貯蔵 位置 構造

Ｈ－14 中形長方形 5.8 5.3 0.7 Ｎ-15°-Ｅ 南東隅 4 土師△滑石※
石器※ A1

中央北と
中央西の

2カ所
A 中期

前半

主軸が異なる2カ所の炉。浅い方
形土坑が壁際にある。

Ｈ－15 大形正方形 7.2 7.1 0.8 3/4 Ｎ-16°-Ｅ
南東隅・
北西隅
に各1

4 土師◎滑石※
編物◎石器△ A2 中央北 A Ⅱ

焼失？。北と東西それぞれ壁際に
浅い幅広の土坑が接続する。Ｄ－
1西脇に区画のためのマウンド(Ｌ
字)。その周辺に編物石群。

Ｈ－16 中形長方形 4.8 4.2 0.4 Ｎ-11°-Ｗ 無し 4 土師○滑石※
編物※石器※ C 不明 － Ⅲ 13区床面に粘土。床面に礫分布。

Ｈ－17 大形長方形 6.4 4.9 0.1 Ｎ-3°-Ｅ 無し 無し 土師※ C 無し － 中期 平地式。

Ｈ－18 中形正方形 4.2 4.2 0.1 Ｎ-7°-Ｗ 無し 無し 土師※ C 無し － 中期
規則的に回る壁際のピットは柱穴
か。平地式。北奥のピットは炉か。

Ｈ－19 中形長方形 5.1 4.7 0.9 東半
分 Ｎ-9°-Ｗ

竃左右
脇に2カ

所。
4 土師◎滑石※

石器※ A2
東壁中央
竃・炉は

中央
A Ⅳ

竃と炉が共伴。竃右脇に間仕切り
溝2カ所、土坑(貯蔵穴)。

Ｈ－20 中形長方形 4.9 4.3 0.6 北側
以外 真北 南東隅 4 土師○土製※

滑石※石器※ A2 中央北 A Ⅲ
覆土下部は屋根崩落土あるいは土
盛の可能性。東西に間仕切り溝。
南側に入口施設(ピットと溝)。

Ｈ－21 中形長方形 4.1 3.5 0.2 Ｎ-17°-Ｅ 無し 無し 土師※石器※
鉄※ C 中央北 A Ⅲ 平地式。

Ｈ－23 大形正方形 6.2 5.9 0.8 1/2 Ｎ-5°-Ｗ 南東隅 4
土師◎滑石※
編物△石器※
鉄※

B2 中央北に
2カ所 A Ⅱ

焼失(垂木等炭化材)。床面3カ所に
粘土。南側に入口施設(ピット)と
帯状マウンド。刀子出土。

Ｈ－24 中形正方形 5.4 5.2 0.4 Ｎ-48°-Ｗ 北東隅 4 土師○石器※ A2 中央西 A Ⅲ 焼失か。炉周辺に台石。

Ｈ－25 中形長方形 5.4 2.9 0.4 Ｎ-23°-Ｅ 炉脇 無し 土師○ B2 中央 B1 Ⅲ

Ｈ－26 小形正方形 3.4 3.3 － Ｎ-23°-Ｗ 無し 無し 土師※ C 無し － 中期 平地式。

Ｈ－27 中形正方形 4.6 4.6 0.3 Ｎ-32°-Ｗ 南東隅 4 土師△滑石※
石器※ C 中央北 B1 Ⅲ

Ｈ－28 大形正方形 6.2 6.0 0.5 Ｎ-16°-Ｗ 南東隅 4
土師◎須恵※
土製※滑石※
編物△石器※

C 中央北 A Ⅲ

間仕切り溝4カ所。南側に入口施
設(ピットと溝)。北側主柱差し替
え。13区床面に白色粘土、15区
で把手付椀、土製品出土。

Ｈ－30 不明 － － － 中期 炉のみ。

Ｈ－31 大形長方形 6.1 (5.2) 0.2 Ｎ-20°-Ｗ 無し 無し 土師△石器※ C 無し － Ⅱ 平地式。

Ｈ－32 中形長方形 5.1 4.4 0.1 Ｎ-25°-Ｅ 無し 4か 土師※ C 無し － 中期
平地式。柱穴は浅いピット。中央
の土坑が炉か。

Ｈ－33 中形正方形 5.0 5.0 0.5 Ｎ-25°-Ｅ 南東隅 4 土師○滑石※
石器※ A1 中央北 A Ⅲ

Ｈ－35 
(N-8C) 小形不整形 3.6 3.6 0.2 Ｎ-30°-Ｗ 無し 無し 土師器 C 中央 B2 Ⅲ

プラン不鮮明。北西土坑が貯蔵穴
か。

第15表　人見西向原遺跡　古墳時代住居址観察表
（単位：ｍ）

住居名 平面形態
規模

壁溝 主軸方向
土坑

柱穴 遺物 覆土
竈・炉址

時期 所見
長軸 短軸 深さ 貯蔵 位置 構造

Ｈ－１ 中形長方形 5.2 4.4 0.6 × Ｎ-48°-Ｗ 南東隅 4 土師○滑石◎
編物※鉄※ C 不明 － Ⅱ

14区付近3層臼玉及び関係遺物多
数出土。鉄製小玉出土。

Ｈ－２ 中形長方形 (4.8) (4.2) 0 真北 中央 無し 土師※ C 不明 － 中期

Ｈ－３ 中形長方形 (5.4) (4.9) 0 Ｎ-23°-Ｗ 無し 無し 土師△ C 不明 － Ⅲ

Ｈ－４ 中形正方形 5.0 4.8 0.1 × Ｎ-8°-Ｗ 無し 4か 土師※ C 不明 － 中期

Ｈ－５ 中形長方形 5.4 4.7 0.5 × Ｎ-32°-Ｅ 南東隅 4 土師◎滑石※ B1 中央北 A Ⅲ
北東隅に床面に焼土。D-1内から
土器出土。

Ｈ－６ 小形正方形 3.3 3.2 0.3 × Ｎ-4°-Ｗ 南東隅 無し 土師○滑石※
石器※ A2 中央北 A Ⅲ 焼失か。

第16表　人見東中原・西中原遺跡　古墳時代住居址観察表
（単位：ｍ）

住居名 平面形態
規模

壁溝 主軸方向
土坑

柱穴 遺物 覆土
竈・炉址

時期 所見
長軸 短軸 深さ 貯蔵 位置 構造

Ｈ－１ 
(N-7) 大形長方形 8.0 4.8 0.2 真北 無し 不明 土師△ C 無し － 中期

前半
平地式。
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住居名 平面形態
規模

壁溝 主軸方向
土坑

柱穴 遺物 覆土
竈・炉址

時期 所見
長軸 短軸 深さ 貯蔵 位置 構造

Ｈ－２ 
(N-7) 中形長方形 5.1 4.5 0.3 真北 無し 不明 土師○滑石※ C 無し － Ⅲ 平地式。

Ｈ－３ 
(N-7) 中形長方形 4.2 3.4 0.2 Ｎ-3°-Ｅ 無し 無し 土師△ C 無し － 中期 平地式。床面中央に粘土塊。

Ｈ－４ 中形長方形 (5.2) 4.9 0.3 Ｎ-27°-Ｅ 無し 無し 土師△滑石※ C 中央 B2 Ⅲ 覆土に焼土混入(焼失か)。平地式。

Ｈ－５ 小形長方形 (3.6) 3.3 0.1 Ｎ-10°-Ｗ 無し 無し 土師※ C 無し － 中期 平地式。

Ｈ－６ 中形長方形 4.7 3.8 0.4 Ｎ-9°-Ｅ 南東隅 無し 土師○滑石※
石器※ A2 中央北 B1 Ⅱ 焼失(炭化材)。

Ｈ－７ 小形長方形 3.8 3.1 － Ｎ-9°-Ｅ 無し 無し 土師△石器※ C 中央 B2 Ⅲ 平地式。

Ｈ－８ 大形正方形 6.6 6.4 0.6 3/4 Ｎ-20°-Ｗ
南西隅

1・北東
隅2

4 土師○滑石※
石器※ A2 中央北 A Ⅲ

東側に間仕切り溝。南側に入口施
設(ピットと溝)。貯蔵穴の位置が
異なる。

Ｈ－９ 小形長方形 3.1 2.5 0.6 Ｎ-20°-Ｗ 無し 無し 土師※ B1 無し － 中期 土坑状遺構。

Ｈ－10 小形長方形 3.9 3.1 0.5 Ｎ-30°-Ｅ 無し 無し 土師※ C 無し － 中期 東側はテラス状。

Ｈ－11 中形長方形 4.7 4.4 0.1 Ｎ-22°-Ｗ 無し 不規則 土師※ C 中央南か A 中期 平地式。

Ｈ－12 大形正方形 6.8 6.6 0.3 全周 Ｎ-3°-Ｗ
南東隅・
北東隅
に各1

4 土師○滑石※
編物△ B2

床面被熱
のため不

明
B2 Ⅲ

焼失(炭化材)。南・東西に間仕切
り溝。南側に入口施設(ピット)。
周溝全周。台石・土器転用台出土。
Ｄ－1内に編物石。

Ｈ－13 中形正方形 5.8 5.7 0.4 全周 Ｎ-8°-Ｅ
南東隅・
南西隅
に各1

4 土師○滑石※ B2 中央北 A Ⅲ
焼 失(炭 化 材)。 南 側 に 入 口 施 設
(ピットと溝)。周溝全周。8区床面
に粘土。

Ｈ－14 中形正方形 5.1 (1.8) 0.1 Ｎ-8°-Ｅ 無し 不明 土師※ C 中央北 B2 中期 M-2と重複。削平により床面のみ。

第17表　人見本村遺跡　古墳時代住居址観察表
（単位：ｍ）

住居名 平面形態
規模

壁溝 主軸方向
土坑

柱穴 遺物 覆土
竈・炉址

時期 所見
長軸 短軸 深さ 貯蔵 位置 構造

Ｈ－１ 中形長方形 4.5 3.6 0.7 × Ｎ-50°-Ｗ 無し 無し 土師○須恵※ A2 中央西 A Ⅱ
焼失(炭化材)。覆土上部に古代土
器混入。

Ｈ－２ 中形正方形 5.2 5.1 0.3 全周 Ｎ-7°-Ｗ 南東隅 4 土師○須恵※ A1 中央北 A Ⅱ
南東隅に間仕切り溝。南側に入口
施設(ピット)。

Ｈ－４ 中形長方形 5.6 5.0 0.8 Ｎ-38°-Ｅ 南東隅 無し 土師△ B1
中央北と
中央西の

2カ所
A Ⅲ

11区付近の床面に転用甕。

Ｈ－５ 小形正方形 3.6 3.4 0.4 Ｎ-5°-Ｅ 南東隅 無し 土師※ A1 中央北 B2 中期

第18表　上人見遺跡　古墳時代住居址観察表
（単位：ｍ）

住居名 平面形態
規模

壁溝 主軸方向
土坑

柱穴 遺物 覆土
竈・炉址

時期 所見
長軸 短軸 深さ 貯蔵 位置 構造

Ｈ－１ 小形長方形 3.3 3.8 0.2 × ほぼ真北 無し 無し 土師△ C 無し － 中期 底面下部から集石(D-153)。

第19表　人見枝谷津・東向原遺跡　古代住居址観察表
（単位：ｍ）

住居名 平面形態
規模

壁溝 主軸方向
土坑

主柱穴 遺物 覆土
竈

時期 所見
長軸 短軸 深さ 貯蔵 位置 構造

Ｈ－32 小形長方形 3.7 2.6 0.4 × Ｎ-95°-Ｅ 竃右 × 土器△　　石器
※ C 東中央 堀方 Ⅲ

台石が覆土からやや浮いて出土。
竃脇で坏が出土。礫は竃構築材か。

Ｈ－33 中形長方形 4.2 2.9 0.5 ○ Ｎ-88°-Ｅ × × 土器○ C 東中央南
寄 堀方 Ⅱ

白色粘土塊が壁面で床からやや浮
いて出土。刻書土器破片出土。

Ｈ－34 小形正方形 2.3 2.8 0.3 × Ｎ-95°-Ｅ 北西隅 × 土器○ C 南東角 堀方 Ⅴ 竃内から羽釜片が出土。

Ｈ－38 中形正方形 4.2 <4.4> 0.6 × Ｎ-93°-Ｅ 竃右/南
西隅 × 土器◎　　鉄鏃 A2 東中央 B Ⅴ

古墳住居(H-37)の覆土を掘削（住
居角で重複）。炭化材出土（焼失
住居）。床面他で鉄鏃２点出土。

Ｈ－47 中形長方形 3.4 4.4 0.5 × Ｎ-105°-
Ｅ × ×

土器◎　　鉄
鏃・鉄滓・羽口
　　石器※

C 東中央 E　 支
脚有 Ⅴ

鍛冶関連遺構として炉址がある。
炉底面は粘土で覆われ、被熱し、
硬化。ただし、鉄の出土無し。竃
内から羽釜と土釜出土。
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住居名 平面形態
規模

壁溝 主軸方向
土坑

柱穴 遺物 覆土
竈・炉址

時期 所見
長軸 短軸 深さ 貯蔵 位置 構造

Ｈ－71 小形長方形 <3.2> <3.0> 0.3 × Ｎ-21°-Ｗ × × 土器○ C 北中央
竃1:D
竃2:C

　
Ⅳ

谷斜面部の水場覆土中に構築。床
面冠水。竃は２基(新竃１・旧竃
２)。床面からやや浮いて礫４点が
出土。

Ｈ－73 小形長方形 3.2 3.7 0.4 × Ｎ-105°-Ｅ 竃右/南
西隅 × 土器△ C 東中央 D Ⅴ

竃礫は構築材(両側の大形礫は袖
石)。竃内から羽釜と土釜出土。

Ｈ－79 中形長方形 3.0 5.0 0.4 × Ｎ-111°-Ｅ × × 土器※ C 東中央 E 平安
覆土上部に浅間軽石が堆積。礫は
竃構築材か。

Ｈ－81 中形長方形 4.3 4.0 0.4 × Ｎ-106°-Ｅ 南西隅 × 土器△羽口石器
※ A1 南東隅 D 支脚

有 Ⅴ
竃内から羽釜２点、羽口片出土。
礫は竃構築材。

Ｈ－82 中形長方形 3.6 4.2 0.2 × Ｎ-10７°-Ｅ 南西隅 × 土器△ A2 東中央南
寄 痕跡 Ⅴ

床面に赤化範囲が認められた（焼
失か）。

Ｈ－107 小形正方形 2.2 2.2 0.6 × 不明 × × 土器△ C 南東中央 堀方 Ⅲ
住居西側重複あるいは拡張、竃は
古い住居址（３層正面が床面）。
新しい住居址では竃不明。

Ｈ－114 小形長方形 3.4 3.1 0.3 Ｎ-85°-Ｅ 南西隅 × 土器△石器※ C 東北寄 堀方 平安

Ｈ－118 中形長方形 4.8 3.6 0.6 Ｎ-115°-Ｅ 竃左 × 土器○石器※ C 南東隅 D Ⅴ
西・ 南 側 に 周 溝。M-18と 重 複。
住居範囲がＢ軽石で覆われてい
た。竃内から複数個体の羽釜出土。

Ｈ－7  
(N-4) 中形正方形 4.5 4.5 0.5 × Ｎ-90°-Ｅ 竃右 × 土器○羽口 C 東中央北

寄 堀方 Ⅴ
覆土中に大形礫が廃棄。竃内から
土釜出土。
古墳中期住居と重複する。

Ｈ－10
　(N-4) 中形長方形 3.8 5.2 0.3 × Ｎ-93°-Ｅ 竃右・

南西隅 × 土器○ C 東中央南
寄 D Ⅴ

台石が床面に分布。竃右側に棚状
遺構。床面３カ所にやや深いピッ
ト。

第20表　人見向原遺跡　古代住居址観察表 （単位：ｍ）

住居名 平面形態
規模

壁溝 主軸方向
土坑

主柱穴 遺物 覆土
竈

時期 所見
長軸 短軸 深さ 貯蔵 位置 構造

Ｈ－10 中形正方形 5.6 5.4 0.5 × Ｎ-128°-Ｅ 竃右 × 土器△小破片主
体 C 東中央南

寄 D 平安
覆土床面付近までに浅間Ｂ軽石純
層堆積。

Ｈ－22 小形長方形 3.9 3.2 0.3 × Ｎ-118°-Ｅ 竃右・
南西隅 × 土器○ A1 東中央南

寄 E Ⅴ
竃の粘土が残存する。

Ｈ－29 方形 － － － × Ｎ-122°-Ｅ 竃右 × 土坑のみ出土 × 東 E 平安
竃、貯蔵穴のみ。プラン不明。

Ｈ－34 小形長方形 3.9 2.8 0.2 Ｎ-94°-Ｅ 竃右 × 土器△ C 東中央 E Ⅴ
竃内から羽釜複数個体出土。

第21表　人見本村遺跡　古代住居址観察表 （単位：ｍ）

住居名 平面形態
規模

壁溝 主軸方向
土坑

主柱穴 遺物 覆土
竈

時期 所見
長軸 短軸 深さ 貯蔵 位置 構造

Ｈ－3 中形長方形 5.4 4.1 0.7 全周 Ｎ-11°-Ｅ 無し × 土器◎ A1 北・東寄 E Ⅰ
竃周辺に多数の土器。覆土上部に
浅間Ｂ軽石堆積。漆付着坏2点出
土。

凡例 計測値の　(　)は推定値。〈　〉は残存値。柄鏡形の計測は主体部＋柄部
平面形態　小形：４ｍ以下　中形：４～６ｍ　大形：６ｍ以上
竃形態　　Ｂ：ローム＋黒色土＋袖芯河床礫　Ｄ：地山削りだし＋ローム＋袖芯河床礫
　　　　　Ｃ：ローム＋黒色土＋河床礫　　　Ｅ：地山削りだし＋ローム＋袖粘土
遺物出土量　土器類　※：0 ～ 1000g　△：1000 ～ 5000g　○：5000 ～ 10000g
　　　　　　◎：10000g以上
　　　　　　石器類　※5点以下　△10点以下　○20点以下　◎21点以上

覆土状況　Ａ： 人為的に埋め戻し、あるいは屋根崩落後に自然堆積
　　　　　　Ａ１：ローム混じりの埋め戻し
　　　　　　Ａ２：焼土と炭化材が混入
　　　　　Ｂ：人為的埋め戻し
　　　　　　Ｂ１：人為的埋め戻しあるいはローム混入土
　　　　　　Ｂ２：焼土と炭化材が混入し、その上にローム
　　　　　Ｃ：自然堆積

時期 古墳　　Ⅰ期：4世紀後半　Ⅱ期：5世紀第１四半期　Ⅲ期：5世紀第２四半期
　　　　Ⅳ期：5世紀第3四半紀

古代　　Ⅰ・Ⅱ期：8世紀前半　Ⅲ・Ⅳ期：9世紀前半　Ⅴ期：10世紀後半～ 11世紀初頭

住居名 平面形態
規模

壁溝 主軸方向
土坑

主柱穴 遺物 覆土
竈

時期 所見
長軸 短軸 深さ 貯蔵 位置 構造
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遺構番号 遺構名 形態 長軸
(長さ) 短軸(幅) 深さ 主軸 時期 遺物 所見

Ｔ－１ 竪穴状 円形 2.9 2.8 0.3 真北 縄文中期
後半 縄文※ 外側にピット。

Ｍ－１～
21 復旧溝 箱状 － 0.3 － － 近世 縄文混入 覆土に大量の浅間Ａ軽石が入る。軽石処理の可能性。

ＫＭ－１ 炭焼窯 長方形 4.9 2.2 0.2 Ｎ-45°-Ｗ 中～近世 炭破片◎ 西側部分が特に焼けている。

第23表　人見西下原遺跡　他遺構観察表
（単位：ｍ）

遺構番号 遺構名 形態 長軸
(長さ) 短軸(幅) 深さ 主軸 時期 遺物 所見

Ｔ－１ 竪穴状 楕円形 3.2 2.2 0.3 Ｎ-12°-Ｗ 加曽利E3 土器、石器、礫 北側で有孔鍔付土器、黒曜石原石、中央で大形礫が出土。
覆土上部に炭化物混入。土坑墓か。

Ｔ－２ 竪穴状 円形 4.6 4.4 0.1 － 縄文中期
後半 土器、石器少量 浅く皿状。

Ｓ－１ 集石 楕円形 0.4 0.3 0 － 縄文中期
後半 無し 破砕礫が多い。掘り込み確認されず（Ⅳ層上部で検出）。

Ｓ－２ 配石 － 1.3 0.6 － － 縄文中期
後半 土器、台石、多孔石 D-17とピットで構成される配石遺構。住居址に伴う遺構の

可能性。

第24表　人見枝谷津遺跡　他遺構観察表
（単位：ｍ）

遺構番号 遺構名 形態 長軸
(長さ) 短軸(幅) 深さ 主軸 時期 遺物 所見

Ｕ－１ 埋設 Ⅰ 0.5 － 0.1 加曽利EⅢ 無し 正位の深鉢（上半部）。

Ｕ－２ 埋設 Ⅰ 0.5 － 0.15 加曽利EⅢ 無し 深鉢２点（下半部）が重なり、内側に器台が入る。

Ｕ－３ 埋設 Ⅲ － － 0 加曽利EⅢ 内側に礫中１ 倒置深鉢（上半部逆位）。地面露出（Ⅳ層面）。

Ｕ－４ 埋設 Ⅰ 0.5 － 0.1 加曽利EⅢ 正位の深鉢（上半部）。

Ｕ－５ 埋設 Ⅰ 0.5 － 0.3 加曽利EⅢ 礫中１ J-11内。正位の深鉢（遺存状態が悪いため、復元不可能）
底部に礫。

Ｕ－６ 埋設 Ⅱ 1.4 1.0 0.3 Ｎ-86°-Ｗ 加曽利EⅢ 土坑内に深鉢（底部欠）を埋設。潰れた状態で検出。

Ｕ－７ 埋設 Ⅰ 0.5 － 0.2 加曽利EⅢ 逆位の深鉢（口縁部）。

Ｕ－８ 埋設 Ⅰ 0.3 － 0.15 加曽利EⅢ ＦＬＡ３ 正位の深鉢（下半部）。

Ｕ－９ 埋設 Ⅰ 0.3 － 0.2 加曽利EⅢ J-11内。正位の深鉢（上半部）。

Ｕ－10 埋設 Ⅰ (1.1) 0.7 0.15 Ｎ-53°-Ｅ 加曽利EⅢ 正位の深鉢（下半部）。土坑内に２基並列し、U-11が新しい。

Ｕ－11 埋設 Ⅰ － － 0.22 － 加曽利EⅢ 正位の深鉢（下半部）。

Ｔ－１ 竪穴状 長方形 3.4 1.8 0.2 Ｎ-78°-Ｗ 古墳中期 坏△　編石１ 床面に２基の浅いピット。

Ｔ－２ 竪穴状 隅丸方
形 2.8 3.0 0.4 Ｎ-７°-Ｗ 古墳中期 坏△甕◎縄文石器３ 床中央に焼土痕。ピット無し。

Ｔ－３ 竪穴状 長方形 3.8 3.0 0.2 Ｎ-45°-Ｗ 古墳中期 甕◎ 床面遺構なし。

Ｔ－４ 竪穴状 方形 3.1 2.6 0.1 Ｎ-28°-Ｅ 古墳中期 坏△甕◎礫小５中３
縄文石器４ 掘り込み浅いが遺物大量廃棄。

Ｔ－５ 竪穴状 方形 2.9 (2.7) 0.2 Ｎ-37°-Ｅ 古墳 甕△縄文※ 道路側溝と重複。ピット４か所は柱穴の可能性。M-1内に遺
物混入。

Ｔ－６ 竪穴状 方形 5.8 5.4 0.03 Ｎ-36°-Ｅ 古墳中期 坏※甕○縄文△ 床面に浅いピット(柱穴) ４か所。台石２点出土。

Ｔ－７ 竪穴状 方形 (4.6) (4.5) 0 真北か 古墳中期 坏※甕△縄文※ T-8と重複(新旧不明)。床面にピット４か所(不規則)。

Ｔ－８ 竪穴状 長方形 5.8 4.6 0.05 Ｎ-34°-Ｗ 古墳中期 甕○縄文△ T-7と重複。床面にピット３か所(不規則)。

Ｓ－１ 集石 － 0.7 0.5 0 － 縄文 礫：小５　中15 100 ～ 500ｇの礫20点（欠損11点）。被熱は全て無し。

Ｍ－３ 区画溝 箱状 27.0+
18.0 1.1 0.14 ～

0.28 － 近世 甕△縄文◎縄文石器
１（混入） 覆土にＡ軽石混入。底面に多数の小ピット。「Ｌ」字状区画。

Ｍ－４ 区画溝 箱状 85.0
以上

0.8 ～
1.3

0.5 ～
0.7 Ｎ-28°-Ｅ 古代

坏◎甕◎縄文◎
石製剣１　礫小２
縄文石器４（混入）

M-14に接続。覆土はⅢ層を基本とした黒色土で自然埋没。
他時期の遺物が多数混入。溝方向はやや湾曲して直線状に
延び、台地の南北を区切る。断面は箱状（鍋底形）。1区覆
土中位に炭化物・焼土。

Ｍ－５ 道路側溝 皿状 53.0 0.6 ～
1.0 0.2 Ｎ-55°-Ｗ 中世 甕※ 覆土に浅間Ｂ軽石多数混入。溝底面硬化・浅いピットが並ぶ。

谷筋へ延びる直線道路。遺構の東側先は、現在の道路地割
りに一致。Ｍ－６ 道路側溝 皿状 53.0 0.6 0.1 ～

0.2 － 中世 坏※甕△礫小１

Ｍ－７ 区画溝 箱状 25.0+
9.0 0.8 0.3 ～

0.4 － 古代 覆土黒色土（Ⅲ層）。重複するH-61が古い。「L」字状区画。

Ｍ－11 欠番。

Ｍ－12 欠番。

Ｍ－13 欠番。

Ｍ－14 区画溝 箱状 (277.0) 0.9 ～
1.5

0.6 ～
0.8

Ｎ-75→
85°-Ｗ 古代 坏※甕△縄文△礫小

１中４縄文石器３

低地から北西方向へ一直線に延び、途中でM-15と交差しや
や西側へ屈曲する。西側調査区外では、確認されず。覆土
は黒色土（Ⅲ層）。部分的にM-15と並行する。

第22表　人見東原Ⅱ遺跡　他遺構観察表
（単位：ｍ）

遺構番号 遺構名 形態 長さ 幅 深さ 主軸 時期 遺物 所見
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遺構番号 遺構名 形態 長軸
(長さ) 短軸(幅) 深さ 主軸 時期 遺物 所見

Ｍ－15 区画溝 箱状 146.0+
(123.0)

0.6 ～
0.9

0.4 ～
0.5

Ｎ-70→
126°-Ｗ 古代 甕△縄文○礫小１中

２大１縄文石器１

低地M-14の北側から溝が始まり、途中で約53°南へ屈曲す
る。溝が断続し、M-14と交差しながら谷筋方向へ延びてい
く。掘削中断及び湾曲部分を確認。覆土は黒色土（Ⅲ層）。

Ｍ－16 方形区画
溝

鍋底・
皿状 91.0 29.0 ～

37.0
0.2 ～

0.4 Ｎ-78°-Ｗ
古代

( ９世紀後
半)

SE坏△　甕△縄文△
礫小２中５縄文石器
６（混入）

覆土中位から須恵器碗が破砕状態で出土。南側中央で西側
部分区画が拡張する。覆土は黒色土（Ⅲ層）。

Ｍ－17 溝 鍋底 35.0 1.2 0.5 Ｎ-64°-Ｗ 古代 坏※縄文△縄文石器
１

M-16が新しい。溝は未完状態（掘削途中）。覆土黒色土（Ⅲ
層）。

Ｍ－18 区画溝 箱状 28.0+
20.0

0.9 ～
1.1

0.5 ～
0.6 － 古代 縄文○礫小２中２

M-15から分岐し、M-14と交差、M-26に接続する。M-14よ
り古く、H-118より新しい。「Ｌ」状となるが、M-26との接
続関係は不明。覆土は黒色土（Ⅲ層）。

Ｍ－19 溝 鍋底 120.0 0.8 ～
1.1

0.2 ～
0.5

Ｎ-78→
125°-Ｗ 古代 縄文△礫小３中１

縄文石器１（混入） 途中で北方向に蛇行する。未完状態（掘削途中）。

Ｍ－20 溝 鍋底・
皿状 (70.0) － － Ｎ-42°-Ｅ 古代 SE甕※ 覆土は道路と類似した黒褐色土（Ⅲ層）。本溝が道路を壊す。

Ｍ－21 溝 鍋底・
尖底

(70.0)+
(23.0)

1.2 ～
1.7

0.2 ～
0.6

Ｎ-36°・
134°-Ｅ 中世 SE甕※甕※縄文△

縄文石器１
「Ｌ」状に検出。道路と並行するが東側撹乱のため先の区画
不明。底面に小ピット。覆土に浅間Ｂ軽石混入(分析参照)。

Ｍ－22 区画溝 皿状 (130.0) 0.4 ～
1.0

0.1 ～
0.2 Ｎ-54°-Ｗ 中世 甕※縄文△

溝底面硬化する（道路状）。覆土に浅間Ｂ軽石混入。古代道
路のＭ－１溝と重複し、斜めに横切る（先は不明）。Ｍ－25
とも重複。

Ｍ－23 区画溝 鍋底 46.0+
(31.0)

0.7 ～
1.3

0.1 ～
0.5

Ｎ-55°・
227°-Ｗ 中世 縄文※ M-24と同一遺構で方形区画と推定。溝の東側は途切れるが、

M-24と主軸が一致。覆土に浅間Ｂ軽石が大量混入。

Ｍ－24 区画溝 － (15.0)+
(10.0) 1.2 0 ～ 0.1 Ｎ-21°-Ｅ・

Ｎ-52°-Ｗ 中世 区画Ｍ－23と同一遺構。耕作による撹乱が大きく痕跡のみ。

Ｍ－25 溝 鍋底 (19.0) 0.4 ～
0.7 0.4 Ｎ-56°-Ｗ 中世 区画Ｍ－22と重複。耕作溝により先は不明。覆土に浅間Ａ

軽石混入。

Ｍ－26 区画溝 箱状 11.0+
15.0 1.0 0.5 ～

0.6 － 古代  M-14から分岐し、M-18に接続する。南北方向の掘削中断
を確認。覆土黒色土（Ⅲ層）。

Ｍ－27 溝 箱状 － － － Ｎ-22°-Ｅ 近世 覆土に浅間Ａ軽石混入。

Ｍ－28 溝 浅い皿
状 8.0 (0.6) (0.1) Ｎ-80°-Ｗ 中世 古代道路・M-23を斜めに横切る。

水路１ 溝 皿状 (27.0) 0.3 ～
0.5 0 ～ 0.1 Ｎ-79°-Ｗ 中世 土師、礫

水路１～３はほぼ同時期と推定される。谷に並行する溝で、
土砂が堆積により、流路が判明。細い木杭を検出。道路状
遺構と直交する（水路が新しい）。

水路２ 溝 皿状 (27.0) 0.3 ～
0.6 0 ～ 0.1 Ｎ-79°-Ｗ 中世

水路３ 溝 皿状 (16.0) 0.3 ～
0.9 0 ～ 0.1 Ｎ-79°-Ｗ 中世

ＵＳ－１ 水場（湧
水地） 谷状 東西約

16.0
南北約
13.0

比高差
2.0 Ｎ-24°-Ｗ 古墳中期

坏◎甕◎　石製FL ４
　礫小22中４大１
縄文石器７（混入）

谷地斜面を内側へ掘削し、湧水点を溝（２か所以上）で直
結させ、水場を確保。東側斜面には土器破片が集中する（廃
棄あるいは祭祀か）。覆土は黒色土（Ⅲ層）基本とする自然
堆積。水面下では、勾玉１点出土した。遺物は東側斜面で
土器片が多数出土したが、祭祀様相を示す土器集積あるい
は遺物大量廃棄は認められなかった。

１号炭焼窯 炭焼窯
不整楕
円形・
皿状

1.9 0.8 0.2 Ｎ-37°-Ｗ 中世 炭化材○ N3A　台地斜面方向を主軸、道路状遺構と重複して検出。
煙道部分張出。底面中央に溝。覆土上面に浅間Ｂ軽石。

２号炭焼窯 炭焼窯 長方形・
皿状 2.8 0.8 ～

1.2 0.1 Ｎ-82°-Ｗ 中世 炭化材○ N3C　M-14と重複。東西主軸。覆土上部に浅間Ｂ軽石混入。
東側底面は高く、ピットあり。

３号炭焼窯 炭焼窯 － － － － 炭化材○ N3D　確認のみ。

４号炭焼窯 炭焼窯 楕円形・
皿状 2.7 1.0 ～

1.4 0.1 Ｎ-85°-Ｗ 中世 炭化材○ N3E　東西主軸。覆土上面に浅間Ｂ軽石。南に接する土坑
は別遺構。

第25表　人見東向原遺跡　他遺構観察表
（単位：ｍ）

遺構名 遺構名 形態 長軸
(長さ) 短軸(幅) 深さ 主軸 時期 遺物 所見

Ｕ－１ 埋設土器 － 0.4 0.4 0.1 － 古墳中期 甕片△ 土器破片を土坑内の片側に置いた状態。

Ｍ－８ 区画溝 鍋底 (10.0) 28.0 0.3 ～
0.4

Ｎ-27°→
123°-Ｗ 古代 坏△甕△ 北側部分は撹乱のため不明。東側は途中で切れる。H-14号

溝より新しい。覆土には古墳土器が混入。

Ｍ－９ 区画溝 不整円
形 38.0 31.0 0.1 ～

0.6 Ｎ-87°-Ｗ 古墳～
古代 坏△甕◎

2区と3区の間が溝が途切れる部分(入口)。底面にピット。8
区～ 10区は底面浅い。溝覆土はローム混入土の埋め戻し。
覆土中から古墳中期土器が混入。4区では土師器破片集中を
確認。

Ｍ－10 溝 皿状 39.0 0.4 ～
0.8 0.1 Ｎ-42°-Ｅ 近世 坏※甕△縄文△縄文

石器１礫特大１ 覆土に浅間Ａ軽石混入。底面凹凸。

Ｍ－11 溝 皿状 40.0 2 0.3 Ｎ-16°-Ｗ 近世 坏※甕△ 谷に向かって直線に延びる。底面に小ピット。覆土に浅間Ａ・
Ｂ軽石混入。

Ｍ－12 溝 鍋底 30.0 0.9 0.3 Ｎ-47°-Ｗ 近世 覆土上面と下面が硬化。覆土に浅間Ａ軽石。M-11と重複(新
しい)し、M-13と並行。

Ｍ－13 溝 皿状 10.0 0.7 0.1 Ｎ-50°-Ｗ 近世 覆土に浅間Ａ・Ｂ軽石。M-11と重複(新しい)し、M-12と並行。

１号炭焼窯 炭焼窯 長方形・
箱形 3.1 0.7 0.2 Ｎ-90°-Ｗ 中世 炭○ 上面に浅間Ｂ軽石。西側に張出(煙道)あり。底部中央に浅い

溝。
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遺構番号 遺構名 形態 長軸
(長さ) 短軸(幅) 深さ 主軸 時期 遺物 所見

第26表　人見向原遺跡　他遺構観察表
（単位：ｍ）

遺構名 遺構名 形態 長軸
(長さ) 短軸(幅) 深さ 主軸 時期 遺物 所見

Ｍ－２ 溝 鍋底 28.0+
20.0

0.7 ～
1.1 0.4 Ｎ-5°-Ｗ・

Ｎ-135°-Ｅ 古代 石製勾玉１（混入か）
北側低地に向け延びる。南側部分は次第に浅くなり、その
先は不明。覆土は黒色土(Ⅲ層)の自然堆積。覆土上部に土師
器甕片集中する。

１号炭焼窯 炭焼窯 楕円形 3.1 1.1 0.1 Ｎ-68°-Ｗ 中世 炭化材○　坏※甕※
縄文※ 東西方向が主軸。覆土に浅間Ｂ軽石含まず。

Ｋ－１ 古墳 円墳 25.0 25.0 － Ｎ-148°-Ｅ 古墳終末
期

坏※甕△SE坏△◎
鉄刀１
(土器は7世紀後半～
8世紀初頭)

主軸が南東方向に向く横穴式石室。周溝内には、浅間Ｂ軽
石層下から礫出土。古墳石室の構築礫と推定。これにより、
1108年以前に石室が壊されたことが判明。石室撹乱層から
鉄刀出土。前庭部には周溝が無い（「Ｃ」字状）。前庭部付
近から須恵器破片が多数出土。

第27表　人見東中原遺跡　他遺構観察表
（単位：ｍ）

遺構名 遺構名 形態 長軸
(長さ) 短軸(幅) 深さ 主軸 時期 遺物 所見

Ｔ－１ 竪穴状 円形 3.0 3.0 0.2 － 縄文中期
後半 縄文◎ 中央に２か所のピット（補助柱）。

Ｔ－２ 竪穴状 方形 2.6 2.4 0.3 Ｎ-10°-Ｗ 中世 坏※甕※ T-3と重複（古い）。覆土に浅間Ｂ軽石混入。

Ｔ－３ 土坑状 不整形 (3.0) 2.0 ～
3.8 0.2 － 中世 坏△甕△縄文※

礫中２
中央に粘土と礫。覆土中位に焼土・炭化物、硬化する。
性格不明。

Ｔ－４ 竪穴状 方形 (2.6) 2.6 0.1 ～
0.2 Ｎ-5°-Ｗ 中世 甕※ 覆土に浅間Ｂ軽石、大形礫混入。M-11と重複（古い）。

Ｓ－１ 集石 － 1.8 1.4 － － 縄文中期
後半 掘り込みがなく、配石状。礫被熱、炭化物・焼土分布なし。

Ｓ－２ 集石土坑 円形 1.4 1.3 0.4 － 縄文早期 縄文(押型文)△
ＦＬＡ1　磨１

土坑上面及び覆土中に集石。堀方を埋め（３層）、礫１点を
中心に６点の礫が弧状に並ぶ（配石状）。下部に焼土と炭化
物が混入することにより炉の可能性。土器片１点図示。

Ｓ－３ 列石 弧状 22.0 0.5 ～
1.0 － Ｎ-62°-Ｗ 縄文中期

後半

ＳｃＢ１　凹１　多孔
２
礫小２　中４

西側に向けて弧状となる（末端の先では礫は確認されず）。
礫３点が１単位（１・２・４～８）となって間隔を開け西
側に膨らみ並ぶ。３・９は礫抜き取りあるいは、単独で構成。
各構成礫の下には、掘方が存在する（浅く埋め込まれてい
る）。土器の出土は無い。

Ｓ－４ 集石 － 3.5 3.5 － － 縄文中期 磨１ 掘り込みなく、広範囲に小礫が散在。礫は被熱無し。土器
の分布と重複（中期後半）。

Ｓ－５ 集石土坑 円形 1.1 1.1 0.15 － 縄文か 敲１ 確認状況（覆土のしまり）から古代の可能性もある。

Ｍ－３ 区画溝 皿状・
鍋底

(70.0)+
(58.0)

1.3 ～
2.3

0.2 ～
0.5

Ｎ-2°-Ｅ・
Ｎ-73°-Ｗ 中近世

甕△SE甕△縄文○
礫小３中３縄文石器
４

M-4と重複（古い）。「Ｌ」字状に確認。道路状遺構、M-5を
壊す。覆土に浅間Ｂ軽石混入。東西方向の溝断面は鍋底で
深く、南北方向の溝断面は皿状で浅い。

Ｍ－４ 区画溝 皿状 (42.0)+
40.0

0.9 ～
1.0 0.1 Ｎ-7°-Ｅ・

Ｎ-75°-Ｗ 中近世 礫小１中２縄文石器
６

「コ」の字状で谷に抜ける。M-4と重複。斜面部は断面が薄
くなり、先は不明。

Ｍ－５ 溝 鍋底 125.0 0.7 ～
0.9

0.4 ～
0.5 Ｎ-23°-Ｅ 古代 甕※縄文◎　礫小12

中４縄文石器18

台地を横断する直線溝。6区で覆土中位に硬化面。覆土下部
で掘方の埋め戻しを確認。溝形状、覆土が道路側溝と類似
する。M-3との重複で新旧関係は不明。

Ｍ－６ 溝 鍋底 (110.0) 0.5 ～
1.0

0.1 ～
0.5 Ｎ-43°-Ｅ 中世 縄文◎　礫小５中13

縄文石器20
M-7と並行する。覆土に浅間Ｂ軽石混入、底面には砂質土が
堆積する。斜面部で外に開く。

Ｍ－７ 溝 皿状・
鍋底 (110.0) 0.9 ～

1.4
0.4 ～

0.6 Ｎ-43°-Ｅ 中世 縄文◎　礫小５中９
縄文石器11

M-6と並行する。覆土に浅間Ｂ軽石混入、底面には砂質土が
堆積する。

Ｍ－８ 区画溝 箱堀状 90.0+
60.0

1.7 ～
2.2

0.9 ～
1.2 Ｎ-83°-Ｗ 古代中世

SE甕△中世△縄文△
　礫小３中10縄文石
器21

西側部分は谷筋で東へ屈曲する。東側は、途中で東へ直角
に曲がり止まる。区画が途切れる。覆土には浅間Ｂ軽石を
混入するが、底部付近では、砂質土が堆積する。

Ｍ－９ 区画溝 鍋底 57.0+
40.0

1.4 ～
1.8

0.4 ～
0.5

Ｎ-5°-Ｅ・
Ｎ-82°-Ｗ 中世

SE坏※縄文△　礫小
11中５大１縄文石器
21

M-8との接続部分のみを埋め戻し、M-8を掘削。M-9の西側
は確認されず。東側は谷に抜けている。M-8より深さは浅い
が形状はM-9に類似する。同時期の遺構の可能性。

Ｍ－10 溝 皿状 (2.0) 1.9 0.2 Ｎ-91°-Ｗ 中世 部分的検出。M-8と重複（新しい）。

Ｍ－11 区画溝 箱状 43.0+
(41.0)

1.0 ～
1.8

0.5 ～
0.9

Ｎ-10°→
98°-Ｗ 中世 坏※甕△縄文○ 覆土下部まで浅間Ｂ軽石混入。T-3と重複する（新しい）。

覆土に中世陶磁器混入（図示無し）。

第28表　人見東中原遺跡（低地）　他遺構観察表
（単位：ｍ）

遺構名 遺構名 形態 長軸
(長さ) 短軸(幅) 深さ 主軸 時期 遺物 所見

Ｍ－３ 溝(水路) 皿状 (14.0) 2.0 ～
2.8 0.3 Ｎ-90°-Ｅ 古代以前 無し

台地北側の低地で谷地に沿って確認。谷地部分の斜面を掘
削して構築（地形を改変する）。全溝とも同時期と推定。Ⅱ
a層及びⅥ層を掘り込み、土砂による埋没及び浅間Ｂ軽石混
入土の洪水層（４・５層）に覆われる。水路の可能性。時
期を特定できる遺物なし。低地北側部分は、現地表より下
部に浅間Ｂ軽石が堆積し、埋没谷の存在を確認。浅間Ｃ軽
石の堆積を確認する。土壌分析によって水田稲作の可能性
あり。この部分の土壌分析の結果、水田とする。

Ｍ－４ 溝(水路) 皿状 (16.0) (0.3) 0.15 － 古代以前 無し

Ｍ－５ 溝(水路) 皿状 － 2.0 ～
2.8

0.3 ～
0.4 Ｎ-78°-Ｅ 古代以前 無し

Ｍ－６ 溝(水路) 皿状 (16.0) 2.4 0.2 ～
0.3 Ｎ-97°-Ｅ 古代以前 無し
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遺構番号 遺構名 形態 長軸
(長さ) 短軸(幅) 深さ 主軸 時期 遺物 所見

Ｍ－７ 溝(水路) 皿状 (13.0) 1.0 0.2 Ｎ-97°-Ｅ 古代以前 無し

第29表　人見西向原遺跡Ａ区　他遺構観察表
（単位：ｍ）

遺構名 遺構名 形態 長軸
(長さ) 短軸(幅) 深さ 主軸 時期 遺物 所見

Ｍ－２ 溝 箱形 (11.0) 1.5 0.8 Ｎ-55°-Ｅ 古代か 無し Ｍ－１に接続。土橋構築土で覆われる（古い）。上面に浅間
Ｂ軽石堆積。

Ｍ－３ 溝 箱形 4.0 0.9 － Ｎ-37°-Ｗ 古代か 無し Ｍ－１に接続。性格不明。

第30表　人見西向原遺跡Ｅ区　他遺構観察表
（単位：ｍ）

遺構名 遺構名 形態 長軸
(長さ) 短軸(幅) 深さ 主軸 時期 遺物 所見

Ｍ－２ 区画 箱形 315.0 0.8 ～
2.5

0.4 ～
1.0

Ｎ-37°→
47°-Ｅ 古代 （縄文△）

ほぼ直線上で途中で東に方向を変え、低地に抜ける。断面
形態及び覆土（黒褐色土：Ⅲ層が道路側溝と類似する。なお、
N9のM-4とも類似する（同時期）。覆土中位に硬化面（溝底
面）が続く範囲がある。埋没後掘り返しての使用か。

Ｍ－３ 区画 皿状 42.0 1.1 ～
1.3

0.2 ～
0.4 Ｎ-78°-Ｗ 古代 （３区弥生△） M-2とM-4と重複し、溝端が完結。西側の先は確認されず（途

切れる）。掘削途中段階の遺構か。弥生土器は栗林式期。

Ｍ－４ 区画 箱状 (90.0) 1.1 ～
1.5 0.4 Ｎ-43°-Ｗ 古代 甕※（縄文△）

M-2から東方向へ分岐。底面はM-2より高く、覆土の状況・
溝形態から判断して同時期で、M-2に接続させた区画の可能
性。埋め戻しによる土橋あり。東側の先は撹乱のため不明。

Ｍ－５ 区画 皿状・
鍋底

65.0+
(8.0)

1.4 ～
2.2

0.3 ～
0.6

Ｎ-61°→
149°-Ｗ 古代 無し ほぼ直線状、西側部分は途切れ、東側は南へ折れるが先は

撹乱のため不明。

Ｍ－６ 方形区画
110.0+
55.0 ～

70.0

0.6 ～
0.9

0.2 ～
0.5 Ｎ-35°-Ｅ 古代 ５区坏△（縄文◎）

長軸の一辺が歪む長方形。３か所で溝が切れる。東側（破線）
は、撹乱のため範囲（痕跡）のみを確認。５区で破砕され
た坏（８世紀代、底部欠）が出土。

Ｍ－７ 溝 尖底 (14.0) 2.8 0.5 Ｎ-54°-Ｗ 中世 内耳土鍋○ 21区のM-1覆土内で掘削された直線の溝。覆土Ⅱb層を掘り
込む。上幅が大きく開く。土鍋片、礫が出土。

Ｍ－８ 区画 皿状 40.0 0.5 ～
0.8

0.2 ～
0.3 Ｎ-43°-Ｗ 古代 無し M-4に並行し、「コ」字状となるが、区画が完結しない。一部、

M-4の先に底部痕跡（ピット）あり。

第31表　人見西中原遺跡　他遺構観察表
（単位：ｍ）

遺構名 遺構名 形態 長軸
(長さ) 短軸(幅) 深さ 主軸 時期 遺物 所見

Ｔ－１ 竪穴状 円形 3.9 3.3 0.3 － 縄文中期
後半

縄文○　ＳｃＢ１
礫中１ 遺物は覆土上部から出土。中央に浅いピット。

Ｍ－３ 溝 鍋底 35.0 0.6 ～
0.8 0.3 Ｎ-70°-Ｗ 古代 無し 道路状遺構を斜めに横切るが、新旧関係は不明。

Ｍ－４ 区画 鍋底 185.0 1.2 ～
3.1 － － 古代 坏※甕○(縄文○弥生

※縄文石器４)

台地に直交する。北側低地部に差しかかるところで分岐す
る（Ｂが古い）。本溝を埋め戻して道路が構築されている（覆
土にロームブロック混入）。道路側溝と連結する。

Ｍ－５ 溝 皿状 8.5 0.6 0.1 － 中近世 縄文※ 底面硬化。覆土に浅間Ｂ軽石堆積。Ｍ－１号溝に並行する。

Ｍ－６ 区画 薬研 75.0→
(50.0)

1.3 ～
2.1

0.6 ～
1.4

Ｎ-90°-
Ｗ･Ｎ-40°

-Ｅ

古代～中
世 無し

覆土上部には浅間Ｂ軽石が混入。掘り返しによる底面の上
昇が認められる。西側斜面部では溝が途切れ、その先は不明。
底面には砂質土が堆積する（水成堆積の痕跡）。

Ｍ－７ 溝 皿状 50.0 0.6 ～
0.9

0.1 ～
0.3 Ｎ-78°-Ｗ 古代 無し 道路側溝を壊す（新しい）。２回の拡張。溝の先は撹乱のた

め不明。

第32表　人見本村遺跡　他遺構観察表
（単位：ｍ）

遺構名 遺構名 形態 長軸
(長さ) 短軸(幅) 深さ 主軸 時期 遺物 所見

Ｍ－１ 道路側溝 皿状 6.4 1.0 0.2
Ｎ-72°-Ｗ

中世 無し
幅0.8 ～ 1.0ｍの道路面に対し、両側に側溝。覆土には浅間
Ｂ軽石が混入。浅間Ｂ軽石層を切って掘削。道路面及び側
溝ともに硬化面は無し。本遺構の延長線上には、道路痕跡
と推定される地割りが認められる。本道路北方には、人見
城が存在する。

Ｍ－２ 道路側溝 皿状 6.4 1.2 0.4 中世 無し

ＨＴ－１ 掘立柱 1間×
2間 3.4 3.2 0.3 ～

0.6 Ｎ-68°-Ｗ 古代 古墳※（混入） 覆土黒褐色土（Ⅲ層）。

ＳＡ－１ 柵列 直列 5.2 － 0.3 Ｎ-77°-Ｗ 古代 古墳※（混入） HT-1の南、直列。覆土黒褐色土（Ⅲ層）。

凡例　　　　埋設土器　Ⅰ：堀方のみ　Ⅱ：土坑内　Ⅲ：堀方無し。　　　　建物の（　）は混入遺物。 計測値の（　）は推定値。
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第33表　Ｍ－１号溝（大溝）観察表
（単位：ｍ）

遺構名 区間 形態 長さ 幅 深さ 主軸 遺物 覆土 底面

人見向原遺跡
1 ～ 3

A 60.0 (3.0 ～ 4.5) 1.0 N-44°-W １区甕※ A→B B

Ａ区Ｍ－１号溝 所見 富岡市下高田上原遺跡Ｊ区(H21)、底面部分的平坦。南側調査区外。崖線の縁を通過。

区間 形態 長さ 幅 深さ 主軸 遺物 覆土 底面

4 ～ 6
A 50.0 (4.0) 1.0 N-44°-W ５区坏△ A→B B

所見 内側からの埋め戻し。その後自然堆積→浅間Ｂ軽石堆積。道路硬化面（4･5層)と中世の溝が重複。Ⅱb層下土層中から須恵器
坏出土。

区間 形態 長さ 幅 深さ 主軸 遺物 覆土 底面

7 ～ 9
A 50.0 (3.5 ～ 5.5) 1.4 N-50°-W 8区坏※甕※ A→B A

所見 埋没土（ローム）上面を底面として溝再利用（掘りざらい→自然堆積→浅間Ｂ軽石堆積）。谷際を通過。ロム混入土の埋没と
浅間Ｂ軽石の堆積に時間差（自然堆積層）。

区間 形態 長さ 幅 深さ 主軸 遺物 覆土 底面

10
－ 42.0 (4.0) － － － － －

所見 M-1本体は調査区外。溝北側の落ち際を確認（ローム面まで削平）。複数の硬化面（道路）。

区間 形態 長さ 幅 深さ 主軸 遺物 覆土 底面

11 ～ 14
－ 65.0 － － N-67°-W － － －

所見 下高田原Ⅳ遺跡　谷を挟んで主軸が南西方向にずれる。

区間 形態 長さ 幅 深さ 主軸 遺物 覆土 底面

15 ～ 19
－ 85.0 4.0 ～ 5.0 外1.2内1.6 N-67°-W 15区SE坏△、16区SE坏△ B A

所見 20 ～ 21区付近で北に曲がる。上幅の長さが均一ではない。覆土下部は、自然埋没土。道路と推定される複数の硬化面。溝内
側Ⅲ層上面に帯状の硬化面を確認。溝壁面に多数のピット。15・16区覆土下部で坏出土。内側が高く、外側が低い。

区間 形態 長さ 幅 深さ 主軸 遺物 覆土 底面

20 ～ 23
－ 65.0 4.5 ～ 5.0 外1.3内1.7 N-67°-W － B A

所見 22区で底面掘方埋め戻し確認。溝内側で道路状の硬化面を確認。底面の溝状落ち込みを埋め戻す。

遺構名 区間 形態 長さ 幅 深さ 主軸 遺物 覆土 底面

人見西向原遺跡
1 ～ 5

－ 75.0 5.5 1.3 N-70°-W －

Ａ区Ｍ－１号溝 所見 うち2･3区の一部は富岡市調査（上高田筑前上遺跡）。4･5区の溝南側は、樹木のため未調査。

区間 形態 長さ 幅 深さ 主軸 遺物 覆土 底面

6 ～ 11

C 80.0 5.0 ～ 6.0 外1.1内1.8 N-67°-W － B A

所見
11区は富岡市調査（上高田筑前上遺跡）。7･8区付近に埋め戻しによる土橋を確認。浅間Ｂ軽石下の窪みで溝に直交する帯状
の硬化面。9区で溝を完全に埋め戻した土橋を確認。帯状の硬化面。土橋は縦断面が台形状となる。土橋は浅間Ｂ軽石に覆わ
れている。この土橋に接続する溝状遺構周辺に浅間Ｂ軽石が薄く堆積する。6区、土橋付近で曲線となる。

区間 形態 長さ 幅 深さ 主軸 遺物 覆土 底面

12 ～ 18
A 115.0 5.0 ～ 7.0 外1.2内1.7 N-67°-W 12区SE坏△ B A

所見 底面中央に溝状遺構。

遺構名 区間 形態 長さ 幅 深さ 主軸 遺物 覆土 底面

人見西向原遺跡
20 ～ 23

A+C 70.0 4.7 ～ 5.2 外1.3内1.9 N-57°-W 21区鉄斧・坏※ A+B A

Ｂ区Ｍ－１号溝 所見 底面溝状遺構を埋め戻す。底面一部硬化。M-7(中世)と重複。底面に多数のピット。

区間 形態 長さ 幅 深さ 主軸 遺物 覆土 底面

24 ～ 26
C 60.0 4.1 ～ 4.8 外1.2内1.4 N-57°-W － A+B A

所見 25･26区付近の覆土下部（ローム埋没土上層）に炭化物混入。底面に多数のピット。一定の間隔で南北に蛇行して延びる。
25区では、T-1（古代）と重複する（新しい）。

区間 形態 長さ 幅 深さ 主軸 遺物 覆土 底面

27 ～ 29

C 60.0 4.2 ～ 4.8 外1.1内1.2 N-52°-W － A+B A

所見
底面埋め戻しにより硬化(27･28区付近)。30区付近では、ローム埋没土上層に炭化物混入土層確認。29区で浅間Ｂ軽石に覆
われた土橋を確認。土橋は断面台形で、上面は幅約１ｍの硬化面。M-1自然埋没後、埋め戻して土橋を構築。道路方向はほぼ
真北へ延びる。M-2と重複（新しい）。

区間 形態 長さ 所見

30 ～ 35 － 120.0 富岡市調査（上高田稲葉上遺跡）

区間 形態 長さ 幅 深さ 主軸 遺物 覆土 底面

36･37
C 35.0 4.5 ～ 5.0 外1.1内1.2 N-62°-W 36区坏※甕△

37区SE甕※甕※ B A

所見 底面埋め戻し。覆土を掘り返して、南寄りの新たな底面（使用面）を確認。覆土Ｂ層北側法面で鉄鏃が出土（水平に刺さった状態）。

区間 形態 長さ 所見

38 ～ 43 － 120.0 富岡市調査（上高田稲葉上遺跡）。覆土中位から同一個体の須恵器甕片多数出土。

区間 形態 長さ 幅 深さ 主軸 遺物 覆土 底面

44･45
B 28.0 4.5 ～ 4.8 外1.1内1.1 N-64°-W 44区SE坏※SE甕○

45区甕△ B A

所見 底面埋め戻し硬化面確認。覆土を掘り返して、南寄りの新たな底面（使用面）を確認。覆土Ｂ面下からピット検出。覆土Ｂ・
Ｃ層で古代（平安）土器多数出土。
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番号
規模（上） 規模(下） 形態

土器重量 石器 礫 時期 備考
ＮＳ ＷＥ ＮＳ ＷＥ 深さ 平面 断面 覆土

Ｄ－１ 138 151 62 73 25 Ａ 2 Ⅰ 縄文※ 小３ 縄文中期後半
Ｄ－２ 114 123 66 68 28 Ａ 2 Ⅰ ※ FLA １ 小１ 縄文中期後半
Ｄ－３ 119 156 90 111 29 Ａ 2 Ⅰ △ 錐１　磨斧１　FLB １ 加曽利EⅢ
Ｄ－４ 97 111 81 89 19 Ａ 2 Ⅰ ※ 小１ 縄文中期後半
Ｄ－５ 86 107 57 76 23 Ａ 2 Ⅰ ※ 縄文中期後半
Ｄ－６ 72 79 39 43 17 Ａ 2 Ⅰ ※ 縄文中期後半
Ｄ－７ 74 89 52 54 22 Ａ 2 Ⅰ ※ 縄文中期後半
Ｄ－８ 66 79 39 44 25 Ａ 2 Ⅰ ※ 縄文中期後半
Ｄ－９ 81 89 50 53 21 Ａ 2 Ⅰ ※ 縄文中期後半
Ｄ－10 86 83 66 62 31 Ａ 2 Ⅰ ※個体 加曽利EⅢ
Ｄ－11 100 113 89 84 11 Ａ 2 Ⅰ ※ 縄文中期後半
Ｄ－12 99 107 69 68 14 Ａ 2 Ⅰ ※ 縄文中期後半
Ｄ－13 130 306 111 290 10 Ｂ 2 Ⅰ △ FLB １ 小３ 中近世 炭焼土坑、炭化材出土。
Ｄ－14 風倒木痕と重複しているため不明 ◎ FLA １　FLB １　FLE １　 小４　大１ 縄文中期後半 風倒木痕。
Ｄ－15 100 109 73 76 14 Ａ 2 Ⅰ ※ 縄文中期後半
Ｄ－16 99 93 72 73 15 Ａ 2 Ⅰ 小１ 縄文中期後半
Ｄ－17 96 87 64 65 19 Ａ 2 Ⅰ 棒礫 縄文中期後半
Ｄ－18 128 136 106 101 23 Ａ 2 Ⅰ ※ 小３　中１ 縄文中期後半
Ｄ－19 166 164 140 144 24 Ａ 2 Ⅰ ※ 縄文中期後半
Ｄ－20 222 <130> 62 <20> 188 Ｂ 2 Ⅰ ○ 小３ 加曽利EⅢ 陥穴状。
Ｄ－21 154 115 126 94 37 Ｂ 1 Ⅰ △ 加曽利EⅢ
Ｄ－22 70 76 57 54 44 Ａ 2 Ⅰ ※ 縄文中期後半
Ｄ－23 152 143 121 115 35 Ａ 1 Ⅰ △ 加曽利EⅢ
Ｄ－24 108 99 68 66 28 Ａ 1 Ⅰ △ 縄文中期後半
Ｄ－25 196 189 160 144 45 Ｂ 1 Ⅰ △ FLA １ 小４　中１ 加曽利EⅢ
Ｄ－26 124 111 109 85 33 Ａ 1 Ⅰ △ 大１ 加曽利EⅢ
Ｄ－27 127 109 93 79 40 Ａ 1 Ⅰ ※ 小1 縄文中期後半
Ｄ－28 253 163 207 127 40 Ｂ 2 Ⅰ ○ ScB １ 縄文中期後半
Ｄ－29 238 190 201 149 38 Ｂ 2 Ⅰ ◎ FLA １ 小１　中２ 加曽利EⅢ 遺物廃棄。
Ｄ－30 146 (141) 37 29 171 Ａ 2 Ⅰ ○ 加曽利EⅢ 大形柱穴か。
Ｄ－31 152 115 97 90 58 Ｂ 2 Ⅰ ○ 打斧１　ScB ２　FLA ２　FLB １ 小４  中１  大１ 加曽利EⅢ
Ｄ－32 135 132 113 114 40 Ａ 2 Ⅰ ※ 縄文中期後半
Ｄ－33 122 155 76 123 35 Ｂ 1 Ⅰ △ 鏃１　ScB １ 小２  中１  特大２ 加曽利EⅢ 底面に礫２点。
Ｄ－34 124 103 98 73 32 Ｂ 1 Ⅰ ◎ 打斧１　磨３　砥２　FLB １ 小３  中１  大１ 加曽利EⅢ 覆土に埋設土器。
Ｄ－35
（炉） 125 122 111 111 40 Ａ 1 － ◎ ScB １　磨１　凹Ⅰ皿５　台

２　磨斧１　FLB １　石棒１ 小２　中10 加曽利EⅢ Ｊ－２住炉の掘方。

Ｄ－36 158 146 122 102 32 Ｂ 1 Ⅰ △ 凹１　FLB ２ 小２  中１  特大２ 加曽利EⅢ
Ｄ－37 237 213 213 175 28 Ａ 1 Ⅰ △ 小２　中３ 加曽利EⅢ
Ｄ－38 69 63 42 48 25 Ａ 2 Ⅰ ※ 小１ 中期後半
Ｄ－39 76 71 55 52 31 Ａ 2 Ⅰ ※ 縄文中期後半
Ｄ－40 53 64 27 39 不明 Ａ 不明 Ⅰ △ FLB １ 不明
Ｄ－41 52 52 30 33 31 Ａ 2 Ⅰ △ 縄文中期後半
Ｄ－42 144 134 113 114 9 Ａ 2 Ⅰ △ 縄文中期後半
Ｄ－43 66 70 47 53 15 Ａ 2 Ⅰ ※ 小１ 縄文中期後半
Ｄ－44 59 56 35 27 30 Ａ 2 Ⅰ ※ 縄文中期後半
Ｄ－45 60 59 48 51 32 Ａ 2 Ⅰ 大１ 縄文中期後半
Ｄ－46 90 83 54 57 44 Ａ 2 Ⅰ △ 縄文中期後半
Ｄ－47 58 61 46 46 31 Ａ 2 Ⅰ 中１ 縄文中期後半
Ｄ－48 89 63 56 33 40 Ｂ 2 Ⅰ ◎ FLB １ 加曽利EⅢ
Ｄ－49 85 75 56 50 38 Ａ 2 Ⅰ ※ 縄文中期後半
Ｄ－50 115 110 85 89 30 Ａ 2 Ⅰ ※ 縄文中期後半
Ｄ－51 69 55 35 39 29 Ａ 2 Ⅰ ※ 小２ 縄文中期後半
Ｄ－52 64 61 37 44 39 Ａ 2 Ⅰ 縄文中期後半
Ｄ－53 78 74 38 48 35 Ａ 2 Ⅰ ※ 縄文中期後半
Ｄ－54 51 58 19 20 40 Ａ 2 Ⅰ ※ 縄文中期後半
Ｄ－55 61 58 46 45 28 Ａ 2 Ⅰ ※ 縄文中期後半
Ｄ－56 74 80 44 54 43 Ａ 2 Ⅰ △ 縄文中期後半
Ｄ－57 88 87 64 65 25 Ａ 2 Ⅰ ※ 縄文中期後半
Ｄ－58 47 48 35 27 34 Ａ 2 Ⅰ 小１ 縄文中期後半
Ｄ－59 67 66 47 37 40 Ａ 2 Ⅰ ※ 小２ 縄文中期後半
Ｄ－60 63 67 40 50 47 Ａ 2 Ⅰ ※ 縄文中期後半
Ｄ－61 78 88 52 59 21 Ａ 2 Ⅰ ※ 縄文中期後半
Ｄ－62 67 72 41 50 30 Ａ 2 Ⅰ ※ 小２ 縄文中期後半
Ｄ－63 60 59 44 43 19 Ａ 2 Ⅰ 縄文中期後半
Ｄ－64 52 58 33 49 31 Ａ 2 Ⅰ ※ 小１ 縄文中期後半
Ｄ－65 59 59 41 38 31 Ａ 2 Ⅰ ※ 縄文中期後半
Ｄ－66 67 65 47 47 46 Ａ 2 Ⅰ ※ FLA １　FLB １ 小１ 縄文中期後半
Ｄ－67 94 85 69 64 30 Ａ 2 Ⅰ 縄文中期後半

第34表　人見東原Ⅱ遺跡　土坑観察表
（単位：cm）

－ 512 －



番号
規模（上） 規模(下） 形態

土器重量 石器 礫 時期 備考
ＮＳ ＷＥ ＮＳ ＷＥ 深さ 平面 断面 覆土

Ｄ－68 50 54 37 37 4 Ａ 2 Ⅰ △ 中１ 不明
Ｄ－69 54 57 41 44 33 Ａ 2 Ⅰ △ 小１ 縄文中期後半
Ｄ－70 71 61 50 38 37 Ａ 2 Ⅰ ※ 縄文中期後半
Ｄ－71 111 106 62 60 34 Ａ 2 Ⅰ ※ 縄文中期後半
Ｄ－72 80 106 67 73 32 Ａ 2 Ⅰ ※ 縄文中期後半
Ｄ－73 88 88 60 60 33 Ａ 2 Ⅰ ※ 縄文中期後半
Ｄ－74 93 93 40 41 15 Ａ 2 Ⅰ 中２　大１ 縄文中期後半
Ｄ－75 73 76 34 46 33 Ａ 2 Ⅰ ※ FLB １ 縄文中期後半
Ｄ－76 85 90 42 45 15 Ａ 2 Ⅰ △ 縄文中期後半
Ｄ－77 91 87 35 33 60 Ａ 2 Ⅰ 縄文中期後半
Ｄ－78 114 122 89 93 40 Ｂ 2 Ⅰ ※ 加曽利EⅢ
Ｄ－79 71 78 51 53 40 Ａ 2 Ⅰ △ 小１ 加曽利EⅢ
Ｄ－80 103 107 67 61 29 Ａ 2 Ⅰ △ 縄文中期後半
Ｄ－81 86 84 47 55 37 Ａ 2 Ⅰ 小１　中２ 縄文中期後半
Ｄ－82 119 123 79 88 27 Ａ 2 Ⅰ 縄文中期後半
Ｄ－83 112 116 57 68 40 Ａ 2 Ⅰ 縄文中期後半
Ｄ－84 101 104 45 51 31 Ａ 2 Ⅰ ※ 縄文中期後半
Ｄ－85 140 99 111 62 22 Ｂ 1 Ⅱ ○ 打斧２ 中１ 加曽利EⅢ Ｊ－６住内、遺物廃棄。
Ｄ－86 107 96 85 69 20 Ａ 2 Ⅱ 中１ 加曽利EⅢ Ｊ－６住内。
Ｄ－87 76 72 52 52 23 Ａ 1 Ⅱ ※ FLA １ 加曽利EⅢ Ｊ－６住内。
Ｄ－88 155 157 132 127 97 Ａ 1 Ⅰ △ 加曽利EⅢ 風倒木痕より新しい。
Ｄ－89 風倒木痕。
Ｄ－90 84 83 20 24 42 Ａ 2 Ⅱ ◎ FLA ２　FLB ２ 小10　大１ 加曽利EⅢ
Ｄ－91 (135) 118 81 81 60 Ａ 1 Ⅰ ※ 加曽利EⅢ
Ｄ－92 風倒木痕。
Ｄ－93 117 121 90 97 96 Ａ 3 Ⅱ 加曽利EⅢ 遺物なし。
Ｄ－94 95 97 49 49 67 Ａ 3 Ⅱ △ FLB １ 小１ 加曽利EⅢ
Ｄ－95 91 80 69 60 23 Ｃ 1 Ⅰ ※ 古代
Ｄ－96 112 109 87 87 13 Ａ 2 Ⅰ △ 縄文中期後半
Ｄ－97 77 90 46 60 37 Ａ 2 Ⅰ ※ 縄文中期後半
Ｄ－98 77 82 41 42 36 Ａ 2 Ⅰ ※ FLA ２　FLB ２ 中１ 加曽利EⅢ
Ｄ－99 67 123 22 28 30 Ｄ 2 Ⅰ ※ 縄文中期後半

Ｄ－100 97 91 67 63 40 Ａ 2 Ⅰ ○ 加曽利EⅢ
Ｄ－101 81 89 41 42 32 Ａ 2 Ⅰ 大１ 縄文中期後半
Ｄ－102 84 86 32 38 15 Ａ 2 Ⅰ 大１ 縄文中期後半

第35表　人見西下原遺跡　土坑観察表

番号
規模（上） 規模(下） 形態

土器重量 石器 礫 時期 備考
ＮＳ ＷＥ ＮＳ ＷＥ 深さ 平面 断面 覆土

Ｄ－１ 200 217 170 191 32 Ａ 1 Ⅰ ○ 小１ 加曽利EⅢ 遺物廃棄。
Ｄ－２ 91 84 62 55 34 Ａ 1 Ⅰ ※ FLA １ 縄文中期後半
Ｄ－３ 91 96 73 67 29 Ａ 1 Ⅰ ※ 小１　中１ 縄文中期後半
Ｄ－４ 95 108 68 91 26 Ｂ 1 Ⅰ ※ 縄文中期後半
Ｄ－５ 133 96 79 55 31 Ｂ 1 Ⅰ 磨斧１　FLA １ 縄文中期後半
Ｄ－６ 90 99 42 44 34 Ａ 2 Ⅰ FLB １ 縄文中期後半
Ｄ－７ 130 110 87 84 32 Ｄ 2 Ⅰ △ FLB １ 　 縄文中期後半
Ｄ－８ 118 120 81 87 29 Ａ 1 Ⅰ ※ 磨斧１　FLA １ 小１ 縄文中期後半
Ｄ－９ 89 84 61 58 27 Ａ 1 Ⅰ 凹 1 縄文中期後半
Ｄ－10 142 157 90 110 46 Ｂ 1 Ⅰ ※ FLB １ 縄文中期後半
Ｄ－11 108 105 58 59 35 Ａ 2 Ⅰ ※ 縄文中期後半
Ｄ－12 111 106 52 55 40 Ａ 2 Ⅰ ※ 小１ 縄文中期後半
Ｄ－13 132 111 107 82 44 Ａ 1 Ⅰ △ 凹１  　FLA １ 小３ 縄文中期後半
Ｄ－14 93 98 57 56 37 Ａ 1 Ⅰ ※ FLB １ 小２ 縄文中期後半
Ｄ－15 99 104 75 85 43 Ａ 1 Ⅰ ※ 大１ 縄文中期後半
Ｄ－16 100 101 46 44 24 Ａ 2 Ⅰ ※ 縄文中期後半
Ｄ－17 136 155 84 108 26 Ａ 1 Ⅱ △ 大１ 縄文中期後半 配石状遺構。
Ｄ－18 103 91 74 66 27 Ａ 2 Ⅰ ※ 縄文中期後半
Ｄ－19 74 75 39 40 32 Ａ 2 Ⅰ ※ 小１ 縄文中期後半
Ｄ－20 81 75 50 46 27 Ａ 2 Ⅰ ※ 縄文中期後半
Ｄ－21 78 73 38 35 20 Ａ 2 Ⅰ ※ 縄文中期後半
Ｄ－22 103 102 82 79 23 Ａ 2 Ⅰ ※ 縄文中期後半
Ｄ－23 109 103 83 74 26 Ａ 2 Ⅰ 縄文中期後半
Ｄ－24 94 85 63 61 19 Ａ 2 Ⅰ 小１ 縄文中期後半
Ｄ－25 125 128 91 110 28 Ａ 2 Ⅰ ※ 打斧１ 縄文中期後半
Ｄ－26 101 102 72 70 33 Ａ 2 Ⅰ ※ 縄文中期後半 　　　　　　　
Ｄ－27 92 98 61 74 28 Ａ 2 Ⅰ 中１ 縄文中期後半

（単位：cm）

（単位：cm）

－ 513 －



番号
規模（上） 規模(下） 形態

土器重量 石器 礫 時期 備考
ＮＳ ＷＥ ＮＳ ＷＥ 深さ 平面 断面 覆土

Ｄ－28 104 111 87 83 23 Ａ 2 Ⅰ ※ 縄文中期後半
Ｄ－29 83 80 51 55 28 Ａ 2 Ⅰ 皿１ 中１ 縄文中期後半
Ｄ－30 91 90 68 64 29 Ａ 2 Ⅰ 中１ 縄文中期後半
Ｄ－31 107 110 56 67 23 Ａ 2 Ⅰ 縄文中期後半
Ｄ－32 79 84 48 53 30 Ａ 2 Ⅰ 打斧 1 中１ 縄文中期後半
Ｄ－33 75 84 41 45 31 Ａ 2 Ⅰ 中１ 縄文中期後半
Ｄ－34 149 139 109 98 37 Ａ 2 Ⅰ ※ 縄文中期後半
Ｄ－35 106 96 78 69 46 Ａ 2 Ⅰ 大１ 縄文中期後半
Ｄ－36 81 78 39 44 23 Ａ 2 Ⅰ ※ 縄文中期後半
Ｄ－37 131 139 77 85 31 Ａ 2 Ⅰ △ 縄文中期後半
Ｄ－38 97 93 49 48 34 Ａ 2 Ⅰ ※ 縄文中期後半
Ｄ－39 169 189 136 157 32 Ａ 2 Ⅰ ※ FLA １ 小２ 縄文中期後半
Ｄ－40 94 99 53 53 26 Ａ 2 Ⅰ 中１ 縄文中期後半
Ｄ－41 85 84 57 52 30 Ａ 2 Ⅰ ※ 縄文中期後半
Ｄ－42 90 95 57 65 22 Ａ 2 Ⅰ FLA １ 縄文中期後半
Ｄ－43 124 84 61 31 29 Ｂ 2 Ⅰ ※ 縄文中期後半
Ｄ－44 102 93 73 67 39 Ａ 2 Ⅰ ※ FLA １ 縄文中期後半
Ｄ－45 99 87 62 57 32 Ａ 2 Ⅰ ※ 大１ 縄文中期後半
Ｄ－46 82 84 34 40 31 Ａ 2 Ⅰ ※ 小１ 縄文中期後半
Ｄ－47 93 93 75 73 24 Ａ 2 Ⅰ FLA １ 縄文中期後半
Ｄ－48 111 115 74 73 38 Ａ 1 Ⅱ 縄文中期後半

第36表　人見枝谷津遺跡　土坑観察表

番号
規模（上） 規模(下） 形態

土器重量 石器 礫 時期 備考
ＮＳ ＷＥ ＮＳ ＷＥ 深さ 平面 断面 覆土

Ｄ－１ 103 61 78 47 15 Ｂ ２ Ⅰ 甕※ 古墳中期
Ｄ－２ (107) (139) 86 120 45 Ｂ １ Ⅱ 甕※ FLA １ 古墳中期
Ｄ－３ (134) 135 (103) 111 41 Ａ １ Ⅱ 甕△ 錐１　磨斧１　FLB １ 古墳中期
Ｄ－４ 140 120 97 85 38 Ａ １ Ⅱ 甕※ 古墳中期
Ｄ－５ 147 132 91 91 21 Ａ ２ Ⅰ 甕△ 古墳中期
Ｄ－６ 139 147 42 99 78 Ｂ １ Ⅱ 甕※ 古墳中期
Ｄ－７ 150 174 115 137 45 Ｂ １ － 古墳中期
Ｄ－８ 112 179 73 133 15 Ｂ ２ Ⅲ 平安～中世
Ｄ－９ 110 99 88 87 21 Ａ ２ Ⅲ 甕※(混入) 平安～中世
Ｄ－10 118 106 89 93 17 Ａ ２ Ⅲ 平安～中世
Ｄ－11 109 115 81 98 21 Ａ ２ Ⅲ 甕※(混入) 平安～中世
Ｄ－12 134 129 115 111 31 Ａ １ Ⅲ 平安～中世
Ｄ－13 128 117 107 96 29 Ａ １ Ⅲ FLB １ 平安～中世
Ｄ－14 78 94 55 87 23 Ａ １ 坏△甕※(混入) FLA １　FLA ２　FLE １ 時期検討
Ｄ－15 77 84 61 62 19 Ａ ２ Ⅲ 甕※(混入) 平安～中世
Ｄ－16 117 115 95 94 43 Ａ １ Ⅲ 甕△(混入) 平安～中世
Ｄ－17 103 99 94 75 24 Ａ １ Ⅲ 坏※(混入) 棒礫 平安～中世
Ｄ－18 143 131 115 101 30 Ａ １ Ⅲ 坏※甕※(混入) 平安～中世
Ｄ－19 142 132 123 113 39 Ａ １ Ⅲ 平安～中世
Ｄ－20 161 152 138 135 39 Ａ １ Ⅲ 甕※(混入) 小１ 平安～中世 D-21と重複。
Ｄ－21 140 (137) 121 (114) 32 Ａ １ Ⅲ 甕※(混入) 平安～中世 D-20と重複。
Ｄ－22 134 (135) 113 (111) 39 Ａ １ Ⅲ 平安～中世 D-28と重複。
Ｄ－23 131 129 120 107 50 Ａ １ Ⅲ 平安～中世
Ｄ－24 157 115 126 132 53 Ａ １ Ⅲ 甕※(混入) 平安～中世
Ｄ－25 71 69 42 40 39 Ａ １ － FLA １ 古墳中期
Ｄ－26 127 128 88 71 49 Ａ １ － 古墳中期
Ｄ－27 98 99 63 52 35 Ａ １ － 古墳中期
Ｄ－28 139 (145) 118 （123) 39 Ａ １ Ⅲ ScB １　 平安～中世 D-20と重複。
Ｄ－29 155 99 138 75 67 Ｃ １ Ⅱ 坏△甕※ FLB １ 古墳中期
Ｄ－30 223 211 181 165 15 Ａ ２ － 甕△ 中１ 古墳中期
Ｄ－31 101 106 91 85 17 Ａ ２ － 甕△ 打斧１　ScB２　FLA２　FLB 1 古墳中期
Ｄ－32 96 92 75 73 24 Ａ ２ － 坏※甕△ 古墳中期
Ｄ－33 118 117 95 96 14 Ａ ２ － 甕※ 鏃１　打斧１ 古墳中期
Ｄ－34 107 109 74 76 25 Ａ １ － 甕△ 打斧１　FLB １　磨３　砥２ 古墳中期
Ｄ－35
　（炉） 222 177 200 151 35 Ｂ １ Ⅱ 縄文△ ScB １　FLB １　磨１　凹１

皿５　台２　磨斧１　石棒１ 中１ 縄文中期後半 覆土上部に土器・礫（炉か）
（混入遺物：坏※甕※）。

Ｄ－36 203 225 170 201 32 Ａ １ － 縄文◎ FLA ２　凹１ 小３　中２　大２ 縄文中期後半 集石土坑。
Ｄ－37 271 243 239 218 19 Ａ ２ － 縄文○ 小１　大１ 不明（古墳） 古墳勾玉混入。
Ｄ－38 74 73 59 60 12 Ａ ２ － 縄文
Ｄ－39 169 161 141 138 43 Ａ １ － 縄文
Ｄ－40 92 78 75 61 29 Ａ １ － FLB １ 縄文中期後半
Ｄ－41 108 109 89 89 15 Ａ ２ － 縄文

（単位：cm）

（単位：cm）

－ 514 －



番号
規模（上） 規模(下） 形態

土器重量 石器 礫 時期 備考
ＮＳ ＷＥ ＮＳ ＷＥ 深さ 平面 断面 覆土

Ｄ－42 68 87 45 64 41 Ｂ １ Ⅱ 甕※ 古墳中期 炭化物混入。
Ｄ－43 85 105 68 89 46 Ａ １ Ⅱ 甕※ 古墳中期 炭化物混入。
Ｄ－44 169 101 146 80 28 Ｂ １ Ⅲ 平安～中世
Ｄ－45 82 80 59 60 15 Ｂ ２ Ⅲ 平安～中世
Ｄ－46 119 122 91 102 25 Ａ １ － 古墳中期
Ｄ－47 56 75 37 54 6 Ａ ２ － 古墳中期
Ｄ－48 99 103 79 80 34 Ａ １ Ⅲ FLB １ 平安～中世
Ｄ－49 82 76 65 63 14 Ａ ２ － 古墳中期
Ｄ－50 85 68 59 13 27 Ａ １ － 古墳中期
Ｄ－51 (84) 102 63 83 13 Ｂ ２ － 坏※甕※ 古墳中期
Ｄ－52 縄文◎ 小５  中39  大７ 縄文中期後半 集石土坑。
Ｄ－53 147 126 123 103 25 Ａ ２ Ⅰ 坏※甕※(混入) 古代
Ｄ－54 102 119 90 95 15 Ａ ２ － 縄文△ 縄文中期後半
Ｄ－55 119 143 106 124 33 Ａ ２ － 古墳中期
Ｄ－56 75 153 54 120 34 Ｂ １ － 甕△ 小１ 古墳中期
Ｄ－57 84 91 75 74 35 Ａ １ Ⅱ 小１大２ 古墳中期
Ｄ－58 131 140 123 121 41 Ａ １ Ⅱ 　 小８　中５ 縄文中期後半 覆土上部に集石。
Ｄ－59 82 72 57 53 29 Ａ １ Ⅱ 甕※ 古墳中期
Ｄ－60 92 76 49 41 49 Ａ １ Ⅱ 坏※甕※ 小１  中１  大２ 古墳中期
Ｄ－61 152 163 129 145 43 Ａ １ Ⅱ 甕○ 滑石核１ 中１　図にあり 古墳中期 遺物廃棄。
Ｄ－62 118 126 97 105 34 Ａ １ Ⅱ 小１  中１  大２ 古墳中期 礫のみ出土。
Ｄ－63 欠番。
Ｄ－64 101 106 75 84 31 Ａ １ － 甕※ 古墳中期
Ｄ－65 欠番。
Ｄ－66 104 84 70 61 22 Ａ １ － FLA １　FLB １ 古墳中期
Ｄ－67 75 78 49 47 25 Ａ １ － 古墳中期
Ｄ－68 80 79 53 57 21 Ａ １ － 古墳中期
Ｄ－69 85 98 64 77 24 Ａ １ － 古墳中期
Ｄ－70 94 72 77 55 41 Ａ １ Ⅰ 古墳中期
Ｄ－71 105 (96) 82 (67) 41 Ｂ １ Ⅰ 甕※ 古墳中期 D-70より新しい。
Ｄ－72 152 143 130 121 34 Ａ １ Ⅱ 土器あり 古墳中期
Ｄ－73 154 214 131 173 56 Ｃ １ Ⅱ 坏○甕◎ 小４ 古墳中期 複数個体の甕出土。
Ｄ－74 100 101 85 81 24 － － － 縄文※ 縄文
Ｄ－75 85 100 64 77 23 Ａ １ Ⅰ FLB １ 古墳中期
Ｄ－76 117 109 84 88 45 Ａ １ － 古墳中期
Ｄ－77 108 144 75 113 64 Ｂ １ Ⅱ 甕△ 中３ 古墳中期 覆土上部に焼土・炭化物。
Ｄ－78 84 71 63 50 27 Ａ １ － 縄文※ 中３ 縄文 土坑内にピット。
Ｄ－79 98 134 81 118 21 Ｂ ２ Ⅰ 小１ 古墳中期
Ｄ－80 95 125 76 102 27 Ｂ １ Ⅰ 甕※ 古墳中期
Ｄ－81 119 195 91 170 16 Ａ ２ Ⅱ 古墳中期 覆土に焼土・炭化物。
Ｄ－82 120 167 85 110 17 Ｂ ２ － 縄文○ 小２　中１ 縄文中期後半
Ｄ－83 139 123 117 91 19 Ａ ２ － 縄文△ 縄文中期後半 覆土中に土器破片。
Ｄ－84 168 (117) 121 86 46 Ｂ １ － 縄文◎ 縄文中期後半 覆土中に土器破片。
Ｄ－85 85 87 51 56 55 Ａ １ － 坏※甕△ 打斧１ 中１ 古墳中期 ピット状。
Ｄ－86 〈63〉 121 〈48〉 85 82 Ａ １ Ⅱ 坏※甕※(混入) 大２ 縄文 H-40住壁面で確認。底面に礫。
Ｄ－87 179 〈123〉 138 〈105〉 37 Ｂ ２ － 縄文△ FLA １ 小３　中１ 縄文中期後半 H-35住と重複。
Ｄ－88 74 78 56 70 47 Ａ １ － 古墳中期
Ｄ－89 53 116 41 98 58 Ｃ １ Ⅱ 甕△ 古墳中期 ２基重複。
Ｄ－90 101 116 71 80 43 Ａ １ Ⅱ 坏※甕△ FLA １　FLB ２ 古墳中期 覆土に土器破片。
Ｄ－91 125 70 106 47 34 Ｂ １ － 坏※甕※ 古墳中期
Ｄ－92 88 81 71 61 16 Ａ ２ － 小１　中２ 古墳中期
Ｄ－93 104 108 81 81 17 Ａ １ Ⅰ 甕※ 古墳中期 ピットが重複。
Ｄ－94 85 115 66 102 21 Ｂ ２ Ⅰ 甕※ FLB １ 古墳中期
Ｄ－95 124 119 95 97 35 Ａ １ Ⅱ 古墳中期
Ｄ－96 99 106 78 91 26 － － － 縄文△ 縄文
Ｄ－97 112 117 89 93 28 － － － 坏※ 不明 実測平面図無し。
Ｄ－98 101 88 39 43 83 Ａ １ Ⅱ FLA ２　凹１ 古墳中期
Ｄ－99 134 104 117 83 37 － － － 甕※ 不明

Ｄ－100 171 169 150 145 11 Ａ ２ － 縄文△ 縄文中期
Ｄ－101 129 111 104 83 28 Ｂ １ － 縄文○ 縄文中期
Ｄ－102 欠番。
Ｄ－103 112 99 94 82 10 Ａ ２ Ⅱ 古墳中期 床面赤化。
Ｄ－104
Ｄ－105 106 141 87 125 19 Ｂ ２ Ⅰ 縄文△(混入) 古墳中期 縄文→古墳。

（単位：cm）
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番号
規模（上） 規模(下） 形態

土器重量 石器 礫 時期 備考
ＮＳ ＷＥ ＮＳ ＷＥ 深さ 平面 断面 覆土

Ｄ－106 137 107 116 96 43 Ａ １ － 平安～中世
Ｄ－107 158 99 135 80 31 Ｂ １ － 平安～中世
Ｄ－108 101 (103) 84 (88) 17 Ａ １ － 平安～中世 D-109と重複。
Ｄ－109 126 136 85 97 41 Ａ １ － 平安～中世 D-108と重複。
Ｄ－110 78 69 59 51 12 Ａ ２ Ⅰ 縄文○ 縄文中期後半
Ｄ－111 130 169 100 133 41 Ｂ １ Ⅰ 縄文△ 大１ 縄文中期後半 上部に礫。
Ｄ－112 82 203 46 88 79 Ｃ １ Ⅱ 縄文※ 縄文中期後半
Ｄ－113 108 130 85 98 23 Ａ １ Ⅰ 大１ 縄文中期後半 上部に礫。
Ｄ－114 135 (118) 102 (84) 32 Ａ ２ Ⅰ 縄文△ 中５ 縄文中期後半 上部に礫。
Ｄ－115 116 115 99 85 46 Ａ １ Ⅲ 平安～中世
Ｄ－116 121 115 105 77 38 Ａ ２ Ⅱ 縄文△ 多数 縄文中期後半 覆土上部に集石（集石土坑）。

第37表　人見東向原遺跡　土坑観察表

番号
規模（上） 規模(下） 形態

土器重量 石器 礫 時期 備考
ＮＳ ＷＥ ＮＳ ＷＥ 深さ 平面 断面 覆土

Ｄ－１ 63 120 47 103 29 Ｂ １ Ⅱ 古墳中期
Ｄ－２ 131 143 121 74 37 Ｂ １ Ⅱ 甕○ 古墳中期
Ｄ－３ 72 76 45 43 31 Ａ １ Ⅱ 甕◎ 古墳中期 底面に土器。
Ｄ－４ 244 176 221 155 21 Ｂ ２ Ⅱ 坏※甕※ 小１　中１ 古墳中期
Ｄ－５ 44 35 (32) 24 23 Ａ ２ Ⅰ 甕△ 古墳中期
Ｄ－６ (107) (115) (80) (69) 33 Ａ １ － 甕※ 古墳中期
Ｄ－７ 92 140 67 117 41 Ｂ ２ Ⅱ 甕※ 古墳中期
Ｄ－８ 125 134 109 115 33 Ａ １ － 縄文◎ 縄文中期後半
Ｄ－９ 127 106 117 84 32 Ａ １ Ⅱ 縄文△ 大１ 縄文中期後半

第38表　人見向原遺跡　土坑観察表

番号
規模（上） 規模(下） 形態

土器重量 石器 礫 時期 備考
ＮＳ ＷＥ ＮＳ ＷＥ 深さ 平面 断面 覆土

Ｄ－１ 〈188〉 171 81 88 133 Ａ ３ Ⅱ 甕△ 古墳～古代 M-1が新しい。
Ｄ－２ (194) 166 91 81 87 Ｂ １ Ⅱ 古墳～古代 M-1が新しい。
Ｄ－３ 81 74 18 17 41 Ａ １ Ⅰ 甕△ 古墳中期 ピット状。覆土中位で坩出土。
Ｄ－４ 125 115 94 84 68 Ａ １ － 縄文
Ｄ－５ 101 109 72 75 30 Ａ ２ － 縄文
Ｄ－６ 84 80 57 58 21 Ａ ２ － 槍状石器 縄文
Ｄ－７ 127 138 86 93 44 Ａ １ － 縄文

第39表　人見東中原遺跡　土坑観察表

番号
規模（上） 規模(下） 形態

土器重量 石器 礫 時期 備考
ＮＳ ＷＥ ＮＳ ＷＥ 深さ 平面 断面 覆土

Ｄ－１ 93 111 59 67 40 Ａ １ － 時期不明
Ｄ－２ 125 124 95 81 37 Ａ ２ － 縄文
Ｄ－３ 128 93 68 82 43 Ａ ２ Ⅱ 縄文◎ 小１　中１ 縄文中期後半 J-4柄部。両耳壺埋設。
Ｄ－４ 150 159 101 109 36 Ａ １ － 磨１ 縄文
Ｄ－５ 107 115 72 73 38 Ａ １ Ⅰ 縄文
Ｄ－６ 156 177 117 141 31 Ａ ２ Ⅰ 縄文※ 礫１ 縄文中期
Ｄ－７ 129 106 32 39 39 Ａ １ Ⅰ 縄文△ 中１ 縄文中期
Ｄ－８ 128 135 69 76 91 Ａ １ － 錐１　　FLA ３ 縄文
Ｄ－９ 121 120 60 62 33 Ａ ２ Ⅰ 縄文 風倒木痕。
Ｄ－10 116 115 74 72 31 Ａ ２ Ⅰ 小１ 縄文 風倒木痕。
Ｄ－11 115 106 96 73 21 Ａ ２ Ⅰ 時期不明
Ｄ－12 94 99 63 68 48 Ａ １ Ⅰ 縄文
Ｄ－13 96 87 63 58 21 Ａ ２ Ⅰ 縄文○ 縄文 J-9内。
Ｄ－14 78 70 49 48 27 Ａ ２ Ⅰ 時期不明 J-9内。
Ｄ－15 226 195 131 112 27 Ａ ２ － 中１ 縄文
Ｄ－16 144 103 29 45 36 Ａ １ Ⅱ 甕△ 古代 平安甕1個体出土。炭化物検出。
Ｄ－17 91 120 64 85 22 Ｂ ２ Ⅰ 棒礫１ 縄文
Ｄ－18 137 114 64 57 29 Ａ ２ Ⅰ 縄文△ 縄文
Ｄ－19 133 143 101 106 13 Ａ ２ － 縄文△ 鏃１ 小１ 縄文
Ｄ－20 107 135 69 92 27 Ａ １ Ⅱ 縄文※ 中１ 縄文 遺物量検討。
Ｄ－21 145 116 98 81 22 Ａ ２ － 縄文※ 皿１ 縄文 覆土上部石皿。土坑墓か。

（単位：cm）

（単位：cm）

（単位：cm）

（単位：cm）
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番号
規模（上） 規模(下） 形態

土器重量 石器 礫 時期 備考
ＮＳ ＷＥ ＮＳ ＷＥ 深さ 平面 断面 覆土

Ｄ－22 122 130 87 97 29 Ａ １ Ⅰ 皿１ 縄文 石皿破片接合。
Ｄ－23 141 114 106 87 40 Ａ １ Ⅱ 縄文※ 多孔１ 小１ 縄文 土坑墓か。
Ｄ－24 縄文△ Ｊ－11住に変更。
Ｄ－25 縄文△ Ｊ－11住に変更。
Ｄ－26 107 109 88 83 23 Ａ １ Ⅱ 縄文△ 中１　大１ 縄文 土坑墓か。
Ｄ－27 146 130 115 95 39 Ａ １ Ⅱ 縄文△ 皿１ 中１ 縄文 土坑墓か。
Ｄ－28 194 (143) 170 (109) 31 Ｂ ２ － 中１ 縄文
Ｄ－29 99 88 24 55 39 Ａ １ － 縄文△ 縄文
Ｄ－30 79 75 58 64 27 Ａ １ Ⅱ 中１ 縄文 土坑墓か。
Ｄ－31 140 (215) 131 (161) 97 Ｂ １ － 縄文※ 中２ 縄文
Ｄ－32 (103) 131 (78) 139 44 Ａ １ － 縄文△ 皿１ 縄文早期 押型文土器１個体出土。
Ｄ－33 87 101 69 90 31 Ａ ２ － 縄文◎ 加曽利EⅢ 埋設土器１。
Ｄ－34 120 116 85 77 39 Ａ １ － 時期不明
Ｄ－35 100 106 67 73 51 Ａ １ － 時期不明
Ｄ－36 107 111 73 78 49 Ａ １ － 縄文△ 縄文
Ｄ－37 114 123 95 114 98 Ａ ３ Ⅱ 中１ 縄文 袋状土坑。
Ｄ－38 211 176 190 157 21 縄文◎ 鏃１　FLE ３ 小１　中３ J-1住と重複。

第40表　人見西中原遺跡Ａ区　土坑観察表

番号
規模（上） 規模(下） 形態

土器重量 石器 礫 時期 備考
ＮＳ ＷＥ ＮＳ ＷＥ 深さ 平面 断面 覆土

Ｄ－39 156 (131) 118 (110) 69 Ａ ２ Ⅰ 縄文※ FLB １ 縄文 H-6と重複。集石土坑。
Ｄ－40 127 119 202 97 54 Ｂ １ Ⅱ 坏△甕※ FLA １　磨石１ 古墳中期 埋め戻し。

Ｄ－41 215 81 188 55 126 Ｂ １ － 坏△甕※ FLB ２ 中２ 古墳中期 細長く深い。覆土上層か
ら高坏片２点、礫出土。

Ｄ－42 (150) (136) 113 101 108 Ａ ３ Ⅱ 縄文※ FLB ２ 縄文中期

第41表　人見西中原遺跡Ｂ区　土坑観察表

番号
規模（上） 規模(下） 形態

土器重量 石器 礫 時期 備考
ＮＳ ＷＥ ＮＳ ＷＥ 深さ 平面 断面 覆土

Ｄ－１ 157 126 120 99 28 Ａ ２ Ⅰ 弥生△ 弥生前期 土器底部１個体出土。
Ｄ－２ 116 48 95 31 25 Ｂ ２ － 時期不明
Ｄ－３ 70 79 51 67 21 Ａ １ Ⅱ 遺物 時期不明
Ｄ－４ 128 160 95 145 32 Ｂ １ Ⅱ 時期不明
Ｄ－５ 196 155 175 147 25 Ｄ ２ Ⅰ 縄文◎ 磨２　凹１ 小９　中４ 縄文 J-5内。覆土上部に集石。
Ｄ－６ 104 75 87 25 29 Ｂ ２ － 縄文△ 縄文中期 Ｊ－7内。
Ｄ－７ 128 233 93 186 76 Ｂ ２ Ⅱ 縄文○ 大２　特大１ 縄文中期 Ｊ－7内。
Ｄ－８ 107 156 88 127 37 Ｂ ２ － 縄文◎ 磨斧素材１　磨１ 小２　中４　大１ 縄文中期 Ｊ－7内。覆土上位で遺物出土。
Ｄ－９ 195 155 163 74 56 縄文◎ 大３　特大１ 縄文中期 Ｊ－7内U-1埋設土器の上に礫。

第42表　人見西向原遺跡Ａ区　土坑観察表

番号
規模（上） 規模(下） 形態

土器重量 石器 礫 時期 備考
ＮＳ ＷＥ ＮＳ ＷＥ 深さ 平面 断面 覆土

Ｄ－１ 113 (135) 26 84 71 Ｂ １ － 古代 巣穴状。
Ｄ－２ 107 144 66 81 86 Ｂ ２ － 古代 陥穴か。
Ｄ－３ 〈328〉 192 37 117 83 Ｄ １ － 古代 溝状。M-1が新しい。
Ｄ－４ Ａ １ － 古代 巣穴状。

第43表　人見西向原遺跡Ｄ区　土坑観察表

番号
規模（上） 規模(下） 形態

土器重量 石器 礫 時期 備考
ＮＳ ＷＥ ＮＳ ＷＥ 深さ 平面 断面 覆土

Ｄ－１ 113 78 57 49 39 Ｂ ２ － 坏△甕△ 古墳中期 高坏破片出土。

第44表　人見西向原遺跡Ｅ区　土坑観察表

番号
規模（上） 規模(下） 形態

土器重量 石器 礫 時期 備考
ＮＳ ＷＥ ＮＳ ＷＥ 深さ 平面 断面 覆土

Ｄ－１ 203 178 175 157 46 Ａ ３ Ⅱ 縄文◎ 加曽利E3 風倒木痕と重複。覆土上位
の中央部に土器破片集中。

（単位：cm）

（単位：cm）

（単位：cm）

（単位：cm）

（単位：cm）

（単位：cm）
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番号
規模（上） 規模(下） 形態

土器重量 石器 礫 時期 備考
ＮＳ ＷＥ ＮＳ ＷＥ 深さ 平面 断面 覆土

Ｄ－２ 170 197 105 163 26 Ａ ２ Ⅰ 縄文△ 縄文中期
Ｄ－３ 101 95 74 70 25 Ａ ２ Ⅰ 縄文◎ 磨１ 加曽利EⅢ 深鉢１個体。脇に磨石。

（単位：cm）

番号
規模（上） 規模(下） 形態

土器点数 石器 礫 時期 備考／土坑分類
ＮＳ ＷＥ ＮＳ ＷＥ 深さ 平面 断面 分類

Ｄ－１ 87 90 64 61 6 Ａ 2 Ⅰb Ｐ１ 鍬１ 中１　大１ 中期 遺物は中央に集まり、
底面から浮いて出土。

Ｄ－２ 143 (185) 104 141 26 Ｂ 1 Ⅰa Ｐ８縄文１ FLA １　FLB ２ 小１ 中１ 大１ Ⅱ 遺物は中央に集まり、底面か
ら浮いて出土。土器個体№10。

Ｄ－３ 78 77 52 44 10 Ａ 2 Ⅱb Ｐ１ 中期
Ｄ－４ 112 106 83 70 8 Ａ 2 Ⅱb Ｐ３ FLB １ 中１ Ⅱ
Ｄ－５ 126 107 100 89 18 Ａ 2 Ⅱa Ｐ９ 小２　中１ Ⅰ・Ⅱ 土器個体6。
Ｄ－６ 89 (80) 88 (59) 19 Ａ 2 Ⅱa Ｐ６ Ⅱ 土器個体6・58。
Ｄ－７ 214 212 166 178 18 Ｄ 2 Ⅱa Ｐ24 ScB １　FLB ６ Ⅱ 土器個体6。
Ｄ－８ 欠番。
Ｄ－９ 204 (154) 171 (128) 16 Ｂ 2 Ⅱa Ｐ10縄文９ 小１ Ⅰ～Ⅱ 土器個体110。
Ｄ－10 80 76 60 58 11 Ａ 1 Ⅲ 不明
Ｄ－11 92 74 64  5 Ｂ 2 Ⅰb 中１ 中期
Ｄ－12 91 84 65 57 9 Ｂ 1 Ⅰb 大１ 中期
Ｄ－13 103 97 74 64 16 Ａ 2 Ⅱb Ｐ１ 中期
Ｄ－14 168 140 161 103 22 Ｂ 2 Ⅱb Ｐ１縄文１ 不明
Ｄ－15 76 70 47 42 19 Ａ 2 Ⅲ 不明
Ｄ－16 117 114 84 83 25 Ａ 2 Ⅱb 小１ 不明
Ｄ－17 137 115 100 68 17 Ｂ 2 Ⅱb Ｐ３ Ⅰ・Ⅱ
Ｄ－18 143 120 110 85 14 Ｂ 2 Ⅰb Ｐ２ 大１ Ⅱ 中央に礫。
Ｄ－19 88 76 61 42 8 Ｂ 1 Ⅲ 不明
Ｄ－20 140 <130> 132 <48> 21 Ａ 2 Ⅰb Ｐ１ 大１ Ⅰ 中央に礫。
Ｄ－21 105 108 77 81 13 Ａ 2 Ⅱb Ｐ２ Ⅰ
Ｄ－22 (173) 137 (95) 82 20 Ｂ 2 Ⅱb Ｐ１ 中期
Ｄ－23 85 83 55 57 11 Ａ 2 Ⅰb 中１ 中期
Ｄ－24 129 110 96 73 18 Ｂ 2 Ⅱb Ｐ２ 中期

Ｄ－25 133 120 92 73 21 Ａ 1 Ⅱb Ｐ１ 中期 土坑縁に焼土痕。土坑
群唯一被熱痕跡。

Ｄ－26 弥生以降 木痕。
Ｄ－27 弥生以降 木痕。
Ｄ－28 80 77 44 42 18 Ａ 2 Ⅱb Ｐ２ Ⅱ
Ｄ－29 80 76 52 56 8 Ａ 2 Ⅱb Ｐ１ Ⅰ
Ｄ－30 122 98 90 60 12 Ｂ 2 Ⅰｂ Ｐ１ 中１ 中期
Ｄ－31 101 90 78 64 11 Ａ 2 Ⅱb Ｐ１ Ⅰ～Ⅱ
Ｄ－32 93 94 64 71 14 Ａ 2 Ⅱb 鏃１ 中期
Ｄ－33 FLA １ 弥生以降 木痕。
Ｄ－34 弥生以降 木痕。
Ｄ－35 99 94 62 58 25 Ａ 2 Ⅱb 縄文１ 小１ 不明 縄文遺物混入の可能性。
Ｄ－36 134 99 83 69 30 Ｂ 2 Ⅱb Ｐ２ 小２ Ⅱ 木痕。
Ｄ－37 (111) (108) (88) (79) 9 Ａ 2 Ⅱb Ｐ１ Ⅱ
Ｄ－38 Ⅱa Ｐ７ Ⅰ～Ⅱ Ｄ－39・40と重複。

Ｄ－39 186 226 112 183 14 ～
23 Ｂ 1 Ⅰ～Ⅱ Ｄ－38・40と重複。

Ｄ－40 Ⅰ～Ⅱ Ｄ－38・39と重複。
Ｄ－41 弥生以降 木痕。
Ｄ－42 88 92 65 59 13 Ａ 1 Ⅱb FLB １ 中期
Ｄ－43 109 102 91 83 11 Ａ 1 Ⅱb Ｐ１ Ⅰ
Ｄ－44 108 100 72 70 15 Ａ 2 Ⅱa Ｐ７ Ⅰ・Ⅲ 神保富士塚式出土。
Ｄ－45 77 78 46 44 16 Ａ 1 Ⅱb Ｐ１ 中期
Ｄ－46 152 143 　 78 21 Ａ 1 Ⅲ 不明
Ｄ－47 (66) (80) (34) (44) 12 Ｂ 2 Ⅱb Ｐ２ Ⅰ
Ｄ－48 100 118 68 91 12 Ｂ 2 Ⅱa Ｐ５ FLB １ Ⅰ～Ⅱ
Ｄ－49 98 82 68 50 16 Ｂ 2 Ⅱb Ｐ５ Ⅰ 土器個体117。
Ｄ－50 弥生以降 木痕。
Ｄ－51 119 76 79 (62) 13 Ｂ 1 Ⅱb 小１ 不明
Ｄ－52 94 87 73 56 15 Ａ 2 Ⅱa Ｐ６ Ⅰ
Ｄ－53 111 86 82 49 12 Ｂ 2 Ⅱa Ｐ２ FLD １ 小２ Ⅱ
Ｄ－54 166 180 102 124 18 Ａ 2 Ⅱa Ｐ18 ScB １　原Ａ１　Ch礫１ 小１　中１ Ⅰ・Ⅱ 底面にピット３か所。

第45表　上人見遺跡　土坑観察表
（単位：㎝）
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番号
規模（上） 規模(下） 形態

土器点数 石器 礫 時期 備考／土坑分類
ＮＳ ＷＥ ＮＳ ＷＥ 深さ 平面 断面 分類

Ｄ－55 126 232 106 198 28 Ｃ 1 Ⅱa Ｐ31 Ⅰ・Ⅱ 土器個体151・152。
Ｄ－56 123 96 80 56 18 Ｂ 2 Ⅱa Ｐ７ 小１ Ⅰ・Ⅱ
Ｄ－57 104 132 62 80 33 Ｂ 2 Ⅱb Ｐ３ Ⅰ～Ⅱ
Ｄ－58 不明 欠番。
Ｄ－59 83 80 56 46 10 Ａ 2 Ⅱb Ｐ２ Ⅰ～Ⅱ
Ｄ－60 110 102 82 76 20 Ａ 2 Ⅱb Ｐ３ 打斧１ Ⅰ～Ⅱ

Ｄ－61 (238) 360 (210) 335 16 Ｂ 1 Ⅱa Ｐ30 小１ Ⅰ・Ⅱ 竪穴状。底面にピット
６か所。土器個体117。

Ｄ－62 150 123 111 80 24 Ｂ 2 Ⅱa Ｐ17縄文１ Ⅰ・Ⅱ 土器個体113。

Ｄ－63 188 159 131 111 12 Ｂ 2 Ⅱa Ｐ23縄文１ FLB １ 小３　中１ Ⅰ～Ⅱ・Ⅲ Ｄ－64と接する。土
器個体114。

Ｄ－64 130 105 104 84 11 Ｂ 2 Ⅱa Ｐ11 Ⅰ～Ⅱ Ｄ－63と接する。
Ｄ－65 155 162 101 108 30 Ａ 1 Ⅱa Ｐ20縄文１ ScB １　FLB １ Ⅰ・Ⅱ
Ｄ－66 83 80 46 44 18 Ａ 2 Ⅱb Ｐ２ 小２ 中期
Ｄ－67 79 78 50 46 12 Ａ 2 Ⅱb Ｐ１ 中期
Ｄ－68 96 111 66 91 16 Ｂ 2 後期４ 弥生後期
Ｄ－69 128 133 84 (110) 23 Ａ 2 Ⅱb Ｐ３縄文１ Ⅰ～Ⅱ
Ｄ－70 117 126 80 92 10 Ａ 2 縄文２土師１ 中１ 古墳 木痕か。
Ｄ－71 184 195 130 130 12 Ａ 2 後期５ 小１ 弥生後期 前期土器が混入。
Ｄ－72 98 90 70 64 12 Ａ 1 Ⅱb Ｐ１ Ⅱ
Ｄ－73 111 82 73 52 20 Ｂ 1 Ⅲ 不明
Ｄ－74 (86) (76) (64) (54) 8 Ａ 2 Ⅱb Ｐ３ FLB １ Ⅰ
Ｄ－75 121 90 88 59 19 Ｂ 2 Ⅱb Ｐ１ Ⅰ
Ｄ－76 152 126 121 84 16 Ｂ 2 Ⅱa Ｐ７ Ⅰ・Ⅱ
Ｄ－77 159 122 118 86 16 Ｂ 2 Ⅱb Ｐ１ 鏃１　磨斧欠１　FLB １ 中期
Ｄ－78 72 72 47 43 19 Ａ 1 Ⅱb Ｐ１ 中期
Ｄ－79 183 203 134 130 16 Ｂ 2 Ⅱa Ｐ11縄文１ FLB ３ Ⅰ～Ⅱ 土器個体46。
Ｄ－80 弥生以降 木痕。
Ｄ－81 180 122 130 130 20 Ｂ 2 Ⅱb Ｐ４ Ⅱ

Ｄ－82 92 72 57 43 11 Ｂ 2 後期１ 弥生後期 土坑周辺に遺物分布。個
体土器90。５は中期土器。

Ｄ－83 133 145 101 102 16 Ａ 2 Ⅱb Ｐ２ 敲１ 中１ Ⅱ
Ｄ－84 (174) (138) (108) (93) 36 Ｂ 2 Ⅱa Ｐ11縄文１ 小１ Ⅰ・Ⅱ 土器個体49。
Ｄ－85 170 141 106 88 17 Ｂ 2 Ⅱa Ｐ３縄文１ 打斧１　磨１ 小２　中１ Ⅰ～Ⅱ
Ｄ－86 167 176 113 136 17 Ａ 2 Ⅱa Ｐ11縄文１ 小２　中１ Ⅰ～Ⅱ
Ｄ－87 77 (72) 59 (52) 12 Ａ 2 Ⅱa Ｐ８ Ⅰ～Ⅱ 土器個体144。
Ｄ－88 99 110 70 77 14 Ａ 2 Ⅱb Ｐ１ Ⅰ
Ｄ－89 146 122 110 90 15 Ｂ 1 Ⅱb Ｐ３ Ⅱ
Ｄ－90 189 132 153 96 17 Ｂ 2 Ⅱb 鍬１　FLB １ 中期
Ｄ－91 113 110 82 76 18 Ａ 2 Ⅱa Ｐ４ 鏃未１ 小１ Ⅰ～Ⅱ
Ｄ－92 294 (185) 247 (142) 15 Ｂ 1 Ⅱa Ｐ15 FLB ２ 中２ Ⅰ・Ⅱ 土器個体92。
Ｄ－93 小５ 縄文 集石状（範囲のみ確認）。
Ｄ－94 弥生以降 木痕。
Ｄ－95 86 100 60 75 14 Ｂ 2 Ⅱb FLA １ 中期
Ｄ－96 弥生以降 木痕。
Ｄ－97 101 111 78 82 18 Ａ 2 Ⅰb 中１ 中期
Ｄ－98 152 108 104 70 10 Ｂ 2 Ⅱb Ｐ１ 小１　中１ Ⅰ～Ⅱ
Ｄ－99 98 96 63 54 8 Ａ 1 Ⅲ 不明

Ｄ－100 (155) (90) (121) (61) 17 Ｂ 2 Ⅰb 小１　大１ 中期
Ｄ－101 84 94 62 56 12 Ａ 2 Ⅱb 中１ 中期
Ｄ－102 83 78 68 54 11 Ａ 2 Ⅲ 不明
Ｄ－103 117 96 90 54 23 Ｂ 2 Ⅱb Ｐ１ 中期
Ｄ－104 97 86 74 60 16 Ａ 2 Ⅱb Ｐ２ 中期
Ｄ－105 75 84 47 58 16 Ａ 2 Ⅱb Ｐ１ Ⅰ～Ⅱ
Ｄ－106 98 110 58 48 26 Ａ 2 Ⅲ 不明
Ｄ－107 127 104 94 69 19 Ｂ 1 Ⅱb Ｐ２ Ⅰ 土器個体96。
Ｄ－108 104 94 71 62 10 Ａ 1 Ⅱb Ｐ１ Ⅰ～Ⅱ
Ｄ－109 103 94 70 58 7 Ａ 2 Ⅱb Ｐ１ 小１ Ⅰ～Ⅱ
Ｄ－110 64 64 26 26 12 Ａ 2 Ⅱb Ｐ１ Ⅰ
Ｄ－111 152 196 100 139 22 Ｂ 2 土師11 小１ 古墳前期 Ｓ字口縁台付甕１個体出土。
Ｄ－112 102 143 69 (104) 90 Ｃ 1 縄文１ 小１ 古代か 土器は混入。
Ｄ－113 127 128 88 76 15 Ａ 1 Ⅰb Ｐ１ 中１ Ⅰ～Ⅱ
Ｄ－114 100 84 68 52 13 Ｂ 2 Ⅱb Ｐ１ 中期
Ｄ－115 － － － － － － － 土師３ 古墳中期 プランのみ確認。小坩出土。
Ｄ－116 83 72 40 36 11 Ａ 2 Ⅱb Ｐ２ Ⅰ

（単位：㎝）
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番号
規模（上） 規模(下） 形態

土器点数 石器 礫 時期 備考／土坑分類
ＮＳ ＷＥ ＮＳ ＷＥ 深さ 平面 断面 分類

Ｄ－117 102 90 69 58 23 Ａ 1 Ⅱb 小１ 中期
Ｄ－118 60 54 46 42 7 Ａ 2 Ⅱb Ｐ１ Ⅰ～Ⅱ
Ｄ－119 140 212 102 139 12 Ｂ 2 Ⅰa Ｐ２縄文３ ScB １ 大１ Ⅰ～Ⅱ
Ｄ－120 108 114 74 79 21 Ａ 1 Ⅱb Ｐ４ Ⅱ
Ｄ－121 114 111 68 68 23 Ａ 2 Ⅱb Ｐ３縄文２ FLB ２ Ⅰ～Ⅱ 底面に浅いピット。
Ｄ－122 73 106 52 86 18 Ｂ 2 Ⅱb Ｐ３ Ⅱ 底面に浅いピット。
Ｄ－123 <62> 111 <52> 90 10 Ａ 2 Ⅱb Ｐ１ 鍬１ Ⅰ
Ｄ－124 130 126 96 96 16 Ａ 2 Ⅱb Ｐ９ Ⅰ
Ｄ－125 88 107 34 36 20 Ｂ 2 Ⅱb Ｐ３ 打斧FL １ Ⅱ
Ｄ－126 109 110 83 85 22 Ａ 2 Ⅱb Ｐ２ 中期
Ｄ－127 97 100 68 71 27 Ａ 1 Ⅱb Ｐ１縄文１ Ⅱ 出土状況により弥生。
Ｄ－128 86 76 43 44 13 Ａ 2 Ⅱb Ｐ１ 中期
Ｄ－129 欠番。
Ｄ－130 174 197 80 102 22 Ｄ 1 Ⅱa Ｐ17 中１ Ⅰ～Ⅱ 底面にピット。土器個体93。
Ｄ－131 96 96 61 60 10 Ａ 2 Ⅱb Ｐ１ 中期
Ｄ－132 237 162 140 91 20 Ｂ 1 Ⅱa Ｐ12 磨製石器１ 小１ Ⅰ・Ⅱ 底面に浅いピット２か所。
Ｄ－133 120 104 91 71 9 Ｂ 2 Ⅱb FLB １ 中期
Ｄ－134 72 78 48 55 6 Ａ 2 Ⅱb Ｐ１ 中期
Ｄ－135 106 92 49 44 18 Ｂ 2 Ⅱb Ｐ１ ScB １ 中期
Ｄ－136 (110) (90) － － 0 Ｂ － Ⅱb Ｐ１ 中１ Ⅰ～Ⅱ 底面痕跡。
Ｄ－137 104 110 44 64 24 Ａ 2 Ⅱb Ｐ３縄文１ 小１ Ⅰ
Ｄ－138 － － － － － － － Ｐ４土師４ 古墳 プランのみ確認。
Ｄ－139 130 93 102 64 10 Ｂ 2 Ⅱb Ｐ１ ScB １ 中１ Ⅰ～Ⅱ 底面にピット(覆土下)。
Ｄ－140 80 80 42 52 18 Ａ 2 　　　　 古墳
Ｄ－141 137 162 67 79 16 Ｂ 2 Ⅱb Ｐ２ Ⅱ

Ｄ－142 150 180 120 140 12 Ｂ 2 Ⅱa Ｐ６土師３ 中２ Ⅰ・Ⅱ 上面土師器は包含層混
入。

Ｄ－143 150 130 93 78 20 Ｂ 2 Ⅱb Ｐ３縄文１ 小１ Ⅱ
Ｄ－144 100 91 (80) (76) 11 Ａ 2 Ⅱb 核B １ 中期 風倒木痕の可能性。
Ｄ－145 136 146 78 89 13 Ａ 2 Ⅱa Ｐ４土師２ FLB １ 小１ Ⅰ 上面土師器は包含層混入。
Ｄ－146 102 106 52 53 13 Ａ 2 土師３ 古墳
Ｄ－147 170 177 140 100 19 Ａ 1 土師４ 古墳
Ｄ－148 (130) (120) (71) (73) 37 Ａ 1 Ⅰb Ｐ１ 磨１ 中期 Ⅲ層掘り込み。底面に磨石。
Ｄ－149 (132) (110) (60) (54) 18 Ａ 2 Ⅱb Ｐ１ 鍬１ 中期 中央上部に石鍬片。
Ｄ－150 94 104 48 52 18 Ａ 2 Ⅱb Ｐ１ 小１ Ⅰ～Ⅱ
Ｄ－151 88 76 48 41 10 Ｂ 1 Ⅲ 不明
Ｄ－152 (121) (105) (98) (96) 16 Ｂ 1 Ⅱb Ｐ１ Ⅰ～Ⅱ
Ｄ－153 208 160 119 82 18 Ｂ 2 Ⅱa Ｐ23 Ⅰ・Ⅲ 土器個体4・5。

Ｄ－154 195 176 140 137 － － － － 小24　中45 縄文か
H-1床面で確認(Ⅳ層内
包含)。掘り込みは浅く
プランのみ確認。集石状。

１号土器棺 (76) 70 61 51 33 Ａ 1 Ⅰa 壺２甕１Ｐ３ 甕内からScB検出 Ⅰ ２基の土器棺再葬墓。
昭和36年出土。

２号土器棺 92 (80) 60 50 33 Ａ 1 Ⅰa 壺１甕１Ｐ１ Ⅰ １基の土器棺再葬墓。
昭和40年発掘調査。

計測値の（　）は推定値。＜　＞は残存値。

凡例　　土器重量　※　100ｇ以下　　礫　小　100ｇ以下　　平面形態　Ａ　　円形　　断面形態　１　逆台形　　　　覆土　Ⅰ：自然層ベース
　　　　　　　　　△　100ｇ以上　　　　中　100ｇ以上　　　　　　　Ｂ　　楕円形　　　　　　２　碗・皿状（弥生除く）Ⅱ：人為的
　　　　　　　　　○　500ｇ以上　　　　大　１㎏以上　　　　　　　　Ｃ　　方形　　　　　　　３　袋状　　　　　　　　Ⅲ：浅間B軽石混入土
　　　　　　　　　◎　１㎏以上　　　　　特大　10㎏以上　　　　　　　Ｄ　　不整形
　　　　土器＝Ｐ（上人見）

西横野東部地区遺跡群
（人見東原Ⅱ遺跡・人見西下原遺跡・人見枝谷津遺跡・人見東向原遺跡・人見向原遺跡・
人見西向原遺跡・人見東中原遺跡・人見西中原遺跡・人見本村遺跡・上人見遺跡）

－ 県営農地整備事業松義東部地区に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 －
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